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広告 料 158.720 

647 名 貯金 予算 利子 21,324 

寄附 金 27 ,000 

838.556 


会 員数 
昭和 30 年 12 月 末日 
以後 の 新入 会 員数 115 名 
退会 員数 ( 新 去 会 員 2 名 を 含む ) 37 名 支出 の 郡 総額 


現在 会 員数 725 名 内 訳 
第 25 回 絵 会 開催 費 20,000 


第 26 回 総会 開催 費 20,000 
寄生 虫 学 雑誌 印刷 費 総額 722.810 
5 巻 1 号 156,340 
5 巻 2 号 253,800 
前 年 度 繰 越 700,695 5 巻 3 号 164,890 
会 費 収 入 総計 470,850 5 巻 4 号 147,780 
昭和 27, 8 年 分 2.800 窒 生 貝 学 雑誌 発送 費 42.444 
昭和 29 年 分 6.400 改 横川 定 博 士 杏 花 料 3,000 


円 
収入 の 郡 総額 1 722 530 
内 誠 


昭和 30 年 分 43.165 金庫 購入 費 2,200 


昭和 31 年 分 415.500 通信 費 15,790 
昭和 32 年 分 2.985 諸 印 刷 費 570 
六部 省 研究 成果 刊行 補助 金 ~80,.000 謝金 7,000 
日 本 医師 会 医学 奨励 金 10,000 雑 費 4,742 
記事 雑誌 等 パック ナン バー 18,300 
論壇 掲載 超過 料 図版 代 差引 残高 883.974 
印刷 代 絵 額 235,641 内 訳 
4 巻 4 号 6,425 振替 貯金 682,033 


5 源 1 号 76,400 郵便 貯金 87,504 
5 巻 3 号 84,886 銀行 預金 67.108 
5 巻 4 号 67,930 現 金 47,329 
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田川 炭鉱 に 於 ける 釣 東 感 業 


っ 潤 - 雪 . 甘 
日 本 医科 大 学 赤木 内 科 教 室 (主任 赤木 勝雄 教授 ) 
公立 酒田 病院 (院長 片岡 一 朗 助 教授 
(昭和 31 年 5 月 29 日 受領) 





























緒 言 第 2 表 * 校 27 年 10 月 検 人 結果 
話 鉱 従業 員 と 釣 と の 関係 に 就 い て は すでに 方 々 で 報 ーーーーー ーーーーー 
中 関 係 そ の 
告 せ られ て 居り , 吉田 C1928), 松下 (1996), 黒田 1949) bs 
氏 等 は 琉 内 感染 する 事 を 寄生 素 よ り 結 論 し て 居り , 丸川 Pa 中 2543.94) 65(38.46%) 
本 氏 等 (1953) は 抗 内 は 釣 虫 卵 の 発育 朋 化 に は 好適 で ある 釣 更 Pa0heWhe EAA 
が 抗 内 感染 は あま り 重 要 ご な いと 述べ て 居る 。 余 は 山形 Ps eyvrns Py 
県 温海 温泉 に 近い 田川 炭鉱 で 調査 し て 次 の 成績 を 得 た 。 0 の 
調査 方 法 そ の 他 3( 0.52 め め ) 0( ) 
(-) 214 (37.01 多 ) 73(43.19) 
1) 場所 山形 県 西田 川 郡 温海 町 五十川 田川 炭鉱 H 
| 9) 時 期 昭和 27 年 月 より 昭和 80 年 4 月 迄 検査 人 員 578 169 747 
| 調査 成績 昭和 27 年 11 月 同 郡 の 農村 袖 浦村 坂野 辺 の 寄生 率 は 第 3 
| 炭鉱 部 落 に 釣 虫 の 多い 証明 表 の 如く 釣 虫 寄生 率 は 6.582 で ある 。 
昭和 27 年 Y 月 14, 15 日 従業 員 及 び 家 族 1061 人 を 検便 す 以上 の 成績 より 上 叱 の 炭鉱 部 落 は 同 郡 の 他 の 農村 部 落 ょ 
る 第 1 表 の 如く , 即ち 釣 昌 は 13 多 >15 多 に 寄生 し て り 釣 息 感 染 の 濃厚 な る 事 が 判明 する 。 
| 居る 。 琉 内 感染 可能 の 証明 
第 1 表 鍼 山 部 落 昭和 27 年 7 月 14, 15 日 , 検便 結果 
基 内 夫 基 外 夫 家 放 計 
| 商 虫 108 (43.01) 38 (40.86) 350 (48.81 め め ) 
釣 中 39 (15.53 め ) 14 (15.05) 91 (12.69) 
東洋 毛 様 線 虫 42 (16.73 め め ) 19 (20.43 め ) 100 (13.95 め ) 
般 虫 1 っ 22 (23.65 め ) 174 (23.99 め ) 
| 時 虫 14 ( 5.58 め ) 8( 8.60 め ) 61( 8.51 め ) 
| 有 ヂ スト トマ 1( 1.07 め ) 1( 0.14 め め ) 
(一 ) 89 (35.45 多 ) 35 (37.63 め ) 235 (32.77 め ) 
検 査 人 員 251 93 717 1061 
同 部 落 学童 の 通う 五十川 小学 校 の 27 年 10 月 検便 の 結果 第 3 表 坂野 辺 部 落 検便 成績 昭和 27 年 11 月 





は 第 2 表 の 如く 釣 虫 寄生 率 は 鉱山 関係 児童 は 5.54%, 其 








| の 和 他 は 2.862% で ある 。 検査 人 員 607 人 
遇 東 112 (18.45 め ) 
7 の 72yzg7: The hookworm infection in Ta- 釣 虫 40 ( 6.58 め ) 
gawa coal mine. (Department of Internal Medi- 
洋 毛 10 1.64 
cine, Nippon Medical College, Division of Sakata 涯 毛 様 線上 ( を ) 
編 昌 12 ( 1.97) 


Hospital) 





(1 ) 



























塊 内 作業 者 で 釣 虫 卵 を 保有 する 39 名 に つい て 検 す れ ば 
彼 等 は 最低 年 2 回 , 最高 年 60 回 位 , 平均 年 5 て 6 回 塊 内 
で 排便 する と 云う 。 1 日 半 に 1 回 ずつ 釣 由 卵 を 保有 し た 
便 が 塊 内 に 排 注 さ れる 事 に な る 。 塊 内 を 見 廻す と 所 々 に 
糞 嘆 あり , 全長 15,000 米 の 塊 道 の 百 分 の 1 も 歩か ぬ 内 
に 5 カ所 に 尿 を 発見 し た 。 

琉 内 の 温度 は 第 1 図 の 如く 坂 道 は 複雑 で 入 気 口 。 出 気 
口 が あり 其 の 入口 及び 出口 に 於 いて は 温度 に 差 が ある 
が 作業 場 で は 第 4 表 の 様 に 1 月 平均 温度 17.7 度 8 月 21.1 
度 , 湿度 は 各々 90.4 多 , 92.722 で 釣 虫 卵 の 発育 及び 仔 虫 
の 生存 に は 好適 と 思わ れる 。 





第 4 表 基 内 気温 及び 気 湿 
月 


が 内 





胡 高 18.8"C 22.6"C 


考 。 度 明 算 - 309 20.7 
。 21.1 
最 高 91.5 多 95.0 


湿 度 最 低 87.7 91.1 
- 均 90.4 92.7 








昭和 28 年 Y 月 第 1 図 の 夫 矢 の 所 で 釣 虫 卵 1 視野 に 3 
ン 5 カ を 有する 民 を 濾紙 に 0.2~ 0.8 表 塗り , 試験 管 に 


〔 和 寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 策 1 号 





琉 内 水 を 入れ た も の と , 琉 外 の 川 の 水 を た 入れ た も の と を 
作り 試験 管 培養 まし た 。 日 を 追 つて 検 す れ ば 第 5 志 


久 第 2 図 の 様 に 塊 内 水 を 使用 し た 試験 管 で は 下 卵 の 変性 


が 多い 。 し か し 全部 は 変性 せ ず お くれ て も ゃ 通常 に 発育 す 」 


る 事 は 第 5 表 の 如く で ある 。 


策 2 図 昌 卵 変化 図 





塊 内 水 の 分 析 の 結果 は 第 6 表 の 如く で あり 発育 抑制 と 
虫 卵 の 変性 は 殊 に 硫化 物 に よる も の と 考え られ る 。 

昭和 830 年 2 月 11 日 第 2 区 (1)5 片 推 立 , (2⑫)5 片 1 目 
抜 。 (3)4 片 失 立 奥 , (4)2 片 8 目 抜 。 (5) 2 片 ボ ー リ 
ング 座 。 (6@) 0 片 3 目 抜 。 (7) 0 片 2 目 抜 ,。 (8) 議 定 
場 , (9) 2 多 , (10) 電車 琉 道 を , 2 月 25 日 第 1 区 , (11) 
8 片 右 排気 塊 。 (12) (13) 3 片 左 排 気質 の 2 カ所 , 


< 第 5 表 基 内 仔 虫 発育 表 





9 日 目 15 日 目 23 日 目 37 日 





日 51 日 目 58 日 目 65 日 目 72 日 目 | 
























(2 ) 


対 最小 n683 0.180 0.516 0.650 0.383 53 94 51 
. .383 0.433 0.394 0.451 

称 最大 (1 例 ) 0.20 0.716 0.800 0.725 0.783 0.810 0.800 
管 『 訪 0.358 0.655 0.713 0.585 0.566 0.612 0.785 
実 最小 0.183 0.350 0.300 0.300 0.452 0.413 
琴 最大 (ご つ ) (一) 0.733 0.800 0.666 0.800 0.785 0.800 
邊 平均 0.401 0.606 0.450 0.575 0.597 0.754 

内 5 矯 

0.533 一 0.183 死 


昭 : 
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基 内 
基 外 夫 





号 


制 と 


1 目 
er 拓 
(11) 
所 


51 
300 
785 


索 し て こぅ 第 2 区 議 定 


昭和 32 年 3 月 (1957〕 


第 6 表 基 内 浸出 水分 析 表 


第 8 表 皮膚 導 陽 性 者 , 検便 成績 (昭和 30 年 ) 





。 色 , 蛋白 石 色 

。 喫 気 , 腐 卵 順 甚 だ し 
pH. 8.4 
亜 硝 酸 (一 ) 

アン モニ = ニア (一 ) 

。 硫 化物 を 検出 する 


定性 1. ニトロ プル シー ドナ トリウム 反応 ( 十 ) 
2, アル カリ 性 鉛 糖 紙 反 応 ( 十 ) 
3. 硝酸 銀 反応 ( 十 ) 

定量 温泉 分 析 に 準じ て (N/100 J。 にょ る ) 
18.08 mg/L 含有 


ロビ ビビ ロビ ロビ ロビ 





(14), 南 又 外 撤 4 片上 (15) (16) (17) , 南 又 卸 4 
片 挫 立 の 3 カ所 (18) , 北 卸 4 片 連絡 所 (19) , 議 定 場 
(20) , 南 又 卸 6 推 立 (第 1 図 に 番号 で 図示 ) の 20 カ 所 よ 
り 約 1 ポ ンド の 土 を 持ち 帰り ベー ルマン 氏 法 に 従 つ て 検 
定 場 。 電車 塊 道 , 第 1 区 南 叉 外 4 片 挫 
立 に , 各々 3, CA 
ズ ビ ニ = 釣 虫 で 大 き さ は 最大 0.825 呈 。 最小 0.812mm。 削 
撤 口 より 約 6 百 2 第 2 区 電車 塊 道 に は 多数 の 自然 
線 昌 を 発見 し た (最大 0.321m, 最少 0. 258m) 。 採取 
レ た 土 度 は 16>11.5 度 ( 李 氏 ) で ある 。 

玉 内 夫 , 撤 外 夫 の 皮膚 炎 に つい て 見 る に 第 Y 表 の 如く 
塊 内 夫 に 非常 に 多い 。 第 8 表 に 示す 如く 皮膚 炎 患 者 の 大 
者 分 26/32 は 釣 虫 保有 者 で 其 の 後 釣 虫 卵 陰性 6 名 
の 内 2 名 も 1 カ ヵ月 後 の 検便 で 陽性 と な つて いる 。 

昭和 27 年 7 月 の 検便 結果 で は 撤 内 外 夫 , 家族 の 間 に は 
差 が な い が 第 9 表 に 見 る 様 に 塊 内 夫 は 過去 に 治療 を 多く 
受け て 居り , 治療 し な けれ ば 塊 内 夫 に 寄生 率 が も つと 多 
いと 考え られ る 。 

以上 の 成績 より 塊 内 感染 が 主要 な 地位 を しめて 居る も 
の と 考え る 

塊 内 夫 以 外 の 感染 

家族 ( Y17 名 ) 及び 塊 外 夫 (98 名 ) 中 釣 虫 保有 者 は 各 
々 91 名 , 14 名 (第 10 表 ) で ある 。 釣 虫 卵 保 有 家 族 91 名 の 


と と ある 


の ) ツ 日 [ 


ンプ tm 


あり , 





釣 虫 卵 銘 虫 卵 





陽性 者 陰性 者 計 
3 月 11 日 26 名 6 名 32 名 
4 月 12 日 28 名 4 名 32 名 





備考 陽 転 者 2 名 は 抗 内 夫 で 足首 に 皮膚 姓 の あつ た 者 


第 9 表 釣 虫 症 治 療 (昭和 26 年 27 年 ) 

















7 
人 有 件 数 半 
件 件 件 日 在 日 
発 導 きす まま 本: に を 2 二 
条 【 守 2 7 140 
内 と 2 CM 6 114 
外 27 6 8 1 9 167 0 
ーー 0 
夫 者 1 00 拉 区 2  :5。e 
計 37 8 45 818 17 286 
陽性 の 琉 内 夫 4 世帯 に 6 名 , 釣 虫 既往 の な い 撤 内 夫 7 世 


帯 に 8 名 , 釣 虫 卵 陽性 の 元 塊 内 , 現在 塊 外 夫 2 世帯 に 2 
名 。 以前 釣 息 卵 陽性 の 元 玉 内 , 現在 塊 外 夫 1 世帯 に 1 
名 。 以前 釣 虫 卵 陽性 の 前 より の 撤 外 夫 1 世帯 に 1 名 。 釣 
虫 既往 の な い 前 より の 統 外 夫 1 世帯 に 1 名 , 計 34 世 帯 に 
91 名 で あり , 同一 家族 の 者 に 多く 大 部 分 は その 家長 が 撤 
内 夫 又 は 以前 に 抗 内 夫 で 其 の 人 々 は 現在 又は 過去 に 釣 刺 
症 の 病歴 を 持つ て いる 。 釣 虫 卵 保有 撤 外 夫 14 名 の 内 訳 
は 。 前 より の 琉 外 夫 4 名 , 元 塊 内 夫 4 名 , 現在 塊 内 夫 の 
家族 で 家長 が 釣 虫 卵 陽性 5 世帯 の 5 名 , 現在 撤 内 夫 の 家 


族 で 家長 が 釣 和 虫 卵 陰性 1 世帯 の っ 1 名 で 玉 内 作業 に 関係 が 
深い 。 即ち 1 家 で 撤 内 より 感染 し た 来 て 家族 感染 を 来 し 


た も の と 考え られ る 。 

家族 感染 の 方 法 

社宅 の 殿 尿 は 1 部 分 便 池 に 捨て られ 自然 に 吸収 され る 
が 1 部 分 は 菜園 に 搬 布 され る 。 第 11 表 の 様 に 便 池 の 周 囲 
より Baermann 法 で 幼虫 を 証明 出来 た が , 菜園 の 葉 を 6 
カ所 取 つ て 水洗 し 幼虫 を 検索 自然 線 昌 以外 は 発 


1 , あ = メ ※ 
レ / て の >。 








内 訳 は , 釣 虫 卵 陽性 の 抗 内 夫 18 世 帯 に 72 名 。 以前 銘 虫 卵 。 見 出来 な い 。 然 し 便 池 の 周 囲 で 釣 幼虫 を 発見 する の で あ 
第 7 表 鉱山 従業 者 皮膚 病 調 (昭和 30 年 2 月 25 晶 調 ) 
| 皮膚 皮膚 ご 
。。 時 閉 幼 半 須 | F 茂 呈 導 中 峡 手 前 職 。 音 枯 幹 英 
基 内 夫 234 206 28 1 15 3 2 1 2 1 2 1 
基 外 夫 102 98 は 0 0 0 0 1 1 0 1 





(3 ) 


















る か ら と れ に より 家族 は 感 





4 ーー - 孝 ぅ ヶ ラグ 
染 し た と 考え る 。 


第 10 表 寺 外 夫 及 び 家 族 の 保 卵 者 と 基 内 作業 者 と の 関係 
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こ 於 いて 釣 


以上 山形 県 西田 川 郡 温 海 町 五十川 田川 鉱山 





























和 の ーー 取 の 感染 状況 を 検索 し 抗 内 感染 の 有意 性 を 述べ く 。 と れ を 
が 内 作業 考 数 と 表 話 。 耕 内 夫 の 関係 針 源 と し て 誠 族 に 感染 し て 行く 事 を 述べ た 。 
生 よー 18 世 帯 72 名 終り に 臨み 御 校 関 の 労 を 賜 つ た 加 師 赤木 勝雄 教授 に 
E 以前 腸 粧 4 ヶ 6 名 深謝 し , 何 岸 田 隆 医長 及び 医局 一 同 の 御 授 助 に 感謝 する 
家族 夫 | 臣 生 な し 7 ヶ 8 名 34 の 
世帯 
717 91 名 以前 寺 目下 陽 條 2 世帯 2 名 に 。 
前 陽性 1 2 に 
名 中 基 外 】 委 1 以前 腸 傘 1 名  。。 1) 吉 田 貞雄 。 松下 正 帳 (1928) : 日 本 医 学 協会 報告 
大 | 前 ょ リ / 以 前 陽性 1 ヶ 1 名 618 一 631. 一 2) 吉田 貞雄 。 門馬 健次 (1925) : 大 阪 
拓 外 既往 な し 1 ヶ 1 名 医学 会 雑誌 . 24, (2) 119 ン 134. 一 3) 司 : 大 阪 医学 
Pe 会 雑誌 。24 (10) 1319 一 1325. 一 4) 松下 正信 (1926) : 
中 よ り 巡 2 4 名 
PP 3 14 。 産業 医学 , 1, 7 一 11. 一 5) 黒田 芳夫 (1949) : 公 征 
93 を 4 名 seatcis 2 5 世帯 生 , 5 (7) 49 一 51. 一 6) 川本 俺 二 他 (1953) : 公衆 
2 し が | 家 すり PS H 卵 | 世 状 けら 名 r 30= ン 
中 夫 の 家族 ! 家 長 多 虫 卵 陰性 1 世帯 1 名 名 利和 
第 11 表 外界 仔 耳 発見 状況 (昭和 29 年) 
場 所 仔 虫 有 無 検査 時 温度 
人 wwwfaka Re 検査 時 21 度 
月 日 千 條 越 便 池 の 周囲 うら 0.790 Tn ズ ビ = ニ 生 最 低 14 度 
1 0.33mm 死 0.40mm 死 0.35mm 生 自然 線 虫 大 根 葉 
B (一 ) 白 菜 検査 時 18 度 
鳥 越 
10 月 2 日 em ー) ma ya 
届 ゎ (に ) シャ クシ 菜 
最低 14 度 
E (一 ) シャ クシ 藤 
F 0.35mm 生 0.46mm 生 自 然 株 昌 ラダ ン 尊 
考 窒 Summary 
アー モレ ヒーロ ーー に し と チ 尽 訂 の 立 K 黄 EE の ) 朋 と 銘 沈 事 ? ルー 
woo 区 内 夫 と 抗 内 夫 以 MM 否 民 Pk 92 Among the reports ever published on coal- 
: い 事 は 川本 氏 の 成績 と 一 致す る が 炭鉱 従業 員 の 部 miners hookworm infection, the one insisted the 


は 他 と 比 し て 釣 虫 感染 の 濃厚 で ある 事 は 吉田 。 松下 , 


一 氏 衝 の > う 成 績 に 一 致し 寺 内 夫 は 他 ょ り 特 に 多く 治 
を 受け て も 現在 同様 の 寄生 率 を 示し 7 事 , 用 本 氏 
の 云う 如く 撤 内 は 人 到 の 発育 に 適当 し 又 仔 虫 を 発見 す < 

1 SR 


撤 内 夫 に は 皮膚 炎 の 多い 事 , 皮膚 炎 の 人 の 中 に は 釣 息 卵 
陽性 者 が 多く , 釣 息 卵 陰性 の 皮膚 炎 患 者 の 中 に も 間 も な 
く 釣 昌 卵 が 腸 転 才 る 者 者 の ある 事 よ ょ り 塊 内 感染 は 主要 な 役 


割 を 演じ て 居る も の と 考え る 。 又 塊 内 夫 家 族 は 衛生 環境 
の 悪い 日 常 生活 に より 感染 し 得る 
に 考え 得る 事 で ある 。 


事 は 前 述 の 成績 より 容 











importance of their infection in pits, whereas 
the other recognized no difference of their rate 
of infection as compared with that of other 
professions. The author made a study on the 
rate of hookworm incidence of coal-miners at 
Tagawa Mine, on the development and distribu- 
tion of hookworm larvae in pits and the facts 
of its infection in pits. From these resulta the 
author knew that the hookworm infection in 
pits played an important role in hookworm 
incidence among coal-miners. The hookworm 
incidence among the families of rminers waS 
considered to be originated from nniners their 
selves and the bad sanitary enviroments to be 
one of the important moment of their Drevalence. 























昭和 32 年 3 月 (1957〕 





赤痢 アメ ー バ と 歯 也 ア メー バ の 交叉 免疫 反応 


佐 藤 入 治 金 
慶応 義 藝 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 (主任 松 株 久 


了 チ 信 
吉 教 数 授 ) 


(昭和 31 年 5 月 29 日 受領 ) 


腸管 寄生 性 原虫 類 に つい て の 免疫 学 的 研究 は 甚 し く お 
くれ て いる 。 そ の 原因 は それ ら を 無菌 的 に 培養 する と と 
が 極め て 困難 で あり , 従 つて 特異 性 の 高い 然 も 原虫 体 だ 
けた 由来 す っ 才 を 得る と と が 困難 で ある か ら で あ る 。 
Cole 及び Kent (1953) は 赤 疾 アメ ー バ を 用 いて 家 束 
を 免 商 し て , その 血清 を 赤痢 アメ ー バ に 作用 せしめ て 。 
不動 化 試験 (Immobilization test) を 行い 陽性 の 成績 
を 得 て い る 。 著 者 の 一 人 佐藤 も 前 報 に 於 て モル モッ ト を 
用 いて 同様 の 試験 を 行い 陽性 の 成績 を 得 て い る 。 併 し と 
の 試験 が 抗原 に 用 いた アメ ー バ 種 に だ け 特 異 的 に 陽性 を 
示す や のか, 或 は 他 種 の ア Ii 
- り 得る も の か は 未だ 知ら れ て いな い 。 赤痢 アメ ー バ に 
ee 近 緑 の ア メー パ と し て は 大 腸 ア メー バ が ある が 。 之 

は 養 が 困難 で あり , 我々 は 未だ それ に 成功 し て いな い 
0 誠 で は 同じ く Entamoeba に 属す る 歯 記 アメ ー バ 
2722 の 6 の Z gz2g7 の 2 が S) を 用 いて , 赤 導 アメ ー バ と の 間 
の 交叉 免疫 反応 を 試み た 。 

材料 と 方 法 

5 9 ea し た 赤痢 アメ ー バ は Balmuth 培地 で 継 代 
し た も の で あり , 歯 診 アメ ー バ は 馬 血 清 で 固形 斜面 を 作 
D その 上 に ik 及び リン ゲル 氏 液 混合 液 ま 重 わ て 液 
体 部 と し た 地代 レ し , 安定 し た も の で ある 

使用 動物 は 家 兎 で , 体重 2. ONe 信 の 健康 な ト も の を 用 い 

免疫 原 は 赤痢 アメ ー バ 及び es アメ ー バ と も 生理 的 食 
塩水 で 洗 藻 を 反 有 覆し , 出来 る だ け 共 棲 細菌 を 除去 し た も 
の を 用 いた 。 を 第 2 回 
1.0cc, 第 3 回 1.5cc, 第 4, 5 回 2.0cc 宛 , 耳 静 脈 ょ 
り 57 日 毎 に 注入 し て 免疫 し た 。 第 5 回 注入 後 7 日 目 
た 採 面 し て 血清 を 得 た 。 


O 





e27 Sg7 の and ルル 72%o7o ZzzeZo: Across immu- 
inty test between 万 72720e の Z 2sZo7y7 が cgZ and 万 み - 
7 の 6 の 2 g72g22772S. (Department of Parasitology, 
School of Medicine, Keio University, Tokyo, Ja- 
an) 





と の 場合 歯 肖 ア メー パ に は 5 頭 の 家 兎 を 用 いた が 。 い 
づれ の 家 兎 も 注入 部 位 に 炎症 , 更に 圭 死 を 生じ た が 。 下 
に し た も の は 1 頭 も 無く 。 総 て 5 回 の 免疫 操作 に 堪え 


/# 


赤痢 アメ ー バ Pe 用 いた 。 こ と の 中 5 回 免 
疫 出来 た も の は 5 頭 で あ り , と の 5 頭 も 最終 免疫 迄 に 注 
人 し た 耳 交 に 陥り , 人 も の が 3 頭 , 脱落 及び 
眼 笑 を 生じ 更に 斜 預 し た も の が 2 頭 で も あつ た 。 他 の 3 頭 
は 死亡 し , 此 の 中 1 は 三枝 弄 株 和 座 を 生 て じ て 約 80 
分 後に 死亡 し た 。 他 の 2 頭 は 2 回 注入 後 8 日 目 に 死亡 し 


か 


分 離し た 血清 
と アメ ー ペ 浮 済 液 0.05cc を ス 
ガラ ス を 乗せ , 周囲 た を パラ フィ 
入れ 15 分 , 30 分 。 1 時 間 , 


ま 非 動 性 に し て 用 いた 。 と の 血清 0.05cc 
ライ ド 上 で 混合 し 。 カ ペー 
ン で 封じ て , 角 卵 器 中 に 
2 時間 , 3 時 間 目 に 鏡 検 し 円 
形 化 し 。 運動 不良 と な つた アメ ー バ の 百分率 を 計算 し 
た 。 し か し 此 の 方 法 で 行う 時 は 2 時 間 後に 既に パラ フィ 
> の 政 休 が 乾 名 し て 仕舞 い , 勢い アメ ー バ の 運動 も 不 
良 と な る 。 こ と これ を 除い て 出来 る だ け 自 然 な 状態 の 下 に 観 
宗 す べく , 後に は 小 試験 管 に 培養 アメ ー ボ 浮 流 液 2.0cc 
を 入れ , とれ に 免疫 血清 1.0cc を 加え て 試験 管内 で 実験 
し た 。 勿論 と の 場合 も 負 察 時 以外 は 終始 身 卵 器 中 に 置い 
。 此 の 様 な 方 法 で 次 の 様 な 組合 せ で 実験 を 行 つた 。 

1. 赤痢 アメ ー バ 免疫 血清 と 赤 導 アメ ー バ 。 

2. 赤痢 アメ ー バ 免疫 血清 と 歯 獣 アメ ー メ 。 

3. 歯 詞 アメ ー バ 免疫 血清 と 歯 陣 ア メー バ 。 

4 . 歯 能 アメ ー バ 免疫 血清 と 赤痢 ア メー バ 。 

5. 健常 家 兎 血清 と 赤痢 アメ ー バ 。 

6. 健常 家 兎 血清 と 歯 上 ア メー バ 。 

成 績 

1) 赤痢 アメ ー バ 免疫 血清 と 赤痢 アメ ー バ 。 此 の 組合 

せ は 前 報 に 於 て モル モッ ト の 免疫 血清 を 用 いて 行 つた 。 


その 結果 不動 化し た 虫 体 数 の 百分率 は 30 分 後に 最高 値 に 
至り , いづ れ も 3050 多 位 で , 平均 し て 42% で あつ た 。 
現在 迄 報告 さ 


し て 居る 先 人 の 実験 で は , すべ て 家 兎 を 用 














第 1 表 赤 狗 アメ ー ズ 免疫 血清 と 赤痢 アメーバ の 反応 





試 験 対 照 
15 分 30 1 時 2 3 





No。. 
15 分 30 1 時 2 3 





2 42 53 46 33 18 13 20 14 14 16 
3 39 51 53 46 29 | 18 16 18 20 21 





1 | 40 48 26 15 19 | 8 8 11 8 8 
| 
| 
| 


図 1 a) 赤痢 アメ ー バ 兎 疫 血清 と 赤痢 アメ ー バ 
b) 赤 導 アメーバ 免疫 血清 と 歯 龍 アメ ー バ 
c) 歯 能 アメーバ 兎 商 血清 と 歯 龍 アメ ー バ 
d) 歯 襲 アメ ー バ 兎 商 血清 と 赤痢 アメ ー バ 
e) 健常 家 兎 血清 と 赤痢 アメ ー バ 
f) 健常 家 兎 血清 と 歯 芯 アメ ー バ 
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40 ト 0 
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1 1 1 
5 か 30 1 時 間 2 


いて 良 結果 を 得 て い る 。 従 つて 本 実験 に 於 て は 家 第 を 用 
いた の で 良 結果 を 得 ら れる も の と 予想 し て 居 た が , 期待 
レ た 様 な 成績 は 得 ら れ な か つた 。 即ち 15 分 で 約 40% 位 に 
不動 化し た 虫 体 を 認め , 30 分 後に は 最高 値 に 至り , 1 例 
で ば 53 多 を 示し た 。 その後 1 例 は 急速 に , 他 の 2 例 は 尊 
次 運動 を 人 復 し た 。 ( 表 1, 図 1 参照 ) 

2) 赤痢 アメ ー バ 免疫 血清 と 歯 也 アメ ー バ 。 此 の 組合 
せ の 実験 は 3 例 行っ た が , すべ て に 於 て 陽性 成績 は 得 ら 
れ な か つた 。 即ち No.1 で は 15 分 後に 28 多 の 不動 化 を 認 
め 。No. 2 で は 3 時間 後に 16。No. 3 で は 1 時間 後 21 
多 と 最高 値 を 示し て 居る が , 何れ も 時 間 的 に 沿 つ た 増減 


(6 ) 
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の 傾向 が 認め られ ず , 且つ その 不動 化 率 も 1) の 成績 に 
比 す れ ば 知 か に 劣 つて 居る 。 更 に 時 間 的 に 不動 化し 遂 次 
悦 復 し て 行く 状態 も 認め られ ず , 対 賠 と の 間 に 有 意 の 姜 
も 認め 難い 。 ( 表 2, 図 1 参照 ) 


第 2 表 赤痢 アメ ー ズ 免疫 血清 と 歯 龍 アメ ー ズ の 反応 


| 喜 験 | 対 妥 
し こっ YS | 1 


| 15 分 30 1 時 2 3 |15 分 30 1 時 2 3 


1| 28 26 27 23 18 
2 | 14 13 12 14 16 
3| sg 18 21 16 9 











20 24 23 20 14 
14 12 13 12 13 
13 15 12 14 15 
$) 歯 肩 ア メー バ 免 疫 血 清 と 歯 上 ア メー バ 。 此 の 場合 
は 割合 と 良く 反応 し て 居り , 各 例 と も 60% 以 上 に 不動 化 
し て 居る 。TNo. 1 で は 15 分 後 。 No.2, No.8, No.5 で 
は 1 時 間 後 , No.4 で は 30 分 後 と 総 て 最初 の 1 時 間 以 内 
に 最高 値 を 示し て 居る 。 此 等 の 最高 値 は 赤痢 アメ ー バ の 
最高 値 よ り も 優 り 。 し か も その 仮 復 状 態 は 似 て 居る 。 対 
照 は 殆 ん ど 20 欠 以下 で あつ た 。 ( 表 8, 図 1 参照 ) 
策 3 表 歯 衣 ア メー バ 免 疫 血清 と 歯 肖 アメーバ の 反応 


試 験 | 対 
15 分 30 1 時 2 3 | 15 分 30 1 時 5 3 








71 67 54 51 40 20 24 23 20 14 
47 59 60 48 30 13 20 19 11 13 
68 30 18 14 18 19 12 10 
42 77 74 35 20 15 14 12 13 14 
51 60 78 49 31 14 16 18 14 12 


m 心 6O5 も 5 ビ 
PES 
トー 
① 
ーー 











第 4 表 歯 衣 ア メー バ 兎 疫 血 清 と 赤痢 アメ ー バ の 反応 








| 試 有 対 照 
NO。|-ーーーーーーーーーー ー 

|15 分 301 時 2 3 |15 分 301 時 2 3 
11 22 有 34 9 5 8 っ 入 お 、 お 
の 8 を 生 、、 江 
まあ 30 9 8 22 36 30 革 、 る 19 
4 2 2 14 14 15 
651 導き ) 索 所 問 4 16 21 6 9 











4) 歯 陣 ア メー バ 免 疫 血 清 と 赤 狗 アメ ー バ 。 

No. 5 の 87 多 を 最高 値 と し て , それ 以上 の 値 は 示 し て 
居 な い 。 時間 的 に 云え ば 前 半 に 不動 化し た , アメ ー バ を 
多く 認め る が , 対照 と 比較 すれ ば 有意 の 差 は 認め られ な 
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い 。 平均 すれ ば 1 時 間 後 16.4 を 最高 と し て , その 場合 
の 対照 が 12.22% で あつ た 。 ( 表 4 ,。 図 1 参照 ) 
総 括 

1. 該当 する 血清 と アメ ー バ は 大 体 よ く 反 応 する 。 歯 
議 アメ ー バ と その 免疫 血清 の 間 に 生ずる 不動 化 は 赤痢 ア 
メー バ の それ より や 率 が 高い 。 従 つて 免疫 原 性 に 於 て は 
赤痢 アメ ー バ より 優れ て 居る よう に 見 える が , 一 方 と 於 
て 歯 能 アメーバ の 運動 が 赤痢 アメ ー バ の 運動 より ゃ 一 般 
に 不良 で ある 事 も 考慮 た 入れ る べき で ある 。 

試験 開始 より 運動 の 伯 復 する 状態 は 両者 と も 非常 に よ 
く 似 て 居る 。 し か し その 最高 値 に 達する 時 間 が 歯 上 ア メ 
ー バ で は 1 時 間 後 で あり , 赤痢 アメ ー バ で は 30 分 後 で あ 
つ 洪 。 

2. 該当 し な い ア メー バ と 免疫 血清 , 即ち 赤痢 アメ ー 
バ 免 疫 血 清 と 歯 也 アメ ー バ , 歯 眠 ア メー バ 免 商 血 清 と 赤 
痢 アメ ー バ と で は 不動 化 率 は 極め て 低く , 対照 と 殆ど 変 
りな い 。 従 つて と の 息 体 不動 化 試験 に 関す る 限り , 赤痢 
アメ ー バ と 歯 衣 ア メー バ の 間 に は 共通 の 抗原 は 認め られ 


プ テ 1 
な し "の 


8 . 実験 中 の 動物 の 死亡 は 歯 眠 アメ ー バ に は 認め られ 
ず ,。 赤痢 アメ ー バ の 場合 に 8 頭 あ つた 。 此 の 事 は 動物 体 
内 に 於 る 歯 能 アメ ー バ と 赤痢 アニ ユー バ の 病原 性 の 優劣 を 
示す も の と 云え る で あろ う 。 

4 . 赤痢 アメ ー バ と その 免疫 血清 と の 間 の 実験 は 前 報 
で 報告 し た 様 に モル モッ ト で も ぁゃ 行 つ た 。 し か し その 結果 
と 今回 の 家 兎 を 用 いた 実験 の 結果 を 比較 する 時 。 著 明 で 
は な い が , 若干 家 兎 を 用 いた 場合 の 方 が 良い と 考え られ 


本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 4 月 第 25 回 日 本 寄生 虫 学 会 
総会 で 示説 し た 。 


拉 筆 に 当り 御 指導 御 校 闘 を 頂い た 松林 教授 浅見 助教 
授 に 深謝 致し ます 。 
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SunrmrmarY 


One of the authors (R. S) demonstrated in the 
previouS Daper that the immobilization test was 
positive when 万 72 の e の g 25797y72c were SuSDended 
in the serum of guinea pigs which had been 
repeatedly injected intraperitoneally with the 
Same organiSrmms. In the present study, rabbits 
were injected intravenously with living 万 72- 
220606 /2S797y72c の or 万. gg の 272s、 The injections 
were repeated 5 times with an interval of 5-Z 
days. Animals were killed 7 days after the last 
injection and the serum obtained was tested 
with entamoebae. The immobilization test waS 
positive when the entamoebae were Suspended 
in the serum immunized with the sarne SDecieSs 
of the organisms. The test was negative when 
the entannoebae were imrnersed in the serumn 
immnunized with the different species of the 
organismS. Thus, it was demonstrated that there 
waS no cross immnunity to be recognizable with 
the immobilization test between 万 . /sZo/yzcg 
and 万. g7g7777S. 







































ブダ タダ マー に よる 


沢 田 


鶏 に 寄生 する 条 虫 の 駆虫 薬 と し て は 古来 専ら カマ ラ が 
使用 ほれ て きた 。 と と ろ が カマ ラ の 駆 昌 効 力 と いう の は 
頭 節 を も 合 め た 全 下 体 の 駆 点 で は な く , strobila が 委 部 
か ちら 切断 され て 排 演 さ れる の み で , 再生 と いう 点 に 関し 
て 最も 重要 な 役割 を 演じ て いる 吉 盆 の 務 は 全く 不可 能 
で あつ た 。 か ゝ る 状態 で は 完全 駆 上 中 と は 云え な い の で 衝 
国 の 学者 が 種々 の 薬品 を 用 いて 駆虫 実験 を 行 つ て きた が 
頭 節 を も 駆除 出来 る 適当 な 駆虫 剤 が 発見 され ぬ ま ま 和 今日 

に 至 つた 。 面 る に 最近 , 頭 節 を も 含め た 完全 駆虫 の 実験 
的 研究 ポア メ リカ に た 於 て 主として 2 派 の 学者 達 に より 行 
われ て いる 。 SO は J. E. Guthrie and P.D. 
Harwood (1941, 1944, 1948) で 有 坦 条 虫 ZZ777g が ZZ 
ces 婦 c77es 及び 膜 様 条 虫 刀 yzezo/e カ ZS cgZZocg を 
に 鈴 を 含有 し た 種々 の 化合 物 を 投与 し た 結果 , 膜 様 条 』 


に は 可 な り の 効力 が ある Cs 0 パ * 判 明 し た が タ ` 有 輸 条 貝 (に 
つい て は 効力 が 少な か つた 。 他 の 一 派 は 氏 K. B. Kerr 
(1948,。1952) で Guthrie and Harwood が 駆虫 に 困 


難 性 を 残し た 有 輸 条 上 の 駆除 に 力 を 注ぎ , 駆虫 薬 と し て 
Hexachlorophene, 2, 2/-qihydroxy. -3。 3/。 5, ア , 
6, 6/-hexachlorodiphenylmethane 及び Butynorate, 
di-n-buty1 tin dilaurate を 試験 的 に 使用 し た 結果 。 両 





7SZ224 S7 の 7 : _On the experiment for the re- 
moval of the chicken tapeworm, gz7/2e72zZ ( ア g- 
Z の 6772) ZS/720 の 7622S2S. (Nara Gakugei University, 
.Nara, Japan) 


(8 ) 








(寄生 虫 学 雑誌 ・ 


鶏 條 虫 駆虫 試験 


男 


奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
(昭和 31 年 5 月 31 日 受領 ) 


殺菌 剤 の 一 種 。 アク タマ ー Actamer を 条 虫 寄生 鶏 (に 一 
定量 投 号 し て , 駆虫 効力 の 検討 を 行 つた の で その 結果 を 
報告 する 

材料 及び 方 法 
剛 化 後 75 一 80 日 の 白色 レグ ホン の 雄 雛 5 羽 より な る 1 


馬 和 KN の RRENvvd の の 


群 の 鶏 に オオ ハリ ア リ ぢ ozezZ so727277Z の 腹腔 内 よ 
採取 し た 橿原 条 虫 の 擬 要 尾 虫 7 20 匹 ずつ Mr 
両 群 共 一 定期 間 鶏 を 飼育 し た 。 そ し て 老 熱 片 節 が 糞 と 共 
生生 枯れ の な と を し 

き 約 100 ミ リグ ラム の アク タマ ー, 2,2 -dihydroxy~ 
3.8 /。 5, PP-tetrachloro-diphenylsulfde を カプ セル 
に 入れ て 24 時 間 の 絶食 後 , 第 1 群 へ は 了 予備 試験 の 意図 の 
も と に 1 回 , 第 2 群 へ は 第 1 群 の 駆虫 効力 が 低 か つ た の 
で , 効力 を 強め る た め に 2 回 連続 投与 し た 。 ア クタ マー 
を 投与 し て し ば らく 鶏 を 飼育 後 居 殺 し て 小腸 内 の 寄生 条 
虫 の 生態 を 調査 し , その 結果 か ら ア クタ マー の 駆虫 効力 
を 検討 し た 。 


の 


試験 成績 
1 . 第 1 群 の 駆虫 結果 . 
No.1 か ら No.5 ま で の 5 羽 の 鶏 に Y 一 20 匹 の 擬 井 尾 








了 虫 を 試 信 させ 16-49 日 後に アク タマ ー80 ミ リグ ラム ず 
者 共有 輪 条 虫 の 駆除 に 効力 の ある と と を 発見 し た 。 時 に 
後者 は 前 者 の 副作用 と し て あら われ る 産卵 率 の 低下 を 是 第 1 表 鶏 の 体重 及び 投与 テア クタ マー の 量 
正す る 目的 の も と を 合成 され た 薬品 で 現在 の と と ろ 有 輪 サー 投与 ア es 
間 の た 把 1 クタ ママ に 於 ける 
条 眼 の 工 忠 に つい て は 最も 有力 視 さ きれ て いる が , 未だ ア No. 三尾 中 の (⑮) の 恒 撰 用 尾 下 投 与 
メリ カ に 於 て も 市 販 さ れる ま で に は 至 つ て いな いよ ぅ で い 数 (mg) 6 後 の 日 数 
ある 。 1 75 20 720 80 18 
そ と で 著者 は 有 輸 条 虫 に 類 條 し て 頭 節 に 無数 の 釣 を 有 づ  ? 29. 765 部 に 
し て いる 橿原 条 虫 7&zZ//ze7zZ ( ア .) を gs/zzggZeS2S の 3 5 10 730 90 16 
4 80 7 725 80 49 
葬 虫 を 目的 に 未だ 駆虫 薬 と し て は 使用 ほれ た と と の な し v 
ceriAgseo 人 1 5 80 8 27260 80 49 





つ 投 与 し た (第 1 表 )。 その 後 3 一 5 日 間 飼 育 し て か ら 
層 殺 し て 小腸 内 を 調査 し た 結果 第 2 表 に 示す 如く 8 一 18 


* 要旨 は 第 25 回 寄生 昌 学 会 総合 席 上 (1956・4・6) 条 の 寄生 条 虫 を 発見 し た 。 耐 し て と れ ら 条 和 虫 の 長 さ の 測 
に 於 て 発表 した. 定 結果 は 第 3 表 の 如く で あつ た 。 
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第 2 表 和 寄生 条 虫 の 数 及び 寄生 率 





第 5 表 第 2 回 目 の ア クタ マー 投与 量 























アク タマ ー 層 殺 時 に 於 け 
多く 投与 後 飼 る 振 査 尾 点 投 当 全 生 実生 
と 育 期間 (日 ) 与 後 の 日 数 5 
1 5 23 13 42.8 
2 5 21 6 65.5 
3 5 21 5 50.0 
4 3 52 3 65.0 
5 3 52 5 30.0 
甘 拓 寄生 条 虫 の 長き 
寄生 条 虫 の 長き (mm) 
鷹 の No. 
1 II 
1 35.5 一 70.1 55.2 
2 13.1 一 61.6*: (297.0) 43.1 
3 14.6 一 78.5 54.0 
4 10.3 一 16.8 12.8 
5 16.7 一 61.9 27.8 
9 I 三条 虫 の 長き 


HI = 長き の 平均 値 
呈 2 6 条 の うち 1 条 の み 頸 部 か ら 切断 きれ な い 条 
下 を 示す 


HI. 第 2 群 の 駆虫 結 
No.6 か ら No.10 ま で て rs こ 18 日 間 の 間隔 を お いて 
10 匹 ずつ 計 20 匹 の 擬 衰 尾 虫 を 試 信 させ , 第 1 回 の 擬 裏 尾 
虫 投与 日 より 85 日 後 , 第 2 回 の それ より 27 日 後に 鶏 1 羽 
に つい て 70 ミ リグ ラム ずつ の アク タマ ー を 投与 し た (第 
Po り 10 日 後に No. 10 の 鶏 は 犬 に 呆 
れ た の で 解剖 し て 小腸 内 を 調査 し た 結果 約 70 ミ リ メ ー 
ト トル の 長 さ を 有 する 再生 条 虫 が 1 条 の みみ 寄生 し て いた 。 


ee 答 の 体重 及び 投 ア クタ マー の 基 


Ra テア 午 そ イト 
年 投与 し た 擬 ェ ー 投 与 時 に 於 ける 
鶏 の 窒 話 尾 虫 の 数 体重 に こ 所 査 尾 下 投与 


7 / 計 人 。。、 ま 
時 TDN と 
6 34 10 10 430 70 35 27 
7 ヶ ヶ ヶ 465 2 ケ ヶ 
8 ヶ ヶ ヶ 635 を ヶ ヶ 
9 ヶ ヶ ヶ 480 ク ヶ し 2 
10 ヶ ヶ ヶ 430 ヶ ヶ ヶ 





更に 第 1 回 の アク タマ ー 投 与 11 日 後に 残 つ た 4 羽 の 鶏 
に 第 2 回 量 と し て 80 ミ リグ ラム ずつ の アク タマ ー を 投与 


(9) 


アク タマ ー 投 与 後 擬 論 尾 和 虫 投与 








に の 投与 量 の 飼育 期間 (日 ) 。 後 の 日 数 
0. / 
本 知ら 2 T 
6 80 21 10 56 37 
7 ヶ 4 ケ ク ケ 
8 ヶ ヶ ヶ ク 2 
9 ケ し 4 ル 4 ケ し 4 





第 6 表 寄生 条 虫 の 数 及び 長き 





*i 条 躍 の 長き (cm) 





凌 の No. 寄生 条 虫 数 


の o っ の 
ら ょ らら の o| 


I 0 


9.6 一 172 14.1 





%、 第 3 表 に 同じ 


た (第 5 表 ) 。 そ し て 第 1 回 の アク タマ ー 投 与 後 21 日 
殺し , 小腸 内 を 調査 


間 第 2 回 後 10 日 間 経 過 し て か ら 必 
し た で の 結 果 第 6 表 に 示す 如く N ぅ 


僅か に No.8 の 竣 


に の み 96, 180, 163, 172 ミ リ メ ー ト ル の 4 再生 条 息 
の 寄生 を 見 た 。 貢 アク タマ ー は 上 昌 駆除 に つい て は 何ら 


効力 は 見 られ な か つた 。 
考 察 


(1) アク タマ ー 投 与 後 第 1 群 に 於 て は 3 一 5 日 後 , 
第 2 群 に 於 て は 10 一 1 日 間 の 飼育 後 鶏 を 必殺 し た 。 こ と れ 
は 著者 (1956) が 行 つ た warPrfhT 


押上 を 半 抽 食 き を た 場合 


日 後に 小腸 内 に 


寺 が 失 て 半 人 で 和幸 
が 判明 し て いる の で , 若 し ア クタ マー に よ つ て すべ て の 
条 虫 が 完全 に 頭 節 まで 駆 躍 され な いで , 


か ら 切 断 さ れ て 頭 飾 の み が 残 存 し て い 


東 体 の 中 に 委 部 
る 個体 が あつ た 場 


合 に は , それ ら の 了 虫 体 の 再生 体 は 3 日 後に は 明らか に た 肉 


眼 に て 側 察し 得る 程度 に 発育 し て いる 
の も と に アク タマ ー 投 与 直後 の 届 殺 : 
間 飼 育 し た の で ある 。 

(2) 層 殺 人 後 小腸 内 に 寄生 し て いた 


や 
テ 
補 


で あ な 


け 


及び 貝 人 の 最後 端 上 館 の 形態 か ら 判断 し て 1 例 を 除外 
ピー 

し た 虫 体 で ある よう に 考え られ る 。 即ち 第 1 群 に 於 て 
は No. 8 の 鶏 に 寄生 し て いた 6 条 の うち 297 ミリ メー 
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トル の 長 さ を 有 し て いた 1 条 を 除外 すれ ば , 第 3 表 に 示 
す 如 く , すべ て 10.3 一 78.5 ミ リ メ ー ト ル の 竹 囲 内 に 入る 
効 条 虫 で , 虫 体 の 長き の 平均 値 は 12.8 一 55.2 ミ リ メ ー ト 
ル で あつ た 。 双 本 試験 中 の 層 殺 時 に 於 ける 擬 裏 尾 虫 投与 
後 の 期 間 は 第 1 群 で は 21 一 52 日 で ある 。 か ゝ る 条件 を , 
前 に 著者 が 行 つ た 本 条 虫 の 発育 実験 (沢田 1956) か ら 考 え 
る と 。 若 し 本 試験 に 於 て アク タマ ー に よ つ て 上 虫 体 が 用 部 
か ら 切 断 さ れ て いな いと すれ ば , 当然 虫 体 の 長 さ は 21 日 
・ 以後 に 於 て は No. 3 の 鶏 に 寄生 し て いた 297 ミ リ メ ー ト 
ル の 長 さ の 条 虫 の 如く , 250 ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 長 さ を 
有する 乏 で ある 。 一 方 第 1 群 に 於 ける すべ て の 虫 体 の 最 
maoo 有朋 は original terminal segment で も な 

。 双 成 条 虫 に 発育 し て か ら 必 殺 時 まで の 期間 は 短い ゃ 
日 間 , 長い も の で は 327 日 間 で ある が , と れ 位 の 期 
間 中 に 本 条 虫 に 於 て は 普通 状態 で 頸 部 か ら 切 断 さ れ て 
strobila が 排 江 され る と は 考え られ な いり 。 以 上 述べ た 





諸点 か らし て 1 条 AR7MNEMA 才 Ne 
ょ り 一 度 蜂 部 か ら 切断 され て 頭 部 の み 残 存 し : が 再 
生 し た も の で ある と と は 確 2 ご ある 。 財 の 発 実 妥 に 
於 ける 藤 の 擬 裏 尾 虫 試食 後日 目 の 虫 体 の 長 さ の 平均 
3.94 ミ リ メ ー ト ル , 5 日 目 の そ れ は 20.68 ミ リ メ ー ト ル 

で あつ た 。 こ と れ を 本 試験 人 60 


れ ば 前 者 が に (、 よる か に 長 形 で る が, と れ は 擬 裏 尾 虫 か ら 
の 発育 と 異 り , 巳 に 出来 上 つて いる , 換言 すれ ば 釣 着 レ 
て いる 頭 節 に 続 拓 剖 か ちの 季 電 人 柳 で る か ら 発 育 が 速 


8s っ ブ ヘ ッッ プ あみ - ジッ 示 、 乙 
や か で ある た め て あろ 2 


テ 、 ナ 
ん 


① の CR て まく など ミ は 第 2 群 に つい て る 全く 同 
様 で ある が , 第 2 試験 に 於 て は 2 回 の es 所 あ り 。 
・No. 8 の 鶏 に の みみ 再生 虫 hn し 。 り 0No6。、 ヤ 。 人 移 2 の の 


鶏 に は 虫 体 は 発見 出来 な か つた 。 と の 際 残 存 し て いた 頭 
節 は 微小 で ある か ら 見 落し た の で は な か ろう か と の 疑 層 
が 生ずる が , アク タマ ー 投 与 後 居 殺 時 まで の 期間 は 第 1 
回 の 擬 裏 尾 了 虫 投与 時 か ら 21 日 間 , 第 2 回 の それ か ら は 10 
日 間 も 経 過 し て いる か ら , 若 し ooorciA ae 
層 殺 時 に 於 て は 明らか に 肉眼 で 観察 し 得る 程度 に 
育 レ た 了 虫 体 が 寄生 し て いる 系 で ある 。 面 る に $ 2 
は 全く 寄生 虫 体 を 発見 する と と が 出来 な か つた の で , 7 
クタ マー に よ ょ つて 頭 節 まで も 完全 に 駆 由 され た と 考え て 
も よい 。 尚 NO.8 の 鶏 に は 4 条 の 再生 幼虫 体 が 見 られ た 
が , 更に も う 一 度 ア クタ マー を 服用 させ れ ば 完全 に 駆虫 
出来 る も る の と 考え る 。 

(3) 第 1 群 に 訟 ける 橿原 条 虫 の 寄生 率 は 30 一 65% で 
平均 は 50.1% で あつ た 。 と れ は 著者 の 行 つ た 本 条 虫 の 発 
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育 試 験 (沢田 1956) に 於 ける 際 の 20 匹 ずつ の 擬音 尾 虫 を 

9 回 《 Me DSaetCoyreeie 2%% に 比較 

すれ ば は る か に 低い 感染 率 で ある 。 と うし た と と か ら 考 
える と 和 預 孝 か ら 切 断 され た に 条 中 以外 に 明らか に 豆 節 まで 
も 駆除 され た 虫 体 が ある と 判断 し て も 話し つか えな いよ 


- 敵 堪え る 。 


更に 第 2 群 に 於 て は 条 虫 が 寄生 し て いた 鶏 は 僅か に 1 
羽 の み で 平均 感染 率 は 2 2 と な る か ら , 2 回 連続 投与 し 
た 第 2 群 の 場合 は 多数 の 条 取 が アク タマ ー に よ つ て 完全 
に 駆除 され た と と は 確実 で ある 。 

結 議 

(1) an 条 虫 の 中 間 宿 主 で ある オオ ハリ アリ の 腹腔 
内 より 採取 eo 試食 さ 
せ , し ば らく 飼育 し て 排 港 庁 節 か ら 条 虫 が 寄生 し て いる 
と と を 確認 後 , 5 羽 ず つの 2 組 に わけ , 第 1 群 に は 1 回 , 
第 2 群 に は 18 日 間 の 間隔 を お いて 連続 2 回 , 鶏 の 体重 1 
キロ グラ ム に つい て 100 ミリ グラ ムダ つの Actamer。 
2, 2-diphydroxy-3。 3/。 5, 5/-tetrachloro-dipheny1- 
sulfde を 投与 し た 。 

》⑫) 第 1 群 に 於 て は アク タマ ー 投 与 16 一 49 日 後 。 第 
2 群 に 於 て は 10 一 21 日 後に 鶏 を 層 殺 し て 小腸 内 を 調査 し 
た 結果 , 前 者 で は 1 条 の 例外 を 除い て , すべ て 一 度 蜂 部 
か ら 切 断 さ れ て 再生 し た 幼虫 体 が 寄生 し て いた 。 そ の 平 
eo は 50.1, 後者 に 於 て は 僅か に 1 羽 の 鶏 に の み 

条 の 再生 虫 体 が 見 られ た の み で , 他 は すべ て 頭 節 まで 
rcceWAes 

(3) アク タマ ー を 2 回 以上 連続 投与 すれ ば 橿原 条 息 
の strobila は 勿論 , 頭 節 まで も 完全 に 駆 忠 する と と が 
出来 る 。 
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SurmrmarY 


The data presented in thiS paper Shows that 
Actamer, 2, 2/-qihydroxy 3, 3/, 5, 5/-tetrachloro- 
dihpenylsulfde, has a high eficacy for the 
removal of tapeworms, gz/77e72zZ (アア .) を Zs の 0- 
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7e24S2S, from experimentally infected chickens. 

When Actamer at the dose of 100mg per kg 
body weight was only once given to chickens, 
most of the tapeworms were cut off at about 
the neck and only long pieces of strobila were 
elirninated. But when Actamer at the same 
dose mentioned-above was given to chickens two 
times consecutively at the interval of eighteen 
days, almost all the tapeworms were rermmnoved. 
Actamer has no anthelmintic value for 4sc2727Z 
g2777 or 万 e7ez2 を Zs g27772426. 
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緒 言 

貢 の coccidia は Einck (1854), 犬 の それ は Virchow 
(1860) に ょ より 発 見 され た 。 人 後 Wenyon le は Fin- 
ck, Virchow 以来 の 知見 を 再 検討 し , ・ 猫 両 系 の 
coccidia (に こつ き 実験 研 究 を 行 つた 結果 。o oocyst (以下 
O と 略記 ) の 大 き さ に 閉 療 (大 小 不同 ) ある を 認め , と 
れ ら 食肉 動物 に 寄生 する Isospora は 従来 考え られ て い 
と よう に 林 gezz22 1 種 の み で は な いと と を 明らか に 
し , 次 の よう に 分 類 し た 。 

(1) 小型 種 : Finck (1854), Virchow (1860), 
Leuckart (1860, 1868, 1866, 1879), Rivolta (1874, 
777,。 777a,。 78)。 Railliet and Leucet (1888, 1890, 
1891), Stiles (1891, 792) 

(2) 中 型 種 : Grassi (1879, 1882, 1883), Wasi- 
elewski (1904), Hall anqd Wigdor (1918)。 Reiche- 
now (1921)。 NOller (1921) 

(3) 大 型 種 : Wasielewski (1904), Swelengrebel 
(1914),。 Wenyon and O/Conner (1917), Hall (1917), 
Hall and Wigdor (1918), Dobell (1919), NOller 
(1921), Marotel (1922) 

即ち Wenyon (1928。 1925, 1926 a, 1926 b) の 研究 
に こより 従来 の 2zgezz22z2 (Coccz242 の ., の の 7os カ gy の .) 
は 叙 上 3 種 の 混合 し た も の で ある と と が か 判明 し , 大 < 猫 両 
系 の 小型 種 に 夫々 giyeg Stiles, 1891, 同 中 型 種 に 
7. Z229772 Grassi, 1879, 同 大 型 種 に 7. 7e7s Wenyon, 
1928 な ぁ る 種 名 が 与え られ た 。 次 いで Andrews (1926) 
は 李 ア 678s ( 猫 系 ) を 用 い 猫 へ の 感染 試験 を 行い 。 その 















72zz07Sg oz27227Z: Experimental studies on 
coccidiosisS in dogs and cats. ( 1 ) The morpholo- 
gy of oocyst and sporogony of sos カ o7 げ e/2s, and 
its artificial infection in cats. (Department of 
Veternary Science, College of Agriculture, Uni- 
versity of Osaka Rrefecture, Osaka, Japan) 


時 村 
大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 学科 (指導 一 色 於 区 四郎 教 授 ) 
F6 月 28 日 受領 ) 


( 12 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 1 号 


犬 及 び 獲 に お ける Coccidium 症 に 関す る 実験 的 研究 


(1) / が sos ヵ oz 7e7zs の Oocyst の 形態 , Sporogony 
及び 同 虫 の 獲 へ の 感 試 駿 


保 


症状 経過 等 に つい て 触 察 し た 結果 , 本 虫 の prepatent 
period は 5 6 日 , patent period は 30 日 内 外 で あり , 
感染 後 2 て 4 日 の 潜伏 期間 に て 本 症 特有 の 一 症状 で ある 
下痢 を 示し , その 持続 期間 は 概ね 1 週間 以内 で ある と 述 
べた 。 さ ら に 氏 (1927) は 猫 系 ケア 772s, 7 7Zz2o772 の 
成 部 O を 健康 仔犬 に 試食 感染 させ た 。 な お 感染 仔犬 の う 
ち 自 然 治癒 し た も の は 犬 系 の Isospora に 再 感染 し な い 
と と ろか ら , 猫 系 アプ e/s, 7 zz2o77g と 大 系 の 両 種 は 全 
く 同 一 種 ご ある と 看 化し た 。 ま た Lee (1934) は 天 動 物 
に 寄生 する coccidia の 交 叉 感染 試験 を 行い , 犬 が 猫 系 
7 7e/s に , また 猫 が 犬 系 の 7 が gezz2zZ に 感染 する と 
と を 認め , こと の 点 し Andrews と 略 同様 の 見 解 で あ 
る と と を 報告 し た 。 
従来 ,。 内 外 を 問わ ず 犬 及び 猫 に お ける 各種 Tsospora 
の 宿主 体外 発育 環 (sporogony), 同体 内 発育 飛 (schi- 
zogony, gametogony) 並び に 感染 の 経過 症状 等 に つい 
ee ト 観 察 を 行 つた 成績 が な い 。 そ うし て その 分 類 は 
=: と し て O の 形態 及び 不 完全 な 変 叉 感染 試験 の 成績 に 基 
づい て 行わ れ , 叙 上 3 種 の coccidia は 犬 に も また 猫 に 
や 感染 し 得る る の と 考え られ て いる よう で ある 。 
最近 , 筆者 は 犬 ・ 猫 より 各種 の 1Sospora を 見 出し , 
それ ら を 純粋 に 分 離す る 機会 に 恵まれ た 。 よ つて 叙 上 の 
よう な 意味 か ら , と れ ら の 真相 を 究明 すべ く 系 統 的 に 各 
種 の 実験 的 研究 を 行 つた 。 即ち 先ず 7 7e/?S ( 猫 系 ) を 
用 い 猫 へ の 感染 試験 を 行 つ た と と ろ , その 所 見 は And- 
rews の 成績 と 一 致す る 点 も ある が , 分 類 上 重視 すべ き 
prepatent period に 明らか な 砺 異 が 認め られ , ま た その 
成熟 O を 健康 仔 生生 犬 に 感染 し な いと 
と を 確認 する と と が で きた 。 故に 筆者 は ANOoe の 感 
染 試験 に つい て の 記載 並び に 欧米 の 研究 者 等 が 犬 か ら 見 
出し た いわ ゆる 大 型 種 ( 猫 に 感染 し な いと と を 確認 し 
た ), ま た 猪 か ら 見 出し た 大 型 種 を 共に 7 アプ e7zs と 認め 
一 元 説 に 対し て は 根本 的 に 疑問 を 抱く も の で ある 。 
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の 


か ら 動物 実験 に よ 


る 。 履 に 筆者 は 


単に 両 動 物 に お ける に 症 の 防 過 と こと ば か り で は な 
く 。 熱帯 ある い は 亜熱帯 地方 ( 発生 あり 。 該 地 方 に お け 
る 一 重要 原虫 性 疾患 で ある 人 coccidium 症 と の 比較 研 
究 と いう 意味 か ら も 甚だ 重要 で ある と 信じ て いる 。 


大 阪 府 内 の 飼 氏 (6 ヵ月 未満 の 仔猫 ) 200 頭 を 対象 と 
coccidia oocyst 保有 状況 # 
は 27 頭 (18.5 
Isospora を 認 : 

の 感染 状況 , 
さ 3 頭 ( 1.5%), 大 小 両 種 ( 
ks 各種 O ( 200 個 宛 ) の 計測 成績 
る 。 表示 の よう に 小型 種 の 大 き さ は 
長径 20ー27。 (平均 24.40 め , 短 径 18 一 28z (平均 20.47 
大 型 種 は 長径 38849。 (平均 483.48 の , の 


し て 
頭数 ! 


即ち そ 
種 単 感染 
頭 ( 2.5 多 ) 


は 第 1 表 C の 通 ! 人 


計 、 来 と ラ 
の 7 宇 え 。 
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人 類 の coccidium 症 は 病原 
ト より, と の 事項 を 解明 で き な い 関係 上 , 

宿主 体内 に お ける 発育 環 に つい て の 知見 が 全く 欠け て い . 
に ・ 猫 の coccidiaum 症 に [ 


Oocyst ia 


2 の 2 うけ . 伝 て 。 


め 且 つつ 各種 を 


て ある < 


調査 し た 結果 ,。 

稚 患 動物 ょ 
純粋 に 分 離し 得 た 
大 型 種 単 感染 は 19 頭 ( 9.5 


虫 の 宿主 特異 関係 


する 研究 は 


喝 性 
り 大 小 2 種 の 
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びに 短 径 の ' 度 数 分 布 曲線 は 第 1 図 の 通り で ある 。 即ち 
200 コ の 0 中 , 小型 種 ご は 長径 254 の も の 102 コ , 短 径 
は 214 の も の 94 コ を 占め , 一 方 大 型 種 で は 長径 434 の も 
の 97 コ , 短 径 は 8384 の も の 106 コ あり , 夫々 と の 程度 の 
や の が 最も 多い 。 

と れ ら 両 種 の O は 共に 一 極 が 僅か に 矢 り , 他 極 は 心 持 
ち 丸 味 を 帯び て 卵 円 形 を 示し , 共に micropyle は 認 
られ な い 。 役 膜 は どこ で も 一 様 で 小型 種 は 約 1.0% 大 
型 種 は 約 1.4z を 算 し , 被 膜 及び cytoplasm は 淡 黄 緑 

を 呈す る 。 色 調 は 大 型 種 の 方 が 小型 種 よ り も や ゝ 濃厚 
で ある 。 次 に O の 大 き さ の 度数 分 布 曲線 を 見 る に 小型 種 
の 長径 並び に 短 径 は 互 に 交叉 し て いる が , 大 型 種 で は 全 
く 分 離し て いる (第 1 図 )。 即 ち 前 者 の formindex は 
0.74<0.91 (平均 0.84), 後 者 の それ は 0.70~0.85 (平均 
0.76) な る 値 を 示し , 厳密 に いえ ば 小型 種 の O の 形 は 大 
型 種 に 比 し て や ゝ 円 形 に 近い 。 

以上 の 所 見 か ら 筆者 が 猫 に 見 出し た 2 種 の coccidia 
中 。 小型 種 は Wenyon の いう 7 zzzo/7z (中 型 種 ) に 。 
また 大 型 種 は 7 7e/zs (大 型 種 ) に 

















径 28 87 (平均 32.98 め を 算 す る 。 次 に 0 の 長径 
征 1 表 獲 beds の ay SporocySt, ee ら っ 大 を 4 
本 6 に Oocyst 机 張 SR Sporozoite 記 : 
種 頻 L. MO NO 
Max.Min.Ay. Max.Min. Av. Max.Min.Av. Max.Min. Av. Max. Min.Av. Max. Min. Av. 
7. eS 49 _38 43.5 37 238 32.9 25 21 23.5 22 18 19.8 19 14 16.5 6.0 5. 0 5 
zo7Z 27 20 24.4 23 18 20.5w 
L. 長 竹 ” W. 短 径 Max. 最 大 。 Min. 最小 Aw. 平 均 。 
第 1 図 猫 Tsospora の Oocyst の 度数 分 布 ( 大 き さ ) Sporogony の 時 間 的 観察 
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(1) 観察 方 法 

大 型 種 に つき 次 の よう かな 方 法 に より sporogony の 時 
間 的 観察 を 行 つ た 。 先 ず 自 然 感染 猫 の 排 浴 直 後 の 糞 便 ( 多 
数 の O を 含む ) を 採集 し , と れ に 約 5 倍 量 の 水 を 加え て 
泥水 状 と な し , 細目 の 金網 に て 濾過 し た 。 濾液 を 沈 激 管 
に 入れ 遠心 分 離 (1 分 間 1.000 1,500 回 転 , 3 分 ) の 後 。 
沈 溢 に 飽和 食塩 水 を 加え て 良く 携 振 し , 再び 遠心 器 に か 
け て O だ け を 浮 光 させ た 。 こ と れ を 載 物 硝 子 に 附 着 させ て 
沈 洲 管 に と り 水 洗 後 , 最後 の 沈 溢 4 硝子 由 に 移し 1 の 
クロ ム 酸 液 を 加え て 培養 (28C) し た 。 

次 に sporogony の 全 過 程 (附図 1 ) は , と れ を cyto- 
plasm 充満 期 (1 一 2), 同 長 径 縮小 期 (3ー4), 同 
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第 2 図 7 7e/zs に お ける Sporogony の 時 間 的 観察 成績 
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径 縮小 期 (5 て 7), 同 分 裂 期 (8 ~ こ 11), sporoblast 
(12~13), 同 後期 (14 て 15), sporocyst 形成 期 
16~17), sporozoite 及び 残 体形 成 期 18 一 20) の 8 
期 に 分 けた 。 そ うし て 叙 上 の 培養 液 を 1 時 間 毎 に 取り 出 
し て 臨時 標本 を 作り , 毎回 200 さ の O に つき その 人 衝 が 如 

・ 本 な る 発育 階 稀 に ある か を 鉛 察し た 。 な お 上 述 の 0 分 離 
操作 は 可 及 的 迅速 (20 以内 ) に 行 つた 。 
(2) 観察 成績 
第 2 図 は 角 察 成績 (5 回 ) の 平均 値 を グラ フ で 示し た 
や の で ある 。 宿主 体外 に 排 湯 さ れ た O (cytoplasm 充満 
期 約 18, 同 長径 縮小 期 約 65, 同 短 径 縮小 期 約 17 多 ) 
は 時 間 が 経過 する に つれ て グラ フン の 線 の よう に 洛 次 発育 
する 。 思 ち 和美 目 に は cytoplasm 短 径 縮小 期 
の も の が 著しく 増加 し 約 70% に 達し た ( 同 分 像 期 の も の 
5 多 内 外 あ り ) 。 こ と れ ら の 0O は cytoplasm 分 裂 期 を 径 
se に sporoblast 期 に 移行 する た め 培 養 後 2 時 間 目 

な る と 約 1622 は sporoblast 前 期 を 示し , さら に 8 時 
本 こ は 同 後期 の も の が 6 多 内 外 に 認め られ た 。 と の 間 
に cytoplasm 短 径 縮小 期 の も の は 減少 し て 50 内 外 と 
な り , sporoblast 前 期 の も の は 約 302 に 増加 し た 。 以 


( 14 ) 


後 時 間 が 経過 する に つれ て 潤 次 発育 し , 培 養 後 5 時 間 目 
に 到 る と cytoplasm 分 裂 期 まで の 未成 熟 O は 変性 ( ク 
ロム 酸 に て 章 色 , 死滅 ) し た も の を 除い て ,。 その 凡 て の 
や の が sporoblast 期 に 移行 する 。 従 つ て merhm 
前 期 の 発育 階 様 を 示す O は 約 50% を 数 え , 同 後 期 の も 
も 85 内 外 に 達し た 。 な お 叙 上 の 変性 O は 第 2 図 0 
で 示し た よう に 各 発 育 期 を 通じ 2 一 8 多 に 認め られ た 。 
次 に 菩 養 後 Y 時 間 目 に は sporoblast 後期 の O が 約 60 
と 達し た (sporocyst 形成 期 の も の 2 内 外 あ り )。 さき 
ら と 8 時 間 目 に は sporoblast 前 期 の O が 約 8 に 減じ , 
と れ に 反し 同 後期 の も る の が 約 Y0 多 に 増加 し た MK 
ite 及び 残 体形 成 期 の も の 3 内 外 あ り )。 叙 上 の いわ ゆめ 
る 成 部 O は 時 間 の 経過 と 共に 河 次 増加 し て 10 時 間 目 に 
は 約 302。12 時 間 目 に は 約 602, さら に 14 時 間 目 に は 約 
90 狙 に 達し た 。 な お 成熟 O の 内 部 に 形成 され た sporo- 


cyst 並び に sporozoite の 計測 成績 は 第 1 表 の 通り て あ 


る 。 表示 の よう に sporocyst は 長径 2125z (平均 28.5 
g) 。 短 径 18 ン 22 (平均 19.84) , sporozoite は 長径 14 
ー19z (平均 16.54), 短 径 5.0 一 6.0z (平均 5.54) を 
数 え , さら に 残 体 の 大 き さ は 平均 17X15。 を 算 す る 。 
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昭和 32 年 3 月 (1957)] 


感染 試験 

(A) 材料 及び 方 法 

感染 試験 に 用 いた 成熟 O は 最初 自然 感染 動物 (大 型 種 
単 感染 ) より 純粋 に 分 離し , 次 の 要領 で sporulation 

を 完了 させ た 。 即ち 純粋 継 代 猫 より 採集 し た 糞便 (多数 
の O を 含む な ) を メス シリ ンダ ー ( 500~1,000 cc) に 入 
れ , 反復 水洗 沈 汰 を 行い 最後 の 沈 溶 を 細目 の 金網 また は 
ガー ゼ で 濾過 し た 。 濾液 は 沈 肖 管 に 受け 遠心 分 離 (1 分 
前 1.000 ~1.500 回 転 , 3 分 ) の 後 , 溶 に 飽和 食塩 水 
を 加え て よ ey 再び 遠心 器 に か け て O だ け を 浮 流 
させ た 。 こ と れき を 載 物 硝子 に 附 着 きせ て 沈 淫 管 に と り 反 復 
水洗 の 後 , 最後 の 光 深 硝子 皿 に 移し , 1 2 の クロ ム 酸 
液 を 加え て 2 て 3 日 間 培 養 (28 で C) し た 。 猫 た 投与 する 
際 に は 水 で 十分 に クロ ム 酸 液 を 洗い 落し , その 一 定数 を 
スポ イド を 用 いて 口腔 内 の 奥深 くに 注入 し た 。 O の 保存 
に あ た つ て は aa を 完了 し た も の を 良く 水洗 

し て 試験 管 に 入れ , 水深 が 1 cm 内 外 に 達する まで 生理 的 
信 放 水 を 加え 。 純 松 を arr 
し , 時 々 水 の 交換 を 行 つ た 。O は か よう に し て 1 カ年 以 
上 る ゃ 保存 で きた が , 保存 期間 か 長 び 前 に つれ て 僅か づつ 
死滅 せる も の が 生じ た 。 人 


内 の 最も 活力 吐 盛 な 成 部 O を 用 \ 
居 経 骨 の 捉 寄 に は 次 全 中 に 排 深き れる 0 が 李 め て 年 
| 要 な 要素 と な る の で , その 検出 に は 細心 の 注意 を 払 つ 
ク た 。 O 数 の 算定 に は Stoll 氏 法 の 変 決 を 用 い , さら 


# 
吉 に 浮 漠 法 (飽和 食塩 水 ) を 併用 し た 。 開 便 中 の O 数 が 
| 多い 場合 に は , その 1g を 45cc の 昔 性 ソー ダ 液 ( り j。N) 
で 稀釈 し , その 0.05cc を 載 物 硝 子 上 に と り , 苦 硝 子 (24 


1 
の 
線 24mm) を か け 全 面 の 0 数 を 鏡 下 ( 100 メ , 可動 装置 合 


用 ) に 計算 し た 。 と の 実測 値 を 糞便 1 g 中 の 0 数 に 換算 
2 し ,。 O .P .G. と し た 。 し か し 感染 初期 Cprepatent 
き period の 判定 ) 及び 未 期 て patent period の 判定 ) の 


ン * ト う に , O 数 の 極め て 少な い 場 合 は O.P.G. の 算定 が 





o- MMP の er 即ち 糞便 1 
ゆ を 時 計 過 にとり 少量 の 念 和食 塩水 を 加え て 良く 磨 砕 し 

に た 後 , 細 晶 の 金網 を 通し て 試験 管 (15cc) に 移し , 飽和 
約 内 を 補 つ て 約 15 分 間 放 置 後 , 表面 に 浮 流 し た 0 を 載 
Da 物 硝 子 に 附 着 さ せ , 蓋 硝 子 (24X24mm) を か け て 全面 の 
あ O を 鏡 下 に 計算 し た 。 と の 操作 を O の 検出 不能 に 至る ま 
.5 で 繰返し , その 総和 を も つて 可 検 糞便 1 g 中 の O 数 と し 


14 た (器具 類 は 使用 後 煮沸 殺菌 し た )。 
を 試験 動物 と し て は 幼 若 且つ coccidia 非 感染 の も の を 
選ん だ 。 実験 に 際 し て は 健康 な 親 猫 を 入手 し , 動物 室 で 





( 15 ) 
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分 尋 さ せ , 疫 的 管理 下 に 飼育 し た 仔猫 を 使用 する の が 最 
ゃ 理想 的 で あろ う が , 実際 問題 と し て と れ は 極め て 困難 
で ある か ら , 筆者 は 先ず 生後 約 1.5~ 3.0 カ 月 (体重 
0.3- 0.8kg) の 仔猫 を 入手 し て 疫 的 管理 下 に 飼育 し , 寄 
生 螺 虫 類 を 駆 貝 する と 共に 1 週間 の 連続 的 検便 を 行い 。 
O が 完全 に 陰性 な も る の を 非 感染 動物 と 認め て 試験 の 目的 
を 達成 し 得 た (と の 際 疑 わし いも の は 除外 し た )。 

試験 猫 の 飼育 に は 殻 類 ( 米 ・ 妻 ) を 敵 状 に た き , と れ 
に 生魚 の あら ( 頭 ・ 内 臓 ), 牛乳 等 を 適宜 に 混 じ た も の を 
朝夕 2 回 に 分 与 し し た 。 こ の よう な 鍋 料 に て 仔 攻 6 は 略 良 好 
な る 発育 状況 を 示し , 飼育 期間 中 体重 の 増加 も 認め られ 
た 。 YA マイ ト 製 の 由 (10X 5cm) を 用 い , 飼 
育 箱 (75X75X90cm) は 木製 と し , 消 土 の 便 を 考 慮 し て 
容 ty Mb20 る よう に し た 。 箱 の 前 面 は 金 
網 (目盛 2 咽 四 方 ) 張り と し , 箱 の 高き 約 12cm の 所 に 金 
網 (目盛 1. 9 張り の 木製 枠 (取り は ず レ し 自由) を 隔 
壁 と し て 装置 し ,。 上 下 2 房 に 区 切 つた 。 . な お 人 上 の 人 
= は 小 孔 を 設 5 ナ て 仔猫 が 自 付 |] に 両 房 を 往来 で で きる よう に 

方 箱 の 上 面 に は 木製 の 蓋 を つけ 飼 付 を 容易 な らし 
め た 。 箱 の 下面 は 開放 し , 直 接 コ ンク リー ト の 床上 (傾斜 
面 ) に 置い て 糞便 の 採 販 , 消 款 及 び 掃 除 し 易い よう に し レ 
た 。 飼 付 用 具 は 煮沸 消毒 し 飼育 箱 は 3 少 圭 ク レゾ ー ル 液 
に て 消毒 の 上 , 十分 に 日 光 消 毒 し 床 は 同 液 に て 清掃 し た 。 

試験 猫 は 飼育 箱 内 で 常に 上 房 に お り , 用 便 に 際 し て の 
み 隔 台 の 小 孔 を 通 つ て 下 房 に 赴き 床上 と 排便 し た 。 従 つ 

て 飼育 箱 及び 金 綱 床 が 糞便 に て 汚染 する よう な と と は な 
か つた 。 次 に 首 の 排便 を 認め 次 第 , 個 育 親 を 清 考 し た 床 
上 に 移し 糞便 を 採 肥 し た 。 汚染 し た 床 は 十分 消毒 の 上 , 
水道 水 で 反復 清掃 し て 猫 体 が 糞便 で 汚染 し ,。 ある い は 再 
感染 する と と を 防 約 し た 。 

(B) 感染 試験 成績 

感染 試験 の 成績 は 第 2 表 の 通り で ある 。 表示 の よう に 
16 頭 の 試験 猫 を 投与 0 数 また は 対照 の 別に 従い 4 群 に 分 
ナ た 。 即ち 第 1 群 の 4 頭 に は 各 一 万 コ , 第 2 群 の 4 頭 に 
は 十 万 コ , さら に 第 3 群 の 5 頭 に は 百 万 コ の 成熟 0 を 試 
食 せ し め , 第 4 群 の 3 頭 は ば O を 投与 せ ず 対照 動物 と し た 

( 猫 65・66・67・68・69 号 の 5 頭 , 62・63・64 号 の 3 頭 
並び に 56・58 号 の 2 頭 は 各 同 腹 で ある ) 。 
(1) 潜伏 期間 

潜伏 期間 の 判定 は 本 虫 の 感染 に 因 る と 考え られ る 下痢 
症状 に 基づい た 。 と の 下痢 症状 は いずれ の 例 に お いて も 
新生 O の 排 洪 と 先立つ て 開始 され た 。 即 ち 第 1 群 の 4 頭 
中 2 頭 は 感染 後日 目 , 他 の 2 頭 は 5 一 6 日 目 に , 第 2 



















[寄生 虫 学 雑誌 ・* 第 6 巻 ・ 第 1 号 














16 
第 2 表 eS の 猫 へ の 感染 試験 成績 
実験 体重 で ココ prepatent 人 9 か し) 人 
猫 番号 性 別 月 人 齢 0 period  O 排 港 peri 止 日 備考 

番号 (kg) 。 ) ( 色  ( (月 ) 数 

1 34 9 2.5 0.65 1 5 8 一 2/。 18 0 O 〇 

2 52 ざ 3.0 .80 1 4 8 37-ー/。 20 0 〇 

3 55 に 2.0 .50 1 6 8 2 一 7。 16 0 O 〇 O 

4 66 @ 1.5 .35 1 6 8 2 なー7。 16 0 O ロ 
_5 28 ヴ 2.0 .49 10 4 8 5 3 寺 0 O 

6 40 9 2.5 .20 10 4 7 6 一 9/。 18 0 (9 

7 51 に 2.5 .70 10 4 円 カー97。 20 0 O 

8 63 ヴ 1.6 .43 10 4 8 U 0 〇 O 

9 56 ざ 1.4 .30 100 4 ⑬⑮  O 試 食後 7 日 目 に 筐 死 3 上 ヨ 
10 62 o 1.6 .42 100 3 8 っ ( 5) 0 @ 
11 67 e 1.5 .35 100 4 8 0 一 ( 5) 0 吉 ロ 
12 68 に 1.5 .36 100 4 8 390 カー ( 7 0 3 ロ 
13 69 ヴ 1.5 .34 100 4 8 20/。 一 (10) 0 ロ 
14 58 e 1.4 .28 0 0 0 < 0 0 O 
15 64 e 1.6 .40 0 0 0 < 0 0 O ⑮ 
16 65 ヴ 1.5 .34 0 0 0 ーー 0 0 〇 ロ 


群 の 4 頭 は 凡 て 5 日 目 に , また 第 3 群 の も の は 4~5 日 
目 に 夫々 開始 され た 。 従 つて 潜伏 期間 は 第 2 表 に 示し た 

うに 3 6 日 で あつ た 。 

(2) prepatent period 

prepatent period の 判定 に は 浮 流 法 (飽和 食塩 水 ) 
を 行 つ て 新生 O を 証明 し た 。 表示 の よう に 本 虫 の pre- 
patent period (動物 に coccidia の 成熟 O を 試食 感染 せ 
し レ しめ て 後 , その 畑 便 に 最初 の 新生 O が 排 倫 され る まで の 
期間 ) は 普通 8 日 で 稀 に 7 日 ( 猫 40 号 ) の も の が 認め ら 
れ た 。 

(8) patent peried 

感染 試験 は 夏季 ( 表 の 0O 排 浴 期 間 が 示す よう に ) に 実 
施し , patent period の 判定 は 叙 上 の よう に し て 行 つ 
た 。 試験 動物 は 同 腹 の 仔猫 (摘要 の 記号 通り ) を 用 い 。 
0 投与 数 の 多 宴 に よる 感染 経過 の 比較 観察 を も 行 つ た 。 
即ち 猫 84 号 で は 6 月 6 日 の 糞便 に 最初 の 新生 O が 証明 さ 
れ , 後 28 日 まで 休止 する と と な く 排 港 が 継続 され た 。 従 
つて 本 例 の patent period (糞便 中 に 最初 の 新生 O が 排 
浴 さ れ て 後 , それ が 陰 転 する まで の 期間 ) は 18 日 間 で あ 
り , O の 排 浴 日 数 も 同様 に 18 日 で ある 。 か くし て 第 1 群 
の patent period は 1620 日 。 第 2 群 は 18<20 日 間 で 





O=oocyst, = 多分 8 日 , ( ) = 葉 死 迄 の O 排 浴 日 数 , 葵 〇 = 死生 , 口 ⑨ 較 三 同 腹 を 示す ・ 


相互 問 に 顕著 な 差異 が 認め られ な か つた 。 臨床 症 状 の 詳 
細 は 人 後述 する 予定 で ある が , いずれ も 本 症 特 有 の 症状 を 
示し , 中 に は 滅 死 の 重症 感染 例 も 認め られ た 。 し か し 結 
語 , 岡 群 共 TSospora の 感染 が いわ ゆる self-limited 
で あり , 感染 の 経過 日 数 と 共に 症状 は 潤 次 に 消失 し , 糞 
便 中 の O も 陰 転 し た 。 し か る に 第 8 群 の も の は 凡 て 重 篤 
な 症状 を 示し , 猫 56 号 は prepatent period の 未 期 に , 
その 他 の も の は 殆 ん ど 0 の 排 港 直後 に 祭 死 し た 。 敢 に 
patent period の 全貌 を 見 極め 得 な か つた が , 以上 の 事 
実 か ら 感 染 濃度 が 低い 場合 に は 非 致 死 的 感染 と な り , 高 
い 場 合 に は 致死 的 感染 と な る 傾向 か うか が われ た 。 な お 
( ) 内 の 日 数 は 第 3 群 の 試験 猫 が 條 死 する に 至る まで 
の O 排 浴 日 数 ご ある 。 

(4) patent period に お ける oocyst の 排 浴 状 況 
感染 各 群 の 試験 猫 に つい て は O. P. G. の 算定 を 行 
い , patent period に お ける O の 排 港 状況 て CO .P.G. 
の 消長 ) を 調べ た 。 以 下 その 成績 に つい て 述べ る 。 

) 第 1 群 の 0O. P. G. 

本 群 4 頭 の 成績 は 第 3 図 の 通り で ある 。 即ち 猫 34 号 の 
patent period 1 日 目 に お ける O. P. G. の 値 は 極め 
て 少な く 僅 か 8 コ に 過ぎ な か つた 。 し か る に 3 日 目 に は 
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第 3 図 第 1 群 の 0. P. G. 
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著しく 増加 し て 47,800 コ に 達し , し か も patent period 
を 通じ て の 最高 値 を 示し た 。 次 いで 翌 3 日 目 の O. P. G. 
は 35.000 コ , さら に 4 日 目 に 至れ ば 24,200 コ と 洗 浅 
の 傾向 を 示し , 5 日 目 に は 1,510 コ に 減少 し た 。 そ の 
0 月 まで ご の O.P.G. は 日 々 100 コ 内 外 で , 11 日 目 
に 至る と 僅か 15 コ を 算 す る の み と な つた 。 と と ろ が 1 日 
目 か ら 再 び 若 干 宛 増加 の 傾向 が 見 え 18 日 目 の 0.P.G. 
は 2,481 コ を 数 えた 。 し か し な が ら 14 日 目 以後 は 日 数 の 
経過 と 共に 滞 減 し, 18 日 目 の 5 コ を 最後 と し て 遂に 陰 転 
し た 。 次 に 残り 3 頭 の O. P. G. 曲線 は 図示 の 通り で 
各 若 干 の ずれ は よ , 猫 84 号 と 略 同様 の 傾向 が 認 
め ら れ た 。 即ち patent period の 1 日 目 に お ける O. 
P. G. は 僅か 数 コ 刀 至 十 数 ご で あつ た が , 以後 徐々 に 
ある い は 急激 に 増加 し , 猫 52 号 で は 5 日 目 , 55 号 は 8 日 
目 , 66 号 は 4 日 目 に 夫々 59,000 , 68,000 , 72,000 
コ を 敷 え ,。patent period を 通じ て の 最高 数 に 達し た 。 
そう し て その 後 の O. P. G. は 日 を 追 つ て 朱 減 の 傾向 
を 示し , 間もなく 日 々 数 十 乃 至 数 百 コ を 数 える の みみ と な 
つた 。 〔 

j) 第 2 群 の O. P. G. 

本 群 4 頭 の 成績 は 第 4 図 の 通り で ある 。 即 ち 猫 51 号 の 
patent period 1 日 目 に お ける O. P. G. の 値 は 僅か 
75 コ に 過ぎ な か つた が 。 3 日 目 27,400 コ , 3 日 目 
125,000 コ と 滞 増し て 4 日 目 に は 498,000 コ の 多き に だ 達 
し , 期間 中 の 最高 値 を 示し た 。 し か る に 5 日 目 の O. エ . 
G. は 259,000 コ , さら に 6 日 目 に 至れ ば 181,000 コ と 
着 減 の 傾向 を 示し , 11 日 目 に は 2.200 ご に まで 減少 し 
た 。 次 に 翌 12 日 目 の O. P. G. は 15,200 コ を 数 え 。 
衣 日 より 若干 の 増加 が 認め られ た 。 し か し な が ら 18 日 目 


ある に せ 
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第 4 図 第 2 群 の O. P. G. 
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以後 は 日 を 経る と 共に 閣 減 し , 20 日 目 の 88 コ を も つて 佐 
に 陰 転 し た 。 残り 3 頭 の O. P. G. 曲線 は 図示 の 通り 
で 相互 に 若干 の ずれ は ある が , 猫 51 号 と 略 同 様 の 傾向 が 
認め られ た 。 即ち patent period の 1 日 目 に お ける O. 
P. G. の 値 は いずれ も 極め て 少な く 数 十 乃 至 数 百 コ に 
過ぎ な か つた も の が , 以後 徐々 に ある い は 急激 に 増加 し 
猫 28 号 で は 4 日 目 , 40 号 は 3 日 目 , 63 号 は 5 日 目 に 夫々 
508,100 , 878,000 , 542.000 コ を 数 え , 期間 中 の 最高 
雪 に 達し た 。 し か し その 後 の O. P. G. は 日 を 経る と 
共に 滞 減 の 傾向 を 示し , 間もなく 日 々 数 百 乃 至 数 千 コ を 
数 える の み と な つた 。 従 つて 2 日 目 か ら 7 日 目 ま で の 間 
に 極め て 多数 の O が 排 湯 せ ち れる も の と 考え られ る 。 

岳 ) 第 8 群 の 0. P. G. 

本 群 4 頭 の 成績 は 第 5 図 の 通り で ある 。 即ち 猫 68 号 の 
patent period 1 日 目 に お ける O.P.G. の 値 は 比較 的 
少な く 2,.700 コ で あつ た 。 し か る に 2 日 目 Y85,400 コ 3 
日 目 1.989,200 コ と 尊 次 増加 の 傾向 を 示し , 4 日 目 に は 
2,594,000 コ を 数 える に 至 つた 。 次 いで 翌 5 日 目 の O. 
P. G. は 2,467,500 コ を 算 し , 前 日 より 若干 減少 し た 
が , 6 日 目 に 至れ ば 再び 増加 し て 2,885,000 コ の 多き に 
達し た 。 次 に 残り 8 頭 の O. P. G. 曲線 は 図示 の 通り 
で 各 若 干 の ずれ は あ る に せよ 。 叙 上 の 猫 68 号 と 略 同様 
の 増加 傾向 を 示し た 。 即ち patent period の 1 日 目 に 
は 数 千乃 至 数 万 コ ご で あつ た O. P. G. が , ea 
共に 増加 し 5 日 目 に 至る と , 猫 63 号 は 1,886,000 , 
は 2,718,500 , 69 号 は 2,116,800 コ に 達し , we 
67 号 は 5 日 目 , 68 号 は 7 日 目 , 69 号 は 10 日 目 に 夫々 祭 死 
し た 。 よ つ て その 後 の O. P. G. は 算定 し 得 な か つ 
た 。 

(5) 臨床 症状 





第 5 図 第 3 群 の O. P. G. 





(の ⑰ 一 G 反 62 

ーーe :67: 

ーー る 2 552 

300 ーー と 69> 
A 














表 
ら い 
と ( 語 
て い 
8 
の い 
1 † 
100 1 
\ 
\ 
\ 
L 電 
"ーー オ 
0 


3 (| 6 が 8 で 9 た で 0 9 
Paiet period ーー 一 


臨床 症状 は 成熟 O の 感染 濃度 に より 多少 の 誠 異 が 見 ら 
れ た 。 即ち 第 6 図 は 各 群 (感染 ) より 1 頭 宛 計 3 頭 を 選 
び 各 の 臨床 所 見 を 模式 的 に 現し た も の で あつ て , 同 群 の 
試験 猫 の 症状 は 相互 に 極め て 類似 し て いた 。 以下 順 を 追 
いそ の 成績 を 述べ る 。 

ij) 第 1 群 の 臨床 症状 

0 Wh 
常 を 示さ な か つた が , 4 日 目 に 至り 突然 39.7'C に 発熱 


策 6 図 実験 的 獲 Coccidium 症 (es) の 了 共 床 所 見 


央 後 の 経過 日 数 
40 
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水 欄 邊 注 便 5 回 
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し , 正常 便 を 3 回 排 湯 し た 。 そ れ 以 後 4 日 間 に 理 つて 午 
後 の 体温 は 上 昇 の 傾向 を 示し , 89.1C>89.3 で C と な つ 
た 。 し か る に 糞便 は 5 日 目 に な つて も 異常 な く , 6 日 目 
に 至 つて 軸 便 及び 泥 状 便 を 排 江 し , 且つ 軽度 の 食 欠 減 退 
を 示し た 。 翌 7 日 目 は 前 日 に 引続き 食 傘 不 振 で , 水 様 粘 
液 便 , 商 便 各 1 回 と 泥 状 便 2 回 を 排 港 し , 8 日 目の下 痢 
便 に 最初 の 新生 O を 少数 見 出し た 。 そ の 後 数 日 間 , 糞便 
中 の O 数 は 束 し く , 水 様 粘液 便 , 泥 状 便 及 び 黄 便 を 1 日 
3, 4 回 ずつ 出し , 叙 上 の 症状 以外 に 可視 粘膜 の 貧 , 
消化 不良 , 元気 沈 衰 ,。 衣 史 を も 認め た 。 が , と の 間 に 
発熱 は な く (体温 は 12 日 目 に 87.2?C を 示し た ) 。 症状 の 
悪化 に 伴い 体重 は 著しく 減少 し た 。 し か し な が ら 14 日 目 
の 89.4?C を も つて 発熱 は 終り , 15 日 目 以後 に 至る と 糞便 
中 に 排 湯 さ れる O 数 の 減少 と 共に 下痢 症状 は 次 第 に 消失 
し 0 生 馬 灰 の 四 泊 と 相 伺 つ て 体重 も 池 増 の 傾向 を 示 
品 ) 第 2 群 の 臨床 症状 

猫 51 号 の 所 見 は 図示 の 通り で, 投与 後 4 日 目 ま で 特記 
する 程 の 症状 は な か つた が , 5 日 目 に 至 つて 389.1C ン 
89.6C に 発熱 し , 元気 沈 衰 , 食 然 江 退 が あり 軟便 を 排 港 し 
た 。 翌 6 日 目 は 泥 状 及び 梁 便 を 5 回 に 長 つ て 出し , 前 日 
(に 引続き 食欲 不振 2 午後 の 体温 は 89 .1 
?C に 上 昇 し た 。 し か る に 7 て 8 日 目 は 体温 に 異常 な く 水 
様 粘液 便 (少量 Me 
排 湯 し 。 8 日 目の下 痢 便 中 に 最初 の 新生 O が 見 出さ れ て 
叙 上 の 諸 症 状 は 一 層 悪 化し た 。 そ の 後 数 日 間 は 糞便 中 の 
0 数 が 束 し く , 水 様 粘液 便 及 び 泥 状 便 を 1 日 5<8 回 に 
上 且 つて 排 洪 し ,。 貧血 。 消化 不良 , 食 欠 
減退 , 欠乏 , 元気 沈 衰 , 着 削 , 衰弱 等 
iiri34 ぽ の 諸 症 状 も 第 1 群 の も の に 比 し 一 層 重 
こし 父 と な つた 。 と の 間 , 体温 は 数 回 に 古 
つ で 和夫 9R。094 kyo 抽 
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She と O 未 の 滋 少 6 
芝 便 の 性 状 も 徐々 に 良く な り , 
食 然 が 回 復 す る に つれ て 体重 は 
傾向 を 示し た 。 

血液 像 ・ 第 2 群 の 猫 28, 40 及 び 51 号 
に つき 感染 後 2 日 お き に 血 像 の 検査 を 
行 つ た 。 作 上 3 頭 の 成績 (平均 値 ) は 
第 3 表 に 示し た 通り で ある 。 即 ち 赤 箇 
球 数 は 感染 後 9 日 目 に 551 万 , 次 いで 
15 日 目 に は 484 万 (感染 時 647 万 ). ぶ 
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第 3 表 実験 的 獲 Coccidium 症 (7. 7 が s) の 血 像 














好 。 中 。 茜 欠 リ 9 ン ズバ 球 免 形質 
感 栄 後 赤 血 血 色白 血 好 酸 球 好 塩 - Yen 。 
即 過 球 数 素 量 球 数 基 球 r 水 分 華 計 Sa 計 
SA 0 給 5 JR 85 > 
核 mm mm V 多 実数 多 実数 多 多 


旧 万 移 - 年. 久実 ::% 





1 647 53.0 15. 1 3.5 529 0.7 10.0 19.0 23.8 7. 5 2. 0 62. 3 _ 9, 407 3.0 28.2 31.7 4.287 18 一 一 
3 640 52.5 19.5 5.5 1,073 0.9 8.5 17.0 18.1 5.8 1.8 51.2 9,984 3.1 37.6 40.7 7,937 1.7 一 一 
6 589 49.0 22.7 7.0 1,589 0.2 6.0 15.8 17.3 5.8 1.0 45.9 10.419 3.5 41.3 44.8 10,170 2.1 一 一 
9 551 47.5 32.8 7.6 2,497 0.2 5.6 14.1 15.9 4.8 2.1 42.5 13,940 6.0 41.7 47.7 15,646 1.7 .0.3 
| 12 472 42.0 54.2 7.5 4.065 一 - 2.5 7.5 9.7 2.6 0.8 23.1 12,502 8.2 59.0 67.2 36,422 1.9 0.3 
| 15 434 40.5 38.4 8.1 3,110 0.1 5.2 9.3 8.4 2.0 1.126.0 9,984 7.156.5 63.6 24,422 2.2 一 一 
| 18 480 43.0 33.4 8.7 2.906 0.4 8.0 14.3 12.5 3.0 1.4 39.2 13,.093 4.2 45.0 49.2 16,432 2.4 0.1 
| 21 517 44.0 22.5 7.4 1.665 0.2 11.0 17.0 14.3 4.0 1.9 48.2 10,845 3.8 37.4 41.2 9.270 2.9 0.1 
| 24 545 45.5 18.7 6.0 1,122 0.1 13.1 20.0 17.5 4.7 2.2 57.5 10,753 2.7 32.1 34.8 6,508 1.6 一 一 

27 577 48.016.54.8 692 0.1 11.6 19.3 21.0 6.4 1.7 60.0 9,900 1.8 31.2 33.0 5,445 2.1 一 一 


Potred +ug+ed 





滞 減 we Note 赤血球 数 と 同 傾向 を 示し た が , 白 血 し た 。 


球 数 は 日 を 経る と 共に 増加 し , 9 日 目 に は 32.800 と な 同 定 論 
り , 12 日 日 に は 54,200 (感染 時 15,100 ) を 数 える に 至 coccidia の 分 類 に は oocyst の 形態 が 極め て 重要 で あ 
つ 。 の 間 に こ お ( ナ る 好 中 球 の 実数 は 9,407 19.940 る を と と 従来 考え と ら 】 し て し \ た 。 即ち っ 緒言 に も 述べ た よ う に 。 


本 Ye か SOS で 衝 用 Wenyon (1923, 1925, 1926, 1926a) は O の 大 き さ に 
及び 好 酸 球 は 表示 の よう な 増加 傾向 を 示し , 12 日 目 に 至 基づい て 犬 ・ Rh 寄生 する Sospora を 大 ・ 中 ・ 
eo 36,422 (感染 時 4,787 ), 後 者 は 4,065 ( 感 小 の 3 種 に 分 ( ミ さら に と 氏 が 発見 し た 猫 系 の 大 型 種 に つ 


時 529) を 数 え , さら に 9, 12, 18, 21 日 目 の 4 度 に 理 いて は 。 生活 東 そ の の 他 の 検索 を 行っ て 9 ・ 
つて 経 く 少 著 な が の 形質 細胞 の 出現 が 認め られ た , が , (1914), Marotel (1922) 等 が 報告 し た 7 gzzz ま 
叙 上 の 赤血球 数 減少 並び に 白血球 , 就 中 リン バ 球 及び 好 た 7cg7 が と 同一 種 ご ある と と を 確認 し , 本 虫 に 新 ら し く 
酸 球 の 増 多 は 一 時 的 で あり , 華 便 中 に 排 湯 さ れる 0 数 の 7 7e/zs Wenyon, 19237 よる 学名 を 近 え た 。 と と ろ が 天 
減少 する に つれ て 洒 大 回 復 に 向い 。 27 日 目 に は 殆 ん ど 正 系 の 大 型 種 に つい て は , 詳細 な 原虫 学 的 検索 並び に 交叉 
常 の 像 と な つた 。 感染 試験 を 行わ ず , 単に 0 の 形態 が 猫 系 の それ と 酷似 し 

iii) . 第 8 群 の 臨床 症状 て いる と と ろか ら ,。 双方 を 同種 と 直 艇 し , Hal1 (1917), 


猫 6 5 サ の 所 見 は 回 の り で 。 投 与 後 4 日 間 は 何ら 異常 Hall and Wigdor (1918), Sheather (1923) 及び Wen- 
が な か つた が , 5 日 目 に 至り 一 過 性 の 軽い 体温 上 昇 。 元 yon and Sheather (1925) 等 が 犬 か ら 見 出し た 大 型 種 を 
気 沈 衰 , 信 付 浅 周 を 示し , 泥 状 便 並 び に 軟便 を 排 洪 し も アア es と 同定 し た 。 


た 。 以 後 症状 は 日 々 悪化 の 度 を 加え , 日 目 6 に は 沙 欄 筆者 は これ ら 両 系 の 大 型 種 を 用 い Wenyon (1923), 
液 便 (少量 の 血液 を 混 じ た ) 及び 泥 状 便 を 8 回 と 理 つ Andrews (1926, 1927), Lee (1932) 等 が 行 つ た 発育 


決し 。 8 目の下 洒 人 中 最初 新生 0 が 見 出 きれ 。 と 感染 試験 に 関す る 実験 を 追試 し た 結果 , 猫 系 の 大 型 種 
叙 上 の 症状 以外 に 可視 粘膜 の 貧血 消化 不 選 食 乱 久 は 犬 に , また 大 系 の 大 型 種 は 猫 に 感染 し な い 事 実 , 及 び 
乏 , 痩 削 , 衰弱 等 の 随伴 を 認め た 。 次 いで 9 日 目 以後 に 両 系 に は 分 類 上 重要 な 諸点 に 差異 が ある こと と 等 を 確認 す 
な る と 華 便 中 の O 数 が 整 し く 水 様 粘液 便 乃 至 泥 状 便 を 5 る と と が で きた (その 成績 は 追 つて 記載 する ) 。 故に 猫 
ー 8 回 出し , その 症状 は 第 1 , 2 群 の も の に 比べ 一 層 重 PVA 
和 父 と な り , 体重 も 著しく 減少 し た 。 し か る に と の 間 , 発 れ は 全く 別 な 独立 種 ご あつ て 別名 を 提唱 する の が 愛 当 で 
熱 は な く 症 状 の 悪化 に 伴い 各 つ て 体温 下降 の 傾向 を 示 が み 統 9 で SSRGG 二 人 に こ お いて する う )。 
レ し , 14 日 目 に は 下痢 便 に ょ る 厨 部 の 汚染 及び 人 後肢 の 振 謝 以下 筆者 が 大 阪 府 内 の 猫 か ら 見 出し た 大 型 種 に つい て 
が 認め られ , 歩 議 は 鷺 員 と し て 遂に 倒れ , 15 日 目 に 名 死 の 負 察 成績 を 従来 の 記載 と 比較 考察 し て 見 た いと 思う 。 


( 21 ) 
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第 4 表 従来 の 報告 に 見 られ る 也 ア e が S ( 猫 系 ) の Oocyst, Sporocyst の 大 きき (の 








6 
報 千 者 上 
Max. Min. 
PT (1914) 47 3e ーー 37 
Marotel (1922) 48 45 ーー 36 
Wenyon (1923) 48 39 45 BZ 
Wetzel (1925) 48 43 45 36 
TNieschulz (1925) 44 39 42.4 36 
此 . 長径 W. 短 径 Max. 最 大 
(1) oocyst の 形態 
oocyst は 一 極 が 僅か に 失 り , gr ち 丸 味 を 鞍 
。 被膜 は 


び 卵 円 形 を 星 す る 。micropyle は 認め られ : 
厚 さ が ど と で も 平等 で 約 1.44 を 算 し 

同様 淡 黄 緑色 を 帯び て いる 。 
<49z (平均 48.48 の , 短 径 28 て 87 (平均 82.93 め を 
数 え , from index の 値 は 0.70~0.85 (平均 0.76) で あ 


ーー に 


る 。 oocyst の 大 き さ の 計測 値 は 第 4 表 に 示し た 従来 幸 


2 MA E 


oocyst の 大 き さ は 長径 


告 さ れ て いる 7 7/zs ( 猫 系 ) の それ と 略 一 致し , from 
index や ゃ Wetzel(1925) の 0.75 ま た Nieschulz (1925 
の 0.Y9 と 近似 値 で ある 。 


(?②) sporogony の 観察 成績 

sporulation time は 28C で 約 14 時間 を 要 し 
Wetzel (1925) を 48 て 60 時 則 wa 述べ て いる が 。 室 
温 に 放置 し た > めで あろ う 。 従 来 , 
gony の 時 間 的 観察 を 行 つた 報告 が かない の で , 
十分 比較 検討 し 得 な いぶ , 
新生 され た 2 個 の sporoblast, また sporocyst ( 
- の 字 型 を 呈す る ( 附 


は と れ : 





と の 点 を 
cytoplasm の 分 殖 こ に こよ つて 
よ ooc- 
yst の 長 軸 に 沿い 上 下 に 並ん で 
図 』, 12~20) 。 次 に sporocyst の 大 き さ は 長径 21 一 
25 ( 平均 28.5 /), 短 径 18ー22 み (平均 19.8 /), sporo- 
zoite は 長径 14ー19/ (平均 16.5 め , 短 径 5.0~ 6.0z 
(平均 5 be の 交 和 NR 
に つい て の 記載 並び に 附図 と 全く 一 致し 
(3) prepatent period 


5/) な る 値 を 示し , 


2 / 
こ ーママ \ や oe 


prepatent period は 普通 8 日 で あつ て , 感染 濃度 あ 
る い は 動物 の 八 人 林 差 (年 合 ・ 体 重 ) に より 著しく 変化 し 
な い 。 Andrews (1926) は 本 種 の prepatent period を 
の 6 日 (平均 5 て 6 日 ) 4 た が , 本 実験 

に LR し な か つた 。 こ と れ は 氏 が 用 いた 
Re に 自然 午 し て いた た めで は な か ろ うか 。 


ンプ リエ プ 
CV パ ハ 











Sporocyst 








Max. Min. Av. Max. Min. Av. 





26 ーー 24 21 ーー 19 18 一 

34 一 24 22 一 19 17 ーー 

26 33 27 20 ーー 21 18 ーー 

32 34 ーー ーー ーー ーー ーー ーー 

32 33.4 一 ーー ュー ーー ーー = 
Min. 最小 Av. 平均 


即ち 色々 な 点 で 
想像 され る 。 


: の 実験 方 法 に 不備 な 点 の あつ た と と る 
PIN し いと と は , 0 


いて さら た 裏 づ を し た いと 思う 


V むだ レ / で 4A ブ o 
六 E の よう NE 7. 7e/s Wenyon, 1928 と 
同定 する と と が で きる 。 
総 括 


大 阪 府 内 の 飼 猫 ,。 主 に 6 ヵ月 未満 の 仔猫 を 対象 と し て 


coccdia oocyst (Tsospora) の 保有 状況 を 調査 し 。 次 い 


で 自然 例 よ り 純 粋 に 分 離し た 大 型 種 に つき 。 oocyst の 
形態 的 観察 並び に sporogony の 時 間 的 観察 を 行い 。 さ 


ら に 猫 へ の 感染 試験 を 試み た 。 

と れ ら 角 察 所 見 の 大 体 は 次 の 通り で ある 。 

(1) 検査 総数 200 頭 中 , oocyst 陽性 頭数 は 27 頭 
8.52), 大 型 種 単 感染 は 19 頭 ( 9.5%), 小型 種 単 感染 
は 3 頭 ( 1.52), 大 小 両 種 に よる 混合 感染 は 5 頭 ( 2.5 
少 ) で あつ た 。 


(2) 小型 種 の oocyst は 大 き さ 長 径 20>27/ (平均 


24.40 め ), 短 径 18<28 (平均 20.47 の を 算 し , from 
index は 0.74 て 0.91 (平均 0.84) で Wenyon の 中 型 種 
(7. Zzzo77Z Grassi, 1879) に 全く 一 致す る 。 


(3) 大 型 種 の oocyst は 大 きき さ 長径 8849 z ( 平 夫 
48.48 め , 短 径 28>87 (平均 82.98 め を 数 え , 
index は 0.70<0.85 (平均 0.76) で ある 。 

(4) sporulation time は 28.0?C で 約 14 時 間 を 要 - 


formn 


や っ o 

(5) sporoblast 並び に sporocyst は oocyst "の 長 
軸 に 沿 つ て 上 下 ( 二 の 字 型 ) に 配列 する 。 

(6) sporocyst の 大 き さ は 長径 2125 ん (平均 23.5/) 
短 公 18<22z (平均 19.8 の ,sporozoite は 長径 14~19/ 
(平均 16.5 め , 短 径 5.0~ 6.0 ぁ z (平均 5.5 め , 残 体 
(平均 ) は 長径 17 ム , 短 径 154 で ある 








PT し カ の = 4 


叫 NO の 
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(7) 本 上 虫 の prepatent period は 8 日 , patent pe- 
riod は 16 一 20 日 で ある 。 

(8) 叙 上 (3) (3) 〈5) (6⑥) (?) の 諸 所 見 か ら 大 型 竹 
を 7e/zs Wenyon, 1928 と 同定 する と と が で きる 。- 

(9) 本 虫 の 成熟 oocyst を 鍵 康 仔猫 と 試食 感染 させ 


る と , 3 て 6 日 の 潜伏 期間 に て 下痢 症状 〈 水 様 粘液 便 ) 
を 現 わ し , 次 いで 食 傘 不 振 。 同 欠乏 。 軽度 の 発熱 , 消化 
不良 , 元気 沈 衰 , 可視 粘膜 の 貧血 , 衰弱 , 痩 削 , 体重 減 
少 等 の 諸 症状 が 所 見 され た 。 
血 像 の 変化 と し て は 赤血球 の 減少 , 百 血球 の 増加 が 見 
られ た 。 ま た 感染 の 経過 中 , 好 中 球 の 実数 は 著しい 増減 
を 示さ な か つた が , リン パパ 球 及び 好 酸 球 は 増加 し , 少数 
な が ら 形 質 細 胞 の 出現 も 認め られ た 。 

(10) 上 記 諸 症状 の 軽重 並び に 持続 期間 及び eo 
の 排 浴 状 況 (0.P.G. の 消長 ) は 本 虫 の 感染 濃度 に ょ 
で て 上 な 9 少数 試食 例 で は 日 数 の 経過 と 共に 自然 治 
し た が , 多数 試食 例 で は いずれ も 致死 的 感染 を 示し た 。 

終り に 臨み 御 指導 頂 いた 一色 於 弟 四郎 教授 並び に 望 
月 宏 助 教授 , 種々 御 教 示 に 与 つ た 森田 平治 郎 教授 及び 野 

田亮 二 助 教授 , 御 援 助 下 さ つ た 岡 武 哲学 兄 , 亀崎 孝次 郎 
氏 , 田中 宏 君 , 山本 博之 君 , 松村 一 丈 君 に 講 ん で 感謝 の 
意 を 捧げ る. 

本 研究 は 日 本 寄生 虫 学会 近畿 支部 第 9 回 例会 (昭和 28 
年 12 月 13 日 ) に お いて 発表 し た . 
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Surm rmarY 


1. A survey of 200 young cats selected at 
random from Osaka Prefecture for fecal exX- 
amination during the years 1951-1952, indicated 
that twentyseven cats or 13.5 per cent of them 
were Suffering from coccidiosis. The existence 
of coccidial species not infective to catsS was 
often observed in feline feces. Therefore, the 
coccidial species were identified by observing the 
form and development of oocysts discharged 
by test anirnals which had been fed with suspected 
material. The incidence of the various species 
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found were as follows: Nineteen cats or 9.5 per 
cent of those examined were infected with 万 
プ e7zs, three or 1.5 per cent with 7. zzyo/7g and 
five or 2.5 per cent with these two specieS. 

2。 7 7e/zs and its various stages of sporogony 


were described. The sporulation time of this 


parasite in shallow layers of 1 per cent aqueous 
chromic acid solution at 28“C. was approximately 
fourteen hours. 

3. Observations on the artificial infection with 
7. 7e/Zs in cats : 

a) When fully sporulated oocysts of 7 7e/zs 
were given to susceptible animals, symptoms of 
diarrhea occured on the fourth to seventh day 
(the incubative period, three to six days). Oocysts 
were usSually found in the feces eight days after 
the infection (prepatent period) and were elimi- 
nated for sixteen to twenty days (patent period). 

b) The predominant clinical symptoms were 4 
watery mucous diarrhea, anorexia, Slight rise in 
temperature, lack of digestion of food, depreSs- 
Sion, weakness, anemia, emaciation and loss in 
weight. 

c) The decrease of erythrocytes, an the in- 
crease of leucocytes, were found about three 
days after the infection. Lymphocytes and 
eosinophilSs also increased, and plasma cellS apD- 
peared a little in periperal blood. 

d) The duration of symptoms, the severity of 
the infection, and the numbers of oocysts in 
composite Samples of feces of daily elimination, 
varied directly with the numbers of oocysts 
originally inoculated. Experimental feline cocci- 
diosiS Was a Self-limiting infection im most caSeSs, 
but heavy infestations resulted in a fatal in- 
fection. 

















昭和 32 年 3 月 (1957) 


舞 菌 的 有 護 ト リコ モー ナス の 骨 化 鶏卵 内 接種 実験 
C3) 細菌 の 同時 接種 に よる 影響 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


御 。 涯 
(昭和 31 年 
著者 は 前 2 報 (神津 1955 4. b.) に 於 て 膝 ト リコ モー ナ 


ス (以下 T.v. と 略す ) を 遇 化 鶏卵 の 各部 位 に 接種 し 増 
本 隊 度 を 邊 時 し た 。 Err T.Y。 
と 同時 に 接種 し て T.v. の 増殖 状態 を 観察 し た 

人 の 膝 ト リコ モー ナス 症 に 於 て は T.Y. 自体 の 爾 原 性 
と 共に 膝 内 細菌 の 或 種 の も の が 発症 の 一 助 因 と な つて い 
る で あろ うと と は 以前 か ら 考 えら れ て いる (Asami & 
Nakamura 1955)。 と の 細菌 と の 関係 を in vitro で 
検討 し た も の に 打越 (1986), Pray (1952), 久保 田 
(1954) 等 の も の が あり , T.v. の 増殖 に 細菌 の 種 に より 
著しい 影響 の 差 お な ある と と が 明 ら か と な つて いる 。 著 者 
は 此 の 細菌 と の 関係 を in vitro より は 更に 一 歩 人 間 
感染 の 場合 に 近い と 思わ れる 鶏 胎 と いう 生物 内 で の 細 
菌 と T.v. の 関係 。 すなわち 3 種 の 生物 体 の 相互 関係 
と し て 欠 察 する 事 を 目的 と し て 本 実験 を 行 つ た 。 

料 材 及 方 法 

(1) 〒.v. 株 : 実験 に 用 いた T.v. 株 は , 当 教 室 に 
て チ ス ティ ン ブ ン ヨン 血清 培地 に 継 代 保存 し て いる 株 で 
あり , 著者 の 前 報 に お ける も の ょ 同一 で ある 。 と の 株 は 


形態 的 。 生理 的 に 特に 異状 を 認め られ ず 。 又 チ ォ グリ コ 
レー ト 培 地 に て 随時 無菌 的 状態 を た し か め て あつ た 。 


(2) 野 化 鶏卵 : 実験 に 用 いた 鶏卵 の 種類 , 時 化 法 等 
は 前 報 と 同様 で ある 。 接種 し た 部 位 は 興 尿 膜 腔 内 。 羊 膜 
腔 内 , 卵黄 府内 の 3 部 で 他 の 部 位 に は 行わ な か つた 。 

(3) 細菌 株 : 使用 し た 細菌 は 


SZ2 カ yococcczs 24724 ゞ 
SZ2 ヵ /. C277@26S 
SZZ カ ん . 67 の zes 





7e/sz/e2 ozz: Experimental inoculation of ba- 
cteria-free 7zzco7 の 24S の gg7277S into developing 
chicken embryos. (3) The effects of simultane- 
ouSIy inoculated bacteria and fungi upon the 
growth of the trichomonad. (Department of Para- 
Sitology, School of Medicine, Keio University 
Tokyo, Japan) 
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年 7 月 5 日 受領 ) 
Sc e の ideyyeigis ア 
S ぐ が e カ 7 の cocCZS 了 Zecg7/7s 
Se の た . /Ze7207777cZS 
S ぐ な が e が た. 2277222S 
Cg 7 の 2c の 72S 
gc7 の の gc277zs の C70 カ /72726S 


の 9 種 ご あつ た 。 と の 内 2c7o の cz77z4s gcZ0 の 27265 は 
京 鉄道 病院 細菌 室 ,。 Cgzgz24 27/Zcgzs は 木 教室 に て , 
その 他 7 種 は 本 学 細菌 学 教室 に て 分 離 同定 し た 株 で あつ 
て いずれ る を 安定 し た 株 で ある 。 と れ 等 細菌 の 保存 に は > 
ドー 球菌 は 普通 寒天 斜面 。 連鎖 球菌 は 血液 寒天 斜面 。 
Candida は サブ ロー 斜面 培地 を 用 いた 。 

(4) 実験 方 法 : 無菌 的 T.v. の 最も 増殖 の 進ん だ 
期 の も の を 選び , 生理 的 食 度 水 に て 2 回 融 心 洗 敬 し 
0.5cc 中 に 200 万 の 運動 せる T.v. を 含む 懸 濁 液 を 作 - っ 

。 別に 各 細 菌 固有 の 培地 に 培養 せる 細菌 を 10cc の 生理 
的 人 放水 に 2 白金 浮 英 せしめ , と の Ty. 浮 漠 液 と 細 
浮 漠 液 を 同 量 に 混合 し , 更に 1.0cc に 2000 単 位 の 割合 
に ペニシリン を 添加 し 之 を 鋼 化 鶏卵 の 各部 に 接種 し た 。 
各部 へ の 接種 方 法 は 前 報 に 述べ た 様 に 猿 尿 膜 腔 内 , 羊 膜 
腔 内 は Brunet の 法 に より, 卵黄 宴 内 は Cox の 法 を 用 

(@ 接種 後 の 培養 及 検索 方 法 : 接種 卵 は 再び 接種 前 
の 明 卵 器 に 横 位 に お さめ 。 毎日 一 定時 に 卵 の 生死 を 検査 
し , 一 定 日 後に 之 を 無菌 的 た 解 卵 し , 各 接 種 部 位 の 体液 
又は その 部 位 の 洗 敬 液 及 び 隣 接 部 位 の 体液 を 直接 鏡 検 し 
虫 体 の 存在 を 調べ た 。 双 同 時 に 虫 体 の 存否 に か ゝ わら 
ず 。 チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 血 清 培 地 に うつ し 37?C72 時 間 の 
培養 を 行い 之 を 検査 し た 。 双 別に 同時 に その 細菌 固有 の 
培地 に 一 部 を うつ し 細菌 の 存否 を 確認 し た 。 実験 途中 に 
て 死亡 せる 鶏卵 は 直ちに 同様 の 処置 を 行い その 結果 を 見 


7 この 


(6⑥) 対照 対照 と し て は 同一 部 位 に 単純 接種 を 行 つ 


た 前 報 (神津 1955 a) で の 感染 率 を 採 つ た 。 





































実験 成績 
と の 実験 に 於 て 先 づ 第 一 に 考慮 し な けれ ば な ら 必 点 は 


細菌 の 各部 位 へ の 接種 に よ つ て 鶏 胎 が 死亡 する 
いか , 又 そ れ を 防止 し て 長く 細菌 を 体内 に 止め な が ら 鶏 
胎 を も 発育 せしめ る 方 法 を 見 出す 事 で ある 。 本 実験 に は 
プ ブ ドー 球菌 , 連鎖 球菌 の 多い 関係 に て ペニシリン を 添加 
し て 近 種 し た が , 予備 実験 と し て ペニシリン の み の 接 
種 , 細菌 の の ペニシリン と 細菌 の 混合 接種 を 各 
部 位 に 行 つ て 見 た 。 そ の 結果 は ペニシリン の み の 接 種 に 

て は 殆 ん ど - 寺 亡 胸 胞 な く 完全 に 羽化 し た 。 双 細菌 の み の 
革 種 の 場合 は 多く の 細菌 て 狼 竹 後日 以内 に 肝 胎 は 元 記 

た 。 即ち 4 日 以上 生存 し た も の は CZgzd2Z 2/ の cgZ2S 
て 錠 尿 膜 腔 に て 8 個 中 7 個 , 羊 膜 腔 に て 8 個 中 3 個 , 羊 
膜 腔 に て 3 個 中 1 個 , S7zZ. cz の ezs で 摘 尿 膜 腔 に て 11 
個 中 6 個 , 羊 膜 腔 に て 5 個 中 2 個 , 卵黄 衰 に て 3 個 中 1 
個 , SZz ヵ ん . gzezs で 失 尿 膜 腔 (に て 4 個 中 4 個 , 卵 黄 裏 内 
こ て 『 個 中 5 個 の み で あつ た 。 細菌 と ペニシリン の 混合 
NSR 比較 し て 著しく その 生存 明 
数 を 延長 し 羽化 率 も 増大 し た 。 即 ち 接種 卵 数 
の 50 多 以上 が 4 日 以上 生存 を 示し た が , S が が eZ. の 72 の 22S, 
Se/7. 2e70/y72czeS に WCRRSN 後者 は 殺 尿 膜 
腔 , 卵黄 衰 に て 生存 延長 を 見 た に 止ま つた 。 以 上 の 結果 
リン を 淫 加 し て 本 実験 を 行う こと に し た 。 

(1) 凶 尿 膜 腔 内 接種 の 成績 は 括 し て 第 1 表 に 掲げ 
て ある 。 

Sg ヵ ん y. 2 の eS と 同時 接種 の 例 で は 接種 後 2 日 , 3 
日 に 死亡 し た 卵 4 個 中 で 細菌 は 3 個 に , T.v. は 3 個 に 
陽性 で あり , Y, 8, 9 日 後に 検 し た 5 個 で は 細菌 は 2 
個 , T.v. は 3 個 に 陽性 で あつ た 。 

SZzZ/y. 7 の Ss で は 接種 後 2 日 後 迄 に 解 卵 し た も の 3$ 
個 中 細菌 は 2 個 に , 〒.vY. は 全部 陽性 で あり , 日後 
で の 4 個 中 組 菌 は 8 個 に , T.v. は 2 個 に 陽性 で あつ た 。 

S72 ヵ ん y. c2 が ezs で は 4 日後 迄 の 8 個 中 7 個 に T.Y. 
は 陽性 , 細菌 は 全部 に 陽性 で , 9 日後 の 6 個 で は 細菌 は 
全て に 陽性 で あつ た が T〒.v. は 見 られ な か つた 。 

Sz2 ヵ /y. e の 2e722s で は 2 日 後 ま で の 3 個 中 2 個 に , 
7 日 後 迄 の 3 個 中 1 個 に T.v. 陽性 で あり 細菌 は それ ぞ 
れ 38 個 , 1 個 と 陽性 で あつ た 。 

S み er. gecg7zs で は 4 日 後 迄 の 5 個 中 T.v. 細菌 共に 
3 個 づ つ 陽性 て あり 8 日 後 の ぅ 個 中 1 個 旨 性 で あつ 
た が T.v. は 2 個 共 陽性 

S が eZ/. oz2 の gzs に て は 3 日 後 迄 の 4 個 中 細菌 , 了 .v. 
共に 3 個 づつ 陽性 6 日 後 迄 の 4 個 中 細菌 は 3 個 , T.Y. 


ー と が 無 


(に より ペ ニ シ 


馬 て あ 2 を っ 
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は 2 個 陽 性 で あつ た 。 

Se の 7. ん 2e407272cxS (に 於 て は 3 日 以内 に て 4 個 が 死 

亡 し た が 4 個 全部 に 細菌 は 存在 し , 〒.v. は 3 個 陽 性 で あ 
つた 。 

Cgzdzgd 27 の 2cgzs は 7 日 目 迄 の 6 個 中 に 細菌 は 5 個 に 
陽性 で あつ た が T.v. は 全 例 陽性 で あり 更に 羽化 せる も 
の が 2 個 あ つた 。 

Zc7o の gc277xs に て は 3 日 目 迄 の も の 4 個 中 細菌 , 和 T.v. 
共に 8 個 づ つ 陽 性 ご で あり , 更に 6 日 迄 の 2 個 は 細菌 , 
T.v. 共に 2 個 共 陽性 で あつ た 。 

対 賠 と し て の 本 部 位 へ の 単純 接種 実験 で は 〒.v. 陽性 
例 は 全て 接種 後 2 日 月 まで の 卵 に 限ら ちら れ そ れ 以 後 の も の 
で は 1 例 も 見 出さ れ て いな い 。 従 つて 細菌 を 同時 に 接種 
すれ ば , TvY. の 接種 初期 の 陽性 率 も 上 昇 す る と 同時 に 
生存 増殖 期 が 著 明 に 延長 し て いる と と が 判る 。 

第 1 表 茜 尿 膜 腔 内 接種 








"eW< 細 "まい W。 








細 商 名 本 殺 陽性 陽性 細 黄 夫 
S7gp/ の 。 27eS 9 : / 5 4 
の め zs 7 5 5 5 4 
czezS 14 4 の 14 7 
e の ze772277S 6 6 3 4 3 
SZ7 ヶ eZ7. 2ecg77S 7 6 5 4 ン 
の 27772S 8 6 5 6 4 
/Ze7207777cS 4 3 3 4 3 
Cgzzc7 の 2 の 7 の 7cg2S 6 4 6 5 5 
2c7o の gc27724S 6 6 5 5 4 
対 照 30 4 3 





(2②) 羊 膜 膝 内 接種 の 成績 は 第 2 表 に 示し て ある 。 

S7z の /y. ge24S と 同時 接種 の 例 で は 接種 後 3 日 以内 
の ぁゃ の 6 個 中 細菌 ,。 T.v. 共に 4 個 づ つ 陽 性 で あり 日 
迄 の 2 個 は 細菌 は 2 個 共 陽性 で ある が T.v. は 陰性 で あ 


SZz ヵ /y. 27 の zzs の 例 で は 3 日 以内 4 個 中 細菌 は 3 個 
T. v. は 2 個 陽 性 で あつ た が 5 日 目 解 卵 の 1 個 に は 細菌 
の み に て T.v。 は 見 出さ れ な か つた 。 

Pr c2 が es に て は 3 日 後 の 6 個 中 細菌 は 4 個 , 

は 2 個 そ れ ぞ れ 陽 性 で あり , 6 日 後 の 6 個 中 細菌, 
典 MO あつ た 。 6 日 目 の 4 個 は 生育 卵 で 
あつ た 。 


SZZ の ん y. @ の eyy227S に 人 於 て は 全て が 4 日 以内 に 死亡 
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し 4 個 ご で あつ た が 細菌 は 3 個 , T.v. は 2 個 陽 性 で あつ 


コ 


7 この 


S み eZ. 7Zecgfzs に 於 て は 2 日 目 , 3 日 目 の 死 亡 卵 は 
個 で 細菌 は 3 個 に T.v. は 1 個 の み 陽 性 で あつ た 。 5 日 
目 に 解 卵 し た 1 個 の 生 卵 は 細菌 。 T.v. 共に 陽性 で あつ 


ツー 


SZzeZ7. 9 が 7 の 2xs に 於 て は 8 日 目 迄 の 4 個 は T.v. は 
9 抽 。 細菌 は 全 例 に 陽性 で あり 6 日 目 の 卵 は 1 個 で 細菌 
FT.v. 共に 陽性 で あつ た 。 

SeZ7. ge7207y72czS は 3 日 迄 の 解 卵 数 は 3 個 で T.v. 
KR 
は 細菌 の み 陽 性 で T.v. は 見 出さ れ な か つた 

Cg 7 の cgS に 村人 4 日 迄 の 2 個 に は 細菌 の み 
陽性 で 6 日 目 の 1 個 は 細菌 。 T.v. wo で あつ た 。 

rgc7o の gc277s に て は 3 日 目 迄 の 4 個 で は 細菌 , T.Yv。 
共に 全部 陽性 。 4 , 5 日 目 の ぅ 個 と は 1 個 の み に 畑 
人 KW。 陽性 て あつ た 。 

Re の 単純 接種 の 場合 に は 卵 の 生存 期間 が 長い 為 に 充 
分 な る 比較 が 出 和 い が , 本 実験 の 陽性 率 は 明 に 対照 を 
ke に 高位 に ある 。 

(⑧) 胃 内 拓 種 の 結果 は 第 3 表 に 統括 し て 示し 





胡 。。 2 表 半 脱 有 内 接種 

3 T.v. 細菌 T.v. 
細菌 名 拓 生 多 三 陽性 陽性 細 商 共 

CS (6 数 存 数 
S/Z カ が y. 27644S 8 5 4 6 4 
の め zeS 5 2 4 1 
c277e2eS 12 7 6 9 6 
ee22277S 4 4 2 4 人 
S が eZ7. 2ec77s 5 5 2 4 2 
2277 の 72S 5 4 4 5 4 
/2e707272eS 4 4 3 3 2 
CgzgZ 7 の cg2S 3 3 表 3 1 
了 Zc7o の gc27724s 6 5 5 5 5 

6 14 


対 照 37 





Sg ヵ /y. gz7ezS と 同時 接種 の 例 で は 接種 後 3 日 以内 
の 卵 8 個 に つい て は 細菌 は 3 個 共 , 〒T. v. は 2 個 陽 性 。 
5, 6 日 目 の も の 2 個 は 細菌 , T.v. 共に 2 個 共 陽 性 
19 日 目 の も の 1 個 は 細菌 , T.v. 共に 存在 し な か つた 。 
叉 羽化 せる も の 1 個 が あつ た 。 

Sg の /y. gs に て は 3 日 以内 の 解 卵 4 個 中 細菌 は 4 
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個 共 , 〒.v. は 2 個 に 陽性 で あつ た 。 4 , 5 日 目 の も の 
は 細菌 は 1 個 , T.v. は 2 個 共 陽性 で あつ た 。 

S72 ヵ ん c277Zezs に て は 3 日 以内 の も の 6 個 中 細菌 は 全 
部 に , T.v. は 5 個 に 陽性 を 示し 9 日 目 迄 の 生 卵 3 個 を 
含む 6 個 で は 細菌 は 5 個 に , T.v. は 4 個 陽性 で あつ 

SZ7Z ヵ ん y. 6 の gez222 の Ss (に 人 於 て は 4 日 以内 の 解 卵 4 個 に 
〒.v., 細菌 共 全部 陽性 で あつ た が 6 日 目 解 卵 の 生 卵 1 個 
に は T.Y., 細菌 共に 見 出さ れ な か つた 。 

、 72ecg7fs に 訟 て は 3 日 目 迄 の も の 3 個 に 細菌 
は 全部 。 T.v. は 2 個 陽性 で 5, 6 日 目 の 4 個 は 細菌 , 本 - 

共に 2 個 づつ 陽性 で 12 日 目 の 1 個 は 細菌 は 見 出さ きれ 

な か つた が , T.v. は 陽性 で あつ た 。 又 羽 化 せ る も の が 

9 97222xs ( こ て は 3 日 目 迄 の 8 個 に 細菌 は 3 個 

の み 陽 性 で あつ た が , T〒.v. は 7 個 迄 陽性 で あつ た 。 4 , 
5 日 目 解 卵 の る の 3 個 中 細菌 。 T.v. 共に 2 個 陽 性 で あ 
つた 。 

SZzeZ7. ん ge の 7777czs (に て は 全て が 3 日 以内 に 死亡 
レ 。 そ の 5 個 で 細菌 ,。T.v. 共 4 個 づ つ 陽 性 で あつ た 。 

CgzgZ 7 の 7c の xs ( こ Les 3 日 迄 の も の 4 個 中 
T.v. は 3 個 陽性 で 細菌 は 検査 し な か つた も の が ある が 
1 個 は 確実 に 陽性 で あつ た 。 9 日 目 迄 の も の 5 個 中 細菌 
は 1 個 , T.v. は 2 個 陽性 で あつ た 。 

rgc/o の gc777s (に て は 接種 後 3 日 以内 の 3 個 中 , T.y 
細菌 共に 2 個 づ つ 陽 性 。 5, 6 日 目 の も の 3 個 中 細菌 は 
2 個 , T.v. は 1 個 陽性 で あつ た 。 


第 3 表 卵黄 酔 内 接種 
に 〒.v. 細菌 呈 .vV. 
接種 死亡 に と 
名 接種 死亡 誤 尾 陽 企 細菌 共 
卵 数 卵 数 数 存 数 





S/7Z の カツ の 767674S 5 4 5 に 1 
7 の xs 6 6 4 8 3 
c272e24S 12 9 9 11 9 
6 の ze727277S 5 4 4 4 4 
Se の 7 2ec の ZS 8 7 5 5 4 
977 の 274S 11 10 9 5 
2e720777CZ4S 5 4 4 
CZ 7 の 2cg7S 7 5 2 十 g 1 十 Z 
gc7o の gc2772kS 6 3 4 2 

対 照 42 35 27 
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総括 及 考 接 

細菌 を 遇 化 鶏卵 内 に 接種 する 事 に 関し て は 数 多 * の 業 
wed と の 場合 は 主として 特殊 の 細菌 で 普通 培地 

ーー SPY ぎら れ 

て いる 人 様 で ある 。 と の 原因 は 骨 化 鶏卵 法 を 用 いな く と も 
外 に 充分 確実 か yh の ある 事 と , 細菌 の 接種 に より 鶏 
胎 の 死亡 又は 接種 部 位 の 膜 の 融解 等 の 為 実 験 の 不 確 実 さ 
を 来 す 場 合 の 多い 事 に よる も の と 思わ れる 。 双 他 の 原 息 
類 の 明 化 鶏卵 培養 に 於 て 無菌 的 状態 で 成功 し た に も か ゝ 
わら ず , 細菌 と の 共存 の 接種 実験 の 一 例 も な い 事 は 上 述 
の 理由 の 他 に 実験 され て いる 原虫 で は 細菌 と の 関係 が 必 
要 な も の が な いか ら で あ ろう 。 著者 が 本 実験 を 行 つ た の 
は , 予備 実験 に 於 て 細菌 が 存在 し て も な お 正常 の 遇 化 発 
育 を 遂げ る も の が ある 事 が 確認 され た 事 と , T.v. の 自 
然 感染 に 訟 て は 大 な り 小 な り 共 存 細菌 の 影響 か ある の で 
は な いか と 推論 し 試験 管 凡 で と の 事実 を 証明 し た 打越 , 
Pray, 久保 田 等 の 結果 を 見 た 事 に よる 。 予備 実験 は 諸 種 
の 事情 に より 細菌 の 発育 を 抑制 する た め に ペニシリン の 
みみ を 用 いた が 或 は 他 の 抗生 剤 を 用 いた な ら 更 に 一 層 の 効 
果 を 上 げ 得 た か も 知れ な い 。 

接種 部 位 別 に 本 実験 の 結果 を 見 る と 

Ca) 茜 尿 膜 腔 内 接種 の 場合 に は 第 1 be さ た 単純 
接種 の 場合 に 比較 し て 明 に 増殖 又は 生存 期間 の 延長 が 行 
われ て いる 事 を 示し て いる 。 接 種 後 8 以内 の る の に は 
殆ど T.v. が 生存 し て いた が 之 や 単純 接種 の 場合 に 見 ら 
れ な か つた 現象 で ある 。 接種 後 7 日 以上 迄 〒.vy. が 存在 
レ た の は , S72 ヵ / ツ . 7 の 24s。 S72 の 6 の 2e777277S, Se の た 
2ecg/zs, Cgzd2Z 27 め cos で と の 4 種 に 於 て は 細菌 と 共 
存 し 明 に 増殖 し て いた も の と 思わ れる 。 し か し 直接 鏡 検 
(に て は 発見 し 難 か つ た 事 を 考え る と, その 増殖 率 は 極め 
て 小さ いも の と 推察 され , 細菌 を 共存 せしめ て も 本 部 位 
は な お T.v. の 増殖 の 至 適 部 位 で な い 事 が 明 ら か に 示さ 
れ て いる 。 

(CD) 羊 膜 腔 内 に 訟 て は 本 部 位 が 細菌 の 感染 に 対し て 
極め て 敏感 ご で あつ て 実験 を 完了 出来 た 個数 か 少く , 双 接 
種 後 の 生存 日 数 は 之 叉 非常 に 乱 か く 本 実験 の 程度 に て は 
結論 を 出す 事 は 極め て 困難 で ある 。 T.v. の 単純 接種 に 
比べ て 細菌 共存 に より 統 体 的 に 陽性 率 が 上 昇 し て いる と 
と は 確か で ある な , 兎 に 角 上 述 の 理由 で 例 数 が 乏しい 為 
特別 の 意味 づけ を 行う と と は 無理 お が ある と 思わ れる 。 

Cc) 卵黄 裏 内 に 於 て は Szze7. 2ezzo727ces 和 を の ぞ 
いて は 全て T.v. の 増殖 を 示し て いる 。 単純 接種 の 3 日 
以上 の TF.v. 存在 率 56 用 に 比べ 59 の を 示 し, 特に SZzZ/ の . 
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の 7 の SS7Z の ん ツ . CZ277eS。.SZ2 の ルツ. の 7624S。 S72 の ん 2ec の - 
77s, Se の 7. 2272 の 22S, Cg の 7Z の 7 の CS aon 上 を 示 
レ , と の 種 の 細菌 の 存在 が T.v. の 生存 肥 は 増殖 に 本 部 
位 に 於 て は 好 結 果 を 示し て いる 事 と 解釈 し て よい で あろ 
う 。 卵黄 衰 内 接種 の 場合 は 単純 接種 の 際 に も 比較 的 死亡 
卵 が 多い の で ある か ら 本 実験 の 死亡 卵 も 細菌 接種 の た め 
と は 云い 難い 。 

以上 に て 衝 部 位 別 の 検討 は 述べ た が 之 を 合 し て 見 る 
と 明 に T.v の 増殖 又は 生存 日 数 の 延長 を 助長 し た と 思 
われ る 細菌 は SZZ カ y. 27eS, S72 カ ん y. C277e26S, Se の /. 
72ecg7zs, Cgzg22 g757cg2S で あつ た 。T.v. の 陽性 率 は 
高い が 卵 が 早期 に 死亡 し た 為 充分 判ら ぬ も の は S/ze が . 
ん 2ez2o722cgs で あつ た 。 Pray は T.v. の 増殖 を 助長 す 
ろ る 細菌 は S/Z の /y. の 7 の zzs, S72 カ ん ツ の 247624S, や 7 の 76 の /. 7/2c77S 
で ある と 述べ 。 久保 田 は ZZ の y. の 7e24S, SZZ の ん y. CZ が 7- 
7e4S。S7Z の ん ツ . 6 の ey2227s, S が か eZ. 227262s が 助長 し た 
と 述べ SZz ヵ ん y. 2zs は 助長 し な か つた と 述べ て いる 。 
本 実験 の 結果 と 上 記 二 氏 の 試験 管内 実験 と 比較 する と 明 
に 共通 点 が 見 出さ れる 。 す な わ ち 2 ヵ / ツ . の 7624S, OZ の - 
の yy. c2 み es は 明 に T.v. の 増殖 を 助長 する 事 で ある 。 

本 実験 を 通じ て 考え られ る 事 は , 何 が ある 細菌 を し て 
〒T.v. の 増殖 を 助長 せしめ る か と 言う 事 で ある が , 久保 
田 の 述べ る 如く 細菌 の 生成 する 嫌気 的 環境 も そ Mt 子 の 
ー つ で ある と 考え られ る 。 之 は 著者 の 第 』 報 に 於 て ぉ ぁ 強 
く 考 えら れ た 事 で ある が , 本 実験 の 場合 に は 更に 細菌 の 
感染 に より 卵 自 体 の 新陳代謝 が 低下 し 平常 朋 化 時 より 鎌 
人 半 の 二 逢 し て いち ま 人 隊 夫人 二 も 江 か 

る 。 斎藤 他 (1954) 等 に よれ ば 細菌 は 近 尿 膜 上 , 給 尿 膜 
腔 , 羊 膜 腔 , 卵黄 奏 , 鶏 胎 と 薄 次 感染 が 進む と 述べ て い 


る が , と れ に より 鶏 胎 の 死亡 迄 到 ら ぬ と し て も 新陳代謝 
が 下る 事 は 明らか に 考え られ る 。 
結 論 

1. 無菌 的 T.v. と 特定 の 細菌 一 種 を 同時 に 崇 化 鶏卵 


の 各部 pF 羊 膜 腔 , 卵黄 衰 ) に 接種 し Tv. の 
生存 , 増殖 状態 を 観察 し た 。 

2 . 使用 し た 細菌 は S/2 カ / ツ . 7e24S, S/2 の ん ツ . C777624S, 
SZZ カ の / ツ 、 7 の SS72 の ye の 7e72727775, S77e6 の 7. 了 2ecg/25, 
Se の 7. の 272 の 2S, ぐ 7 の e の 7。/Ze707777 と 24S。 CZ77772 の //Zc- 
の 2S,。 gc7o の gc7772eS gc2do の xs の 9 種 で あつ た 。 

8. 狭 尿 膜 腔 内 に て T.v. は 単純 接種 に 比べ て 増殖 の 
傾向 を 示し , 特に SZZZy. 2247e4S, S/2 の ん ツ 。 CZ の e24S, 
CZzd2 の 7 の 2c225, S72 の ん . eZ の ez2247s と 同時 接種 の 場 
合 は 著 明 で あつ た 。 
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昭和 32 年 3 月 (1957)〕 


4 . 羊 膜 腔 内 に て は T.v. に 明 に ょ り 太 成 に 生活 し た 
が 。 卵 の 死亡 の 速 ヵ か な る た め 増 殖 は 確認 し 得 な か うう 症 。 


5. 卵黄 井 内 に て は S/2Z/ ツ . の 247624S, 7 の ん ア . c277e26S 


Sn 7Zecg7s, CZzg2g Z7 の cgzs と の 共存 の 場合 に は 
も 著 明 に T.v. は 増殖 し た 。 
6. 各 人 を 通じ て 一 般 に 細菌 と の 同時 接種 で T.v. 





の 陽性 率 は 上 連 す る が ,。 明 に T.v. の 増殖 を 助長 する 細 
内 は SZ2 の が y. 27e24S, 72 カ 7. Cc77 が ez4S, 7 が eZ た. 2ecg72S, 
Cgzg2Z 27 の 7cg2S で ,。 確実 に 増殖 を 阻止 する 細菌 は 見 出 


し 得 な か つた 
(本 論文 の 要旨 は 昭和 30 年 4 月 4 日 第 24 回 寄生 虫 学 
こ 於 て 発表 し た ) 
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Summary 


The author reported in the former papersS the 
growth of 77/co2 の 72S の 2g72/7S im developing 
chicken embryos. In the present article 7. 
の 22g222272S waS inoculated into the developing 
chicken embryos together with a single specieS 





of bacteria or fungus. The purpose of this study 
lies on the observation of the mutual relation- 
ShipS 7 2 か o between 7. 2ggzz277s and other 
microorganiSrmnS which are often found in human 
vagina. The strains of 7. zggzzg/zs used have 
been maintained free from bacteria in cystein- 
bouillon-serum medium serially. The sites of 
inoculation are chorio-allantoic cavity, amnionic 
cavity and yolk sac. The species of the mmicro- 
OrganiSms tested are S72 カ /y/9cocczeS 247624S, ZZ の. 
c277e24S, ZZ. 27 の Zs, S72 カ ん . 6 の 6722775, ぐみ e カ occz6S 
アプ 2ecg77S,。 S/7e の 7. 9 の 277727S, Se の 7. ん 2e720/y72cZ4S, 
2c79 の 2c7772S gc7 の o カ の 7724S and CZ 6/ の 7c が 5. 
The 7. 22g2277S were washed and sedimented 
twice in sterile normal saline and 2.000,.000 of 
the organism were Suspended in 0.5ml of the 
fuid. The bacteria was mixed wifh the tricho- 
monaS SuSpension and penicillin was added in 
2.000 units per 1ml of the mixture to avoid the 
bacterial overgrowth which often resulted in 
death of eggs. This bacteria-trichomonad rmiXx- 
ture was inoculated into the developing eggs in 
amount of 0.2m1l. After the jncubation of the 
eggS the detection of the trichomonad was carried 
out by the direct smear and cultivation of the 
fuid of fhe inoculated siteS. 

By the inoculation into chorio-allantoic cavity。 
the growth of 7. 2ggz2z77S waS much accelerated 
by the simultaneous inoculation of bacteria. The 
bacterial specieS Such as S/2 カ 放 . 47eS, 7 の /. 
297762S, /2 カ /. の 7 の eZ72277S and Cg の 22 の 7 の zcg72S 
were especially effective in this respect. In 
amnionic cavity 7. 2Zg72277s seemed to live 
actively, however, the effects of the inoculated 
bacteria upon the multiplication of the tricho- 
monad were obscured by the early death of the 
eggs. Trichomonad inoculated into yolk sac with 
S7Z の . 47627S, S/Z カ の. c777e24S, OZ7e の 77. 2ecg72S and 
Cgzd2Z 62/22cZS multiplied more prominently 
than without bacteria. In general, infectivity of 
7. gg272272s to chorioallantoic-,amniOnic- and Yolk 
Sac cavity of the developing chicken embryo WaSs 

enhanced by the simnultaneous inoculation of the 

other microorganiSnmnS, and above a11 S72 カ の. 2247624S, 
SZZ カ の ん. cZ77eS, S が か e7/. 2ecg7S and Cd の 7- 
の zcg2S markediy acceralated the growth of the 
trichomonad. 
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無 的 用 トリ コモ ー ナ ス の 乏 化 鶏卵 内 接種 実験 
(4 ) ょ チン 其他 の 同時 接種 物 の 影 胡 


御津 鉄 府 


慶応 義塾 大 学 医 


学部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 31 年 7 月 9 日 受領 ) 


著者 は 前 報 (1955a, b, 1957) に 於 て 腔 ト リコ モー ナス 
(以下 略し て 〒.v. と 称す ) を 骨 化 鶏卵 に 接種 し て , 生 
活 条件 特に その 内 の 嫌気 性 に つい て , 双 同 時 に 接種 し た 
2 >3 の 細菌 の 影響 に つい て それ ぞ れ 報告 し た 。 

今回 は スチ ン 其 の 他 の 添加 物質 が どの 様 な 影響 を 及ぼ 
すか を 検討 し た 。 ム チン が 微生物 感染 で 感染 助長 的 な 影 
響 を 及ぼす と と は 知ら れ て 居り , 種々 の 細菌 で の 実験 
報告 が ある 。 又 原 虫 に つい て も トリ コモ ー ナ ス で 山県 
1954) バラ ンチ ヂ ウ ム で ト 部 (1956) の 発表 が あり 。, 
殺 れ も 同時 に 動物 体内 に 接種 する と と に ょ つて 増殖 生存 
に 好 影 響 を 及ぼ し て いる 様 で ある 。 ム チン の 魏 様 な 作用 
機構 に つい て Oljitzki (1948) は RS を 重視 
し て いる が , 若 し も 之 が 正しけれ ば T.v. の 鶏卵 培養 に 
徐 し て も 好 影 響 か が あ ろう と と が , 接種 虫 体 数 が 多い と 陽 
性 率 が 高まる と いう 和 才 の 前 欄 て の 実際 か ら も 想像 され 
る 。 又 之 は 膝 内 に 存在 する 粘液 と も 何等 か の 関係 が ある 
か も 知れ な い 。 双 ムチ ン が 上 述 の 如く 推論 され る な ら 培 
地内 に 於 て 重要 な 意味 の ある 寒天 と 比較 する 事 に ょ つて 
一 層 そ の 結果 が 明らか に な る と も 考え られ る の で 本 実験 

を 行 つ た 。 と ゝ に その 結果 を 報告 する 。 

材料 及 方 法 
1) T.y. 株 : 実験 に 用 いた T.v. 株 は 当 教室 に 
て チ ス ティ ン ブ イ ヨン 血清 培地 に 継 代 保存 し た 株 で , 著 
者 の 前 報 に 於 ける も の と 同一 で 50 代 以 上 継 代 し , 形態 
的 , 生理 的 に 特異 准 は 認め られ な い 次 定 し た 株 で # 
る 。 と の 株 は 常に チ ォ グリ コレ ー ト 培地 に て その 無菌 的 
状態 を 確認 し て あつ た 。 
(2②) 骨 化 鶏卵 : 実験 に 用 いた 鶏卵 の 種類 , 骨 化 法 等 

プ 7e/sgi ozz: Experimental inoculation of bac- 
teria-free 77zcO22027S の の g72277S into developing 
chicken embryos. (4) The effects of simulta- 
neously inoculated mmucin and other substances 
upon the growth of the trichomonad. (Depart- 
ment of Parasitology, School of Medicine, Keio 
JUniversity, Tokyo, Japan) 
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Mn と 同様 ご で あつ て , 接種 し た 部 位 は 綱 尿 膜 腔 , 羊 膜 

, 卵黄 宴 の 3 部 で 他 の 部 位 に は 行わ な か つた 

の 添加 接種 物質 : 添加 接種 する 物質 と し て は ガス 
トリ ッ ク ム チン (C.M.C 製 Gastric mucin, 和光 工業 ) 
と 培養 液 と を 試み た 。 培養 液 は チ ス ティ ン ブ イ ヨン 血清 
培地 か ら 血 清 を 除い た も の (以下 略し て チ ス ティ ン ブ イ 
ヨン 培地 と 称す ) で ある 。 す な わ ち ムチ ン は , それ を 生 
83 仙 絡 蒸溜 水 , チ ス ティ ン ブ イ ヨン 培地 か ら 寒天 

を の ぞい た も の の 夫々 3 多 の 洪 度 に 加え た 。 選 を 作る 
に は ムチ ン を 乳鉢 中 で 溶媒 に て 磨 砕 し 充分 均等 な る 液 と 
レ , 之 を オー トク レー ブ 115C, 20 分 の 減 菌 を 行 つ た 。 
双 培 養 液 と し て は 通常 の 0.05 の 寒天 を 含む も の と ,。 
0.22% を 含む も の と を 通常 の 方 法 に より 作製 し て 用 い 
た 。 と の 0.2 タ の も の は 充分 流動 性 を 有 し て いる 温度 に 
お いて 接種 を し た 。 

(4) 実験 方 法 : 無 的 の 最も 盛ん に 増殖 し た 
時 期 の も の を 選び , 無菌 生理 食塩 水 に て 32 回 遠 沈 洗 洛 
し , 之 を 上 述 の 接種 液 に 混 じ て 1 cc 中 に 約 500 万 の 運動 
せる T.v. を 含む 如き 5 種類 の 懸 濁 液 を ま 作 つた 。 こ の 懸 
濁 液 を 0.2cc づ つ 骨 化 鶏卵 の 各部 に 接種 し た が , その 際 
再び 血球 計算 板 に て 正確 な 虫 体 数 を 算定 し た 。 衝 部 へ の 
接種 方 法 は 前 報 に 述べ た 様 に , 上 茸 尿 膜 腔 内 , 羊 膜 腔 内 へ 
な Brunet の 法 , 卵黄 衰 内 に は Cox の 法 で ある 。 

(5) 接種 後 の 培 養 及 検索 方 法 : 接種 卵 は 再び 接種 前 
ace に 横 位 に お さめ 毎日 その 生死 を 検査 し 。 一 定 日 

Se 
wo 存否 を 調べ た 。 双 同一 体液 は 了 〒.v. の 有無 に 
ゝ わら ず チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 血 清 培 地 に うつ し , 97*C。 
72 時 間 の 拉 養 を 行 つて 更に T.v. の 存否 を 調べ た 。 

(6⑥) 対照 : 対照 と し て 同一 部 位 に , 0.2cc に 100 万 
の 活動 せる T.v. の 存在 する 無菌 生理 的 食 度 水 の .Yv. 
懸 濁 液 を , 同一 の 方 法 に て 0.2cc づ つ 接 種 し , 同位 に 培 
養 , 検索 を 行 つ た 。 


| 

ンコ 
こ コ 
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実験 成績 











昭和 32 年 3 月 (1957)〕 


本 実験 を 行う 前 に 予備 実験 的 に 培地 に 加え た ムチ ン が 
T.v. の 増殖 に 及ば す 影 響 を 観察 し た 。 これ は 培地 に 加 
えた ムチ ン PAN 
の か 又は 栄養 物質 と し て 作用 する か を 決定 する 為 で あ 
る 。 そ の 人為 に 次 の 如き 組合 せ を 作 つ た 。 Ca) 寒天 を 含ま 
ぬ め チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 血 清 培 地 の み 。 (bD) チ ステ ィ ン ブ 
イ ヨ ン 血 清 培 地 で 寒天 を 0.05% に 加え た も の 。 (c) チ ス 
ティ ン ブ イ ヨン 血清 培 地 に 0.38 用 ムチ ン を 加え た も の 。 
(d つ チ ス ティ ン ブ イ ヨン 血清 培地 に 0.052 の 寒天 と 0.3 
多 の ムチ ン を 加え た も の 。 以上 の 4 種 で . と の 培地 に 
185000 匹 の 虫 体 を 接種 し , 24 時 間 毎 に 血球 計算 板 で 虫 体 
数 を 測定 し た 。 之 は 各 培 地 に つき 3 本 づつ の 試験 管 で 行 
いそ の 平均 を と つた 。 と の 結果 は 第 1 表 に 示す 如く で あ 
ー た 。 と れ に よる と ムチ ン を 添加 し て も 寒天 を 含ま ぬ 場 
合 に 限 つ て 軽度 に 増殖 を 促進 せしめ る の み で , 寒天 が 適 
当 濃 度 に 存在 すれ ば 無 影響 で ある と と が 分 つた 。 
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個 , 7 日 目 の 7 個 に は T.v. は 見 出さ れず 騙 羽 化し た も 
の は 2 個 が あつ た 。 壮 膜 腔 に 於 て は 4 日 目 解 卵 の 10 個 中 
6 個 , 7 日 目 に は 11 個 中 6 個 に T.v. は 陽性 を 示し 羽化 
せる も の は 3 個 で あつ た 。 久 黄 栓 内 に 於 て は , 4 日 目 に 
7 個 中 4 個 , 5 日 目 に 3 個 中 1 個 , 6 日 目 に 3 個 中 2 個 
陽性 で あつ た が , 7 日 目 の 1 個 に は TT.v. は 見 出さ れ な 
か つた 。 

(4) 0.05 多 寒天 チ ス ティ ン ブ イ ヨン 培地 に TFT.v。 を 
懸 沈 せ し め た も の で は , 名 尿 膜 腔 で 4 日 目 の 6 個 中 1 個 
(に, 5 日 目 の 6 個 中 3 個 に T.v. は 見 出さ れ た が 7 日 目 
の 6 個 で は 全部 陰性 で あつ た 。 叉 羽化 し た も の 4 個 が あ 
つた 。 羊 膜 腔 に 訟 て は 4 日 目 7 個 中 5 個 , 5 日 目 2 個 中 
2 個 , 6 日 目 7 個 中 5 個 , 7 日 目 の 1 個 中 1 個 に 
は 陽性 を 示し 羽化 せる も の は 1 個 で あつ た 。 卵黄 裏 内 に 
於 て は , 3 日 目 に 6 個 中 4 個 , 4 日 目 4 個 中 4 個 , 5 日 
目 2 個 中 2 個 , 6 日 目 3 個 中 1 個 , 7 日 目 に 1 個 中 1 個 


第 1 表 培地 内 に 添加 し た ムチ ン の T.v. 増殖 に 及ぼ す 影 響 (数 字 は 0.1mm* 中 の 生 T.v. 下 体 数 ) 








区 矯 姜 只 | 1 2 3 4 5 6 
チ ネ スティン プイ ョ ン 血 清 培地 13.2 56.7 95.0 。 135.2 102.8 90.3 
Me た また nor 20.2 96.9 198.5 。 218.0 135.1 29.3 
チ ス ティ ンプ イ ョ ン 血 清 培地 十 0.05 多 寒天 27.8 209.8 266.2 201.8 128.0 10.5 
Mr ザル 13.2 65.6 202.2 230.5 165.2 38.6 





次 に 本 実験 の 成績 を 添加 物質 別に 見 る と , 

(1) 82% ム チン 生理 的 食塩 水 の 場 合 に は , 茜 尿 膜 腔 
に て 5 日 目 に て 8 個 , 6 日 目 に 3 個 , 7 日 目 に 5 個 解 卵 
し た が , いずれ も FT.v. は 陰性 で あり , 4 個 は 羽化 し 
た 。 羊 膜 腔 に て は 5 日 目 ( た 坪 虹 し た 全店 る 還 。 ず 朋 有 
の 3 個 中 1 個 陽 性 , 羽化 4 個 、 で あつ た 。 卵黄 宴 内 に て 
は 3 日 目 に 5 個 中 4 個 , 4 日 目 5 個 中 5 個 , 5 日 目 3 個 
中 2 個 , 7 日 目 6 個 中 3 個 そ れ ぞ れ 陽性 で あつ た 。 

(2) 8 多 ム チン 和 無 寒 天 チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 培 地 の 泊 
加 で は , 難 尿 膜 腔 に て 4 日 目 に 解 卵 し た も の 5 個 中 2 個 , 
6 日 目 5 個 中 1 個 , 7 日 目 2 個 中 1 個 T.v. は 陽性 で あ 
り 羽 化 せ る も の は 2 個 で あつ た 。 壮 膜 腔 に て は 3 日 目 2 
個 中 2 個 , 5 日 日 5 個 中 2 個 , 『 日 目 10 個 中 6 個 と れ ぞ 
れ T〒.v. 陽性 で あり , 卵黄 紹 に て は 3 日 目 に 7 個 中 4 個 
4 日 目 6 個 中 5 個 , 5 日 目 10 個 中 3 個 , 6 日 目 5 個 中 3 
個 , 7 日 目 5 個 中 2 個 陽性 で あつ た 。 

(3) 83% ム チン 蒸溜 水 添加 の も の で 
4 日 目 5 個 中 1 個 に T.v. 陽性 で あつ た が , 


は , 打 尿 膜 腔 で 
5 日 目 の $ 


は , 各 尿 膜 腔 に て 3 日 目 に 
個 , 5 日 目 5 個 中 1 個 , 6 日 目 5 個 中 2 個 , に T.v. は 
MS さか た が 。 


目 の 2 個 共に 陰性 で 
個 , 7 日 目 7 個 中 4 個 に T.v. は 陽性 , 卵黄 栓 内 に て は 
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陽性 ご あつ た 。 


(5) 0.2%% 寒天 チ ス ティ ン ブ イ ヨン 培地 の 添加 で 
5 個 中 2 個 , 4 日 目 4 個 中 2 


7 日 目 の 4 個 に は Tv. は 見 出 され 
羽化 し た も の は 5 個 で あ つた 。 羊 膜 腔 に て は , 3 日 


Le ん 


6 日 目 3 個 中 3 個 , 7 日 目 3 個 中 1 個 に 陽性 を 示し レ , 卵 


黄 杜 内 に て は , 3 日 目 3 個 中 3 個 , 4 日 目 5 個 中 4 個 , 


5 日 目 Y 個 中 5 個 , 6 日 目 3 個 中 2 個 , 7 日 目 2 個 中 2 


個 に "ESV。 陽性 を 示し た 。 


, 上 尿 膜 腔 に て 5 日 目 3 個 , Y 日 
あり 。 導 際 陵 た て は 4 日 目 3 個 中 


(6) 対照 の も の は 


4 日 目 に 3 個 中 3 個 , 5 日 目 2 個 中 1 個 , 6 日 目 6 個 中 
4 個 , 7 日 目 1 個 中 1 個 と それぞれ 〒.v. 陽性 で 名 尿 膜 腔 


に 羽化 し た : Ne あつ た 。 
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集 2 表 茜 尿 膜 腔 内 






































接種 東 陽 性 卵 数 腸 人 性 率 
体 数 卵 数 
(万 ) 直 接 培 養 レス 
3 タム チン 生理 的 食塩 水 100 一 115 8 は 0 0 0 
3 ダム チン 無 寒 天 チ ステ ォ ン ブイ ョ ン 堪 地 108 一 115 12 0 4 33.3 
3 ムチ ン 科 溜 水 104 一 112 35 0 1 6.6 
チ テス ティ ンプ ブイ ョ ン 寺 地 92 一 106 18 『! 4 22.2 
0.2 寒 天 チ ステ ィ ン プ イ ョ ン 培 地 100 一 122 23 3 7 30.4 
対 慰 103 5 0 0 0 
ke 羊 膜 礎 内 接種 
靖 種 門 0。 陽性 陽性 率 
体 数 卵 数 PA ンー 
(万 ) 上 吉 反 培 状 レク 
3 ダム チン 生 理 和合 需 オ に 100 一 115 12 2 6 50.0 
3 ムチ ン 無 寒天 チ ス テ ォ ンプ ブイ ョ ン 培 地 102 一 108 7 4 10 58.8 
3 ムチ ン 就 溜 水 104 一 112 21 5 12 57.1 
チ ス ティ ンプ イ ョ ン 落 地 92 一 106 17 6 13 76.4 
0.2 寄 天 チ ステ ォ ン プイ ョ ン 培 地 100 一 124 16 5 13 81 .2 
対 昭 103 10 2 6 70.0 
所 卵黄 引 種 
接 種 2 T.v 陽性 率 
体 数 卵 数 3 g ye 
(万 ) 直 接 二 養 
3 ムチ テン 年 理 的 食塩 K 104-112 19 4 14 73.9 
に ミチ ステ ィ ン ジブ プイ ョ ン 培 地 有 ラン 33 10 17 51 .5 
を 側 フ 110 一 115 14 4 4 50.0 
ィ ジ ブイ ョ ン 境 地 103 16 8 12 75.0 
ステ ォ ジ ブイ ョ ン 博 】 103 20 8 16 80.0 
110 さ グ 5 9 75.0 
位 別に 統合 し た も の Me 2 表 , 第 3 表 , 第 4 表 に 示し た ける 培地 内 添加 ムチ ン の 影響 を 観察 し た あぁ の で 
すなわち 狭 尿 膜 腔 に 於 ける 接種 に て は 3 多 ム チン 無 寒天 , ムチ ン の トリ コモ ー ナ ス に 対す る 一 次 的 作用 ょ 
デス ティ ジブ デイ ヨ Se チ ス ティ ン ブ イ ヨン 拉 地 , 0.2 り は し ろ ム チン が 共存 細菌 の 栄養 物質 と な り , 次 で 二 
少 寒 天 チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 和 " 〒F.v. の 陽性 率 次 的 に は トリ コモ ー ナ ス の 増殖 に 影響 し た と 考え る の が 
が 高 K, 羊 膜 腔 に て は チ ス ティ ン ブ イ : ョ ン 拉 地 。 0.2 寒 妥当 で あろ う 。 双 山県 は 和牛 光 スチ ン 腹 腔 注入 で 前 処置 し 
天 チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 培 地 が 良好 の 結果 を 示し ,。 卵黄 論 た マウ ス に 1 日 後に 2350 万 の T.v. を 接種 し , 対照 に 比 
3 に て は や は り 壮 膜 腔 と 同様 で ある が , 3 多 ム チン 生理 べ て 感染 の 増加 を 見 て いる が その 成績 を 検討 する と , 接 


的 食 放 
が 注目 


ye Pt 査 ? こ て 80 の 陽 信 率 を 示 レ て いる や の 


総括 及 考 投 
に 対す る 作用 に つい て は 登 倉 (1985), 
その 内 登 ま 倉 の ゃ ちの は , 細菌 を 伴 : の 嬉 


24 の)、 すま:y。 
県 等 の 報告 が ある 。 


れ で 著者 は ムチ ン 
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、 ち 


種 前 に た スム チン と いう 異物 き こと いう 事 自体 が 感染 
を 高め る 方 向 ( 二 ヽ た も の の 様 に 解釈 され る 。 つ まり 従 
来 の 実験 で は ムチ ン の FT.v。 に 及ば の 衣 本 1 in vitro で 
や in vivo で も 殆 ん ど 不明 と 考え て 良い で あぁ 


が T.v. に 対し 栄養 物質 と し て 生化 学 


注入 し | 


の ろ 9 o そ 
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的 に 働く か 又 単 に その 粘 調 性 の 為 に 外部 か ら の 影響 と 防 
手 的 に 働く 物理 的 作用 を 呈す る の み で ある か を 決め る 一 
助 と し て 上 の 実験 を 試み た の で ある 。 一 方 トリ コモ ー ナ 
ス の 培地 中 に 加え られ て いる 寒天 の 意義 は 栄養 と し て で 
は な く 低 酸素 軌 圧 の 維持 と いう 物理 的 作用 が 主 な も の で 
ある と と は 知ら れ て いる 。 予備 実験 と し て 行 つ た in vi 
tro の 試験 結果 で は 寒天 を 全く 含ま ぬ 場 合 は , ムチ ン は 
軽度 に 増殖 促進 的 に 働く が , 寒天 を 同時 に 加え て 充分 胡 
気 度 を 礁 持 し て ある 培地 で は 何等 ムチ ン の 影響 が 表 わ れ 
ぬ 点 か らし て 特に 栄養 と な つて 増殖 を 助け る も の と は 思 
われ ず , 粘 調 性 が 嫌気 環境 維持 に 壮 分 好 影 響 も 及ぼ し て 
増殖 が 促進 され る と 解釈 され よう 。 

ムチ ン の 微生物 感染 に 於 ける 作用 と し て は Coating 
effect が 重視 され て いる が , 云わ れ て いる 如く 寄生 体 に 
と つて Protective に 作用 し , 多数 接種 の 場合 と 相似 し 
た 結果 と な る 為 に は ムチ ン で Coat され た 環境 内 で その 
微生物 が 増殖 し 得る と と を 要する 。 そ の 意味 で は トリ コ 
モー ナス 感染 の 場合 単純 な ムチ ン 溶 液 に 虫 体 を 混ぜ て 接 
種 し て も そ と で 増殖 が 起り 得 ぬ か ら 感 染 率 の 増加 と は 無 
影響 で あろ うと 想像 され る 。 面 し て Coat され た 環境 で 
増殖 し 多数 接種 と 同様 な 結果 を 期待 する に は トリ コモ ー 
ナス が 充分 に 増殖 し 得る 組成 の 培地 に 粘 調 性 を 与え て そ 
と に 了 虫 体 を 混 じ て 接種 すれ ば 良い と 考え られ る 。 

in vivo の 実験 は と の 様 な 意図 で 行わ れ た の だ が ムチ 
ン を 単純 生理 的 食塩 水 叉 は 蒸溜 水 に 溶解 させ た も の つま 
り 無 栄養 環境 に 虫 体 を 混 じ て 接種 し た 実験 の 成績 は , 卵 
黄 要 内 に お ける 生理 的 食塩 水溶 液 の 例 を 除き 他 の 例 で は 
全て 対照 と 同一 か , 対照 より 劣る 結果 と な つて 表わさ れ 
て いる 。 つ まり Coating に よ つ て 保護 し て も 之 の 内 で ト 
リコ モー ナス が 増殖 し 得 な か つた か , むしろ トリ コモ ー 
ナス の 生存 に 不適 当 な 条件 に な つて 元 つ て 感染 し 難く な 
つた の で あろ う 。 之 に 対し て チ ス ティ ン ブ イ ヨン 培地 を 
基調 と し た も の に 貝 体 を 混 じ て 接種 し た 場合 は 一 般 陽 
性 率 が 高く ,。 と り わ け 0.2 名 に 寒天 を 加え 半 流 動 と し た 
チ ス ティ ン ブ イ ヨン 搭 地 で の 例 は 著 明 な 感染 率 の 上 昇 を 
示し た 。 と の 事 は 半 流 動 の メ ヂ ウム 内 で 保護 され つつ 遇 
体 が 増殖 を 続け , 多数 接種 の 例 と 同様 に な つた の で あろ 
う と 考え られ る 。 

本 実験 を 通 覧 し て ムチ ン の 添加 接種 に より 特に 感染 率 
が 上 昇 し た と 認め られ る 例 が 無い の で ある が , OHitzki 
の 云う 様 に ムチ ン の 作用 の 本 態 が 主として 単なる Coa- 
ting effect で ある と する と 上 述 の 様 に 本 実験 の 成績 が 
比較 的 容易 に 解釈 され 得る 。 従 つて ムチ ン を その 様 に 解 
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釈 す る と 細菌 より も 更に 複雑 な 発育 増殖 因子 を 必要 と す 
る 寄生 原虫 の 純粋 種 を 対照 と し た 場合 に は 一 般 に 感染 率 
の 上 昇 を 期待 し 得 ぬ の で は な いか と 考え られ る 。 

結 論 

(1) 無菌 的 〒.vY. と 若干 の 淫 加 物質 を 同時 に 骨 化 鶏 
卵 の 葵 尿 膜 腔 内 , 羊 膜 腔 内 , 卵黄 坦 内 に 接種 し , T.v. 
の 増殖 状態 を 見 た 。 

(2) 添加 物質 は 8 用 ム チン 生理 的 食塩 水 。 3 用 スチ 
ン 無 寒 天 チ ステ ィ ン ブ イ ヨ ン 培 地 。 3 多 ム チン 蒸溜 水 。 
0.05 多 寒天 チ ス ティ ン ブ イ ヨン 拉 地 。 0.2 多 寒天 チ ス テ 
ィ ン ブ イ ヨ ン 培 地 の 5 種 で あつ た 。 

(⑧) 一 般 に ムチ ン の 影響 で 陽性 率 が 上 昇 し た と 認め 
られ ず , 0.2 多 寒天 チ ス ティ ン ブ イ ヨン 培地 を 接種 し た 
場合 は 各部 位 で 全て 著 明 に 陽性 率 が 上 昇 し た 。 

(4) 培地 に 加え られ た ムチ ン は 栄養 物 と し て T.v. 
の 増殖 を 促進 する と と は な い 。 

握 筆 に あたり 御 指導 , 御 校 開 を いた だ いた 松林 久吉 教 
授 並 に 浅見 敬三 助教 授 に 厚く 御礼 申 上 げ ま す 。 
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SummarY 


In the former papers, the author reported the 
growth of 77zco22022S の 957272S in developing 
chicken embryos, and the effects of the anaerobic 
condition produced by parafn coating of the 
eggs and the species of bacteria SimultaneouSIy 
inoculated were discussed in detail. In the pre- 
sent article, the effect of the gasttic mmucin, 
which was inoculated together with 7. ggz27s 
into developing chicken embryos, upon the growth 
of the trichomonad was investigated. The gastric 
mucin waSs mixed and emnulsified with distilled 














water, normal saline and cystein-bouillon with- 
out agar in concentrations of 3 め . On the other 
hand, cystein-bouillon-serum media for the bac- 
teria-free cultivation of 7. 2gg72Z7zs containing 
agar in 0.05 and 0.2 ダ were tested as control. 
The trichomonad was washed and sedimented 
by sterile normal saiine, and 5,000,.000 of the 
organism were Suspended in 1.0 ml. of the ino- 
culation fuid. Inoculation was made with 0.2 m1l. 
of the suspension into chorio-allantoic cavity, 
amnnionic cavity and yolk sac. The growth of 
the trichomonad in the eggs were examined by 
the same methods as in the former reportS. 

In a preliminary expDeriment, it was revealed 
that the mucin added in the cultivation media 
has no effect on the mnultiplication of the 
trichomonad in vitro. In developing chicken 
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embryos, the multiplication of the trichomonad 
was not accelerated in any sites by the sirmul- 
taneouS inoculation of the mucin which was 
dissolved in normalsaline or distilled water. 
However, inoculation with mucin dissolved in 
cystein-bouillon promoted the growth of the or- 
ganism in chorio-allantoic cavity. On the other 
hand, infectivity of the trichomonad to the 
developing chicken embryo was markedly en- 
hanced when the organiSsm were inoculated toge- 
ther with the cultivation fhiid, and especially, 
with semi-solid medium containing agar in 0.2 め 

From the above described results, it iS con- 
cluded that the high viscosity of inoculation 
media which allows the growth of the trichomonad 
iS favorable to the establishment of infection of 
the organism to the developing chicken embryO. 
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商 虫 体 に み ら れ る 療 痕 様 結節 に つい て 


横田 


生 人 竹 内 覚 


京都 府立 医科 大 学 第 三 内 科学 教室 (主任 川井 銀 之 助教 授 ) 
(昭和 31 年 7 月 6 日 受領 ) 


々 は 層 場 で 得 た 豚 融 虫 を 観 窪 し て いて , 時 々 , 体 表 
面 に や ゝ 隆起 し た 褐色 乃至 黒褐色 の 硬い 誠 痕 様 の 結節 を 
も つも の が ある の に 気づい た 。 土橋 が 。 は や く , 角度 の 
損傷 と し て 極 簡 単に 記し て いる の は 本 結節 の こと で あろ 
う 。 我々 は と れ に つい て 若干 の 検索 を 行 つ た の で 。 そ の 
概要 を 次 に 述べ る 。 
肉眼 的 観察 この 豚 頭 虫 に み ら れ る 療 痕 様 結節 は , 径 
1 3 画 。 褐色 乃至 黒褐色 の 硬い も の で , その 存在 部 位 
errmeewere 定 し な い 。 多く は 両側 線 の 間 
ある が , 時 に 側線 を 越え を る も の も ある 。 そ し て 健常 角 
皮 と は 及 MM に 区 別 さ れ , か ~ 人 表面 か ら わ ず か に 隆起 し 
て いる 。 形 は 多く は 類 円 形 。 時 に 不正 形 で , その 数 は 通 


う 


(と か 


kk あり 。 稀 に 異 つた 体 部 に 同時 に 2。 3 個 及 られ 


る と と も ある 。 叉 白い , や ゝ 硬い 斑点 様 の 結 飾 が 時 に み 


られ る が 。 こ れ は 上 に 六 べ た 半 飲 の 前 有用 を な す 


も の で は な いか と 思わ れる 


第 1 図 療 痕 様 結 節 横断 面 ( 張 拡 大 ) 





ル 7o7z Yoo7g 2 の SgZozzz 7g を ezc/: On the ci- 
catrix like nodules found upon the body surface 
of 4scgzzs zz の 72co22es. (Department of Gastroen- 
terology, Kyoto Prefectural University of Medi- 
cine.) 


顕 徴 鏡 所 見 疹 浪 位 結節 部 の 切 庁 の Hematoxyjin- 
Eosin 染色 棟 本 を 鏡 検 する と , 最も 変化 の 著 明 な の は 角 
皮下 層 で ある 。 即ち 角 皮 下層 は 粗 な 繊維 様 構造 を 呈し て 
著しく 増殖 し , の en て いる 。 図示 
し た 標本 で は , 丁度 正中 線 に 相当 し て 結節 が 存在 し て い 
る pe だ ia 線 も 肥厚 し , 無 定 形 と な り , 一 部 増 

自 し た 角 皮 下層 と 交錯 し た 像 が 見 られ る 。 角度 は 最 外層 
が PR 呈し て お り , 部 分 的 に 氏 歯 状 に 釧 脱 し て い 
ろ る 。 そ し て その 直 下 は 間 に 著 色 し 。 その 部 黒神 色 の 台 
粒 が 点 在 し て いる 。 角度 を 構成 する 各層 は 全く 区 別 出 来 
ず 。 一 様 に Eosin に 淡 染 し て いて , 正中 線 の と と ろ で 
は 角 皮 下層 が な く , 直接 正中 線 と 連続 し , し か も 一 部 癒 
合 し た 状態 を 示し て いる 。 筋 層 は 角 皮 下層 の 増殖 に よ つ 
て 内 方 に 圧迫 され , 正中 線 に 蔵 い か ぶさ る よう な 像 を 量 
し レ し て いる の る 循 穫 的 て ある 。 面 し て 筋 細胞 の 排列 は 乱れ 
し く 不 規則 か つ 短 小 と な つて いる (第 1 図 ) 。 

と の 結節 を , 層 場 に 誰 て 得 た 生 の 豚 中 に つい て 鈴 察 

レ た 結果 は 第 1 表 に 示す 通り で , と の も の の 存在 に 気 づ 


第 1 表 療 痕 様 結節 の 顔 度 
( 生 の 材料 で 調べ た も の ) 


性 別 検査 映 中 開 





結節 を 有する 黄 点 数 
$ 22 3 (13.6 め め ) 
@ 28 1 ( 3.5 め ) 
計 50 4 ( 8.0 め ) 





いて 人 後 の 統計 で ある か ら 。 検査 数 も 少く て は つき り し た 
こと は 言え な い が , 雄 の 方 に や ゝ 多い ょ う で ある 。 即ち 
成熟 雄 虫 22 隻 中 の 28.4cm。 19.8cm 及 び 19.4cm の 3 隻 に , 
同じ く 雌 虫 28 隻 中 34.2cm の 1 隻 , 計 50 隻 中 4 隻 ( 8.0 
22) に 本 結節 を 認め た 。 土橋 が 82 隻 の 豚 融 中 の うち 21 
隻 。 約 25 用 に みて いる の に 比 し て や ゝ 少 い 。 

又 種々 の 実験 に 供し て 残 つた 顕 虫 一 実験 に は 主として 
雌 虫 を 使用 し た の で 雄 の 方 が 多い 一 を Formalin に 貯蔵 
レ し て ある も の に つい て 調査 し て みた が , その 結果 は 第 2 
表 に 示す 如く で ある 。 











征 2 表 疹 痕 様 結節 の 顔 度 
(貯蔵 し た 材料 で 調べ た も の ) 








る 8 @ 
体 長 別 検査 結節 を 有 検査 結節 を 有 
融 虫 する 映 忠 問 虫 する 映 虫 
数 数 
15cm 以上 63 5( 7.9 め め ) 31 4 (12.9) 
14<>8cm 27 5 (18.5 め ) 20 0 
7cm 以 下 36 0 人 証 、 
計 126 10( 7.9 め ) 78 4( 5.1 め め ) 





0 体長 15cm 以 上 の 責 昌 に つい て は 。 雌 に 少し 多い 
が 。 総計 94 隻 中 の 9 隻 ( 9.4%) に 結節 が み ら れ る 。 と 
れ は 生 の 材料 で 確認 し た 数 と ほ ゞ 同 程度 で ある 。 と と ろ 
が 8~14cm の 比較 的 小さ い 虫 に つい て は 雄 虫 に 圧倒 的 
に 多く , sdRftie OWN そし て 結節 の 大 
Npwrandhe と は 小さ く , 双 色 も うす 

。 雌 虫 は と の 長 さ で は crA で ある た め に , 本 結節 が 認 
NVY れる 。 Y cm 以下 の 女 若 
虫 53 隻 に は 雌雄 と も に 結節 は 全然 みち られ な か つた 。 

な お , その 後 駆虫 に よ つ て 排出 され た 人 顕 虫 に つい て 
ーー さ 125ec 直 節 が 存在 
する と と を 確認 し た 。 し か し どの 位 の 頻度 か は 今 調査 中 
で ある 。 

と この, 豚 画 由 に か な り 高 率 に み ら れ る 上 疹 六 様 結 飾 の 本 
イヤ CSS 本 NR 『 虫 体 に は 
認め られ な いと と , 双 肉 眼 的 , 組織 的 所 見 は 明らか に 病 
的 像 を 示し , 特に 角 皮 下 届 


0* 


NS 


暫 の 変化 は reparation を 思わ 
せる こと と な どか ら 。 胡 期 0 宿主 の 腸管 内 に 寄生 し て いる 
間 に , 種々 の 機械 的 或いは 化学 的 刺 載 に よ ょ つて 角 皮 表面 
が 損傷 され , その 結果 生 じ た 療 痕 で は な か ろう か と 相 像 
され る 。 
参考 文王 
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Summary 


Cicatrix like nodules are often found upon the 
body surface of 4sc2zzs 7 の Z2co7es of both pig 
and human StrainS. 

They are mnacroscopically, blackish brown。 
round and hard spots, sometimes slightIY pro- 
tuberant from body surface and 1 to 3mm in 
diameter. 

They locate at various parts of body surface 
and are normally one in number, rarely two or 
three. 

Microscopically, changes of subcuticula are 
moSt remarkable, showing proliferation of coarse 
fibrous structure, interweaved with deformated 
median line. Cuticula, on Surface, iS covered 
with thin blackish brown layer, often excoriated、。 
under which there can be found thin yellow 1a- 
yer dotted with black granules and homogeneouSIy- 
with eosin faintly dyed cuticula proper. Median 
line is amorphous, swollen and partially fuse 
with cuticula. Musclular layer iS Suppressed by 
proliferated subcuticula, almost wrapping median, 
Hine and muscle cells are shortened and ir- 
regularly ordered. 

These nodules were found at 3 (19.4, 19.8 and 
23.4 cm) out of 22 male, at 1 (34.2cm) out of 
28 femnale and totally at 4 (8.0) out of 50 pig 
ascaris obtained at Kyoto Slaughter House. 

We also examined Dig 2aScariS in Our StOrage- 
and found them at 10 (11.1) out of 90 males 
over 8cm, at 4 (12.9 め ) out of 31 females over 
15 cm, and at none out of 36 males under 8cmn 
and 37 females under 15 cm. 

Their genesiS is not yet clear. We think, it 
is probable, that they are reparations to the 
injuries received, at various chances, in the- 
intestines of hostS. 








ーー 
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神奈 川 県 で 発見 し た 大 複 殖 門 條 昌 症 の 一 例 


藤 沢 俊 雄 


低 , 考 二 一 


国立 横浜 病院 内 科 ( 科 長 古城 美 一 ) 
(昭和 31 年 7 月 10 日 受領 ) 


1955 年 私 達 は 神奈 川 県 下 で 感染 し た ょ 思わ れる 大 複 殖 
門 条 虫 症 を 一 例 経 験 し た 。 此 の 条 虫 は その 生活 史 も , 従 
つて 人 体 へ の 感染 経路 も まだ 判 つ て いな い 。 又 此 の 条 上 虫 
症 の 症例 報告 も 今 迄 の 所 日 本 の も の だ け で , それ も 僅か 
20 例 を 数 える に すぎ な い 。 そ と で 私 達 の 症例 も と と に 追 
加 報 告 し て 今後 の 研究 者 の 便 に 供し た いと 思う 。 

症 例 

大 〇 時 〇 郎 , 男性 , 39 歳 。 

経歴 ・ 1916 年 , 現在 の 藤沢 市 辻堂 二 つ 家 343 番 地 の 農 
家 に 生れ 育つ た 。 1932 年 か ら 2 年 間 職 工 と し て 浦賀 ドッ 
ク に 通勤 , その の ち 1941 年 迄 は 生 家 で 農業 に 従事 し た 。 
1941 年 工員 と し て 具 市 の 海軍 工 慌 に 勤務 し た が , 翌年 東 
京 世 田谷 に 入隊 , 部 隊 は すぐ 満州 天 に 移駐 し, 此 の 地 
で 終戦 , その 後 シ ベリ ヤ , ステ ッ プ 地帯 の アク モリ ンス 
ク に 捕 摩 と し て 抑留 され , 1948 年 春 ナ ホ ト カ に 移動 , 同 
年 11 月 舞鶴 に 送 本 , 以後 前 記 藤 沢 市 の 生 家 で 農業 に 従 つ 
た が , 1952 年 鎌倉 市 暖 越 浜 上 492 番 地 (江の島 対岸 ) に 
移転 し , 仕事 人 足 と し て 家計 を 立て て 現在 に 到 つ た 。 内 
地上 帰還 後 の Y 年 間 に , 東京 , 横浜 平塚 , 小田 原 な ど 
お お きむ ね 日 帰り で 出かけ る と と は あつ た が , 其 の 他 の 土 
地 に 長く 居 た と と は な い 。 

食物 の 嗜好 : 特別 な 偏食 は な い 。 住居 及び 家計 の 関係 
で 江の島 附近 で と れる 海産 魚類 は よく 食べ る 。 アジ, イ 
ワシ を 酢 で 殺し て 食べ る の は 特 《 好物 と 言う 。- その 他 . 
サン マ ,。 ヒラ メ 。 カツ オ ,。 マグ ロ 等 普通 に 食べ る 。 淡水 
産 魚 類 で は シベ リヤ 抑留 中 に 鮭 な ど を 食べ た と と が ある 
と 言う が 記憶 は た し か で な い 。 内 地 で は 塩鮭 以外 あま り 
食べ た と と が な い 。 鳥獣 鯨 肉 等 撰 取 に 特別 の 習慣 は な 
い 。 

家族 歴 , 既往 歴 : 特別 の こと な し 。 

my 中" や 
病 2 行 , 腹痛 を 伴わ な い 。 翌日 も 同様 。 4 日 朝 依然 下 
_ 7osjo zz/Zs206 の CZ2cZz Zzze を o: Note ona 
case of parasitism of // の /ogo74 の の OZZ4S gg の 727S, 
discovered in Kanagawa Prefecture (Yokohama 
National Hospital) 
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痢 , と の 時 肛門 か ら 紐 状 の も の が 出 て 来 た の で 。 ひ っ ぱ 
つた ら 切 れ た と 言 つ て , 一 条 の 条 貝 体 (後記 ) を 持参 し 
て 当 院 外来 受診 。 駆虫 の 目的 で 即日 入院 させ た 。 
入院 時 現 症 : 下痢 は すでに 自然 に 止み , 特別 な 自覚 症 
は な い 。 体格 栄養 中 等 度 。 平 温 平 脈 , 貧血 , 黄門 , 浮腫 
な い 。 舌 粘 膜 姜 縮 せ ず 清 潤 , 心 濁音 界 尋常 心 舌 
部 に 軽度 収縮 期 雑音 が ある 。 有 野 に は 異常 が な い 。 肺 肝 
界 第 6 助 朋 上 縁 。 腹 部 は 平坦 柔 軸 で , 右 乳 線上 で 助 弓 下 
2 横 指 位 の 肝 を 触れ る が , 性 状 は 尋常 。 腫 は 触れ な い 。 
下肢 腫 反射 尋常 で 知覚 運動 障 梨 等 は な い 。 血圧 188<82 
mmHg。 

諸 検 査 成績 : 赤血球 沈降 速度 7 m/1 Stq., 21m/ 2 
Std., 赤血球 数 597 万 , 血色 素 量 97% ザ ー リ ー 値 。 色素 
指数 0.8, 赤血球 平均 直径 8.8 ヵ , 白血球 数 7600。 エ オ 
ジン 好 細 胞 5 2, 中 性 好 細胞 Y52 ( 核 左 方 推移 な し ), 汐 
巴 球 18, 単 球 2 多 , 血清 蛋白 量 7.0g/d, A/G 1.1, 
アル ブ ミ ン 52.4 多 ,。 グロ ブリ ン ew 7.1 狐 ,。 14.8 多 。 ア 
26.222 ( 塩 析 法 ), 尿 算 白 (一 ) , 糖 (一 ), ウ ロビ リノ ー 
ゲン は や ゝ 強く 陽性 , 血清 黄 痛 指数 も 8 (モイ レン グ ハ 
ト 値 ) で あつ た の で 高田 反応 を 試 久 た が の )。 ガ ラク ト 
ー ゼ 試験 る ほ ヾ 尋常 で , 2 横 指 径 触れ る 肝 は 病 的 腫 岩 と 
は 考え られ な か つた 。 空腹 時 洪 導 作柄 2 総 酸 度 
25“。 完 腹 時 血糖 91mg/ddi, ソー ン テ ス トト 減少 率 14.5, 
基礎 代謝 素 一 83.2 多 (クニ ッ ピ ング 兵法 ), 心 電 虹 
し esa な Pao 之 等 が 条 
虫 寄生 に 因 す る 身体 変調 で ある か どう か は 検索 で き な か 


其 の 後 の 反骨 頭 人 節 を 含む かなり の 下 体 部 分 が 残存 す 
る も の と 考え られ た の で , 排便 毎 に 全便 を 検査 し た が 
虫 体 な く 顕 虫 卵 ( 十 ), 釣 虫 卵 ( 十 ), 潜血 反応 (一 ), 条 息 
っ 
つて 見 た が , 虫 体 を 思わ せる 陰影 久 損 は 証明 で きた な 
へ と : 和 GCC 
来 に 訂 便 を 持参 させ て 検 し た が , 条 虫 卵 は 終始 (一 ), 虫 
体 の 自然 排 湯 も な か つた 様 で ある 。 又 家族 の 検便 も 行 つ 
た が 条 貝 卵 を 認め な か つた 。 そ と で , 約 1 ヵ 月 半 の 外来 











38 


観察 化 。 再 び 入院 させ て 。 先 づ 型 の 如く , 硫 マ ・ テ トレ 
ン (15 球 ) ・ 硫 て の 釣 東 駆除 を 行い 。 8 条 (82, 3 
1 ) の ツ ビ ニ = 釣 虫 を 得 , 次 いで 翌日 。 硫 マ ・ フ ィ ル マロ 
ン 0 g) ・ 硫 て の 条 息 駆除 を 行 つた 。 此 の 二 租 の 駆虫 
法 前 後 の 排便 は 毎回 その 全量 を 仔細 に 検 し た が 終 に 条 躍 
体 を 認め 得 な か つた 。 更に サン トニ ン ( 100m) カイ = 
ン 酸 (20mg) の 融 下 駆除 も 行 つ た が , 条 虫 は 勿論 。 歳 
も 得 ら れ な か つた 。 
虫 体 所 見 

7 月 4 日 下痢 と 共に 自然 に 排 湯 され た 虫 体 は 節 観 第 1 
図 の 通り で , 長 さ 54.5cm。 最大 巾 1.9cm, 頭 節 を 欠い て 
いる が 。 圧 平 標本 で 見 る と 第 2 図 の 通り , 巾 の 割合 い に 


第 1 図 第 





NE "お る 


衝 片 飾 の 前 後 径 が 極め て 短小 で , 中 央 部 に 近く 2 個 の 不 
整形 の 黒褐色 小 斑点 (卵巣 ) が ある 。 3 個 の 卵巣 を 有 す 
る 片 飾 は 認め られ な か つた が , 2 個 の 卵巣 を 二 する 片 節 

が 更に 辺 緑 部 で 三浦 二 氏 (1937) の 所 詩 二 次 境界 線 を 
形成 し て 前 後 2 つ に 分 た れ て いる 部 分 が 認め られ た 。 同 
氏 か ら 拝 借 し た 確実 な る 大 複 将門 条 虫 の 圧 平 標 本 第 3 図 
と 較べ , 双 成 書 の 記載 に 照 し て , 秋 達 の 得 た 条 虫 も 大 複 
殖 門 条 虫 と 考え て 間違い な いと 思う 。 

考 案 

本 条 虫 は 1892 年 中 村 物 一 郎 氏 の 虫 体 発見 , 1894 年 の 飯 
島 邊 ・ 栗 本 東明 両氏 の 形態 学 的 記載 以来 ,。 時 々 新しい 症 
例 の 報告 が か あり, 最近 で は 森下 莉 ・ 竹 本 常松 両氏 (1953 

の 一 例 報告 が か ある 。 森下 ・ 竹 本 両氏 は 其 の 報告 中 に 今 

迄 の 文献 を ひろ つて 確実 な 記載 を 整理 し て 表示 し て お ら 
れ , 現在 迄 の 例 数 を 20 と し て きち れる 。 今 夫 等 の 推定 
感染 地 を 両氏 aro を 用 いて 図示 する と 第 4 
図 の 通り で , て 静岡 県 以西 の 海 に 沿う 地域 に 限ら 
れ て いる ・ oeeivtif2 て WZRBFE2A 
と と が ある が , すでに 十 数 年 前 の と と で , その 際 感 染 
た も の と は 考え に くく , 2 
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州 , シベ リア で 軍隊 生活 及び 捕 鹿 生 活 を 送り , 以後 引き 
き 神奈 川 県 を 離れ た こと な く 生 活 し て 来 た と と か と 


本 wsRre キー 
瀬 海岸 か ら と れる も の に 
Moe 


染 す る や の と する と と 。 の 現住 } 


因 が ある と と を 示唆 する 最初 の 症例 と 言え る 様 に 思う 。 
患者 は 食 生 活 上 特別 な 習慣 は 持た な い が , 家計 豊か と 


は 言い に くく , 海産 魚類 で は 特に アジ ,。 イ ワシ を 酢 で 殺 
し て 食べ る の を 好物 と 称し て お り , 食べ る 機会 も , 従 つ 
て 量 も 普通 人 より 多い の で は な いか と 想像 され る 。 従来 
本 条 虫 の 中 | 9 し て は 若干 の 探索 も な され た 様 だ 

まだ つき と め ら れ て いな い 。 江口 字 雄 ・ 岩 田 繁雄 両 


プ に コ 
ん の ^ ぅ ささ / こ ンー 選 


No 
較 
| 普 
の 
因 





第 4 図 





デー 人 

| e 信 下 ・ 居 本 両氏 ッ 委 理 < ネ た 今 和 の 症例 た | 

| 東 氷 事 新庄 VoL70・No1) 推定 史 地 | 
| 








氏 (1951) は 。 カツ オ を 考 
や まだ 確証 は な い 。 Craig, Faust 両氏 (1951) の 著書 
に 本 条 虫 は 普通 は 鯨 の 寄生 虫 で ある と 書い て ある 所 か 
ら , と の た び 財団 法人 鯨 類 研究 所 の 根本 敬 久 氏 を わ ず 
ら わ し て , 鯨 類 の 寄生 条 虫 と し て 今 迄 報告 され た も の 。, 
及び 夫 等 鯨 類 の 日 常 の 食餌 を 調べ て いた だ いた 所 , 十 
数 種類 の 報告 は ある が , 大 複 殖 門 条 虫 と いう 記載 は な い 
由 で あつ た 。 然し レイ ワシ 人 鯨 を 宿主 と する 条 虫 に の め め - 


用 えて お られ る 様 で ある が 之 
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g の 2 の の の 724S の Z2ez の の 7e7ge (LOnnberg, 1892) と いう 種類 
が 報告 きま れ て お り , 之 は つと に 着 田 正俊 氏 (1955) が 人 
間 の 大 複 殖 門 条 虫 と 形態 学 的 に 同一 の も の で は な いか と 
言 つ て お られ る も の で あつ て , 此 の 辺 に も 本 条 虫 の 中 間 
宿主 追肥 の いと ぐち が ある 様 に 思わ れる 。 商 イワ シ 人 鯨 か 

は 今 迄 に 過 の の . gezoZZezze の ほか 三種 類 の 異種 
条 虫 が 発見 され て お り , 双 イ ワシ 人 鯨 の 主要 食餌 は オキ ア 
ミ 類 , 機 脚 類 , = ニシン , サン マ 。 スル メイ カ , アカ イカ 
等 と 言わ れ て いる 。 

秒 達 は 本 症例 の 診療 に 際 し て , 頭 節 を 得 よ うと し て 詳 
細 に 検索 し て みた が , 最初 自然 に 排 湯 され た 虫 体 以外 。 
終 に 下 卵 も 虫 体 も 得 ら れ な か つた 。 角屋 晋 ・ 高 井 秀雄 ・ 
吉田 志 成 氏 等 (1935) も 同じ 様 な 経験 を され , そ れ 迄 の 報 

告 で も 頭 節 が 見 逃さ れ た 例 が 多く , 然し 普 hh 
昌 卵 は 容易 に 除 転 す る 所 か ら , 本 条 上 虫 の 頭 節 は 極め て 
単に 駆除 し 得る の で は な いか と 言 つ て お られ る 。 科 達 は 
虫 体 一 部 の 自然 排 演 か ら 2 カ 月 余り の 期間 , 検便 を 繰 返 
え し て 終 に 虫 卵 を 認め な か つた 。 江 口 ・ 娠 田 両 氏 1951) 
に 拠る と 広 餅 裂 頭 条 虫 に つい て , 第 二 中 間 宿 主体 内 の 幼 
虫 を 動物 , 人 体 に 感染 させ た 実験 で は , 感染 後 の 成 虫 の 
発育 は 極め て 速 か で , 2~< 3 週間 後に は 殿 便 中 虫 卵 陽性 
と な る 様 で ある 。 之 か ら 類 推し て , 私 達 は 本 症例 で は 頭 
節 も 入院 前 すでに 自然 に 排 注 さ れ て し まつ た も の と 考え 
た 。 本条 虫 症 が 比較 的 珍し い の は 和 無論 第 二 中 間 宿 主 汚染 
の 稀少 性 に 原因 する も の と 思わ れる が , その ほか に , 
条 虫 の 固有 宿主 が 人 鯨 類 動 物 で あつ て , 人 体 へ は 所 詩 偶 然 
寄生 と し て 移行 する 上 , 人 体 が 比較 的 不適 な 環境 で あつ 
て , その た め 感 染 し に くく , 又 感 染 し て も 虫 体 幼 弱 の う 
ち に 自然 に , 或いは 何等 か の 駆虫 操作 で 簡単 に 駆除 され 
て し まう の で は な いか と いう 有 測 も な し 得る の で は な か 


た プ 
ク 2 か 。 


本 条 虫 症 の 症状 と し て は , 食 思 不振 ・ 悪 心 ・ 忠 吐 ・ 腹 
鳴 ・ 腹 痛 ・ 下 痢 ・ 供 怠 ・ 頭 痛 ・ め まい ・ 栄 養 障 万 ・ 加 血 
等 が 来る と 言わ れ て いる 。 私 達 の 症例 で は 3 日 間 に 理 る 
軽度 の 下痢 と 共に 下 体 排 江 を 見 た も る ので, その 他 に は 著 
し い 自 覚 症 な く , 本 条 虫 寄生 に 起因 する 他 覚 的 症状 を 検 
索 す べく 各種 臨 末 検査 を 試み た が , 著 明 な 陽性 成績 を 得 
な か つた 。 


M 











結 語 


私 達 は , 神奈 川 県 江の島 対岸 の 地域 で 感染 し た と 考え 
Moisoiozo 絆 か 発見 し た の で , その 臨床 
症状 , 経過 を 報告 欧 染 経路 と し て は 此 の 患者 の 食 生 
活 上 , し 72 
し いと 思わ れる と と を 述べ , 二 , 三 の 考案 を 附 し た 。 

お お わりに, 終始 御 指導 御 鞭 挫 を 賜 つ た 院長 野坂 三 校 先 
生 , 国立 子 防衛 生研 究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 先生 , 貴重 
な 標本 , 女 献 を 貸与 きれ た 三浦 肉 二 先生 , 面倒 な 調査 依 
頼 に 心 よ く 応 じ て 下 す つ た 鯨 類 研究 所 根本 敬 久 先生 , 水 
産 大 学 関根 隆 先 生 の 御 厚 情 に よ つ て ょ うろ やく 此 の 報告 
を 成 し 得 た と と を 記し て , 感謝 の と と ろ に 代え た い 。 

休 本 論文 の 要旨 は 第 15 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 
大 会 に 於 て 報告 し た 。 
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SummmarY 


A human case of parasitiSrm of の , ヵ 7ogoZ0 の 0724S 
g7 の 7S from IKanagawa Prefecture was reported 
and its clinical symptomes waS discussed. As 
the source of infection a horse-mackerel or a 
Sardine iS considered by the authors, because 
thiS species of DiplogonoporuS iS considered 
originally a parasite of whale and the patient 
took eventually these fShes in raw for several 
timeS. 













遇 虫 個体 の Santonin 耐性 
(Santonin 抵 拓 性 の 問題 3) 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 集 6 巻 ・ 第 1 号 


小 宮 義孝 石 崎 達 久 津 見 晴 彦 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 中 部 
(昭和 31 年 8 月 2 日 受領 ) 
は し が き NaCl 液 と し た Santonin 10~* 溶液 。 又は 2 X10" 紗 液 


私 達 は 顕 虫 保有 者 に 繰返し て Santonin を 投与 する と 
昌 卵 陰 転 率 か 回 を 重ね る に つれ て 低下 する 事実 を 見 出し 
その 現象 を Santonin 抵抗 性 と 名 付け た (小宮 , 石崎 等 
1955a) 。 

そし て か か る 現象 の よ つ て 来る 原因 を 探求 すべ く ,。 ま 
づ Santonin を 4 回 繰返し 投与 し た が な お 陰 転 し な い 人 
達 及び , 1 回 の 駆虫 で 簡単 に 陰 転 し た 人 達 , その 外 に 1 
年 間 を 通じ て 何 回 し ら べ て も いつ も 虫 卵 の 発見 され な い 
即ち 顕 虫 に 航 つて いな い 人 和 達 の 3 群 に つい て 臨床 的 な 庄 
検査 を 行 つ た 。 結 果 は , Santonin 抵抗 者 群 肥 ち Santo- 
nin で 駆虫 の 出来 な か つた 群 で は 他 の 2 群 と 全く 違 つ た 
型 の Santonin 代謝 を 示す と と が 判明 し た (小宮 , 石崎 
等 。1955b) 。 と の と と は Santonin 抵抗 性 の 一 因 は 宿主 
側 に も その 原因 が ある と と を 示す も の で ある 。 

レ か レ し 一 方 に 於 て , 顕 虫 自 体 に も Santonin に 対し て 
その 抵抗 性 の 個体 差 の 存 存 が 疑わ れる 。 そ と で と の 目的 
の 為 に 豚 昌 を 使用 し in vitro で 小林 , 板東 (1951) 
の 方 法 で 硝子 管内 で の 咽 虫 の 運動 を 観察 し た 。 

実験 方 法 と 実験 材料 実験 

(1) 属 場 で 豚 の 小腸 か ら 直 接 に 豚 題 虫 を 採取 し , 之 
を 87C, 0.95% 食 塩水 を 充 し た 魔法 痕 に 入れ , 保温 し て 
研究 室 に 持ち 帰 つ た 。 乙 を 32O, 0.95 多 食塩 水 で よく 洗 
い 。 液 温 82C た 保つ ょ うに 調節 し て 骨 卵 器 中 に 保存 し 
た 。 』 

(2) 直径 2.5'm, 長 さ 50cm の 硝子 管 容 器 に 上 記 食 席 
水 100cc を 充 た し , その 中 に 豚 顕 虫 1 隻 づつ を 投入 し 。 
性 別 を 記録 し , 正規 前 進 運動 の 周期 を し らち べた 。 

(3) 次 いで 同形 式 の 硝子 管 容 器 に 媒体 を 0.95 2 
os を g の 2 の の , 7 の 7S2S 7S/2zg を 7 6 万 27z/7 の 
z/s2227 : On the difference of individual reSi- 
stence of 4scg が s sz/Z in Santonin solution. The 
problem of Santonin resistence of 4scg7s 2 の 77- 


cg2es. 3. (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) 








100 cc 宛 を 充 た し て 準備 し て お き , と れ に 前 記 周 期 測定 
済み の 顕 虫 を 1 令 宛 投入 し た 。 

板東 に よれ ば Santonin 2 x10-* 溶液 中 で は 豚 豆 は 
即時 的 に 全 例 反応 する , そ と で 個体 送 を みる た め に は 
10~* 溶液 を 選ん だ 。 

観察 時 間 は 投入 後 よ り 次 の 23 回 で , その 都度 体型 と 運 
動 型 式 を 観察 し 記録 し た : 5 分, 10 分 ,15 分 , 20 分 。 25 
分 。 80 分, 35 分 。 40 分 , 45 分 , 50 分 。 1 時 間 , 1 時 間 10 
分 。 1 時 間 30 分 , 2 時間, 2 時 間 80 分 , 8 時 間 , 3 時 間 
90 分 。 4 時間 , 4 時 間 30 分 。 5 時 間 , 6 時 間 , 24 時 間 。 

(4) 24 時 間 目 の 観察 直後 に 豚 問 虫 を 取り 出し 水 を よ 
く 切 り 体重 を 測定 し た 。 

(5) Santonin 10-* 溶液 に 投入 し た 豚 責 虫 数 は 合計 
78 隻 。 Santonin 2 X10- 塗 液 に 投入 し た 豚 虫 は 合計 80 
隻 で いづ れる も 必 場 よ り 採取 当日 に これ ら を 使用 し た 。 

な お 採取 2 日 目 に 実験 し た 豚 虫 は 合計 23 隻 で 。 と れ 
ら は 凡 て Sonronin 10~ 溶 液 中 に だ け 投 入 し た 。 

実験 成績 

A. Santonin 10-* 沙 液 中 の 豚 虫 の 反応 。 

結果 を 1 覧 表 に し て みる と 表 1 の 如く で ある 。 

と の 表 を みる と わか る ょ う 人 実験 に 供し た 顕 虫 は 雌雄 
ほ ば 同数 で ある 。 虫 体 は 無 作為 に 採取 し て 実験 に 供し た 
の で 成績 は 一 般 的 な 映 取 の 傾向 を 示す も の と 判断 し て よ 
い 。 

融 虫 に は 雌雄 の 別 の 外 に 体 色 の 差 が ある , 特に 白 味 の 
つよ ょ いも の を 白色 と し て 区 別して みた 。 

白色 顕 虫 の 出現 率 は や で 21, $ で 19 多 で 性 別に よる 
送 が 認め られ な い 。 

双 体重 も 体 色 の 如何 に か か わら ず 略 同一 の 平均 値 で あ 
つた だ 。 

以下 各 項 目 別に 検討 を 加え て みる 。 

(1) 正規 前 進 運 動 停止 時 間 。 

正規 前 進 運 動 が 直後 又は 5 分 以内 に 消失 し た 顕 虫 を 即 













9 補 癌 


S 








昭和 32 年 3 月 952)〕 


第 1 表 Santonin 10,000X 溶液 中 の 豚 題 昌 の 反応 









































? | 8 
赤 白 | 赤 邊 
東 数 34 | 29 
正規 前 進 運 動 周 期 ( 秒 ) 15.2/ 土 6.1 16.7/ 王 7.1 | 13.4/3.0 14.7/ 土 4.5 
価 重 (g) 4.6 土 1.5 5.1 1.1 | 1.9 0.5 1.6 0.3 
即時 20 (59 め ) 6 (67 め ) 11 (38 め ) 2 (33 め ) 
正規 前 進 運動 停止 時 間 
補 下 14 (41 め ) 3 (33 め ) 18 (62%) 4 (67 め ) 
Santonin 巻 型 陽性 数 24 () 2 (722 め ) 21 (73) 4 (67 め ) 
。 そ の 内 佐 復 昌 数 | 1 (3 め ) 0 1 (3.4 め め ) 0 
W 2 反 応 の 陰性 数 10 (29 め ) 2 (28 め め ) 8 (27 め め ) 2 (33%) 
人 復 虫 数 3 (2) 0 4 (1) 2 
( ) に 
飲 (前 5 0 2 0 
-( 舞 挑 小 ) 静 正 虫 数 | 2 0 2 0 
庄 : 1. 必 場 より 採取 当日 の 豚 問 虫 使用 
2. 正規 前 進 運 動 , 体重 に は 標準 偏差 を 附 記 
3. 静止 例 は いづ れ ゃ 正規 前 進 運 動 停止 は 即時 
4。 復 と は , 運動 活 藻 と な り , Santonin 巻 き を 示さ な いも の 。 


( ) 内 は その 内 の 正規 前 進 運 動 を 確実 に 回 復 し た 数 


時 停止 群 に , 5 分 以上 か か つて 消失 し た 顕 虫 を 遅延 群 に 
分 け て みる と 顕 虫 は 略 60% が 即時 停止 群 に 入 つ た に 対 
し て , $ 斑 虫 は 略 40 タ だ けが 即時 停止 群 に 入 つ た 。 と の 
差 は ? 検定 (北川 , 増山 1952) と 行う と * 三 $。046 
で 有意 性 の 危険 率 は 5 用 て P <10 タ で あつ た 。 と の 検定 
結果 で は 断定 は 出 き な い が $ の 方 が Santonin に 対 し 抵 
抗 性 を 示す 傾向 が 認め られ る 。 

体 色 に よる 抵抗 性 の 差 は , 白色 魚 虫 の 数 が 少 い の て で 検 
定 出来 な い が , 差 は な いと 考え られ る 。 

(2) Santonin 特有 の 巻き 型 体型 の 出現 率 。 

小林 , 板東 (1951) に よれ ば 普 虫 は Santonin 溶液 中 
で 一 種 の 帝 と 考え られ る 特異 な 巻き 型 を 示す 。 と れ は 
頭 部 か ら お と り 典 型 的 な と き は 羊 歯 の 幼 芽 が 土 中 か ら 頭 
を 出し た と き の よ うに 巻い て し まう 。 そ し て 不 完 全 な 巻 
き 方 の 場合 で も 一 般 的 に 起 る 個 然 な 体型 と は 明瞭 に 区 別 


出来 る 。 そ と で と の 体型 の 出現 率 を し ら べ て みる と, 性 
別 及び 体 色 の 如何 を 問わ ず ー 率 に 略 70% が と の 体型 を 示 
レ た 。 


と の 成績 か ら 考 察する と Santonin の 作用 は 割合 に 一 
定 の も の の ょ よう で ある 。 (〈 虫 の 母 集団 を 考え た 場合 の 
考察 ) 


(41 ) 


と と ろ が よく みる と 一 度 は Santonin 巻き 型 を 示し な 
が ら , 人 避 復 し て 正規 前 進 運動 が 再び 出現 (但し 周期 は 遅 
く 不 完全 で ある ) し た 顕 虫 が か や, $ 各 1 隻 づ つみ られ 
た 。 即ち 比較 的 抵抗 性 の 強い 魚 虫 が 発見 され た 。 

(3) Santonin 特有 の 巻き 型 を 示さ な い 上 普 虫 に 就 て 。 

上 記 表 1 に 示し た よう に 略 80 多 は (性 別 体 色 の 如何 を 
と わ ず ) Santonin 特有 の 巻き 型 を 示さ な か つた 。 

で は Santonin 特有 の 巻き 型 を 示さ な い 原 因 は 何で あ 
ろう か 。 

抵抗 性 が 大 きけ れ ば Santonin の 作用 が 起 ら な いか ら 
特有 の 巻き 型 に な ら な い 。 又 之 と 道 に 抵抗 性 が 非常 に 小 

さけ れ ば Santonin の 作用 が 強く 働い て 顕 虫 は 全く 運動 

を し な く な り 巻 き 型 が あら われ な い 。 こ と う 言 う 両 極端 の 
想定 が 可能 で ある 。 

Santonin 巻き 型 を 示さ な か つた 30%% の 久 虫 の 成績 を 
し ら べ て みる と , \,。 $ 各 2 隻 づ つ は Santonin 溶液 に 
投入 直後 か ら 静 止 し て 全く 巻き 型 を 示さ な か つた 。 之 は 
抵抗 性 の 極 前 に 弱い 顕 虫 と 判断 する 。 

之 に 反し て \ 8 隻 (C7 多 ) , 8 6 隻 (17%) は 一 度 正 
規 前 進 運動 消失 し た が Santonin 巻き 型 を 示す に いた ら 
ず , 後 再び 正規 前 進 運動 を 避 徴 し た 。 (勿論 周期 長く 不 
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完全 で ある が 。) 之 は 抵抗 性 が 強い た め と 判断 する 

の 成績 か ら $ が ? ゃ より 抵抗 性 が 強い 傾向 が み 9 
. 例 数 が 少 いた め 無 相関 検定 法 (佐藤 , 1949) で 検定 し て 
有意 性 の 危険 率 は 略 152% で あつ て 断定 的 な 結果 と は な ら 
な か つた 。 

次 に 正規 前 進 運動 の 停止 時 間 の 遅 か つ た も る の と し て は 
5 隻 , 3 2 隻 が あつ た 。 と は 正規 前 進 運動 の 避 牧 し し た 
虫 を 除外 し た 数 ご で ある 。 そ と で も 比較 的 抵抗 性 の 強 
いや も の と 考え て 局 復 例 に 加え て みる と , 所 調 抵 抗 性 の 大 
きい 鯛 虫 数 は \ 8 隻 , $ 8 隻 で 同数 と な つた 。 

(4) 特に Santonin に 対し 抵抗 性 の 強い 遇 虫 の 存 
在 。 

上 記 の Santonin 巻き 型 を 示さ ず , 後 正規 前 進 運動 折 
復 (6 時間 後 現在 ) を みた 顕 虫 9 隻 の 内 特に 抵抗 性 が 強 
いと 判断 され る の が ゃ 2 隻 , $ 1 隻 あ つた 。 


この 例 の デー を 表示 する と 表 2 の よう だ な つた 。 
抵抗 性 の 特に 強い 顕 昌 の 全数 に 対す る 比率 は 4 多 で あ 
ら の 。 


策 2 表 Santonin に 特に 抵抗 性 を 示し た 問 虫 


体 体 正規 前 敵 運動 San- 検索 補 24 時 間 


停止 信 復 『nm 
EE 





重 色 
、1915/ 正 
9 4.0 赤 18/ 35 1"45/ (一) こ 1590 の 地 委 
8 2.0 赤 11/ 25/ 2c15/ (一 ) (一) に 


e 3.0 赤 14/ 25/ 1c15/ (一) 515 送 





正規 前 進 運 動 の 周期 は いづ れ も 正常 範 罰 (板東 , 石 
崎 , 1952) 内 に あり , 体重 も 平均 体重 に 近い 。 正規 前 進 
運動 停止 時 間 は いづ れ も 著 し く 遅 延 し , Santonin 巻き 
型 は 起 ら ず , 1 < 2 時 間 以 内 に 正規 前 進 運動 の 避 復 を み 
た 。 し か し と の 様 な 昭 上 中 で あつ て も 24 時 間 に は る 早 や 正 
規 前 進 運 動 は み ら れ な か つた 。 正常 昌 で は 翌日 も 正規 
前 進 運 動か よく 見 られ る (板東 , 石崎 1952) か ら 矢 張り 
完全 避 復 ご は な か つた と と に な る 。 勿 論 他 の 束 は すべ 
て 24 時 間 後 全く 正規 前 進 運 動 を 示さ な か つた 。 

B. Santonin 抵抗 性 を 衣 配 する 各種 の 要因 。 

(1) 正規 前 進 運動 周期 と 同 運動 停止 時 間 と の 関係 。 

Santonin 溶液 投入 前 に 測定 し た 正規 前 進 運 動 周期 と 
投入 後 の 即時 停止 及び 停止 遅延 の 群 別 を みる と 表 3 に 示 
レ た 結果 に な つた 。 

正規 前 進 運動 の 周期 が 平均 値 に 近い 範囲 (11/ー207) 
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で は 同 運動 停止 時 間 の 遅延 する も る の の 比率 は 多く , 周期 
の 短い も の と 長い も の 即ち 平均 値 周期 より 離れ た 群 で は 
正規 前 進 運動 即時 停止 数 の 比率 が 多い ょ うに 思わ れる 。 
し か し ? 検定 及び 無相 関 検定 で し ちら べ る と , その 差 の 
有意 性 の 危険 率 は 20% 以 下 と な り 有 意 と は 認め られ な か 








つや 売ら 
第 3 表 正規 前 進 運 動 停止 と 同 周期 
(試験 前 測定 ) 
周 期 5 一 107" 1 ンー157/ 16 王 207′ 21 と 30"/ 
即時 停止 数 14 14 』 4 


停止 遅延 数 8 17 10 3 





小林 , 板東 (1951) に よれ ば Santonin の 作用 点 は 顕 
虫 頭 端 の 中 枢 神経 人 節 で ある 。 そ と で 上 記 の 成績 を 傾向 と 
し て みとめ る と すれ ば 周期 の 短 か い 顕 虫 は 神経 系 が 過敏 
で ある と し て , その 結果 即時 停止 数 が 多く な り , 周期 の 
長い 虫 は 生活 力 の 弱い 顕 虫 (板東 , 石崎 1952) で ある 
か ら 抵 抗力 が 弱く て 即時 停止 数 が 多く て も よい わけ で あ 

一 面 か ら 考 えれ ば 即時 停止 群 は 性 別 , 体 色 , 正規 前 進 
運 生 周期, 体重 等 か ら は 知 出来 な い 。 即ち 未知 の 要因 
を 之 に 関し て 一 応 考 えな けれ ば な ら な v 
次 と 正規 前 進 運 動 停止 時 間 の 詳 延 し た 顕 虫 を 即時 停止 
し た 顕 虫 より Santonin 抵抗 性 が ある と 判断 する と 。 正 
規 前 進 運 動 周期 を 神経 の 感受 幅 を 表わす 指標 と し て と れ 
と 停止 時 間 と の 間 に 何 等 か の 相関 関係 が 考え られ る 。 


9 e 
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正規 前 進 運 動 周 期 ( 秒 ) 
図 1 Santonin 10^' 溶液 中 に お ける 山 虫 の 正 
規 前 進 運動 停止 時 間 と 同 周期 (試験 前 に 
測定 ) の 関係 
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第 4 表 Santonin 溶液 浸漬 5 時 間 後 の Santonin 巻き の 寛解 と 正規 前 進 運動 停止 時 間 と の 関係 














こっ 即 時 選 邊 
ー 月 和 5 一 11/ 。 11 と 16" 計 5 一 117 11 一 167" 17 一 207 計 
。 _ 偶 解 4 6 10 5 7 6 18 
Santonin 巻き ) 2 5 12 4 6 





第 5 表 屋 場 採取 より 2 日 目 の 問 中 の Santonin 10~*※ 溶 液 内 反応 











正 規 前 進 運 動 Santonin 
下 数 静止 眉 復 
周 鞭 停 正 即 時 遅 延 巻 型 
$ 11 25.8 士 13.4 9 4 7 0 
@ 12 18.0 士 8.0 11 さ 8 4 0 
合計 23 20 (872 と ) 3 13 め ) 12 (52 め ) 11 (48 め ) 0 





計 : 周 期 に は 標準 信 差 際 記 


そ と で 両者 の 関係 を 図 に し て みる と 図 1 の よう に だ 正 相 
関 関係 か みとめ られ た 。 相 関 検定 法 (北川 増山 。1952) 
で 検定 する と , 相関 係数 7 一 0.4101, nー37 , F。 二 7.08, 
Fi。, (0.05) 三 4.18 で ある か ら , と の 相関 は 5 以下 の 
2 人 
停止 時 間 は 遅い と 言え る 。 

と と で 少し KW みる と , と の 統計 の 顕 虫 は 正規 前 
進 運 動 の 停止 時 間 が 5 秒 以 上 の も の に 就 て で あつ て , 即 
時 停止 群 に 比べ れ ば と の 群 は Santonin に 対し 一 応 抵抗 
性 を 有する 顕 昌 と 考え られ る 。 と の 様 な 串 虫 の 間 で は 顕 
虫 の 神 経 系 統 の 感受 性 (正規 前 進 運動 の 周期 の 長短 ) が 
停止 時 間 に 影 響 す る と いう 結論 が 出 て 来る と 思う 。 

(2) Santonin 巻き 型 の 出現 と 正規 前 進 運 動 停止 時 
間 と の 関係 。 

Santonin 巻き 型 は 一 種 の 織 と 考え られ る (小林 , 
板東 1951) が , 実際 に 個々 の 顕 虫 を 角 察 し て いる と , そ 
の 持続 時 間 は 全く 区 々 で , 双 持 続 的 な も の と 断続 的 に 寛 
解 と 嫌 を 繰 返 す も の と ある 。 

そ と で Santonin 溶液 投入 後 5 時 間 現 在 で Santonin 
巻 型 の 寛解 し た も の と な お 巻 型 を 示す も の と に 分 け て , 

その 比率 が 正規 前 進 運 動 即 時 停止 群 と 遅延 群 で どう 変る 
か を し ら べ た 。 そ の 成績 は 表 4 に 示す よう で ある 。 即時 
停止 群 の 寛解 率 は 遅延 群 に く ら べ て 少 い 。 そ の 差 は %* 
検定 で 5 2 く P <10% の 危険 率 で あつ て 有意 と 断定 は 出 
来 な か つた 。 し か し と れ を 傾向 と 認め る と する と , San- 
tonin に 抵抗 性 を 示す 顕 虫 の 方 が Santonin 巻き 型 も 寛 
解 し 易い と と に な る 。 


( 48 ) 


(3) 弱 つ た 顕 昌 の Santonin 10~* 落 液 内 の 反応 。 

生活 力 の 低下 し た 上 遇 虫 は Santonin に どう 反応 する か 
を 知る た め に と , 層 場 より 採取 し て 32 で C 骨 卵 器 内 に 保存 し 
人 os 

正規 前 進 運動 周期 は 第 1 日 と 変 ち な い が , 運動 を 持続 
3 能力 は 減退 し て いる (板東 , 石崎 1952) 。 

採取 2 日 目 の 環 虫 を 既 述 と 全く 同じ 条件 で Santonin 
10~* 溶液 中 に 投入 し た 成績 は 表 5 に 示し た 。 

殆ど 全 例 が 正規 前 進 運動 を 即時 停止 し , 約 半数 が San- 
tonin 巻 き を 示し , 残り の 半数 は 投入 後 直ちに 静止 し 
た 。 結局 全 例 共 6 時 間 の 録 察 で 正規 前 進 運 動 の 伯 復 は 認 
め ら れ な か つた 。 

と の 成績 か ら み る と , 生活 力 の 弱い 顕 虫 は Santonin 
に 対す る 抵抗 性 が 弱い と 判断 出来 る 。 

(4) Santonin 2 X10"* 溶液 中 で の 顕 昌 の 反応 。 

次 に Santonin の 濃度 を 低く し た 場合 の 遇 昌 の 抵抗 性 
は どう な る か を し ら べ た 。 と の 目的 の た め に 採取 当日 の 
融 虫 を Santonin 2 X10** 溶 疲 中 に 投入 する と 表 6 に 示 
し た よう な 成績 を 得 た 。 

29 隻 投入 し た が その 内 16 隻 (56%) は 正規 前 進 運 動 の 
停止 を みた が 18 隻 (44%) は 正規 前 進 運 動 停止 せ ず 全く 
Santonin の 影響 を 受け な か つた 。 

正規 前 進 運動 の 停止 し た 群 も る 全 例 Santonin 巻き 型 を 
呈 せ ず , 且つ 半数 か 6 時 間 後 に は 正規 前 進 運動 を 仮 復 し 
た 。 

と の 成績 か ら み る と , Santonin の 濃度 が 低けれ ば 之 
に 抵抗 する 顕 虫 数 が 増加 し , 特に 弱い も の だ けが 影響 を 
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策 6 表 2x10** 倍 Santonin 藩 液 中 の 虫 の 反応 

正 規 前 進 運 動 Santonin 

中 数 居 復 無 影響 
周 其 停 正 即時 遅 延 巻 弄 


12.2 土 4.0 5 ュ (一 ) 四 5 
15 14.0 土 3.1 5 2 (一 ) 5 8 


10 (35 め ) 
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6 (21 め ) 9 (31) 13 (44 め ) 








宿主 を 異 に し た 場合 の 抵抗 性 の 比較 





策 7 表 




























I II III 


















東 数 18(8 5, 13) 8 (3 1, *7) 9(8 7, ? 2) 
体 色 赤 16, 白 2 赤 7, 折 1 赤 8" 白 1 
周 期 ( 秒 ) 13.6 土 5.0 11.8 土 1.6 13.7 土 1.6 
即時 12 4 2 
正規 前 進 運 動 停止 時 間 
遅延 4 4 7 
Santonin 巻 型 14 8 8 
眉 復 数 3 0 1 
うけ る と と に な る 。 10- 溶液 及び 2 X10 ゞ 溶液 (媒体 と し て は 0.9522 NaCI 
(5) 宿主 個体 を 異 に し た 場合 の 顕 虫 の 抵抗 性 の 変 液 を 使用 2 co レ て 直後 より 6 時 間 目 まで 疾 回 
化 。 に 経過 を 観察 し 更に 24 時 間 後 に 運動 の 有無 を し ら べ た 。 
Santonin 抵抗 性 を 論ずる と き , いつ も ゃ 問題 と な る の 液 量 は 1 隻 AN 硝子 管 容 器 中 に 1 管 1 隻 と し て 運動 
は 宿主 個体 に よる 顕 虫 の 抵抗 性 の 変化 で ある 。 と の 問題 を 観察 し た 。 
を 追求 する た め に 宿主 で ある 豚 別 に 寄生 虫 を 分 け て , A. Santonin 10~* 落 液 中 の 反応 。 
その Santonin 10~* 溶液 中 で の 反応 を 宿主 個体 別に 比較 抵抗 性 を し ら べ る 場合 に 性 別 , 体 色 , 正規 前 進 運動 周 
し て みた 。 期 を 目標 こし て 論じ た 。 
その 成績 は 表 7 に 示し た よう で ある 。 と れ で みる 9 (1) 正規 前 進 運動 が 投入 直後 乃至 5 分 以内 に 消失 し 
群 中 の 顕 虫 の 性 別 は 不同 で あつ た が 体 色 は 3 群 共に た 即時 停止 群 と , 5 分 以上 か か つて 消失 し た 遅延 停止 群 
定 ( 赤 8 : 白 1) の 比率 に 出現 し た 。 Pcoav に 分 ける と その 比率 は ゃ の 即時 停止 数 602% に 対し $ は 40 
る か ら と の 結果 は 何 か 遺 伝 的 な 要素 が 加わ る よう に 思わ 22 で あつ て , $ が \ よ り 抵 抗 性 が 強い 。 体 色 に よる 差 は 
れる 。 な い 。 
3 群 共 周 期 の 平均 値 , Santonin 巻き 型 の 出現 率 と も (2) Santonin 特有 の 巻き 型 の 出現 率 は 性 別 体 色 の 
に 同様 で あつ た 。 と の 方 面 か ら は 抵抗 性 の 差 は な い 。 湊 な く 略 702% で あつ た 。 巻き 型 を 示さ な い 残 り 80% の 内 


正規 前 進 運動 の 即時 停止 数 の 比率 は 3 群 共 不 同 で ある 訳 は 抵 抵 性 が 弱く て 投入 後に 静止 し た も の $ 員 同 数 
が , 投入 後 6 時 間 現 在 の 正規 前 進 運 動 仮 復 数 は 寄生 顕 虫 と , 抵抗 力 が 強く て 後に 不 完全 な が ら 正 規 前 進 運動 が 仮 
数 に 比例 し て いる の で 宿主 個体 別 の 差 を 言 々 で き な い 。 復 し た も の の 2 種 ご ある 。 と の 正規 前 進 運 動 仮 復 し た 顕 
例 数 も 少 い が と の 成績 か ら は 宿主 個体 別 の 抵抗 性 の 差 虫 は \3 令 (7),$ 6 令 (17) で $ の 方 が 抵抗 性 が 


は 明瞭 で な ぬ ヽ 。 強い 。 Santonin Ne と 非常 に 弱い も の 
総括 と 考 接 は 静止 し て 巻 型 に な ら な 普通 の 虫 は 巻 型 を 示す 。 


Santonin 抵 抵 性 の 問題 の 研究 の 一 つと し て 豚 顕 虫 を 抵抗 性 の つよ いも の は Res ら な いと 言う と と 克 格 
使 つ て 頭 虫 側 の Santonin 抵抗 性 の 個体 差 を を レ ら べ た 。 る 。 
必 場 か ら 87C に 保温 は レ て 所 き 帰 つた 豚 頭 虫 を Santonin ( ぅ ⑧) 巻 型 を 示さ な い 魚 虫 の 内 2 隻 。 $@ 1 隻 は 特に 
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強い 抵 抵 性 を 示し た 。 こ とれ 等 は 正規 前 進 運動 が な か な か 
停止 せ ず 停止 まで に 30 分 を 要 し , 1 ~ 2 時 間 内 に 再び 正 
規 前 進 運動 が 恨 復 し た 。 

と の 時 に 強い 抵抗 性 の 鯛 虫 の 全 観 察 数 に 対す る 比率 は 
4 多 で ある 。 

B. Santonin 抵抗 性 を 表 配 する 各種 要因 。 

上 記 の 成績 か ら 句 昌 の Santonin 抵抗 性 に は 個体 差 が 
ある と と が わか つた 。 そ と で 個体 半 の 要因 を しらべ て みみ 
る と 次 の 如く で ある 。 

(1) Santonin に 過敏 に 反応 し て 正規 前 進 運 動か 即 
時 停止 する 群 が あ る が , 本 質 的 な Santonin に 対す る 感 
受 性 を 示す 要因 は わか ら な い 。 

正規 前 進 運 動 周 期 , 性 , 体重 等 と は 無関係 な 要因 が 考 
えら れる 。 し か し 実験 成績 を 整理 する と 次 の 事実 が 判明 
し た 。 即ち, 顕 虫 の 神経 系 の 過敏 な 群 と 生活 の 弱い 群 
は Santonin 抵抗 性 が 弱い 。 そ の 証拠 と し て , 採 販 2 日 
目 の 鯛 昌 は 全 例 Santonin 液 投入 後 即時 停止 し た 。 双 正 
規 前 進 運動 停止 時 間 の 遅延 し た 抵抗 性 の 強い 鮮 虫 の 間 で 
正規 前 進 運動 停止 間 と 同 周期 と の 間 に 正 相関 が 認め ら 
れ , 神経 系 が 過敏 な 昭 虫 は 即時 停止 を 起 し 易い と と が わ 
か つた 。 

Santonin 抵抗 性 の 強い 句 虫 は 正規 前 進 運動 停止 時 間 
が 遅延 する 。 そ の 証拠 と し て , Santonin 2 X10~ 和 次 液 中 
で は Santonin の 作用 は 弱い 。 と の 場合 は 投入 虫 29 隻 
中 18 隻 (4422) は 正規 前 進 運動 消失 せ ず , 停止 の 遅延 し 
た も の を 加え る と, 19 隻 (65 タ ) と な つた 。 之 対し 即時 
停止 数 は 10 隻 (35%) で あつ て Santonin 10~* 落 液 中 の 
比率 と 較べ て 遅延 停止 用 至 無 影響 雪が 著しく 多い 。 

(2) 宿主 個体 を 異 に し た 場合 の 画 虫 の Santonin 抵 
抗 性 の 変化 を しらべ る た め に と , 3 別 の 豚 の 腸 か ら 出 た 顕 
虫 を 比較 し た が 特別 に 明瞭 な 差異 は 発見 出来 な か つた 。 
宿主 の 個体 差 に よる 寄生 顕 虫 自 体 の 抵抗 力 の 差 は な いら 
し い 

結 論 

Santonin 抵抗 性 の 問題 を 顕 虫 の 側 か ら 取 上 ぱげ て み 
た 。 

Santonin 10~* 溶液 中 で 豚 問 虫 は 略 全 例 反 応 を 示し 正 
規 前 進 運動 が 消失 し た 。 し か し 典型 的 な Santonin 巻き 
型 を 示し た の は 702% で ある 。 詳細 に 観察 する と 正規 前 進 
運動 は 即時 停止 する も の と , 5 分 80 分 を 要する も の と 
あり $ が ゃ より 即時 停止 比率 少く 抵抗 性 が 強い 。Santo- 
nin 巻き 型 を 示さ な い 責 虫 に は 2 種 あ り , 1 つ は 抵抗 が 
弱 す ぎ て 静止 し た まま 動か な いも の , 他 は 抵抗 が 強く て 
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巻き 型 を 示さ な いも の で ある 。 後者 中 に 全数 の 4 に 相 
当 し て 特に 強い 抵抗 性 の 虫 が あり 1 2 時 間 内 に 正規 
前 進 運動 が 伯 復 し た 。 

Santonin 抵抗 性 を 衣 配 する 要因 と し て は 魚 虫 の 生活 
力 , 神経 系 の 過敏 性 , 性 別 等 が 影響 する が , その 他 に 未 
知 の 要因 も 考え られ る 。 宿主 個体 の 影響 は 考え られ な か 
つた 。 
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SummarY 


The authers made an experimental study as 
regards the resistance of 4scgzzs szz//Z against 
santonin, and obtained the following results : 

A. The reaction of ascariS in 1:10,000 solu- 
tion of santonin. The normal locomotion of 
one grouD of wormSs disappeared immediately 
after placing them in santonin solution, but that: 
of other group remained within 30 minutes. 

The ratio of the number of ascariS which 
reacted immediately to that which reacted slowIy 
was 26/17 in female and 13/22 in male. The 
male ascariS waS thought to be more resiStant. 
than femal one. 

The special spasm due to santonin Was observed 
in 70 多 of them regardless of sex. The group 
Showing no spasm wa3 again devided into 2 sub- 
groups : the first showed extrermely DOor reSiSt- 
ance, whereas the second showed extremely 
high resistance against santonin. 

Among the latter group, 3 ascariS (2? and 
1 る ) showed particularly high resistance. Their 
normal locomotion disappeared after 20 minites. 
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3nd reappeared after 100 minites. 

B. The factors conditioning the resistance 
againSst santonin. 

1) Two kinds of reaction were recognizable : 
Sudden disappearance of the normal locomotion 
and its later disappearance. There would be 
Some unknown factors which are essential for 
the sensibility against santonin regardless the 
period of movement, sex and body weight. 

2) The ascaris whose normal locomotion Sud- 
denly disappeared showed relatively shorter or 
onger period of normal locomotion than normal 
one 'S. (10-20 seconds). 

3) The weakened ascariS Such as those which 
were uSed after left in vitro for 24 hours showed 














poor reSsiStance against santonin, and itS loco- 
motion disappeared sudden1ly. 

4) The ascaris that showed high resiStance 
against santonin lost its 1ocomotion relatively 
lately. 

Three worms among them showed extremely 
high resistance. 

In more dilute solution of santonin (2X10- や , 
65 of ascaris either showed their locomotion 
until 10 to 30 minites or revealed no ceSssation 
of the locomotion. 

5) With regards to the resistance against 
santonin, there was no difference among 4SCariS 
from various hostSs. 
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0D< 
Aa] = 守 
束 の 生体 外 飼 枚 の 人 研 
@ 
Ily ( 遇 虫 飼養 液 pH の 研究 及び 挑 生物 質 並 に 抗 徹 剤 , 特に D. 是 .'A. 
添加 に よる 生存 日 数 及び 正規 前 進 運動 期間 の 延長 に つい て ) 
の | 石崎 准 ” 板 東 丈 夫 デ 
Sa 東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
(昭和 31 年 8 月 2 日 受領 ) 
lSt 
bo 緒 言 そ に で と の 原因 - 道 及 し て みる と 飼 半 液 中 の 微生物 の 
画 上 虫 の 生体 外 飼養 の 研究 は 既に 昔 か ら 行 われ て いる 存在 及び その 増殖 等 の 影響 が 無視 出来 な いと と が わか つ 
Bunge (1883), Hall (1917), Li (1923), 田村 06 た の で 。 観察 の 目標 と し て 正規 前 進 運動 の 消長 及び 生存 
志 田 (1938), 藤瀬 等 (1938), Hoeppli 等 (1938), 樋 Eo と りあ げ , と の 2 つの 要 索 に 対し て pH, 抗生 物 
口 (1939), 鈴木 等 (1940) に ょ つて 生体 外 飼 養 を 目的 と ke 抗 か び 剤 (特に D . 古 .A ) の 飼養 液 へ の 添加 が し 
し た 種々 の 試み が な され て いる 。 終戦 俊 抗 生物 質 或 は 抗 みな る 相関 関係 を も つも の で ある か を 研究 し た 。 そ の 結 
み び 剤 の 研究 が 長 足 の 進歩 を と げた 為 に , と れ と 呼応 し 果 と し て 正規 前 進 運 動 及 び 生存 日 数 を 0 く 延 長 さ せる 
て 抗生 物質 等 を 利用 し た 無菌 飼養 の 試み が 盛ん に な り , 成績 を 得 た の で 六 に その 結果 を 報告 する 。 
Baldwin (1943), Hobson 等 (1948), Epps 等 (1950) 飼 状 液 pH の 変化 と 混濁 の 原因 
Fairbairn 等 (1950), Cavier 等 (1952), 門 多 (1954) Locke 改変 液 (小林 , 板東 1950 : NaC10.9522, KC1 
LR 浅見 (1954) の 新しい 研究 が 発表 され て いる 。 0.042。 CaCl。 0.024。 NaHCO。 0.015 多 ) を 充 し 
9 私 達 $ る と の 魚 虫 の 生体 外 飼養 の 目的 の た め に 種々 の 角 た 硝子 管 (口径 2.5cm, 長 さ 75cm。 D 字 型 ) に 液 温 823C 
ら 研 度 か ら 基 本 的 な トド 黄 償 地 の 研究 を 行 つた 。 ご 幼 下 を 全 半 し , 液 を その まま 更新 し な いで お く と 時 間 
先 に 発表 し た よう に , 私 達 は Locke 改変 液 を 充 た し の 経過 と 共に 飼養 液 の pH は 酸性 側 に 移動 し , 同時 に 液 
, 上 た 硝子 管内 で 虫 が 特殊 な 前 進 運動 を 行う と と を 発見 し が 混濁 し て きた 。 
同 た (小林 , 板東 1950)。 そ と で と の 特殊 な 運動 を 正規 前 と と て 混 潤 の 変化 は 日 立 光 電光 度 計 (Fiiter Green, 
進 運動 CNormal locomotion) と 命名 し , と の 運動 の esoe 電圧 100V) に ょ つて 測定 し , pH の 変化 は 
電 半 諸 性 質 及 び 円 滑 に 行わ れる た め の 条 件 等 を 統計 的 に 研究 液体 比 色 計 (Tndikator: BTB,PR, BCG, CEE) 
^ 信 Me Ma 石崎 , 1952)。 又 と の 運動 に を 利用 し て 測定 し た 。 
北岡 【 国 委 の ?* の 影響 を 害 表 た x 東 M ] 連 
と 関 ば す 飼 半 流 の 温度 の 影響 を も 発表 し た ( 板 齋 。 石 時 Eig 1. Change of pH of the fluid medinm in 
Ag lapse of time: 2ascaris (8 and ?) in 200 
験 その 後 私 達 は 昌 の 飼養 液 が 時 間 の 経過 と 共に 混濁 し cc of the fluid, which was unchanged through- 
且つ pH を し ら べ て みる と 酸性 側 に 変化 する と と に 気付 out the test. 
= ウム ! v ここ 
『 期 の So 
同上 , 2 が szes72 7S/7z の を 2 2 の 7o&eo 2z の の : Studies on 
the fluid environment of ascaris. The infiuence of き 
antibiotics and antimycotics, especially of D. 是 . F 401 ゃ 
59) : A., together with infuence of pH of the fuidenvi- に る + 
上 ronment upon the number of days of living and ぶ 0 + 
tne duration of normal locomotion. (Department る 
EE of Pharmachology, Faculty of Medicine, Univer- 
形 光 ド 5.0 
「 Sity of Tokyo) lx fae nAye 
. 同 * 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 上 虫 部 ーーーーーー ーー 
リ / り 
** 順天堂 医科 大 学 薬理 学 教室 ST の RE 
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測定 し た 結果 を まとめ て みる と, 先 づ pH に つい て は 
その 時 間 的 な 経過 を 図 に し て みる と Fig. 1 の よう に な 
つた 。 

と の 実験 に は Locke 改変 液 200cc 中 に 豚 虫 $,? 各 
1 匹 宛 を 入れ 24 時 間 毎 に pH を 測定 し た 。 と れ を みる と 
pH の 変化 は 24 時 間 以 内 が 最も 急激 に 酸性 側 に 移動 し , 
其 の 後 は 緩やか に 移動 し た 。 と の 移動 曲線 は 指数 了 ‥ 数 的 
で あつ て 酸性 側 の ある 値 に 収 仏 す る ょ うに 思わ れる 。 祥 
虫 が 死ん だ 場合 は pH が 一 時 Alkali 側 に 逆戻り し た 。 

次 に 飼養 液 の 混 潤 度 は 潤 進 的 で あつ た が , 鯛 虫 が 死ん 

だ 場合 に は 著しく 増加 し た 。72 時 間 以 後 は 飼養 液 は 腐敗 
臭 を も ち , 7 日 以後 は 液 の 表面 に 薄膜 が か で きた 。 

そ と で 飼養 48 時 間 目 の 液 の 一 部 を 採り 寒天 培地 及び か 
び 類 の 培地 で ある Sabrouw 培地 に 塗 し て 培養 する と 
生え て 来 た Colony の 大 部 分 は 半 透 明白 色 小型 で Coli 
族 と 考 えら れる Gram 陰性 の 程 菌 で あつ た 。 少数 の 
Colony は 短 短 菌 。 欄 菌 。Gram 陽性 球菌 。 Yeast 菌 , 
Monilia 菌 等 で あつ た 。 

と の 事実 を 参考 に し て 考え る と , 飼養 液 の pH の 変化 
及び 混濁 度 の 増加 は , その 原因 が 顕 虫 自身 に も 勿論 ある 
が ーー ドド Pim ン SSD 
えな けれ ば な ら な 

os 
物 の 影響 が ある か 実験 
の 如く で ある 。 

(1) pH 変化 の 原因 。 

上 記 の 条件 と 同様 に し て Locke 改変 液 200cc を 充 し 
た 硝子 管 に 普通 の 大 き さ の 魚 虫 (や , 80 士 8cm) を 各 
と 柚 表 eSewowePAra 
を 追求 し た 。 正確 を 期す る た め に 同 虫 数 の 硝子 管 
Ph の 
その 成績 を 図 に する と THig. 2 の よう に な つた 。 縦 軸 
に pH, 横 軸 に 豚 顕 虫 中 数 を と る と 同一 経過 時 間 で は pH 
の 変化 の 大 き さ は 顕 虫 匹 数 と 直線 的 関係 を 保つ て 正 比例 
し レ た 。 即ち pH の 変化 の 原因 の 主 な る も の は 顕 虫 自身 に 
ある 。 

次 に 観察 時 間 を 3, 15, 48 時 間 の 3 種 と する と , 今 の 
べた 同一 経過 時 間 の pH 変化 直線 は 経過 時 間 の 多い 程 強 
く 酸 性 便 に 移動 し 且つ 横 軸 と な す 傾斜 が 大 と な つた 。 

と の 成績 は 顕 虫 自身 の 影響 と 微生物 の 影響 の 和 で ある 
と 考え られ る か ら , 後述 する 研究 に よ つ て 得 た 抗生 物質 
及び 抗 か び 剤 を 各々 至 適 濃度 (Dihydrostreptomycin 
507/cc, Peniciliin G 10u/cc 及び Dehydroacetic 'acid 


細貝 の 影響 が か あり 。 どの 得度 竹生 
と 証明 し て みた 。 そ の 結果 は 次 


( 48 ) 






Fig. 2. Correlation between the changes of 
PH of the fluid-media and the number of 
ascaris kept therein. (Each dot shows an ave- 
rage Of worms. Figures in parenthesis indica- 
tes hours tested. 〇 〇 groups were tested in 
modified Locke solution。 堪 代 Groups were 
tested in same media adding to dehydro 
streptomycin 50 micrograrmn per ml., Penici- 
llin 10 unit per ml. and D.H.A 100 microgram 
per ml.) 
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100 7/cc 一 以下 8 T, P, D. 了 H.A と 略記 す ) に 加え た 
Locke 改変 液 中 で 上 記 実 験 を 繰返し て みた 。 する と と 
の 場合 に も pH の 変化 は Fig. 2 の 点線 直線 で 示す よう に 
矢 張り 顕 虫 数 と pH の 変化 は 直線 的 相関 関係 を 示し た 。 
但し 抗生 物質 等 を 加え た Locke 液 の pH は 入れ な い 場 
合 よ りゃ 若干 酸性 CpH 7.4) で あつ た の で THig 2 で は 
相関 点線 は 3 時 間 値 で は 抗生 物質 を 入れ な じい 場合 の 相関 
直線 より 下 に あり と れ と 平行 し て い 。 

と の 相関 直線 (点線 ) は 時 間 の 経過 と 共に 矢 張り 酸性 
側 に 移る が 抗生 物質 を 加え な い 場 合 と 異 り 礁 平行 的 に 酸 
性 側 に 移動 し , 横 軸 と な す 傾 斜 角 は 変 ち な か つた 。 

即ち 点線 で 表わし た 相関 関係 が 純粋 と 虫 自身 に 関係 
し た pH の 移動 で あり , 先 に の べた 直線 で 表し た 相関 関 
係 が 昭 虫 と 微生物 の 影響 の 和 で ある 。 経過 時 間 の 大 きい 
程 相関 直線 の な す 傾 斜 角 が 大 きく な つた の は 実は 微生物 
築 殖 の 影響 で ある と 考え る 

火 I に Fe. 1 を 見 る と 解る よう に pH の 際 性 移動 に 
は 限界 が ある 。 と の と と は Tig.2 の 348 時 間 観 察 時 の 相 
関 直線 で も 云え ん る と と で ある 。 と の 限界 を 知る 目的 で 実 
験 を 行 つ た 。 即 ち 1 Hitre の Locke 改変 液 に 数 十 匹 の 顕 
虫 を 入れ え お く と 382 で, 24 時 間 後 に は 液 の pH は 5.5 附 
近 に 達し, それ 以後 は pH は 一 定 と な つた 。 酸 性 側 移動 
の 限界 は 5.5 附 近 に ある らし い 。 
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と の 限界 (pH 5.5) の 性 格 を 知 ろ うと し て 朋 虫 体 
RA 
pH 6 附近 ご あつ た 。 次 に Coli 族 の 繁殖 の 至 適 pH も 
と の 附近 で ある 

以上 を まとめ る と pH 移動 の 主因 な は 細 上 の 物 質 代 族 で 
あり , 副 因 を 飼養 液 中 の 微生物 繁殖 に お く の が 正しい と 
考え られ る 。 

(2) 混濁 の 原因 。 

前 節 の 実験 に 際 し て 同時 に 混濁 度 を 測定 し た 。 そ の 時 
期 は 飼養 開始 時 , 24 時 間 , 48 時 間 , 72 時 間 で ある 。 

その 実験 成績 を 図 に する と Fig. 3 の よう に な つた 。 
縦 軸 が 混濁 度 , 横 軸 が 経過 時 間 で ある 。 と の 結果 は 混 沿 

は 時 間 の 経過 ょ 共に 増加 し , 又 顕 虫 数 の 多い 程 混濁 する 
と と を 示し て いる 。 

Fig. 3. Correlation between the turbidity of 

fluid media maintained ascariS in it and the 


lapse of time. 
(Notes are the same to Fig. 2) 
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た に 走 坦 を か えて 城 み 4 の よう 届 培 こ 混濁 度 , 横 
軸 に 名 由 数 を 。 混濁 度 と 虫 数 の 間 に は 直 打 的 相 
関 関係 が みみ られ た 。 と の 場合 に み ら れ た 特長 は 経過 時 間 
の 多い 場合 は 相関 直線 の 傾斜 角 は 時 間 に 正 比 例 し て 大 き 
く 廊 つ で て いる o 


そ と で 次 に 抗生 物質 等 を 入れ た 群 で の 成績 を みょう 。 
これ は 点線 で 表わし た 相関 直線 で ある 。TFig.3 及 び Fig. 

4 の 点線 の 相関 曲線 及び 相関 直線 は 矢 張り 時 間 の 経過 と 
共に 抗生 物質 を 含ま な い 場 合 と 同様 に 変化 し て いる が , 
著しい 差異 は 時 間 の 経過 が 大 きい 程 抗 性 物質 等 を 入れ た 
群 の 混濁 度 と 入れ な い 群 の 混濁 度 と の 開き が 大 きく な つ 
て いる と と で ある 。 
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Correlation betwesn the turbidity of 
fluid-media and the number of ascariS. rna1m< 
tained iu 計 . (Notes are the same to Fig, 2) 


Fig. 4. 
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と の 両 群 の 混濁 度 の 差 が 即ち 微生物 に よる 混濁 を 意味 
し レ し て いる 。 

即ち 混濁 の 原因 は 顕 虫 自身 の 物質 代謝 こも よる が 。, 微 
生物 の 繁殖 も 重要 な 原因 と な る と と を 示し て いる と 考え 
る 。 

$. 飼養 液 pH の 魚 虫 生存 日 数 及び 正規 前 進 運動 存在 

間 ヵ z 及 ( ば す 影 響 。 
ご の べた ょ うに Locke 改変 液 を 飼養 液 と し た 場 
Rn の pH は 酸性 側 に 移動 し pH 5.5 附 近 で 一 定 と な 
る が 私 達 の 実験 で は 原則 と し て 一 硝子 管 に 飼養 液 200cc 
を 入れ 中 に $。 \ 各 一 匹 宛 の 昌 を 投入 し て 疲 温 82C で 
飼養 し た 。 そ し て 破 は 48 時 間 毎 に 更新 し た 。 と の 場合 の 
pH の 変動 は pH 7.8~ 6.2 の 範囲 内 で あつ た 。 

レ し か し 腸 内 に 寄生 する 虫 を 考え る と, 当然 題 虫 は pH 
に 敏感 で ある と 相 像 出来 る 。 そ と で 各種 の pH の 飼養 液 
を 作 つ て ,。 そ の 魚 虫 に 及ぼす 影 響 を し ら べ た 。 

(1) 使用 し た 緩衝 液 

条件 を 単純 化す る た め に 0.95NaCl 液 を 基本 飼養 液 
と し , 之 に 緩衝 液 を 加え て 所 期 の pH 液 を 作成 し た 。 

私 達 の 知り た いと と は pH の 影響 で あつ て 緩衝 液 の 成 
分 の 薬理 作用 で は な い 。 そ と で , と の 観点 か ら 緩 衝 液 を 
選ん だ 。 即ち 人 間 の 体液 内 に 正常 に 存在 する 成分 ( 加 
藤 , 福武 1950) で あつ て , 且つ その 濃度 は 正常 の 入 囲 を 
越え を な いも の が よい 。 成る べく と の 条件 に 一 う よ ょ うに 
McIlvain (1921) 液 及 び Menzel (1921) 液 を 選び , 飼 
養 液 の 容量 を 添加 し た 。 


pH 2.2~ 8.0: Mc Ilvain 液 (M/I10 ク エン 酸 十 
M/5 Na。HPO,。) 


pH 9^-11.5: Menzel 液 (M/5 NaHCO。 十 M/ 5 
NazCO。) 


ラノ し 
ーッ デ 
に 
汚 。 
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緩衝 原液 を 飼養 液 の 5 多 に な る よう に 添加 する と 作成 
分 の 測度 は リリ Mol と な り 成 分 に le 

は 一 応 無視 する と と が 出来 る 。 し < 

能 が く 48 時 間 で pH 0.2 以 内 の 変化 [中 っ た 。 流 は 4 
時 間 毎 に 更新 し た 。 


(2) 各種 pH 液 の 豆 に 及ば す 影 響 
2 の あがる で II 9。 4。 5。 お 。 YY ン き 9。 
10,10.8,11.5 の 名 種 の pH の 全 基 液 と 作 つ た 。 そ れ ら の 


飼養 液 を それ ぞ れ 200cc 宛 硝子 管 に 充 た し その 中 に 
ゃ 各 1 匹 宛 (合計 2 匹 ) の 鯛 虫 を 入れ て 観察 し た 。 同 一 
pH 液 で 観察 し た 銅 虫 匹 数 は 10 匹 (8 5, * 5) で , 平 
均 生 存 日 数 及び 平均 正規 前 進 運動 存在 期間 を 求め た 。 


Fig- 5. Influence of PH of fluid-media upon 
the length of survival and the duration of 
the lively locomotion of ascaris (Each dot 
shows the average of 10 worms. 2 ascariS, 
$@ and ゃ , were kept in 200 ml. of fluid- 
media buffered. Group were tested in saline 
water buffered. Group were tested in the 
Same media adding to dihydrostreptomycine 
50 microgrsm per ml, Penicillin 10 unit per ml. 
and D.H.A. 100 microgram per ml.) 
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Fig. 5 の 実線 で 表わし た 曲線 で ある 。 太 
い 線 が 平均 生存 日 数 , 細い 線 が 平均 正 # 上 人 生存 在 期 
間 で ある 。 縦 軸 が 日 数 , 横 軸 が pH で ある 。 
と pH 4 の 液 で 最長 の 生存 日 数 平均 18.6,。 pH 5 て 9 の 


実験 成績 は 


と れ を みる 











液 で 平均 8 日 前 後 。 pH 1011 の 液 で 平均 9 日 前 後 ご あ 
つた 。 正規 前 進 運動 の 存在 期間 は 略 々 生存 日 数 の 半分 で 

), 生存 日 数 に 比例 し て 消長 し て いる 。 

と の 成績 は 虫 が Alkali 性 の 腸 液 中 に 生存 する 事実 
と 矛盾 する 

この 矛 層 | し た 事実 を 解明 する 各種 pH 液 中 の 
実験 第 1 日 目 の 句 虫 の 運動 を し ち べ て た 。 そ の 結果 は 
天 示 し レ し た よう なつ だ 。 

即ち pH の Alkali 側 で は 正規 前 進 運動 が みよ ょ く 出 現す 
ろ る の に 反し , 酸性 出 で は 異常 運動 が 起り 易い 。 特 に pH 

2 の 液 で は 顕 虫 は 投入 後 か ら 頭 部 の 模索 運動 が 活 深化 
レ , 局 時 に 著 明 な 後方 伝播 波動 が 起 つ た 。 

し か し と の pH 硫 で も 間もなく 正規 前 人 運動 か 
た 。 駐 各 pH 液 中 で の 正規 前 進 運動 の 周期 は Locke 改変 
沈 中 の 周期 と 同一 で あつ て 各種 pH 液 に よる 差 が な い 。 

次 に 飼養 液 の 混濁 度 を みる と , pH 4 以下 及び pH 10 
以上 で は 全く 透明 で ある に 反し 。 pH 5 一 9 で は 混濁 を 


よ ゴ ) = 
中 レ / こ 


た - ルー 
/ こ 6 の 


みみ られ 


先 に 示し た 生存 日 数 に お ける 矛盾 し た 事実 と 上 記 の 曳 
の 運動 性 及び 飼 六 波 の 混 洒 度 か から. 考え 合 せ て みる と 
Fig 5 の 太い し 実線 の 生存 曲線 は 融 由 と pH 液 の 間 の 真 の 
関係 を 示す も の と は 思わ れ な 

恐らく は 微生物 の 繁殖 ガ Pe 
行 つ た 。 

(@) 抗生 物質 及び 抗 か て 
pH 液 の 映 虫 に 及ば す 影 響 。 

前 節 の 成績 を 検討 する 目的 で 抗生 物質 即ち S M507/cc. 
P10ucc。 抗 か び 剤 DA 1007jcc の 割合 に な る よう に 


『 す る と 考え て 次 の 実験 を 


が 剤 を 添加 し た 場合 の 各種 


飼養 液 に 添加 し て 微生物 の 繁殖 を 抑制 し て 前 節 と 全く 同 
ー の 実験 を 繰返し て みた 。 と の 抗生 物質 及び 抗 か び 剤 の 
濃度 は 後述 の 実験 に よ つ て 得 た 必要 に し て 充分 な 抑制 濃 
度 で あ 
その Fig. 5 の 点線 曲線 で ある 。 太い 点線 は 平 











Table 1. iii in the type of movement of the worm で RE to a wide range of the pH. 

4 衝 ンー 3 4 5 6 内 8 9 130 30.8 下 あ 
Remarkable increase of searching 
Nd: な ve か aad 5/10 1/10 1/10 1/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
Backward movement 10/10 3/10 4/10 3/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
Frequent change the course of 
More 3/10 3/10 5/10 5/10 3/10 4/10 1/10 2/10 2/10 0/10 1/10 
Feriod of each normal movement 14O 15.4 15.1 12.6 13.4 14.0 15.2 11.4 13.8 12.8 12.3 


in seconds 
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史生 存 昌和 線 細い 点線 は 正人 存在 日 の 近 動 を 時 し 生存 日数 正 電導 宮 存 在 間 共 


六 す る 。 し か し 中 性 及び Alkali 性 で は 広 広範 囲 に わた つ 


は 器 虫 は Alkali 側 即 ち pH 6 以上 で 生 て 頭 昌 は 適応 性 を 有する 。 運 動 も 安定 し 生存 日 数 も 長い 。 
之 に 反し 抗生 物質 及び 抗 役 神 と くに D. 是 . 作 . 添加 


が 日 雪が 3 著しく 延長 し 平均 18 日 内 外 # 
ご は 短縮 し 。 pH 2.2 で ( 





は 同値 で あつ た 。 


に よる 生存 日 数 と 正規 前 進 運動 期間 の 延長 


か が) 既 述 の よう に 顕 虫 飼養 の 研究 に は 微生物 の 影響 を 無視 


ャ デ > 


人 で する と と が 出来 な い 。 微生物 の 繁殖 を 抑制 する 目的 で 


NE に あら われ た 


ギド 人 CF 規 前 進 運動 現 の 上 難易 ) と 


Locke 改変 液 ( に 々 の 抗生 物質 及び 抗 か び 剤 を 各種 の 


K て ある 。 濃度 で 添加 し て , その 中 に 遇 虫 を 飼養 し て 至 適 抑制 方 法 


で 長い 生存 日 数 を 示し を 研究 し た 。 飼養 方 法 は 既 述 と 全く 同様 で , 同一 実験 に 


計 tR らち pH 4 ・ 


使用 し / た 豆 虫 匹 数 は WM こ あ つた 。 


只 っ (1) 単独 使用 の 場合 の 効果 。 


四 ( MM oe は 次 の 様 に 

: Alkali 側 で は 往生 物 は 
う て も 赤 Pe ょ 酸性 又は Akati 
し 難い の - で pH 液 6 


微生物 と 云 つて も 衝 種 の 生物 の 集 還 で ある か ら 単 独 使 
用 は 必ず し ゃ 有効 で は な い 。 し か し 複合 俳 用 の 前 提 と し 


両端 の 群 で は 顕 虫 の 生存 て 単独 使用 を 実験 し た . 

トド ろ 。 し WAF あ で な nh 実験 に 使用 し た 物質 は 8 M, P, D.H.A, POBA 
存 に 員 え ら Para-oxy benzoic acid ethylester) で ある 。 

に 基 は 人 抗生 物質 で ある 8S MI 及び 〒 に つい て は Wachsman 


た な つて 生存 日 数 が 胡 


ェ ニ 
二 ! 


便 


(1949) 梅沢 (1950), Wolf (1950) に よれ ば ぼ ば 感性 菌 に 


1 又は 弱 Alkali 」 竹 て C は YE (に ゃ 微生物 に も 至 適 環境 対す る 最少 有効 濃度 は 大 体 8 M507/cc, 10u/cc で あ 


は 交 


由 に 


ふ い ー 


る の で 結果 と ey E ei 
antneore 


る 。 そ と で と これら 物 質 の 虫 に 対す る 夫 性 試験 も 考慮 に 
人 れ て 十 倍 量 即 ち 8 ML 5007/cc, P 100u/cc を 添加 し た 


が FOR 飼養 液 を 作り 既 述 の 方 法 で 実験 する と , その 平均 生存 日 


殖 を 抑制 する と 中 性 
Mn 著しく 延長 し た 。 


数 は 対照 で め る Locke 改変 液 だ け の 場 合 に 比べ て 略 に 


【 
1 
『 
『 


舌 加 し た 場合 は 何故 生存 日 ” 同じ 日 数 で あつ た 。 と れ ら の 値 は すべ て 表 2 に まとめ て 


eo 
。 と の 問題 に つい て は 私 達 は 次 の 様 に 考 


お いた の で , これ を みる と SM 5007/cc で は 平均 生存 日 


ら pH 4 で は 始め か ら 10 日 ,( 表 中 標準 偏差 を 附 記 ) 平均 正規 前 進 運動 存在 其 
生物 質 間 6.1 日 ( 表 中 標準 偏差 を 附 記 以 下 同様 の た め 省 略 ) , 
ra P 100u/cc で は 前 者 10 日, 後者 が 6 日 で あつ た 。 と の 


Ne て きゃ 5 生 SN な い 


人 ea す る よ ウ に 各 干 顕 虫 ( (に 『 守 


成績 か ら 推察 する と SM も P る ゃ 細菌 の 繁殖 を 抑制 する 程 


D. 耳 .A 1007/cc 単 RevM4ie 度 の 濃 穫 ほぼ で は 魚 虫 に は 害 は な : い 。 し か し 単独 使用 で は 生 


gd 7.4 日 で あり , pH 4 の 液 に 抗生 物質 等 を 泊 
Py | WO か 
く D. 陸 .A の 有害 作 用 


Ci WWAeW 人 の て な り LA の 


存 期間 の 延長 は 出来 な いと と が わか つた 。 
抗 か び 剤 で ある D. 古 .A 及 ご PO BA で は どう か 。 
H.A . に つい て は Seevers (1950), 及び 相 磯 等 (1951) 
の 女 献 に よれ ば か び 類 の 繁殖 を 抑制 する た め に は 1007 
/cc 内 外 の 濃度 が 必要 で ある 。 PO BA に つい えも 之 に 


に 考え 準じ た 濃度 が 必要 と 考え られ る 。 そ と で SM の 場合 と 同 


る 。 即ち ち 。D . 耳 .A の 二村 
。 一 方 馴 虫 の 生存 力も 
往生 物 の 息 列 を 抑制 し 2 


到 適 飛 境 だ か ら 大 き 
た 場合 差引 計算 で は D. 
ょ カバ パー され て 生存 日 数 が 長 し た 。 

と め る と , 飼養 液 pH は 酸性 側 
虫 は 興奮 し て 種々 


H.A の 有害 作用 は 
(4) 以上 の 成績 を : 
を 行く 程 患 中 に と つて 有害 で あり , 





様 に その 10 倍 量 即 ち 両者 共 10007/cc の 濃度 の 飼養 液 で 実 
験 し て みた 。 そ の 結果 は 表 2 に みる よう に 著しい 害 作用 
が 出 て D. 耳 .A で は 平均 生存 日 数 2 日, POBA で は 
1.5 日 に すぎ な い 。 

そ と で 抗 か び 剤 は 鯛 虫 に も 有害 に 作用 する と と が わか 
つた の で D. 耳 .A . に つい て 次 の 実験 を 行 つ た 。 


( 51 ) 
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Table. 2. The infuence of antibiotics and antimycotics on the survival-1length 
and the duration of normal locomotion of ascariS 
Numbers Mean Surviral Mean duration of Mean period of 
Substances added of length with S.D. 和 ai 
2SCaTriS (in dayS) (in dayS) (in secondes) 
Coptro 16 11.4 土 2. 8 7。7 圭 1.8 J1.5 土 2.3 
に 8 12.5 二 2.9 6.0 王 3.1 
20 8 16.5 土 3.0 11.8 土 2.2 
50 8 10.8 土 3.3 5.9 詩 2.3 
D.H.A 100 10 6.7 土 0.9 2.2 土 1.0 15.8 填 3.3 
200 8 7.8 土 2.4 2.6 土 1.1 
500 8 3.6 呈 1。3 1.5 土 0.8 
1000 10 2.0 0.5 18.2 土 5.2 
SM 500 10 10.0 土 1.3 6.1 土 1.2 16. 05. 3 
P 100 10 10.0 土 2.4 6.0 主 1.1 17.4 土 5.8 
POBA 1000 6 ま .5 
P10 士 SM50 10 12.53。1 7.0 土 1.6 16.0 土 3。7 
P 10 十 SM 50 二 
_POBA 100 10 14.7 二 3.8 だ 全 6. ? 主 1.3 0 15.8 二 9.8 了 
| 10 10 12.0 土 3.8 6.4 王 2.5 
P 10 25 10 16.8 土 4.5 8.6 主 3.1 13.9 土 4.3 
+D H.A 50 8 18.8 土 3.3 9.6 土 2.9 14.9 土 3.2 
衝 ] 100 10 21.4 土 5.3 10.1 士 3.1 15.1 土 2.8 
†SM 50| 200 10 9.6 土 3.8 4.5 土 1.3 
| 5s00 10 4.3 土 1.2 1.1 二 0.7 
10 10 14.2 土 5.5 8.5 土 4.0 
P 10 25 10 14.0 土 3.5 8.2 土 3.3 
十 SM 50 10 21.0 土 4.4 12.3 土 4.1 
+pD:H.A 100 10 18, 5 土 3.5 10.5 詩 3.7 
100 200 10 17.7 土 4.7 10.9 土 5.2 
10 8 まま たき 2 8.0 土 2.3 
P 10 25 8 12.3 王 3.5 8.7 土 2.0 
十 SM < 50 10 21.4 土 5.3 10.1 土 3.1 15.1 二 2.8 
+D.HA| 100 8 16.8 土 4.0 9.3 上 3.5 
100! 200 8 15. 6 二 4. 5 9. 5 二 3. 2 











P 10 indicates 10 unit per ml. of NR other figures rmicrOgrn. 
per ml. of antibioticS and antimycotics. 





D.H.A. を 単独 に 各種 の 濃 


と ( 表 2 を 見 な が ら 説明 する と ), 1007/cc 以上 の 濃度 の られ る D.H.A. の 濃度 が 207/occ cc で ある と 考え られ る 。 
液 で は 対照 に 比 し て 交 生 施 日 数 も や 平均 正規 前 進 運動 存 ho 抗生 物質 及び 抗 か び 剤 の 各 有 効 濃度 に が て 組合 
在 期間 も 短縮 し て いる が ,507/cc で は 対照 と 同値 と な り せ 添加 し た 場合 の 成績 。 


度 で 飼養 液 に 添加 し て みる 


207/cc で は 著 明 に 平均 生存 日 数 も 平均 正規 前 進 運動 存在 


期間 も 延長 し た 。 





10 7/cc で は 対照 と 略 2 等 し い 値 で あ 





2 た 。 か び の 第 殖 を 打 ! 制 3 


る 能力 か あ : る が * 遇 貝 に 人 た 耐え 


当て 述べ た 様 に 単独 使用 で は 生存 日 数 の 延長 は あま 


り 成 功 し な か つた 。 と れ は 微生物 の 種類 が 多様 で ある た 
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め と 思わ れる 。 

そ と で 最初 に 考え られ る 組合 せ は SM 及び P の 添加 で 
ある 。 8 M 感 任 組 商 群 と 也 感 人 赤 群 は 異 る の て 両者 の 

組合 せ は 細菌 第 殖 抑 制 に は 充分 役立つ も の と 思わ れ た 。 
即ち 8M507/cc 及び 10u/cc を 併用 添加 する と その 成 
績 は 平均 生存 日 数 12.5 日 , 平均 正規 前 進 運動 存在 期間 7 
日 で あつ た 。 

と れ は 対照 の 成績 と 全く 同値 で あつ て 生存 日 数 延長 は 
在 成 功 で あつ た 。 

そ と で 抗 か び 剤 の 1 つ で ある POBA 100 7/cc を 追 
加 し て 8 ML, PF, POBA の 3 者 併用 添加 で 実験 し て み 
る と 若干 の 生存 日 数 延長 を みた 。 即ち 平均 生存 日 数 14.7 

日 平均 正規 前 進 運動 存在 期間 83.8 日 で あつ た 。 

上 記 の 成績 は 飼養 門 中 に 繁殖 する 細菌 及び か び 類 の 全 
部 の 第 殖 を 抑制 し な けれ ば 生存 日 数 の 延長 は 目的 を 達せ 
られ な いと と を 示し て いる 。 レ か し レ し 一 方 PO BA は 軌 虫 
Eee の いた めか 生存 日 数 の 延長 は あま り 成 功 


1 ー 


そ と で 次 に 8S MI, D.H.A の 3 者 併用 添加 の 実験 
を 行 つ て みた 。 す る と, S ML507/cc,。 エ 10u/cc, D . 古 .A 
入 6 濃度 で 3 者 億 用 し た 場合 に 平均 生存 日 数 21.4 
日 と 言う 好成績 を 得 た 。 こ と れ は 対照 の 生存 日 数 の 2 倍 の 
値 で ある 。 次 人 節 で と の 研究 の 詳細 を の べ る と と に する 。 

(3) 8M, P, D. 耳 .A の 至 適 渡 度 の 調査 

3 者 の 組合 せ を し ら べ る 場合 に 2 者 の 濃度 き add で 
1 者 の 濃度 を 化 さ させ て 至 適 濃度 を と いう 方 法 
を 用 いた 。 

先 づ 8 ML507/cc, F10u/cc (いずれ る 文献 に よる 最少 
有効 測度) を 固定 し 。D .H.A . の 濃度 を 10, 25。50, 
100, 200, 5007/cc の 6 種 に 変化 させ た 飼養 徐 を 作成 
し て 既 述 の 方 法 で 顕 昌 の 生存 日 数 及び 正規 前 進 運 動 存 在 
期間 を 測定 し た 。 と の 成績 は 表 2 の 中 段 に の せ あ ある 。 
と の 表 を みる と D . 古 .A .107/cc で は 対照 と 克 が な い が , 
257/cc より 1007/cc に 室 る まで 生存 日 数 も 正規 前 進 運 
動 存在 期間 も 著しく 増加 し , 私 達 の 実験 で は 1007/cc が 
最大 値 を 示し た 。 即ち 平均 生存 日 数 21.4 日 , 平均 正規 前 
ramn00Pva 処 が 200 7/cc 以上 で は 

EE し 507/cc と 1007/cc 

前 の 生存 日 数 の 差 は 推計 学 的 に は 有意 に な ら な か つ 


 / 
ン ) 


研究 する 。 


た 。 
そ と で 3 者 併用 で は D . 古 .A . の 濃度 は 50~ 10077cc 
が ょ いと と が わか つた の で , 今度 は D . 廿 .A . を 507/cc, 


又は 1007/cc, P10u/cc に 固定 し , SM の 濃度 を 10。 
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25。 50, 100, 2007/cc の 5 種類 に 変化 させ た 飼養 液 を 


作り 既 述 の 方 法 で し ちら べ て みる と , いづ れ の 場合 も 対照 
より 生存 が 延長 し て SM507/cc が 一 番 大 きい 値 を 示 レ 
た 。 即ち 平均 生存 日 数 21 日 , 平均 正規 前 進 運 動 存在 期間 
12.8 日 で あつ た 。 

と の 場合 に D .H.A.507/cc 群 と D . 古 .A . 1007/cc 群 
と ャ 人 靖 生 差 が あつ て 最高 値 は 等 し い が , その 外 の SM 
濃度 で は 全般 的 に D.H.A.507/cc 群 の ke 
じ CWtS3 と の 結果 か ら み る と 矢 張り 3 者 併用 の 到 適 濃 
度 は D. 耳 .A で は 507/cc で ある 。 

次 に D .H .A . を 1007/cc 又は 507/cc と し , SL を 50 
7/cc と 固定 し て , P を 2u/cc か ら "40u/cc まで 5 種 の 
濃度 の 飼養 湊 を 作 つ て , 既 述 の 方 法 で し らち ぐ で あな 。 そ 
* は いづ れる も 20 日 前 後 の 平均 生 存 日 数 を 示し た 。 こ と 
の 結果 は 違 に ! は 了 エ の 添加 が 不要 で は な いか と の 疑問 を 
起 さ せ た 。 

と と で 平 を 除い て D 下 A .507/cc,'S ML10 2007/cc 
の 各種 減 度 の 飼養 を ま 作 つて 実験 し て みた が ,。 を 添加 レ 

ぁ 合 と 同様 に 20 日 前 後 の 平均 生存 日 数 を 示し た 。 
この 節 の 成績 を まとめ る と 至 適 濃度 は 8 M507/cc, D. 
HH .A .507/cc, P は 不要 で ある 。 

(4) 本 実験 に 表れ た 種々 の 疑問 に 対す る 考察 。 

主 な る 疑問 は D .T. ee 
7/cc で 。 3 者 併用 時 の D .H .A . の 至 適 濃度 が 507/cc 叉 
は 1007/cc で ある と と で ある 。 と れ に つい ^ て 飼 半 不 中 の 
微生物 繁殖 の 実態 を 参 て 考え て みょう 。 

表 8 に 示し た よう に Locke 改変 液 だ け で 飼育 し た 場 
合 は 時 間 の 経過 と 共に 1cc 中 の 細 数 は 非常 に 増加 する 。 
と れ に 反し て 3 者 併用 添加 Locke 改変 訪中 に 虫 を 飼 
養 ( 液 量 200cc, 顕 由 2 匹 ) し た 場合 に は と の 第 殖 は 著 
し く 抑 制 さ れ て いる 。 と の と こと と か ら 頭 虫 の 生存 は 微生物 
に ょ つて 影響 を うけ て い < が か わる 。 D . 耳 .A. で 
は 主として か く て の 類 だ けが 制 れる の で D .H.A . の 毒 
任 と 関連 し て D .H.A . 単独 使用 群 で は 濃度 の 低い 20 
7/cc の と と ろ で 至 適 濃 度 と た な つた 。 し か し 。 3 者 併用 で 
は 微生物 全般 的 に 繁殖 を 抑制 する の で , 微生物 の 有害 作 
用 の 除去 と D . 古 .A. の 毒性 の 増加 と の 療 引 の 結果 で あ 
る 責 虫 の 生存 日 数 は D .H.A . 単 独 の 場合 より も 高い 濃 
度 で 最大 と な り , 従 つて 生存 日 数 も 単独 供用 の 場合 の 最 
大 値 ょ りゃ 造 か に 大 きく な る と 考え る と と も 出来 る 。 

S M は 上 遇 虫 に 無害 で ある に か か わら ず 至 適 測 度 は 50 
7/cc で あつ て 。 その 前 後 は や や 劣 つ た 成績 を 示し た 。50 


7/cc 以下 で は 有効 濃度 以下 で 生存 日 数 が 延長 し な いと 





の 結果 
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Table. 3. Bacteria number per ml. in the fluid-media (Agar-ager plate method) 








0 。 RDF nb _24 aa 48 hours 
Control (Modified Lock'es ee 90 340X10* 4500X10* 
Same medium 十 SM 50 zg/ml 
士 ア . 10 units/m1. 70 50 メ 10* 180x10* 


填 D.H.A. 100 zg/ml. 





SM indicates Dihydrostreptomycin, 
P・Penicillin, D.H.A.・Dehydroacetic acid. 


考え る WW 5077cc 以上 で か えつ て その 値 が 減少 する と と の 得 た 最大 値 で あつ た 。 
は 理解 に 苦し む な 。 と の 問題 は 各種 薬剤 の 併用 の 場合 に お 総括 と 結論 
ける 二 上 皇 抗 作用 る ia し て いる の か , 或 は 別 の 要 環 虫 を 人 工 的 に 飼養 する 場合 の 基礎 的 条件 と し て 先 づ 
素 に よる も の か 不明 で ある 。 解決 し な けれ ば な ら な ろ 問 題 は 飼養 液 の pH と 之 に 関連 
補 EE し て 液 中 に 第 殖 す る 微生物 の 影響 で ある 。 
(1) 抗生 物質 及び 抗 か び 剤 添加 の 飼養 液 の 特長 。 著者 等 は Locke 改変 誠 中 に 魚 虫 を 飼養 する 場合 に 起 
Ted 店 と 抽 す る と 時代 る 液 の pH の 移動 及び 液 の 混濁 の 原因 を 追及 し て , 微 生 


sw H て 混濁 する が , 抗生 物質 等 の 添加 され た 群 で は 物 の 影響 の 重大 な こと を 知り , 抗生 物質 及び 抗 か び 剤 等 
臭気 は 全く 無く , 混濁 も 少 い 。 き 大 使用 し て 至 適 飛 境 を 作る と と に 成功 し た 。 


] 





台 昌 は 死ん で 抗生 物質 等 が 添加 され て と 腐敗 と の 結果 を 総括 する と 次 の 如く な る 。 
せ ず , 下 体 分 解 も 起 ら な い 。 対照 で は 死ん だ 翌 上 分 (1) 人 pH の 変化 と 混濁 の 原因 は 加 虫 自身 と 液 
解 が 起 る 。 中 に 繁殖 する 微生物 と に ある 。 従 つて 一 定時 間 内 で は 顕 
(2) 飼養 液 量 の 問題 。 虫 数 の 多い 程 OH は 性 剛 に 移動 する る 。 し か し 無制限 に 
Ye 間 May 1 硝子 管 中 の 飼養 液 量 は 200 変化 する の で な く We H 5.5 附 近 に 安定 域 が ある 。 
。 顕 虫 は $ 宛 計 2 匹 を 投入 し て 実験 し て 来 た 。 騙 同 王 虫 数 で も 時 間 の 経過 と 共に 液 の pH は 酸性 側 
に = で MKR と FI な 4 ごち っ か Pi 人 h 変化 は 指数 函数 的 で 一 定時 間 以 
そ と で 1 硝子 管 に 1 匹 の 顕 虫 を 入れ 。 飼養 液 量 を 200 後 は 0 安定 する 。 
cc, 100cc, 50cc, 25cc の 4 種類 に 分け あ , それ ぞ れ の 液 の 場合 に 抗生 物質 と 抗 か び 剤 を 加え て 微生物 の 繁殖 
量 で の 生存 日 数 と 正規 前 進 運 動 存在 期間 を し ら べ た 。 但 fa 所 | 制す る と 移動 速度 人 即ち pH の 移動 に は 微 生 
し 同一 液 量 で 実験 し た 顕 虫 数 は 各 10 匹 (や 5, \ 5) で 物 の 作用 が と に 加わ る も の で ある 。 
ある 。 双 飼養 液 は Locke 改変 液 ご で ある 。 S MI507/cc, 火 と 液 の 混濁 に つい て る も 魚 了 自身 と 微 
P10u/cc, D .H.A . 507/cc の 濃度 に 添加 し て 微生物 の 影響 が あつ て pH の 場合 と 同様 の 関係 が 証 8 。 微 
影響 を 除い た 。 生物 の 影響 も る な か な か 大 きい 。 
その 成績 を みる と 流量 が 多い 程 生存 日 数 長く , 200cc (②) 入学 の 博 薄 議 肝 入れ で 液 pH の 句 昌 に 及 
て 平均 生存 日 数 28.8 土 2.7 日 , 平均 正規 前 進 運動 存在 期 ば す 影 響 も を みる と 抗生 物質 及び 抗 か び 剤 を 添加 し な い 場 
間 12.9 士 3.2 日 。 100cc で は 前 者 14.5 士 3.2 日 。 後者 , 合 に は 顕 虫 は pH 4 及び 10 で 生存 日 数 が 長く , その 両側 
18.0 土 1.6 日 50cc で ょ 前 者 10.7 土 3.0 日 , 後者 4.2 土 及び その 中 間 で は か ぇ る 人 コー 


1.6 日 , 25cc で は 前 者 8.8 土 3.0, 後者 4.0 土 2.7 日 で pH の 関係 を 示し た も の で は な い 。 そ と で 抗生 物質 と 抗 

あつ た 。 みか び 剤 を 添加 し て 実験 を 提 返 ナ と , 頭 虫 は pH 6 より 
の 結果 記 は 液 量 は 多い 方 が よろ し い 。 双 単独 飼養 の Alkali 側 で 生存 日 数 が 著しく 延長 し た 。 顕 虫 を 飼養 す 

ニー POMRoa ら 場 合 に 液 の pH は 中 性 用 ミア ルカ リ 性 に 保 た わ ね ば な ら 

存 日 数 平均 28.8 日 , 正規 前 進 運動 存在 期間 12.9 日 で ある な い 。 

に 対し て , 2 匹 入 れ た 群 で は 前 者 21 日 , 後者 10.1 日 て あ (3) 微生物 の 影響 が か ある と と が わか つた の で Locke 


即ち 単独 飼育 が よい 。 平均 生存 日 数 28.8 日 は 私 達 改変 液 に Penicillin G, Dihydrostreptomycin, Dehy- 


( 54 ) 
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droacetis acid 等 を 添加 し て 微生物 の 繁殖 を 抑制 する 作 
用 を し ら べ た 。 最適 濃 度 の 組合 せ を 求め た 結果 , SM50 
ー 1007/cc, D .H .A .50~ 1007/cc, エ 10u/cc が 最適 組 
合せ で , 平均 生存 日 数 21.8 士 3.6 日 , 正規 前 進 運 動 平 均 
存在 日 数 11.8 士 1.9 日 の 良好 な 成績 を 得 た 。 

(4⑭) 飼養 液 量 は 1 匹 当 り 180cc の 場合 に 平均 生存 

日 数 28.8 日 を 示 じ た 。 

稿 を 終る に 当り , 御 指導 を 賜 わ つ た 恩師 小林 教授 に 感 
謝 の 意 を 捧げ , 御 援助 を いた だ いた 細菌 学 秋葉 教授 , 千 
葉 大 学 医学 部 柳沢 教授 に 謝意 を 表し ます 。 
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S い て 報告 し た 
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SummarY 


Many people have attempted to keep ascaris 
alive in the artificial fuid media as long as pes- 
Sible, such being one of the most important 
moments for the fundamental research work on 
the worm. No beneficial ef 左 ects, however, on 
the survival-length of the worm have been 
obtained by any devices. 

Fluid media in which ascaris is kept for some 
time used to get turbid and its pH reading js 
shifted to the acidic side as the time passes by. 

We started to check the correlation between 
the survival length of the worm and conditions 
of the fid media for the living of the worm, 
the turbidity and the wide change ofpH. Out 
of these works conducted by us, it has become 
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clear that the turbidity and the change of pH 
of the fhid media are due to the development 
of microbes and to some of the metabolites of 
of the worm : and it iS assumed that these two 
moments are quite harmful for the Survival of 
the worm, however, all the attempts to check 
the turbidity and the change of the pH have 
been found of no avail. 

Some researcher renewed the mediumm every 
day, however, the survival length of Worrmm WaS 
proved shortened insteads. We added some 
antibiotics and an antimycotic-dehydroacetic acid 
to the fluid media for the prevention of the 
development of the micro-organiSrmnS renewing 
the fid every 48 hours. 

Thus, in modifed Locke's solution (NaC1 0.95 多 , 
KC1 0.42 ダ , CaC1 0.024 ダ , NaHCO。 0.015 め , pH 
7.8) which contains Dihydrostreptornycin 50 rmnicrO- 
gram per ml, Penicillin 10 units per ml and 
Dehydroacetic acid 100 microgramn per ml could 
keep the worm for 21.4 days for the control. 

It was impossible to keep than 12.5 days in 
the same solution containing Dihydrostreptomycin 
and Penicillin.。 This might be due to the com<- 
bined works of harmless antibioticSs and a 
relatively low toxic antimycotic found in the 
fuid media inhibiting the development of the 
mnicrO-OrganiSmS main1y. 

In the physiological saline having the range of 
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p 耳 2.2-11.5, when the medium renewed every 
48 hours, the longest length of survival of the 
worm was proved at pH 4.0, pH 11.0 coming 
next and the shortest was around the neutral. 
This may mean that the ascariS iS more af- 
fected by the development of the micro-OrganiSmnS 
than the pH of the media. 

In the same media containing both antibiotics 
and Dehydroacetic acid, the survival length was 
shortened at pH 4.0, and it Was prolonged at pH 
6-10 remarkably. The fid media of pH 5-9 
were proved turbid soon in the course of the 
test, however, the turbidity failed to come out 
when the antibiotics and an antimycotic were 
added to the media, showing the remarkable 
prolongation of both the survival of the worm 
and the duration maintaining the lively locomo- 
tion. Dehydroacetic acid 100 microgram per ml 
exerted the toxic effects upon the worm, though 
it can be beneficial for it in the combination 
with antibiotics. It isS assumed Dehydroacetic 
acid happens to be toxic at pH 4.0 even it be 
combined with antibiotics. 

In the neutral and slightly alkaline reaction, 
Dehydroacetic acid may exert by far stronger 
effect which come from againSt the development 
of mnicro-organisms than the toxic effects of 
themnselveS. 
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釣 虫 卵 検査 法 の 研 完 
(3 ) . 直接 抹 法 の 再 検討 


佐 藤 


「 3 > 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 31 年 


従来 , 釣 虫 感染 程度 を 測定 する た め の 多 虫 排卵 量 の 定 
量 的 検査 法 と し て Stoll's dilution 0 me- 
thod (以下 Stoll 氏 法 と 略す ) が 広く 用 いら れ て き て い 
る 。 と の 方 法 は 1923 年 Stoll に ょ つて 創始 され ,。 さら に 
1926 年 Stoll 錠 Hausheer に よ ょ つて 若干 方 法 が 簡便 化 
され て 現在 に 及 ん で いる 。 そ の 方 法 の 概要 を 記す と 。 ま 
ず 1 回 排 洪 全 尿 の 竹 所 か りら 正確 に 科 量 され た 1 < 数 g の 
部 分 尿 を リ -N 昔 性 ソー タダ 溶液 に 浴 か す 。 そ の 時 尿 1g 

が 溶液 15cc 中 に 含ま れる よう な 比率 た に す る 。 次 に 殿 の 粉 
砕 を 充分 に する た め に 小 硝子 球 を いれ て 容器 を よく 振 肖 
し, 均等 な 息 卵 * 大 波 を 得る よう に と 替 め る 。 そ の 選 落 液 
0.15cc, 簡便 法 で は 0.075cc を キビ ペッ ト で 吸 肥 つて スラ 
イド グラ ス 上 に 取り 。 カバ ー グ ラス で お ゝ no 
その 中 の 虫 卵 数 を 数 える 。 と うし て 得 ら れ た 虫 卵 数 は 
0.15cc と つた 時 な 殿 10mg, 0.075cc と つた 時 は 民 5 中 中 
の 東 卵 散 に 相当 する か ら と れ を 殿 1 g 中 の 忠 卵 数 ym 
する 。 と の 単位 量 尿 内 虫 卵 数 を 釣 虫 感染 量 の 示 標 と 
に は , さら に 肉眼 的 に 識別 され た 尿 硬 度 の 各階 和 公 に お いし 
て , 経験 的 に 得 ら れ た 係数 に よ つ て 補正 を 行う 。 

以上 の Stoll 氏 法 操作 の 主要 眼目 は 次 の 2 点 に ある と 
思わ れる 。1) 採 取 尿 量 を 正確 に 笠 量 し , か つ 稀 窟 度 並び 
に 稀釈: 続 の 投 胡 所 時 な 一 定 に する と と に ょ つて 排卵 量 
測定 を 厳密 に 定量 化す る 。2) 尿 内 虫 卵 分 布 の 不 均等 性 を 
用 し て 人 司会 前 か と つた 吉本 の 知人 
を 作り , 虫 卵 分 布 の 均一 化 を は か る 。 

か し 以上 の 2 点 の 中 2) を 考慮 せ ず 1) の ルー ズ な か 直接 
塗 抹 法 に よ つ て ぁゃ 釣 下 寄生 数 を 概算 ご きる と と は , 従来 
Smillie (1921)。 Cort 層 Payne (1922), Keller (1934) 


等 たよ つて 報告 きれ て いる 。 Hausheer 層 Herrick 








SZ227 を o Sgfo: Studies on the fecal examination 


for hookworm. (3) The critical study of the di- 
rect smear method in the diagnosis of the grade 
of hookworm infection. (Department of Parasi- 
tology, Nationai Institute of Health. Tokyo, Ja- 
D3n.) 


(57 ) 
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(1926) は , 熟練 し た 技術 者 に ょ る 直接 塗 抹 法 は 尿 1 g 
内 虫 卵 数 が 300~ 500 以 上 の 時 に は か な り 正 確 な 値 を 与 
える と いう と 2 披 告 し て いる 。 さら に 平井 (1926) は 
笠 量 白金 千 を 用 いて 直接 塗 抹 法 を 定量 化し , その 方 法 が 
Stoll 氏 法 と ほ ゞ 同様 な 正確 性 を も つと と を 報告 し て い 
る 。 ま た Beaver (1949) は , phothoelectric foot- 
candle meter に よ つ て 一 定 濃度 の 塗 抹 標 本 を 作る と 
その 中 の 下 卵 数 は 同一 尿 に つい て は ほ ぶ ゞ 一 定 で , その 変 
RA し ろ Stoll 氏 法 に よる 価 よ りや ゝ 小さ いと と 
を 報告 し て いる 。 
以上 の 幸人 は 銘 虫 卵 の 尿 内 均等 分 布 の 想定 を 示唆 す 
る 。 私 は 先 に と の 想定 の も と と 実験 を 行い , 本 研究 の 第 
1 篇 に お いて 殿 単 位 量 内 釣 虫 卵 の 分 布 型 は ポア ソン 分 布 
で 近似 きれ, 従 つ て 釣 虫 卵 は 尿 内 に ほ ゞ 均等 に 分 布 し て 
いる と と を 報告 し た 。 
続い て 第 2 篇 に お いて , 必 単 位 量 内 虫 卵 敷 は , 釣 虫 の 
寄生 数 に 変化 か が な く て る 種々 の 要因 に ょ つて 変動 し うる 
と と , 及び と の 変動 を 補正 する た め に 従来 用 いら れ て き 
0 の 方 法 は 何れ も 必ず し ゃ 有効 で は な いと と を 明か 
こし た 。 即 ち 役 検 単 位 尿 量 を 厳密 に 定量 化し て も , それ 
ト つ て 魚 虫 感染 程度 を 定量 的 に それ ほど 厳密 に 指示 す 


る と と は で き な い と 考え られ る 。 か な り の 誤差 の 巾 を 予 
定 し な けれ ば な ら な い 。 


私 は , 以上 の 撲 点 か ら , 種々 の 制約 を うけ が ちか 実際 
検査 に お いて , 方 法 が 複雑 で 実験 誤差 の 入り 易い (Stoll 
層 Hausheer, 1926) Stoll 氏 法 を わざ わざ 用 いる と と 
疑義 を も つた 。 そ し て と れ に た 代 る 簡易 で 実施 し 易い 釣 貝 
感染 程度 測定 法 と し て 従来 の 直接 塗 抹 法 を とりあげ, そ 
の 意義 に つい て 再 検 討 を 試み た 。 

『 厚 生 省 衛 生 検査 指針 』 に ょ つて 規格 化 さ れ た 直接 落 
抹 3 枚 法 を 検討 の 対象 と し , それ に よる 和 被 検 単位 尿 量 と 
その 変動 状況 に つい て 調べ , 直接 塗 抹 法 の 感染 程度 測定 
法 と し て の 限界 , 精度 を 検 し た 。 な お 指針 の 概要 を 示す 
と , まず スラ イド グラ ス 上 に 水 一 滴 を と る 。 そ の 量 は 18 
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X18 叫 カバー グラ ス で お お つ 
つて し か ae Sa 山 な い 和 


18X18mm カ バー グラ ス ea 
する 殿 量 は マッ 2 く 
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第 1 表 通常 検査 に 供 き れ た 尿 に お け 
る 著 燥 量 比率 分 布 (括弧 内 ) 





尿 乾 燥 東京 都 茨城 県 茨城 県 
量 比 率 南 多摩 保 大 宮 保 健 計 
() 健 所 管内 所 管内 所 管内 





5 9( 0)、 4(530) 0GO ) 46 
10 ン (6) (235) . 3( すす) 6( 6 
15> 21(25.3) 11(13.8) 7( 7.2) 39G5.4) 
20 一 15(18.1) 13(16.3) 20(22.0) 48(18.9) 
25 。 14(16.9) 15(18.8) 22(24.2) 51(20.1) 
30 ン 。 11(13.3) 14(17.5) 12(13.2) 37(14.6) 
35 一 。 10(12.0) 12(15.0) 15(16.5) = 6) 
40<> 5( 6.1) 5( 6.3) 11(12.1) 21( 8.3 
45-> 2(.2.4) 2( 2.5) 2 の (229) を ( ああ 
50 ン 2( 2.4) 2(285) 3 さ ( よ 9) ( 2.0) 

( 0 


5 
55 一 0(0 ) 0(O ) 0(0 ) 0 ) 





計 83 80 91 254 





集 2 表 彼 検 の 修 汰 








8 層 乾 燥 基 比 率 ( ) 


肉眼 上 SE 
> 諾 中. 全 内 壮 四 
尿 硬 度 値 一 値 値 





MD 


1 暗 福 色 有形 硬 便 38.8 一 41 .1 40.1 200/150 
H 茶褐色 有形 便 26.6 一 33.3 28.8 200/130 
MI 黄 褐 色 有形 軟便 24.1 一 26.6 25.7 200/130 
IV 黄 褐 色 混 状 便 17. 2 一 18.8 17.6 200/ 90 








下 に lux-meter の photho-cell を 固定 し , 最初 感光 膜 
を 除去 し た 清 沙 な 暑 板 を photho-cell の 上 に お いて それ 
を 透過 す る 光 が 200 ル ックス に な る よう に 光源 ラン プ を 
調整 する 。 次 に 各 尿 に つい て その 0.5g を 正確 に 笠 量 し 
て 10cc の 水 に よく 溶かし て か ら そ の 1 cc を 同様 な 乾板 上 
に 作 つ に 2.5cm: MG に 平等 に 拡げ る 。 そ れ を 
SN の 上 に お いて た 光 を 9 する 。 その 
時 の 照度 の 価 の 低い も の な ど 境 が 強く つま り 濃 度 が 
高い わけ で ある 。 その 時 の 賠 度 を 文 と する ee 
200/X と 表し た 。 表 に よる と 必 乾 燥 量 比率 の 高値 を ト 
ナ も の ほど 選 謙 度 る 高く, 先 の 見 前 を う ら づ け す る 
お TH と に お い 32 
差 が 検出 され て いな い 。 と れ に つい て は 理由 と し て 同 者 
の 必 乾 燥 量 比 率 の 差 が 僅か で し か も の 方 が 明 色 で ある 
と と が 一 応 考 えら れる が , 検査 の 実際 に お いて 土 5 ルッ 

















昭和 32 年 3 月 (1957)〕 
クス 程度 の 誤差 を 見 と し て お く 必 要 が ある と 見 られ る の 

で 確定 的 な と と は いえ な い 。 

 ) 検査 方 法 

1 採取 単位 尿 量 と その 変動 : 実際 検査 に 模 し て 次 の よ 
う な 方 法 で 検 し た 。 

No.1 ^ の 半生 湿 室 に いれ て 番号 順に 並べ る 。 
投 検 技術 者 は 予め 衝 量 し て ある 楊 子 て 塗 抹 所 要 量 の 層 を 
取る 。 そ れ を 楊 子 ど ee 量 し て 先 に は か つた 楊 子 の 重 さ 
と の 差 か ら 採 取 尿 量 を 知る 。 被 検 技術 者 は , 笠 量 を 終 
つた 殿 を スラ テラ イド 人 eo と つて ある 水滴 に よく 
溶かし て 均等 な 殿 稀 釈 液 を 得る ょ うに 努め る 。 水滴 の 量 
は 指針 の 規定 に 従 つ て 所 要 量 を ほ ゞ 50mg と 決め た 。 実際 
に は 注射 器 を 用 いて 科 量 し た が 予め 調べ た 50 標 本 の 平均 
値 は 49.6mg 土 0.12 で あつ た 。 次 に 殿 落 液 が 均等 に 拡がる 
ょ うに 注意 し な が ら 18X18 咽 カバ ー グ ラス を の せる 。 と 

s 抹 標本 作製 の 操作 は 下 に 新聞 紙 を 敷い て 行い ,。 常に 
肖 基準 が 彼 検 技 電導 の 秋天 た ある ょ う に し た 。 殿 を 落 
か し 終え た 楊 子 は 直ちに 笠 量 し て 楊 子 失 に つい た 殿 溶 液 
の 量 を は か る 。 と の 操作 を 各 尿 に つい て 順次 8 回 づつ 繰 
メ す 。 即ち 各 尿 か ら 3 枚 づつ の 標本 を 作 つ て 各 尿 を 一 巡 
ら と 最初 の ) 尿 に も どり , と れ を 繰返し て 竹 人 が 各 尿 に 
つい て 全部 で 50 標本 づつ 作る ょ うに し た 。 衝 量 に は 全て 
トー シ 委 ン バ ラ ンス を 用 いた 。 
) 濃 度 基準 及び 濃度 許容 限 』 に お け る 尿 量 と その 変 
動 :} 以上 の 操 御 を 皇 つて いる 被 検 披 術 者 を 観察 する と , 

必 か ら 3 枚 づ つの 標本 を 作る 時 , 最初 作 つ た 標本 の 濃 
度 に ょ つて 次 の 標本 作製 の 時 の 採取 尿 量 を 調 館 し よう と 
する 送 ANN 即ち 検査 指針 に よ つ て 指定 され た 
濃度 基準 を 各 場 合 に 適用 し て 採取 尿 量 を 調節 し て いる 。 
の っ た 標本 が その 濃度 基準 か ら は づれ て 

も , 実際 に は と の 程度 な ら そ の ま ゝ その 

と いう 許容 限界 濃度 も 各 人 が も つて いひ る 

ト う で ある 。 そ し て 標本 の 実際 の 肥 捨 は と の 許容 限界 渡 
度 に お いて 行わ れ て いる 

と の よう に 採取 選 量 は 江 度 基準 を 目標 に 調節 され , 許 
容 限界 濃度 に よ つ て 変動 の 範囲 が 決め られ る と 考え られ 
る が , と の それ ぞ れれ の 二 訂 に ナ る 尿 量 は , 濃度 の 決め 
万 の 各 人 に ょ る ずれ に ょ つて も , 展 性 状 の 相 異 に よ つ て 
5 変動 を ます る 本 科 び ある の で 一 応 調べ て みた 。 

方 法 は , ーー の 既 知 な 各 濃 度 の 沙 抹 標本 
の 系 列 を 作り 人 に 基準 濃度 及び 許容 限界 濃度 の 上 限 

と 下限 を 指摘 させ て 験 し た 。 通常 の 塗 抹 標 本 に 換算 する 
時 , 採取 単位 尿 量 が 0.5 呈 づつ の 段階 で 変化 する よう な 


和民 








虹 で ある 。 と の 答 人 間 の ふれ は それ ぞ れ 
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卒 抹 標 本 の 系 列 を ま 作 つた が , 殿 の 衝 量 誤差 を 少く する た 
2 


め 段 階 の 単位 尿 量 を 1 本 と と し た の で , カバ ー グ ラス ぁ 休 
面積 の 18X86 叫 の 大 き さ の も の を 用 い 。 稀釈 水 も る 倍 量 に 
レ た 。 


観察 成績 と その 検討 

1 ) 塗 抹 単 位 尿 量 と その 変動 

竹 人 の 各 尿 に お ける 塗 抹 尿 量 に つい て の 観察 結果 を 表 
3 6 に 示し た 。 な お 最初 楊 子 に 名 取 し た 殿 量 は 厳密 
に いう と その まま 沙 抹 標本 中 に 含ま れる 量 に は な ら な 
いわ け で ある 。 つ まり 湊 抹 し 終え た ぁ と 楊 子 失 に 幾 分 か 
づつ 殿 藩 液 が 残る た め に 減量 する 答 で ある 。 の ポー 
に 残る 展 溶 液 の 量 は 各 人 の 塗 抹 の し か た で 幾 分 か づつ 
ふれ を 示す が , 5 人 の 検査 者 の それ ぞ れ の 平均 値 は 3.8 
mg 士 1.31。 4。5mg 士 1.80。 5。0 中 土 1.75。 3。4mg 土 1.78。 
3.9mg 土 1.84 で あつ た 。 つ まり 稀釈 水 を ほ ゞ 50 呈 と する 
ぞ れ その 10 多 前 後 の 量 ・ 9 る 。 人 従 つて その 中 に 
る 必 量 は , 最初 採取 し た 尿 を 笠 量 する 時 の 誤差 範 
り 得る 程度 の 微量 と 考え られ る の で , 以下 最初 の 
Fe 量 を その ま ゝ 人 湊 抹 尿 量 と し て 述べ る 。 


表 3 に 答 沙 抹 標本 1 


と それ 
とこ 4 し 


和 ・ 各 尿 に お ける 
50 標 本 平均 値 と その 標準 偏差 を ま 示 し た 。 な お 各 人 ・ 衝 殿 
別に 一 括 し た 場合 の 平均 値 , 人 出 末 の 最 修 値 と 最大 
値 , PR 表 中 右 信 に は さら に 全 標 本 を 一 括 し た 
場合 の それ ぞ れ の 価 を 併せ 示し た 。 

表 に ょ つて 衝 1 枚 標 本 の 塗 抹 尿 量 を みる と , その 全 標 
本 平均 値 は 3.9mW。 各 出現 値 の 最小 値 一 最 大 値 は 0.5m 
と 12.0mE で ある 。 

上 記 各 出 現 人 値 の 変動 は か な り 著 し 変異 係数 50%)。 
art 当然 考え られ る 
が , な お 各 人 ・ 各 尿 に お ける 50 標 本 平均 値 を みて も その 
変動 は か な り 者 し く ,。 その 最小 値 一 最大 値 は 1。7 貴一 
6.0mg な の で , MP び 必 性状 の 本 異 も 塗 抹 尿 
。 以下 と の 


で も 


量 変動 に 関 司 する の で は な いか と 考え られ る 
塗 抹 尿 量 動 の 相 因 と つい て 検討 する 。 

1) 技術 者 及び 礎 性 状 の 相 上 異 に よる 変動 ・ 先 づ 同 一 殿 
に お ける 人 技術 者 の 沙 抹 尿 量 平均 値 を みる と 各 人 の 間 に 
か な り の ふれ が み ら れ る 。 No. 1 の 展 に お いて は 各 人 
間 の 最小 平均 値 ( 表 3 中 下線 を 附 す ) ~ 最 大 平均 値 ( 表 
3 中 上 線 を 附 す ) は 1.7 中 8.8mg, No. HI. 2.8mg て 
5.4mg, No. 則 . 3.6mgー 4.5mg, No. IV. 5.0mg- 6.0 
錠 以 下 の 和 危険 
率 で 有意 で あつ た 。 
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第 3 表 各 人 ・ 各 に お ける 藩 抹 尿 量 と その 変動 (1 枚 標本 ) (単位 mg) 
各 人 
出現 値 














別 








変異 係数 
















平均 値 。 最小 値 
最大 値 
A 。 す 31.09 5.4 エ 1.55 4.5 土 2.26 _5.0 王 1.89 | 4.1 1.5 一 9.0 67.6 
B 2.5 圭 0.54 3.4 王 1.73 3.6 二 1.28 6.01.85 | 3.9 1.0-11.0 47.9 め 
C 2.7 王 1.10 3.5 土 1.26 4.2 王 1.94 5.8 寺 1.88 | 4.0 0.5ー11.0 51.3 ぢ 
D 1.7 二 0.72 2.8 二 1.15 3.7 キ 1.21 5.21.85 | 3.3 0.59.5 52.4 狐 
E 2.2 王 1.04 3. 21.12 4.01.65 5.52.15 | 3.8 0.512.0 49.6 ダ 

























































各 平 均 値 。 2.5 3.7 4.0 9 " 間 
朱 。 出 現 値 しい js こ e.o 1.0-11.0 1.0 一 10.0 1.512.0 | 0.512.0 

最小 値 最 大 値 | 3 コ レ ジン ジン | 50.02 
別 変異 係 教 44.1 め 44.8 狐 44.0 め 34.4 め | 0. 





炊 に 同一 人 に お ける 背 抹 果 量 平均 値 を 合 尿 列 に みて の 抜か 濃 す ナ ぎ な いよ うに 注意 し て いる 様子 が 観察 され 


く と 。 や は り 各 > か な り の ふれ を 示し て いる 。 技術 者 A た 。 

で は 衝 殿 間 の 放 か 平均 代 ご 最大 均 値 は 8.8mg ご 5.4 また 同一 人 に お いて 和仁 尿 別に 塗 抹 尿 量 平均 値 を みて め ゆ 
mg, B で は 2.5mg 6.0mg, C で は 2.7mgー 5・8mE, D く と 。 多少 の 例外 は ある が 概ね 1 <』<<Y の 順に そ 
で よ 1.7 中 5.2mE。 也 で は 2.2mg て 5.5mg で ある 。 と の 価 が 大 きく な る 傾向 が 見 られ る 。 各 人 を 一 括 し て の 平 
の ふれ は 何れ も 1 以下 の 危険 率 で 有意 で あり , し か も 均 値 で も , 尿 No. 1 . 2.5mg, No. 』 . 8.7mg。 No. 
上 記 の 衝 人 間 の ふれ より むし ろ 顕 著 の よう で ある 。 WM. 4.0mg, No.IY.5.5mg と 同様 の 傾向 を 示し て い 


そ と で 表 8 に より , 殿 性 状 の 相 異 を 無視 し て 一 括 し た る 。 比率 で 示す と ほ ゞ 1 : 1.5: 1。6: 2.2 と 変動 し て 


各 人 に つい て の 沙 提 量 平均 値 の 変 員 人 ( 表 中 谷 人 唱和 ? の 各 尿 に つい て の 展 疹 爆 量 比 素 を 参照 する 
変異 係数 ) 5 技術 者 の 相 異 を 無視 し ー 括 し : た 各 尿 に と 。 その 人 と 人 ほ さ 首 比 例 し し レ し て い る と と が わか る 。 即 ら 二 


つい て の 沙 抹 尿 量 平均 値 の 変異 係数 (中 # 尿 別 変異 係 燥 量 比 率 の ょ り 高 値 を 示す 民 。 殿 硬度 に つい て ! >) ま エ 


人 の いい いい ハ ん ( は 、 よ 


数 ) を 比較 し て みる と , 前 者 は 47.9 多 67.6, 後者 は り 硬い 必 ほど 塗 抹 尿 量 が 減じ て ! ゆく 傾向 か み ? 


米 量 が yo 
94.42 一 44.422- PR て いる 。 や は り ?) PP る 変動 : 表 8 に より , 人 。 合 必 
答 尿 間 の ふれ の 方 が 大 きい 。 Ne 人 50 標 本 平均 値 の 標準 偏差 を みる 中 


即ち 塗 抹 尿 量 平均 値 は 技術 者 及び 必 性 状 の 相 異 に よ つ 何れ も か な り 高 値 を 示し て いる 。 即ち 同一 技術 者 
て 推計 学 的 に 有意 な 変動 を 示し , 従 つて 両者 と も 北 抹 標 材料 を も つ て し て を 。 衝 量 が 目 分 量 で 行わ # 5 
本 作製 の 際 の 塗 抹 尿 量 変動 の 要因 と な り 得 る と 思わ れる 量 誤差 に よる 変動 が か か な り 著 し く な る 
が , その 中 特に 尿 性 状 の 相 異 の 方 が より 大 きく 変動 に 関 と の 衝 量 誤差 2 交 動 の 得度 は 人 技術 着 の 冬 量 の し みた で 
与 す る も の と 思わ れる 。 異 り 得る と 思わ れる の で , とれ を 調べ る た 2 が に 各 
次 し YR ょ る 塗 洒 尿 量 変動 の 傾向 を みる 。 人 ・ 各 尿 に お ける 塗 抹 尿 量 変異 係数 を 示 レ た 。 表 中 , 
再び 表 3 に より 同一 尿 に お ける 人 各 技 術 者 の 塗 抹 尿 量 平 


出 


均 値 を 一 覧 する と 。 技術 者 D は 尿 No. 1, H』, に お い 第 4 表 答 人 の 作 礎 に ける 人 抹 尿 量 変異 作 数 () 
て 各 人 間 の 最小 平均 値 を 示し, 技術 者 A は No. 1。 上 OMOR NII 7 RE 均 
, に お いて 生 人 間 最 大 平均 値 を 示し て いる 。 全 一 ーーーーーーーーーーーーーー ーー 


32.8 28.7 49.7 37.8 37.3 
21.7 50.9 35.7 30.9 34.8 


括 し て の 平均 値 ご で は や は り 4。 4.1mg て 各 人 間 最 大 平均 ー 
C 41.5 36.0 46.4 32.3 39.1 
D 
EE 


値 ,D, 3.8mg で 各 人 間 最 小平 均 値 を 示し た 。 即 ちと の 実 
験 に お いて は A に お いて より 多く 衝 量 する 傾向 。D に お 
いて より 少く 笠 量 する oe * み られ た 。D は 塗 抹 初 心 者 
で , 検査 指針 の 濃度 基準 に か な り 神 経 質 に 留意 し ,。 特に 


32.6 41.7 32.8 26.1 33.3 
46.6 34.6 40.9 38.9 40.3 
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第 5 表 各 人 の 各 尿 に お ける 沙 抹 床 量 出現 値 の 範囲 (単位 mg) 












I 06 III IV 
範囲 範囲 範囲 範囲 
AA 4.5 1.5 一 6.0 8.5 2.5>11.0 7.5 1.5 一 9.0 7.5 1.5 一 9.0 
B 4.0 1.0 一 5.0 8.5 1.0 9.5 6.0 1.0 一 7.0 7.5 3.5 一 11.0 
C 4.5 0.5 一 5.0 6.0 1.5 ン > 7.5 9.0 1.0 王 10.0 9.0 2.0 一 11.0 
D 3.5 0.5 一 4.0 7.5 1.0 一 8.5 6.5 1.0 7.5 7.5 2.0 一 9.5 
E 5.0 0.5 て 5.5 5.0 1.5 6.5 6.0 1.5 7.5 10.0 2.0 一 12.0 





別に 各 技 術 者 間 の 変異 係数 最大 値 に は 上 線 , 最小 値 に 


は 下線 を 附 し て 示し た が , と れ を 参照 し て みて ゆく と い 


づれ か と いう と 技術 者 D に お いて 変異 係数 が より 小さ 


く 。 に お いて より 大 きい よう で ある 。 即ち 技術 者 D に 
ぉ S【 \ て 衝 量 誤差 変動 が ょ り 小 さい 傾向 。 世 (に お し いて よ り 
大 き い 傾 向 が 見 られ を 。 D, 選 ,。 共に 塗 抹 初 心 者 で ある 


※. 細心 に 笠 量 し て いた た め 変 生 


比較 的 少 か つた の で は な いか と 思わ れる 。 


表 5 に は 衝 量 誤差 に ょ る 変動 の 範囲 の 実際 の 価 と , そ に お ける 
合 の 平均 値 と 各 出 現 値 の 最小 値 一 最大 値 , 


の 上 限 に お ける 塗 抹 尿 量 を 示し た 。 と れ に よ ょ る と 変動 の 


範 朋 は 各 人 に ょ つて も ゃ 多少 の ふれ が ある が 。,。 殿 性 状 の 
に ょ る ふれ は より 顕著 で , 箇 囲 及び 上 限 , 下限 に お ける 
塗 抹 尿 量 は , それ ぞ れ 殿 硬 度 を 参照 する 時 平均 値 が 示し 
た の と 同じ 傾向 を 示し て いる 。 即ち 則 硬度 の より 硬い や 
の ほど 量 が 少く な る 傾向 を 示す 。 し か し て 範囲 の 最大 値 
は 技術 者 , 尿 NNo.IW, に お ける 10.0 中 で , そ の 上 限 及び 
よる と 人 金 は 才 本 の 0 欠 。 3 


りう 


下限 C さき ) 殿 EK 量 は 12。 0m 5 0mE で ある が き 表 3 に 


ム 
プ 

七 

に っ て 


ル デ と ルキ 
い ー っ 、 


の 全 標 本 変動 に 与え る 影 
し か し 以上 の 衝 量 誤 
量 に つい て みれ ば か 


は 11.8mg と な 


赴 ? は か 
A 発 変動 は , 沙 抹 8 枚 標 本 合 
な り 軽 減 さ れる 可能 性 が ある 。 前述 
に , 塗 抹 に 際 し て は 最初 作 つ た 傘 抹 標 本 の 濃度 に 
次 の 標本 の 塗 抹 尿 量 の 調節 が 行わ れ て いる か ら 。 
尿 量 変動 が 平均 化 さ れる と 考え られ る 。 従 つて , その 全 
TH わけ で ある 


こ 基 い て に 枚 塗 抹 総 


な り 大 きい と 思わ れる 。 
計 の 展 


全 標 本 を 通じ て の 平均 値 と 各 出 現 値 の 最小 値 最 大 
値 及 び 変 異 係数 を 示し た 。 と れ に よる と 全 標 本 の 平均 値 
り , 各 出 現 値 の 最小 値 は 3 .5mg, 最大 値 は 
29.5mg で 最大 値 は 最小 値 の ほ ゞ 8.4 倍 , 変異 係数 は 39.5 
で あつ た 。 衝 1 枚 塗 抹 標 本 に お ける 全 標 本 の 変動 状況 
は , 表 3 に より , 最小 値 0.5mg, 最大 値 12.0mg で 最大 値 
変異 係数 は 50 タ で ある か ら , 3 枚 標本 











き 。 出 現 まう ) 3.5 一 14.5 6.0 一 20.5 5.5 一 25.0 8.029.5 


最小 値 一 最大 値 
論 異 係 数 


| 


本 を 坦 げ : て の 最小 値 最 大 値 は 0.5mg>12。0mg で ある の 全 標 本 変動 は か な り 軽 減 さ れ て いる 。 
と の 箇 囲 は 11.5mg で 両者 に 大 券 な く , 冬 量 誤差 変動 な お 以上 の 塗 抹 標 本 に お け 衝 量 誠 動 は , 各 出 現 
第 6 表 各 人 ・ 各 尿 に お ける 落 抹 尿 量 と その 変動 (3 枚 標 本 ) (単位 mg) 
人 別 
1 II III IV 出現 値 
平均 値 最小 値 一 変異 係数 
最大 値 
A 9.9 16.1 13.6 14.8 | 13.6 5.5 一 22.0 
B 7.6 10.2 10.6 18.1 | 11.6 4.5 一 24.0 
C 8.2 10.3 12.5 17.4 | 12.1 4.0>29.5 
D 5.1 8.3 11.3 15.6 | 10.1 3.5>19.0 
E 6.8 9.8 12.4 16.9 | 11.5 3.0 一 28.0 
3 平 均 値 7.5 10.9 12.1 16.6 11 .8 
3.5 一 29.5 


39.5 多 








る 。 表 6 に は , 表 8 の デ 
量 に つい て の 各 人 ・ 各 殿 
MS 穫 cs 答 尿 別 ・ 各 技術 者 別に 一 括 し た 場 
並び に 表 右 偶 
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値 の 範囲 と 平均 値 と の 関係 を みて も る 推察 され る ょ うに 平 高値 で 濃度 の 最も 濃い 尿 No. 1 より も ょ り 薄 い H, 還 , 
均 値 は 価 の 小さ い 方 に 偏 し , 厳 区 に は 正規 人 2 拉 る TV に お いて 若干 そ 人 te られ る 。 つ ま 
と いい 得 な いと 思わ れる が , 便宜 上 正規 分 布 と し て 取扱 り HH, 有朋, IV に お いて は 段階 の 濃度 変化 
つた 。 る た め と 考え られ る 。 ま た その 各々 に な 同 尿 に お いて 
l ) 基準 濃度 及び 許容 限界 濃度 に お ける 尿 量 と その 変 も 答 技 術 者 間 で 若干 の ずれ が 見 られ る 。 と れ は 指針 の 濃 
重 度 基準 の 指定 し か た が それ れ ほ ど 厳 蜜 な: Mr 
図 1 に は , 各 人 の 各 尿 に お ける 基準 濃度 及び 許容 限界 その 実際 え の 適用 に た っ て 合 人 の 基準 こ 幾 分 ず れ 
濃度 に お ける 尿 量 と , その 8 克 給 さら に 図 右端 を 生じ た も の と 考え られ る 。 当然 その ずれ の 程度 は , 標 
に 各 尿 を 通じ て と の 総括 を 示し た 。 な お 先 の 検査 結果 に 本 の 濃度 変化 の 緩 温 た ょ ら りら 濃 度 の 薄い 尿 に お いて 若干 大 
基く 実際 の 塗 抹 尿 量 の 各 尿 別 , 及び 全 標 本 を 通じ て の 各 きく な つて いる 。 
出現 値 及 び 各 技術 者 別 平均 値 の 範囲 を も 併 示 し た 。 と の 基準 濃度 に お ける 殿 量 を 各 尿 別に 一 括 し て みる と , 殿 
検査 対象 に な つた 技術 者 は , 先 の 検便 の 未経験 者 2 人 を No. T 2.0mg 3.5mg, No. H 3.0mg 6.0mg, No. 
除き , 新 に 習熟 者 3 人 を 加え て 全て 検便 習熟 者 と し た 。 MM 3.0mg- 6.5mg, No.IV 5.0mg 8.0mg と な り , 艇 ね 
時 容 限 界 濃 度 ! は 検便 習熟 者 に よ つ て 初め て 決定 し うる か T ぐ H ぐ WW ぐ IV と , 尿 乾 燥 量 比率 に ほ ゞ 逆 比 例 し て その 
ら 。 量 が 多く な つて いる 。 殿 濃 度 の 薄い も の ほど 同一 程度 の 
濃度 を 但 る の に 多量 を 要する わけ で 当然 
第 1 図 基準 濃度 及び 許容 限界 濃度 に お ける 殿 量 の 結果 で あぁ る 。 


衝 2) 許容 限界 濃度 (と お ける 床 量 と その 


計 ) # 呈 ル リーナ プー 
っ 、 商 愛 \- / は 、 



































- テ 
9 の ワ 


人 


ら ・ 





和佐) | は 者 間 で 若干 の ずれ が 見 られ る 。 
還 明 | 各 尿 別に 一 括 す る と , その 下限 及び 上 
| 限 に お ける 展 量 は 尿 No. 1 で は 0.5mg 
ー 6.0mg。 No. HI 1.5mgー 8.5mg, No. 
2.0mg- 9.0mg, No.IV 2.0mg15.0 
較 m 呈 となり, 上限 , 下限 に お ける 必 量 及び 
1 | その 動 囲 は 齋 乾燥 量 比 率 の 高値 を 示す も 
i: | 軒 有 l "の ほど 量 が 少く な る 傾向 が み ら れ る 。 と 
:: 汰 軸 有 | "れれ は 基準 濃度 に お ける 尾 量 と 尿 性 状 と 
: 引 加 只 関係 と ほ ゞ 致し, 同一 理由 に ょ る 。 
人 と の 許容 限界 濃度 に お ける 殿 量 と 基準 
し ー 濃度 に お ける 展 量 と の 関係 を みる と , 後 
ソソ 者 は 前 者 の 範囲 の 中 に 許容 限 界 下限 に 近 
く 偏 つて 存在 する 。 即 ち 基準 濃度 より ょ 
1) 基準 濃度 に お ける 尿 量 と その 変動 : よる と 基 り 薄 い 方 え の 許容 限界 より も , より 濃い 方 え の 許 容 限 界 
準 濃度 に お ける 必 量 は 各 人 ・ 各 尿 を 総括 する と 2 mW 8 の 方 が 寛 大 で ある と いう 結果 に な つて いる 。 
m で ある 。 。 3) 基準 濃度 及び 許容 限界 濃度 に お ける 必 量 と 実際 の 
その 各々 を みる と , 基準 濃度 に お ける 必 量 は 尿 No. 1 塗 抹 尿 量 と の 関係 : 以上 の 基準 濃度 並び に 許容 限界 濃度 
に お ける 技術 者 C を 除き 全て 或 由 を も つて いる 。 と れ に お ける 殿 量 と その 変動 の 状況 は , 前 述 の 塗 抹 尿 量 と そ 
< CR 0.5mg づ つの 変化 は 隣接 標本 の 濃度 に 著 の 交 動 の 状況 こ ほ ゞ 一 致す る も の と 思わ れる 
差 を 生じ な いた め と 思わ れる 。 従 つ て 必 乾 燥 量 比 率 が 最 図 1 に よる と 人 答 平 均 値 は ! = で その 材料 民 の 基準 濃 度 の - 


ーー 計 き 昌 rr 。 n ロロ 変動 : 図 に よる と 許容 限界 濃度 に お ける 
一 ー 衝 ーー は 入 尿 量 は 各 人 , 各 尿 を 通ずる 時 その 上 限 は 
| 還 全 恨 別 cs た | 1: 15mg, 下限 は 1 mg で 範囲 は 14mWW に な る 。 
12 ト + [ ド 1 ロロ その 各 ょ に は 同一 尿 に お いて も 人 各 技 術 
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尿 量 の 範囲 内 に あり , 
各 人 ・ 各 尿 に つい て の 基準 濃度 に お ける 展 量 が 実際 に は 


塗 抹 尿 量 が 基準 濃度 で 調節 され , 


笠 量 の 目標 に な つて いる と 考え られ る 。 つ まり 傘 抹 尿 量 
の 殿 性 状 の 相 異 に よる 変動 は , WP 変 こ お ける 
尿 量 の 尿 性 状 に よる 変動 に 基く と いえ よ ょ よう 。 

また 入出 現 値 の 変動 範囲 の 上 限 及 び 下 限 は その 材料 尿 
の 半生 本 だ あび ける 上 限 及 び 下 限 の 尿 量 と ほ ゞ 一 致 
その 中 訂 No. 1, H の 衝 出 現 値 
の 範囲 の 上 限 ・ 下 限 及び No. 胃 , IV の 下限 が それ ぞ れ 
許容 限界 を 0.5mg< 1.0mg 越 えた て いる が , と の 程度 の 齋 
量 変化 ed 著しい 変化 を 来 さ な いた め 許 容 さ れ た も 
の と 思わ れる 。 き ・IVY に お いて は 許容 限界 濃度 上 
限 に 比べ て 各 遇 powetn も < な り 相 き きい 。 と の 
際 の 許容 限界 濃度 上 限 の 殿 量 は 15.0mg で ある か ら , マッ 
チ 棒 の 先 の 薬 よ りや や 少な 目 と いう 休 和 | 単位 の 冬 量 基準 
か ら み て 多 す ぎる 量 に な 突 際 に は 科 量 され 難い た め 
と 考え られ る 。 し か し CA は , 各 人 ・ 各 尿 に お ける 


yo 諾 度 の 尿 量 に , 概ね 変動 の 実際 の 範囲 を 制限 ミ 


) しゃ お 、 
ン こざ マ の さぶ らち で あめ る 。 


また 図 に お いて , 許容 限界 濃度 と 基準 濃度 に お ける 殿 
量 の 相互 関係 が , 塗 抹 尿 量 各 出現 値 の 範囲 と 平均 値 と の 
関係 に 反映 し て いる の を みる woe た 6 
基準 濃度 に お ける 選 量 が 大 体 笠 量 の 目標 に な つて いる 
が , た また ま 作 られ た 基準 濃度 より か な り 濃 すぎ る 寺 
は その ま ゝ 許容 され , 薄 す ぎる 標本 に は 許容 限界 が き 
し いと 共に , さら に 基準 温度 を 中 心して 許容 限界 上 限 
の 殿 量 と 対称 的 な 位置 の 尿 量 は あり 得 ず , 湊 抹 尿 量 出現 
値 の 下限 は か な り 市 限 さ れる 。 先述 の よう に 塗 抹 尿 量 の 
笠 量 誤差 変動 が 正規 分 布 と いえ な い 分 布 型 を 示し た 所 以 
と 考え られ る 。 

M) 感染 程度 測定 法 と し て の 直接 塗 抹 法 の 検討 

以上 現在 行わ れ て いる 直接 塗 抹 法 に お ける 次 抹 尿 量 と 

の 変動 の 状況 に つい て 検討 し た 。 

その 結果 に よる と , 各 技 術 者 が 通常 の 検査 に 提供 され 
る 各種 の 尿 に つ か ym か 
の 平均 尿 量 は 8.9mg, 3 枚 合計 の 平均 尿 量 は 11.8mg で あ 
つた 。 と の 8 枚 合計 の 平均 尿 量 は Stoll 氏 法 の 所 詩 large 
drop の 被 検 単 位 尿 量 と ほ ゞ 等 し く , その 改良 法 の small 
drop の 役 検 単位 尿 量 の 約 倍 量 ご で ある 。 と の 3 枚 合計 の 平 
均 尿 量 を 直接 塗 抹 法 に よる 1 回 の 栓 単位 訂 量 と し て そ 
の 釣 下 卵 検出 限界 を みる と , 虫 卵 陰性 確率 を 2 以下 に 
お さえ る 時 , 1 単位 量 内 の 排卵 数 の 母 平 均 は 4.0 個 以上 
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で ある か ら , E .P.G . は ほ ぶ ゞ 350 個 以上 と な る 。 到 .P 
G .P .F. は 各 実 験 者 に よ つ て か な り 区 々 で ある が Stoll 
(1928) に よる アメ リカ 釣 虫 44 個 , ツ ビ = 釣 虫 200 個 一 
有形 便 一 を と る と 前 者 で は ほ ゞ ゃ 8 監 以上 感染 , 後者 で 
は ほ ゞ \ 2 忠 以 上 感染 の 場合 と いう と と に な る 。 

し か し 人 塗 抹 法 に お ける 単位 尿 量 は 厳密 に 定量 化 さ れ て 
いな いた め に , 種々 の 要因 に ょ つて その 実際 の 塗 抹 尿 量 
は か な り の 変動 を 示し た 。 

その 中 展 柏 状 の 相 時 こよ る 人 沙 抹 尿 量 変動 は 一 定 の 傾向 

上 示し 。 尿 硬度 に 逆 比 例 し て 有形 硬 便 く 有形 便 < 有形 胃 
便 く 泥 状 便 の 順に ほ ゞ 1 : 1.5: 1.6: 2.2 の 比率 で 殿 

と 。 と の 変動 は 各 尿 に つい て の 塗 抹 基準 濃 
度 に お ける 必 量 が 到 際 の 妊 量 の 目標 と な る 結果 起 る る の 
と 考え られ た 。 Stoll 氏 法 で は 硬 度 に 応じ て 単位 量 
NF 人 なか け で 人 の 人 た て 記 は 





量 が 増し て いた 。 


度 変 動 の 補正 > てい る 。 と の 補正 法 は 前 篇 で 検討 し 
た ょ よう に, ie の 場合 に つい て は 単位 量 内 虫 卵 数 を 産卵 
量 の より 正確 な 示 標 に する た め の 有 有効 な 補正 法 と は いい 


Me し か し 一 般 に 訂 の 1 成分 で ある 水分 含有 量 

れ ば 全 訂 量 が ふえ る 傾向 し ある の は 当然 で ある か ら 。 
Stoll 氏 法 が 初め て その 有用 性 を 発揮 する と いわ れる (中 
路 , 1926) 集団 の 概括 的 感染 程度 の 表示 の た め の 検 査 に 
Stoll 氏 法 を 用 いる WP その 補正 0 ちる 
さ られ る 。 し か し て 直接 紗 抹 法 に お ける こと の 殿 性 状 
に よる 次 抹 応 果 代 の > 変動 は , Stoll 氏 法 ! に お け っ 村 正 法 と 
同様 な 意義 に お いて 有用 な も の と 考え られ る 。 

次 に 技術 者 問 の 変動 及び 竹 量 誤差 変動 に つい て 検 
時 。 塗 抹 法 に お ける 科 量 誤差 変動 は か な り 著 し く 。 
に の た め 同 一 人 が 同一 尿 材 料 に よ つ て 標 8 - 作 こ っ て も 。 
林内 上 放 の 変動 は か な り 顕著 こ な る 筑 で ある 。 
Hausheer 錠 Herrick (1926) は 20 例 の 検査 で 塗 抹 標 本 
内 由 卵 数 の 変異 係数 67 と いう 結果 を 得 て い る 。 表 7 は 技 
術 者 が 行 つた 通常 の 寄生 虫 検査 ご で の 釣 息 卵 陽性 例 10 例 
に お いて ,。 6 標本 内 虫 卵 数 の 変動 状況 を 調べ た 結果 で あ 
る 。 と れ に よ ょ る て と 変異 係数 平均 値 は 60.6 で 上 記 の 数 字 と 
ほ ゞ 一 致し て いる 。 Beaver(1949 ) は Stoll 氏 法 に よる 41 
例 の 検査 で 5 標本 内 各 虫 卵 数 の 変異 係数 平均 値 29 と いう 
結果 を 得 て い る か ら 。 次 抹 法 に よる 変動 は Stoll 氏 法 に 
よる 変動 に 比べ て か な り 著 し い 。Beaver は と の Stoll 
氏 法 の 実施 と 併行 し て 直接 塗 抹 法 を 行 つ た が , と の 際 紗 
抹 標 本 の 基準 濃度 を 厳密 Pa 講じ て 各 量 

誤差 変動 の 軽減 を は か つた 。 こ れ に よ ょ つて 同時 に 各 技 術 
者 間 の 基準 ほ の ず れ に ょ る 塗 抹 尿 量 変動 も な く な る 。 












第 7 表 卒 抹 6 標 内 虫 卵 数 の 変動 状況 
(技術 者 A に よる ) 











. 近 6。 値 。 係数 

1 7 8 2 12 20 20 11.5 58.0 
2 っ も. 二 ま 時 
3 1 1] 3 10 17 8 6.7 84.9 
AR 2 2 11 8 4.7 80.2 
5 7 7 6 6 3 5.0 44.8 
6 6 2 4 9 9 10 6.7 42.5 
| Ne まま を) まき SW っ 本 4 
8 3 3 7 16 28 20 12.8 23.0 
9 2 14 3 3 5 3 5.0 82.4 
10 31 17 17 13 47 34 26.5 45.2 
平均 値 60.6 





VC の 異 係数 41 例 平 2 

結果 を 得 て い る 。 と れ は Stoll 氏 法 に よる 変異 係数 ょ 
や 小さ く 。 ま た 表 8 に 示し た よう に トー ショ ヨン バラン 
ス で 厳密 に 塗 抹 単 位 尿 量 を 笠 量 し て 得 ら れ た 5 標本 内 答 
東 卵 数 の 変異 係数 は 5 例 平 均 で 23.9 で あつ た か ら , Bea- 
ver に よる 定量 化 の 手続 き の 正確 な と と が 推 祭 され る 。 

策 8 表 塗 抹 5 標 本 虫 卵 数 の 変動 状況 
( 各 10mg 衝 基 ) 


1 2 3 4 5 





平均 委 穫 = 
値 。 便 数 
3 3 8 4 5 4.6 41.3 
10 5 32 。 和 9 8 9.2 27 .2 
44 45 47 35 41.2 12.4 
5 5 6 3 5.2 25.0 
5 笠 2 2 9 19.6 13.8 





1 上 6 も いや ピロ 
もう 
① 





平均 値 23.9 





レ か し と の 方 法 は 般 検査 ご で は 行わ れ 難 いと 思わ れる の 
人 
来 の 目測 で 行 つ た 場合 の 5 標本 内 各 貝 卵 数 変動 に つい て 
調べ て みた 。 方 法 は , 新聞 紙 を 敷い て て の 上 に 5 枚 の ス 
ライ ドグラ ス を お き 。 通常 の 塗 抹 所 要 量 の 水滴 を 予め 5 
枚 の スラ イド グラ ス 上 に お と し て お く 。 楊 子 失 で 小 量 の 


尿 を 取り 水滴 1 に よく 落 か す 。 そ の 際 下 の 活字 を すか し 
て みな が ら 基 準 渡 度 を 念頭 に お いて 適当 と 思わ れる 濃度 
に 達する まで さら に 小 量 づ つの 尿 を 加え て ゆく 。 固 型 交 
雑 物 は な る べく 除く 。 次 いで 2 。 8, 4, 5 と 必 落 液 を 
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寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・* 第 1 号 
ほ ゞ 同じ 面積 に 拡げ て 同 程度 の 濃度 に な る よう に 見 比べ 
な が らち 同様 の 方 法 で 尿 を 沙 か し て ゆく 。 溶かし 終え た ら 
各々 に 18X18 中 デッキ グラ ス を 静か に の せる 。 か くし て 
ほ ゞ 著者 の 基準 濃度 に 適合 し た , し か も ゃ 各 標 本 濃度 に む 
ら の 少 い 5 標本 を 得 た 。 と の 5 標本 作製 に 要 し た 時 間 は 


第 9 表 卒 抹 標 内 虫 卵 数 の 変動 状況 
(著者 に よる ) 





し 二 ーー- 揚 潤 2 欄 4 し 





由 33 21 3138 20 29 24.2 23.9 
2 3 の 8 販 2 5.4 44.8 
3 5 8 6 7 4 6.0 23.5 
4 3 2 1 2 4 2.4 42.5 
5 7 4 6 6 2 5.0 35.8 





平均 値 34 .1 


5 分 内 外 で ある 。 と の 方 法 に よる 5 例 検査 の 結果 は 表 9 
に 示し た 。 と 5 例 の 変異 係数 平均 値 は 84.1 で 
密 定 硫化 し た 場合 より 変動 が 著しい が , 通常 の 場 
合 に 比べ て か な り 変 動 は 軽減 され て いる 。 即ち 直接 塗 抹 
法 に お ける 科 量 誤差 変動 は , 技術 者 の 目測 で も 許容 限界 
濃度 の 範囲 を 従来 より 制限 し 各 標 本 に 基準 濃度 を 厳密 に 
適用 し よう と する 益 力 で か な り 軽 減 す る と と が で きる 。 
即ち ほ ゞ 名 PP 尿 量 の ふれ の 範囲 内 に 
軽減 し うる と 思わ れる 。 と れ の 範囲 は , 図 1 に よる 
と さら に 各 技 術 者 革 Mb や た ら す と 考え ら 
る 基準 濃度 の 各 人 間 の ずれ を 考慮 に 入れ て も 最小 は 尿 
we: こ お け る 1.5 中 , 最大 は 尿 No. 骨 に お ける 8 
m 呈 で ある か ら , 各 こ の 尿 に お ける 沙 抹 尿 量 平均 値 2.5 
串 及 び 4.0 呈 に 比べ て 大 き な 価 で は な い 。 な お 今 ま で の 
実際 の 塗 抹 状 況 た みる と , 先述 の ょ うに 基準 江 度 より よ 
り 濃い 方 え の 許容 限界 が か な り 寛 大 で あつ た か ら , と の 
際 特 に 滑 す ぎ な いよ ょ うに と の 注意 が 有用 と 考え られ る 。 
以上 に ょ より 直 接 塗 抹 法 は , 基準 江 度 の 適用 を 厳密 に 
る と と に ょ より, その 第 検 単 位 尿 量 の ふれ を か な り 軽 減 し 
呈 , 同時 に 展 量 変動 に 基く 虫 卵 密度 変動 の 或 程度 の 補正 
を 行い うる か ら , 他 の 検査 法 以前 の 諾 問題 も 考慮 に 入れ 
る 時 ,Stoll 氏 法 と 同じ く 集 団 の 感染 程度 の 概括 的 表示 の 
目的 に は そい うる 検査 潜 と 考え られ る 。 な お と の 際 の 検 
出 限界 の 点数 は 。 実際 は 時 度 に よ より 1 回 の 被 検 単 
位 尿 量 (3 枚 合計 塗 抹 尿 量 平均 値 ) が 7.5mgー16.5mg と 変 
動 す る か ら , 躍 卵 陰性 確率 を 2 2 以下 に お さえ る 時 E.P、 
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G. 580 個 ー 240 個 と 変動 する わけ で ある 。 し か し 現実 
の 問題 は 釣 虫 感染 の 程度 の 測定 で ある か ら , 殿 性 状 の 相 


に 基く こと の 検出 限界 選 . -P. G. の 変動 は ,。 展 量 変動 


に 基く 虫 卵 密度 変動 を 考慮 に 入れ る 時 , 概括 的 に は 等 値 
と いえ る で あろ う 。 
要 約 

通常 の 検査 に 提供 され る 各種 の 尿 に つい て , 5 人 の 投 
術 者 を 用 いて 『 厚 生 省 衛生 検査 指針 』 に 基く 直接 塗 抹 標 
本 を 作り , 塗 漆 尿 量 及び その 変動 の 状況 を 検討 し , 直接 
塗 抹 法 の 釣 虫 感染 程度 測定 法 と し て の 意義 の 再 検 討 を 試 
みた 。 

1) 上 記 検査 た お ける 沙 抹 標 森 8 枚 合計 の 尿 量 平均 値 
は 11.8mm で と れ が ほ ゞ 直接 塗 抹 法 に お ける 1 回 の 被 検 単 
位 尿 量 に な る と 考え られ る 。 

2) と の 塗 抹 尿 量 は 検査 技術 者 及び 尿 性 状 の 相 異 に よ 
つて ふれ を 示し , な お 同一 人 , 同一 尿 材料 を も つて し て 
も か な り 著 し い 衝 量 誤差 変動 を 示し た 。 

8) し か し と の 変動 の うち , 必 性 状 の 相 異 に 基く 変動 
は 感染 程度 測定 法 と し て は 有用 で あり , 各 技 術 者 の 相 暴 
及び 衝 量 誤差 に 基く 変動 は 検査 指針 基準 濃度 の 厳密 な 適 
用 に より か な り 軽 減 し うる と 考え られ る 。 

4) 以上 に ょ り 直 接 塗 抹 法 は Stoll 氏 法 と 同じ く , 集 
団 の 概括 的 感染 程度 の 表示 の 目的 に は そい うる 検査 法 と 
考え られ る 。 

稿 を 終る に 臨み , 御 指導 , 御 校 聞 を 賜 わ つ た 部 長 小宮 
義孝 博士 に 心から な る 謝意 を 表し ます 。 な お ぉ お 本 研究 
御 協力 下さ つた 予 研 寄生 虫 部 の 諸兄 姉 に 深 護 いた し ま 
す 。 
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SunmmmmarY 


In order to see whether the direct smear 
method can be apply as an index to measure 
the grade of hookworm infection,。 1 mmade 
analyzed several experimentS on a Serie of 
Smear examinations. The smear was made 
according to the procedure directed by “Standard 
Methods of the Sanitary Examinations "′ pub- 
lished by Ministry of Health 層 Welfare. At 
experiment the fecal content of each specirnen 
was measured quantitatively and the variation 
of its content was calculated on each technicians 
under experiments. The resultS were Sumn- 
marized aS follows : 

1) The mean of the fecal quantjty in three 
Successive Smear SpecimenS was 11.8 mg, which 
is to be regarded as the unit fecal quantity at 
the single examination. 

2) Actually, these smear quantities showed 
Some VariationS. 

3) These variations were constituted from the 
properties of the stool and from the estimation 
error of each personal under exarmnination。 How- 
ever, the variations according to the properties 
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of the stool is rather favorable to correct auto- 
matically the variation of egg density in stool, 
and the personal estimation errOr Can be COr- 
rected by the strict applications of the “color 
Sstandard of each smear '′described in the above 
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book. 

4) Thus, as Stoll's method, the direct smear 
method is appeared to be able to be the general 
index for the measurement of the grade of hook- 
worm infection. 
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We 柚 言 

周知 の 如く 顕 虫 駆除 は 駆 剤 の 作用 機 序 並 に それ を 適 
用 し て 起 る 駆虫 の 実態 を 識 ら な けれ ば 目的 を 完 う する 事 
は 出来 な い 。 

1953 年 余 が レ 線 診断 を 利用 し て 人 体内 虫 の 生態 を 系 
MA し て よ ょ り 薬 物 適用 後 の 動態 を 人 体内 に 欠 て 眼 

> た り 追 及 す る 事 が 可能 と な つた 。 本 法 に よる 各種 駆 

Pet 商用 後 の 顕 貝 動態 観察 か ら 駆 虫 に 必要 な 基本 的 な 陸 
題 は 相次い で 解決 され た の で ある 。 交 に 於 て 人 口 に 有 灸 
され る 各種 駆虫 剤 の 得失 を 比較 検討 し , 現 段 階 に 於 て は 
サン トニ = ニン と 海 人 草 製剤 。 就 中 マク ニン と の 合 剤 が 理想 
に 近い と いう 結論 を 得 , 之 が 適用 法 の 考 技 に よ つ て 駆虫 
効果 は 近 時 著 る し い 向上 を な し て いる 事 は 周知 の 通り で 
ある 。 

然るに 暁 虫 駆除 剤 と し て 近 時 その 効果 が 宣伝 され つつ 
ある ピ ペ ラ ヂ ン は 双極 め て 顕著 な 顕 虫 駆除 効果 を 有 す 
と 吾 が 国 の 権威 に よ つ て 相次い で 報告 され る に 及び 1955 
年 余 は 直ちに レ 線 に よる 観察 方 法 に よ つ て ピ ペ ラ ヂ ン の 
人 体内 問 虫 に 及ぼ す 影 響 を 追及 し た つ で ある 。 

その 成績 に 於 て 魚 虫 の 動態 は 他 の 薬物 適用 時 と 著 る し 
上 異 り , その 作用 機 序 並 に 駆虫 の 実態 に 対し て 充分 説明 
する に 足る 所 見 を 得 ず , 従 つ て 余 は 駆虫 薬効 の 判定 基準 
を 第 二 静 止 型 の 出現 率 に お いて 上 勘 考 し た の で ピ ビ ペ デン は 
優秀 な る 駆虫 剤 ご で は な いと 一 応 中 間 報 告 を な し 更に 再 検 
討 を 待機 し た の で ある 。 

今や 本 年 度 題 虫 寄生 期 を 迎え 本 問題 に つい て 充分 な る 
検討 を 加え る 機会 を 得 . その 触 察 結果 は 従来 の 薬物 と は 
る 知見 を 与え , 従来 の 優秀 な る 駆虫 薬 
に 優る と も 劣ら ざる 成果 を 認め , 更に 完全 排 虫 の 考 披 を 
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zzz 47222ogzo: The effect of piperasin on the 
physiology of 4scgzzs 7 の zzco7Zes in human body 
and the mechanism of its anthelminthic effect. 
(Director, Hiroshima physico-therapuetic College, 
Hiroshima) 








ビ ベ ペラ ヂ ン ( ビ ベ ニン 錠 ) の 人 体内 問 号 の 生態 に 
及ぼ す 影 響 並 に 駆 中 実態 に 就 て 


順 


広島 市 広 伺 物 療 専門 学校 々 長 , 臨床 医学 放射 線 学研 究 所 所 長 
(昭和 31 年 8 月 25 日 受領 ) 


期待 し 得る に 至 つ た の で , と の 動態 観察 の 結果 ょ り 未 だ 
東西 古今 の 島 献 に 見 ざる その 作用 機 序 を 推定 0 し 。 佐 
せ て 合理 的 な る 本 剤 の 適用 に 資 せ ん と 立 に 之 を 報告 する 
次 第 で ある 。 
文献 並 に 考察 

1949 年 ピ ペ ベラ ヂ デン ( ピ ペ ニ ン ) は 仏 国 の Mouriquand 
に ょ り て 壮 0 に 党 し て 料 の 提 が 
に 比 し て 逢 か に 優る と 報告 され た が , 更 に 本 剤 は C.TFa- 
yard 及び G. Mouriquand に よ つ て 問 虫 患 者 に 適用 さ 
れれ, 本 剤 は 頭 豆 の 駆除 に 著 効 の ある 事実 が R. 本 . R. 
White, HH. W. Brown, M. M. Stermann, C. Swar- 
tzwelder, Goodwin, Standen 等 に よ て 実証 され , 広 
学会 の 注意 を 喚起 する に 至 つ た の で ある 。 

余 は 之 等 の 文 献 を 知る な レ 機 に ょ よる 人 体内 顕 虫 
の 生態 研究 に 応用 し 第 十 一 回 日 本 寄生 虫 学 会 西日本 赤 部 
大 会 (1955 年 11 月 3 日) に 於 て 発表 し た 。 そ の 際 緒 言 の 
如く 本 剤 に より て ( お 基 が 和 半 下 型 を と ら ざ る 
報告 し , 虫 体 が 薬物 に よ つ て 細 体 化 さ れ て 下降 する - 
駆虫 態勢 と は 異 る 点 を 指摘 し , 更に 虫 体 は 弱体 化 に より 

の みみ 下降 する も の と 過信 し た る 余 の 見 解 よ り 本 剤 に は 

今日 広く 宣伝 され 居る が 如き 特 効 な し と 判定 し た が , 他 
面 そ の 投与 量 等 より 考察 し 既に サン トニ ン , 海 人 草 剤 の 
優秀 製剤 の ある 今日 了 地 て 之 を 推 賞 す る の 要 な し と し て 報 
告 し た の で ある 。 

然るに 頃 前 の 如き 外国 多 柚 に 炊い て 苦 が 国 の 権 内 
林 。 岩田 教授 を は じ め 相 次 いで 本 剤 が 極め て 優秀 な る 駆 
虫 効果 を 有する 事実 を 会 表 され る に 及 び 余 の 考 捧 を 反省 
検討 し た の で ある 。 

即ち 余 は 薬物 投与 量 に 於 て 或いは 投与 後 の 時 間 的 因子 

に 於 て 先 づ 再 検 の 余地 を 識 り , 更に 若 し 第 二 静 止 型 を と 
る 事 な く 駆 由 が 行わ れる も の と すれ ば 如何 な る 姿態 に 於 
て 行わ れる か は 極め て 興味 ある 問題 と し て 新 ら し い 課 題 
で あり , 本 剤 の 動態 観 察 等 は その 重要 性 を 更に 加え た C 
で ある 。 
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近 時 顕 虫 駆除 は 駆虫 薬 並 に 投与 法 の 研究 , 環境 の 改善 

に よ ょ つて 人 体内 上 虫 の レ 線 学 的 研究 に は 生か 放 障 を 来 た 
す 場 合 も 馬 く な いと 言う 喜ぶ べき 現況 で ある 。 従 つて 本 
年 の 顕 虫 寄 生 期 を 待機 し て 本 研究 を 企図 し た 事 は 狼 前 の 
通り で ある 。 

今回 種々 の 要約 を 規定 し て し 線 に ょ る 動態 観察 に 於 
は 特に 慎重 を 期し た 事 は 論 を 待た な い 。 

評 つ て 本 剤 の 作用 機 褒 に つい て は 未だ 信 同 する に 足る 
業績 は 全く な く , 著 検 査 法 を 主体 と する 臣 床 観察 が 東西 
の 文献 中 に 本 剤 の 著 効 を 実証 し て いる の み で あつ て 本 剤 
の 検討 は 将来 に 興味 ある 多く の 課題 を 擁し て いる わけ で 
ある 。 

ビ ペ ベラ ヂ ン に よ ょ つて 排出 され た 虫 体 観察 結果 を 文献 
見 れ ば C. Scwartzwelder は 頭 虫 は 治療 後 も な お 完全 
に 生き て いた が , 不 活 深 で 衰弱 し て いた と 云い 。 叉 収縮 
力 を 失い 峰 動 に ょ つて 排出 され る と 云う 。 と の 状態 は 余 
も また 自ら 経験 し た と と ろ で あつ て , と の 事実 に 基 づ 
で も の 
で は な いか と 思わ れる 。 近 時 上 順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 教 
137SS 本 2 に 一 つの 示唆 を 与 
えて いる と 云え よう 。 同氏 の 研究 に よれ ば 本 剤 が 特殊 な 
殺虫 毒 と ピ C 才 月 る 事 を 表 定 し な けれ ば な ら な いと 思 
う 。 

観察 に 使用 し た ビ <- 人 
供与 に よる 「 ピ ベニ ン 錠 ] を 使用 し , 経口 的 投与 に よ つ 










































た 。 

文献 に 挙げ た る 諸 権威 の 成績 を 参照 し , 毎 試 当り 60~ 
70 詩 を 一 回 の 投与 量 と 定め た 。 平均 十 互 錠 を 投与 し た が 
投与 後 副作用 を 訴え た 3 は な い > 


観察 座 料 並 に 観察 方 法 に 誠 い て 

レン トゲ ン 検 査 法 は 一 般 消化 器 診断 の 如く 早朝 空腹 時 
に 硫酸 バリ ウム 敵 150- 200 巨 を 投与 し て 予め 台 虫 の 寄 
生 を 確認 し , 詳 さ に その 生態 観察 を 行 つ て フィ ルム 上 に 
その 姿態 を 摘 み , 次 いで ビ ペ ニン 錠 を 一 回 と 投与 し て 以 
後 時 間 的 経過 を 追 つ て その 動態 観察 を な し その 姿 を 納 
$F。 

本 観察 法 の 詳細 に つい て は 余 の 原著 「 環 虫 の レン トゲ 
ン 診 断 法 に つい て 」 (広島 医学 第 8 巻 10 号 及び 「 顕 虫 駅 
除 の 理論 と 実際 ] (医学 書院 ) に 割愛 し 度 いと 思う 。 

観察 成績 

型 の 如く 早朝 空腹 時 に 予め 正常 寄生 姿態 を 確認 し た る 
Y 症例 14 虫 体 に つい て ピ ペ ニ ン 毎 証 60<Y0 底 を 投与 し , 
投与 後 三 十 分 , 一 時 間 , 一 時 間 半 , 二 時 間 の 経過 を 追肥 
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し , その 動態 観 察 を 試み 第 一 表 の 示す 成績 を 得 た 。 特に 
本 観察 に 当り て は 既に 文献 考察 に 述べ た 如く 過去 の 経験 
に 微 し て 考 抜 し, 了 虫 体 は 空腸 上 部 (第 一 部 位 ) 寄生 東 体 
の み を 選定 し た が , と の 上 部 に 於 ける 顕 虫 体 は その 姿態 
Mc io 
に 極め て 便利 で あつ て 一 石 二 鳥 を 狙 つ た の で ある 。 

鈴 察 成績 は 表 よ り ら か な る 如く ピ ペ ニ ン 投 与 に より 
て 種々 の 姿態 を 示し , 一 時 間 目 14.8, 一 時 間 半 に 57.1 
2 を, 二 時 間 目 に は 71.4 下 降 転移 を 示し , 明らか に 顕 
著 な る 駆虫 態勢 を と る 。 下 に 於 て 余 は 第 一 表 に つい て 直 
ち に 動態 観 窪 を 行う に 先立ち , 駆虫 の 実態 を より 明らか 

に すべ く 第 一 観察 と 第 二 観 察 と に 分 け , 第 一 観察 は 虫 体 

を 中 心 に 観察 する と と と し て 次 の 如く 便宜 上 分 ち , 第 三 
観察 は ビ ペ ニン の 間接 的 影響 と し て 腸管 に 及ぼ ば す 影 響 を 
観察 し た 。 

第 一 観察 (1) 姿態 観察 2) 動態 観 察 (1) に 於 て は 種々 
の 姿態 を 詳し く 追 肥 し その 姿態 か ら 薬 物 の 作用 機 序 解明 
の ヒン ト を 得 ん と 企 て 。 CR 
値 を 詳細 に 検討 し 駆虫 の 実態 を より 正確 に 把握 せん と 企 
図 し た 。 

(1) 姿態 観察 に 就 いて 

ビ ペ ニン 本 を 後 合 な る る 姿態 を 示す か を 観察 する に 。 
授 前 正常 寄生 次 飯 と あり し 中 体 と て 適用 後 も 第 一 静止 
型 を 示し て 終始 何等 の 影響 を うけ ざる も の , 正常 運動 弄 
を 示す も の , 異常 運動 型 キ たと る も の , 第 二 静 止 型 を 示す 
も の の 四 種 に 区 別 す る と と が 出来 る 。 

後 三 者 は 更に 腸 内 容 並 に 腸管 ec 
け て 持 間 の 経過 と 従 つて 明らか に 下降 転移 する っ 

(Ca) 無 影 響 (第 一 静止 型 ) 

(CD) 正常 運動 型 

(Cc) 異常 運動 型 

(d 第 二 静 止 型 

に 区 別 さ れ 更に み に 加 うる に 転移 の 有無 が 重大 な る 欠 
察 目標 と な を の で ある 。 以 上 は 姿態 を 全体 と し て 観察 し 
た の で ある が , 一 々 姿態 を 詳細 に 観察 する と CD 正常 運 
動 型 並 に (第 二 静 止 型 は 従来 の 観察 姿態 と 同様 ご で あつ 
て 特に 解説 を 必要 と する 特別 な 点 は な し 

c) 異常 運動 型 は 廻 旋 , 廻 転 , 逆転 等 無秩序 な 運動 を 

し , 頭 部 尾部 の 鑑別 困難 な 姿態 を 示し . 全体 と し て の 
行動 は 従来 の 姿態 と 相違 は な い が , 従来 の 運動 型 と 明 ら 
か な 相違 点 は その 「 モ ーション 」 で ある 。 即ち 極め て 緩 
慢 に し て 愉 も 酔う が 如く 双 渡 労 せ る が 如く 不 活 深 で あ 
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第 1 表 ど ペ = ニン 適用 後 の 問 虫 の 動態 に 就 い て 


D E F G 7 症例 























定 例 A B C 
虫 総数 3 2 1 2 1 2 3 平均 比率 
時 弄 虫 数 多 虫 数 選 了 虫 数 了 数 中 数 晶 数 多 昌 数 を 14 昌 体 
第 一 静 上 正 。 3 100 2 100 1 100 2 100 1 100 2 100 3 100 100 
投 
運動 型 正常 
与 異常 
転 移 
第 一 静 正 。 3 100 1 50 1 100 1 50 1 100 1 50 1 333 64.3 
ー 運動 型 王 常 1 383 14.3 
二 異 党 1 50 1 50 1 333 21.4 
分 人 築 三 静 正 
転 移 
第 一 静 上 正 。 1 33.3 1 50 1 100 1 50 1 33.3 35.7 史 
生生 1 50 1 100 1 50 2 66.6 35.7 
時 ーー 和夫 朱 ま 午 1 50 28.5 
間 争 . 当 静 止 
転 移 2 66.6 14.3 
尋 ぶ 珍 症 - 人 生 まま 物 は 3 科 1 生 1 33.3 35.7 
e 運動 型 王 党 3 半 8 7. 
ー 異常 2 66.6 1 50 1 33.3 28.6 
月 
近 ニニ 静 正 1 50 1 100 2 100 28.6 
転 移 2 66.6 1 50 1 100 1 50 1 100 2 66.6 57.1 
集 一 静 人 生 。 1 38.3 # 50 1 50 1 100 2 100 42.8 多 
ー 運動 型 正常 
時 異常 1 33.3 1 50 1 50 1 33.3 28.6 
間 第 二 静 止 。 1 33.3 1 100 2 66.6 28.6 
転 移 "1 33.3 1 50 1 100 1 50 1 100 2 100 2 66.6 21.4 


る 。 併 し 生 ら 之 等 の 運動 型 を 経て 転移 後 の 虫 体 は 何れ も 
第 一 静止 刑 た 示し て 腸管 の 全 抵 抗 を 避け て いる 。 

(2) 動態 観 察 に 就 い て 

第 1 表 に 於 て 前 項 に 見 た る 以上 の 姿態 を 時 間 的 に 角 察 
する と 第 2, 第 8 表 の 如く まとめ る 事 が 出来 る 。 

先 づ 第 2 表 に 見 る に 正常 運動 型 は ピ ペ ニ ン 投 与 に より 
て 三 十 分 に し て 14.3 久 , 一 時 間 に て は 85.Y% の 高 率 を 示 
す が , 一 時 間 半 に 於 て は 急 に 7.1% に 減少 し た 。 

次 に 異常 運動 型 を 見 る に 投与 後 の 時 間 的 経過 に 従 つ て 
その 出現 率 は か な り の 径 許 を 示す も 投与 後 三 十 分 より 毎 
観察 時 出現 する 。 

以上 の 消長 を 個々 の 貝 体 に 就 い て 見 れ ば 時 間 的 経過 に 
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人 従 つ て 正常 運動 型 より 異常 運動 型 に 移行 する も の 五 由 
体 。 異常 運動 型 を 長く 持続 する も の 四 貝 体 を 観る 。 

第 二 静 止 型 に あつ て は 一 時 間 半 に 於 て 二 虫 体 を 見 , 二 
時 間 目 に あつ て は 四 貝 体 に 就 いて 動態 観察 を 行 へ ば 時 
間 半 に 於 ける 二 自 体 は ー つ は 異常 運動 型 を 経 , 一 つ は 正 
常 運 動 型 より 直ちに 第 二 静 止 型 に 移行 する 。 二 時 間 目 に 
於 て は 二 息 体 は 異常 運動 型 を 経て 第 二 静 止 型 に 移行 し た 
が , 他 は 第 一 静止 型 を 一 時 間 半 の 長き に 理 つて 持続 し 。 
二 時 間 目 に 至り て 急 に 第 二 静 止 型 を と り た る も の で あ 
や っ o 

次 に 虫 体 の 転移 を 見 る に , 第 3 表 の 如く 明らか に 虫 体 
は 下降 転移 の 事実 を 確認 し た 。 











































転 移 前 30 分 
和 腸 人 第 一 部 位 14 100% 14 100% 


ヶ 第 三 部 位 一 一 Ph 
ヶ 第 三 部 位 一 一 ー 一 
短 ーー ee 





第 2 表 和 


投 同 前 30 分 

正常 運動 下 3 = で 2 14.3 め 

異 常 運動 型 ーー ea 3 21.4 め 
4 。 下 現 に に ーー Ps 
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1 時 間 1 時 間 30 分 2 時間 





5 35.7 多 よ 。 27230 夫 中 3 
4 28.6 め 6 42.8 め 4 28.6 狐 


一 ーー 2 14.3 め 4 28.6 め 


占 虫 転移 の 状 惑 





1 時 1 時 間 30 分 2 時 間 





12 85. 6 6 42.3 め 


4 28.6 
ギー 20 4 28.6 め 5 35.7 狐 
まま 売 4 28.6 め 3 21.4 
ao ーー ーー ーー 2 の 


策 4 表 と ハ ーッ の 際 疾 下 和 5 お 旨 h 穫 いで 





に 症 ” 例 14 (幼虫 症 6 (GE) 








隊 の 時 - 半 1 時 間 


2 時 半 1 時 間 2 時 間 
































撮 す る た め に 凌 に 述べ た る 如く 特に 本 研究 に 当 つ て は 空 
腸 上 部 寄生 の 貝 体 の み を 観察 研 究 に 供し た の で ある 。 此 
の 際 漠 賜 を 解剖 学 的 部 位 に 従 つて 便 官 上 三 区 分 し, 空腸 
、 上 部 を 第 一 部 位 , 中 部 を 第 二 部 位 , 下部 を 第 三 部 位 と 名 
付け た 。 

ーー 
部 腸管 に 転移 する 実態 を 究め ん と 予め 角 上 の 如き 絹 密 た 
者 馬 の あ よじ 抽 衝 を こ 

第 8 表 を 見 る に 

投与 後 30 分 に 於 て は 全く 昌 体 の 移動 な きも, 一 時 間 目 
に 至り て は 14.8 2, 一 時 間 半 に 至り て は 57.1%, 二 時 間 
に 於 て は 71.4 の De : 示 す 。 之 等 の 移動 は 凡そ 60 
紀 以 上 即ち 第 一 部 位 よ り 第 二 部 位 に 至る 距離 以上 の 下降 
を 転移 と 判定 じ , 者 - で 部 内 に 於 ける 小 移動 は を 除 
外し た 。 

転移 の 距離 並 に 時 間 的 関係 は 各 症 例 に 於 て 又 個 々 の 下 
体 に より 多少 の 変動 は ある が , 第 8 表 に 一 目 瞭 然 で あつ 





> 


は | 


( 20 ) 


寺 息 居 元 進 12 85.6 々 13 92.8 を 6 100 4 66.6% 
腸管 帳 動 元 進 12 85.6 13 92.8% 6 100 4 66.6% 
内 容 。 進 行 促 進 14 100% 14 100% 6 100 6 100% 
四 度 6 42.8〆 8 57.1 め 0 3 50 
促 進 程度 中 等 度 5 35.7 5 35.7% 5 86.6 ダ 3 50% 
高 度 3 21.3 を 1 ? コ 1% 1 13.4 0 
刀 に 於 て その 転移 距離 並 に 時 間 的 関係 を より 明確 に 把 ” て, 全く 影響 を 受け る 事 な く 第 1 部 位 に 第 1 静止 型 を も 


て 半 寄生 し た 了 虫 体 は や 症例 の 一 虫 体 の み で あつ た 。 

第 二 観 察 ビ ペ ニン の 腸管 に 及ば す 影 響 

予め 正常 寄生 状態 を 決定 する た め に 投与 し た る 硫酸 バ 
リウ ム 弟 の 腸管 内 に 於 ける 進行 状態 に 於 て 腸 の 緊張 , 上 
動 の 状態 を 充分 観察 し て お き , 次 いで ピ ペ ニ ン を 投与 し 
て 腸 の 緊張 由 動 内 容 の 進行 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し , 第 四 
表 の 成績 を 得 た 

守 誕 例 は 20 定 例 に ! し Menehoomne ペ ニ ン の 下 
体 に 及ぼ ば す 動 態 観 察 症例 に 於 て : 和仁 の 生生 
常人 と 診断 する 症例 に 於 ono で あぁ 

表 よ り 明 ら か な る 如く 腸 管 の 上 動 と 内 容 の 進行 
等 腸管 の 機能 は 全般 的 に 著 明 な 影響 を 受 く 。 之 を 一 括 す 


ぅ )] ) 
# 
4 しり っ 


(1) 腸 の 緊張 を 昇進 な しむ 。 

(2) 腸 の 蜂 動 を 昇進 せな し む 

(3) 腸 の 内 容 進 行 を 促進 せ し む 。 

(4) 之 等 の 影響 は 内 容 進行 と 共に 腸 全体 に 及ぶ 。 





スペ 
1 








\8) 
第 1 表 A 症 例 の 二 東 体 , 空腸 第 一 部 位 に 第 一 静止 弄 
に て 寄生 ビ ペ ニン 投与 前 の 大 趣 


、 下 隆 を 5 * け 硫酸 リウ ム 紅 又 大 腸 に 進む 。 


第 2 








いり) 


第 1 表 B 症例 に 於 ける 投与 前 の 寄生 秋 態 に て 第 一 


静止 型 を と る 


図 


(b) 
以上 の 二 忠 体 が 投与 後 一 時 間 異 常 運 動 型 に て 空腸 


征 二 部 に 下降 転移 す 


2 時 財 
排 中 を 見 る 


28 


+ 


> 月 E 


ぎ ] 1 


d 



















後 二 虫 体 廻 賜 に 達 す 。 投与 後 十 五 時 間 に 完 全 


て 下降 躍 移 を 始 む 
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余 は 更に 常習 便秘 者 十 名 を 選定 し ピ ベ ニン を 下剤 の 如 
く 投 与 観察 する に 明らか に 80 多 に 於 て 下剤 と し て の 作用 
を 持っ 事 を 確認 し た 。 

総括 並 に 考 拉 
余 は ビ ベ ニン 錠 の 人 体内 開 虫 に 及ぼ す 影 響 を レ 線 に よ 

る 観察 方 法 に より 追及 し 作 上 の 観察 成績 を 得 た 。 

即ち 正常 寄生 状態 に ある 由 体 は ば ペ ニ ン 投 与 第 時 間 の 
経過 と 従 つ て 明らか に 影響 を うけ, 正常 或いは 異常 の 運 
動 型 を とり て 下降 転移 する 事 を 確認 し た 。 

ン の こ 駆 虫 の 実態 と 緊密 な る 
関係 が あり , 本 剤 の 駆虫 効果 を 合理 的 に 解説 する 根拠 と 
レ て 秋 大 な る 意義 を 有する 事 は 論 を 伴 た な い 。 

Pa: 区 し て 他 の 
駆虫 前 の 如く 一 見 之 を nm 
く で ある が , 之 等 の 交 ) ee 3 1002 に 近く ビ ペ ニン に 
ト る 影響 を 育 定 せ し め 。 全く 能 反 応 昌 体 は 極 く 代 か で あ 
る ろ 。 攻 上 の 如き 極め て 不 統 一 な る 姿態 の 解明 より 薬効 の 
作用 機 序 を 推 考 する に は 一 旦 中 踏 せ ず ざる を 得 な か つた 如 
き 感 が あつ た が , 之 を 駆虫 の 全体 より 観 て 下降 転移 を 追 
及 す れ ば 統一 し て 解明 し 得る 極め て 興味 ある 事実 を 見 出 
す 事 が 出来 る 

余 は 計 に 於 て 肝 か 考 接 を 試み て 本 剤 の 作用 機 序 解明 に 
資 ん を せ と し 俳 せ て 駆虫 の 本 態 を 究明 し 

さて 観察 成績 に 於 て 先 づ 正常 運動 型 が ビ ど ペ ニン 適用 後 
に が て ! は 吾 々 が 正常 態 で 遭遇 する 燃 度 を 進 か に 凌 能 し て 

eu - る 事実 が 目立ち , 且 一 其 の 消長 は 適用 後 問 も な 

に 出 現し て 潤 次 減少 する 。 面 し て と の 減少 の 35。 2 

RA 型 に 移行 する の を 観る 。 異 常 運動 姿態 は 舞 に 
余 の 各種 駆虫 薬 の 人 体内 問 虫 に 及ぼ す 影 響 の 動態 観 宗 時 
の い 連動 た し て の 「 モ ツレ 」 の . 姿 即ち 廻 旋 。 回 
転 。 逆転 等 種々 の 変化 を 次 々 に 示し レ つ 動く が , その 

モー ショ ヨン 」 は 既に 詳細 に 追及 し た る 如く 極め て 緩 侵 
に し て 従来 の 如き 強烈 な 反応 と し て は 解く 難く , その 姿 

魏 効 の 発現 と 共に 運動 を 開始 し 上 方 に 向 つ て は 握 目 

ひら れ た 彼 く 結 半 本 な 間 
廻 転 し , 環 旋 し 下降 し 行く 姿 を 初 御 せ し め る 。 面 し て と 
関 の 拓 能 の 変化 は 親 革 き 多英 の た め に 自由 を 舌 うか ー 
見 酔 え る が 如く よろ めく が 如き 次 で も ある 。 

面 し て 個々 の 症例 に 於 ける 虫 体 の 姿態 の 推移 より 正常 
運動 型 に 次 いで 異常 運動 型 に 移行 する を 基本 型 と 解す る 
に 足る 。 耐 し て 虫 体 は 運動 レ し つ つ 押し 流 ほ れ て 下降 する 
次 骨 が 常 て あつ て 第 二 静 下 型 は 1 時 間 半 14.8% 2 時 間 
28.7 多 と 極め て 低 率 に て 不 注意 に と を 観察 し た る 場合 に 


に 


度 い と 思 う 。 
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於 て は 愉 も 第 一 静止 型 の まま 下降 転移 せる や 誤解 し た 
る 場合 に も 展 々 遭遇 し , 改め て 詳細 に 追及 し て この 転移 
次 の 実相 を 究め 得 た の で ある 。 
故に 駆虫 の 実態 に 於 て その 下降 転移 の 高 率 な る に 拘ら 
ず 第 二 静 止 型 と し て その 移動 過程 を 把握 し 得 ざる 東 体 の 
多き 事実 は 以上 に より て 自ら 明らか で ある と 思う 。 
然るに 今 ピ ペ ニ ン に ょ る 駆虫 の 実相 を 断 の 如く だ 限定 
し て 理解 すれ ば 仮 信 低 率 に 出現 する と し て も 第 二 静 止 型 
も つて 転移 し た ろ 忠 体 の 反応 の 姿 を 如何 に 説明 する や 
に 暫 か 反論 な きる 得 な い の で ある 。 余 が ピ ペ ニ ン 世 よ 
下降 能勢 を 第 二 静 止 型 に よる の を 原則 と 推論 せ ざ る 所 以 
は 本 剤 適用 後 の 第 二 静 止 型 は 極め て 不安 定 且 つ 不 確実 と 
て 従来 の 姿 と 相違 する 印象 を 常 に 強く 受け た か ら で あ 
RES 
ペ ニ ン の 作用 機 序 解明 の 鍵 を 握る ある の と 云え よう 。 
この 本 は な い 。 
併 し 年 ら 神 経 毒 と 之 を 朋 定 する 根拠 も な い 。 今 少し く 疲 
に 於 て 作用 機 序 を 考察 し て 見 る と と と し ょ う 。 
サー 
ro の と で に 直ちに サン トニ ン 及 び カ イニ 
ン 酸 を 投与 し て 観 窒 し た の で ある 。 そ の 結果 は 投与 後 全 
く サ ント = ン 等 単 独 使 用 時 と 上 同様 な 時 間 的 関係 に 於 て 第 
静止 型 に より て 下降 態勢 を 示す の を 確認 し た 。 と の 事 
実は ば ペ ニ ン に より て 下降 する 虫 体 も 中 枢 神経 は 明らか 
に 神経 赤 に 反応 し , 之 等 の 神経 寺 と 異な る と と を 示す も る 
の で ある 。 C. Swartzwelder は ピ ペ ベラ ヂ ン の 十 傍 釈 和 
液 に 元気 な る 句 虫 を 浸 せ ば 急速 に 運動 を 失い 不 活 湊 と な 
る 。 と の 作用 は 可逆 的 で あり 不 活 湊 な る 虫 体 を 水 に つけ 
る と 再び 活動 力 を 飲 復 する と , 又 同 人 等 は 本 剤 に より て 
魚 虫 は 不 活 湊 と な り 従 つて 顕 昌 の 移動 に よる 害 は な い 


1 


以上 の Swartzwelder の 観察 を 引用 すれ ば 顕 眼 体 の 不 
活 深化 は 販 に 余 が 指摘 する 第 二 静 止 型 の 発生 因子 で あ 
る 。 即 ち 第 二 静 止 型 は 虫 体 の 弱 力 化 に よる 普遍 的 な 雇 能 
ある と 云う 欠 点 に 一 致す る き \ 5 の て ある か ち 。 ピ ペ ニ ンジ 
る 第 二 静 止 型 の 出現 は 当然 で あ 2 

保 し 生 ら Swartzwelder の 論拠 は 極め て 簡単 な る 
験 に 基づい て の 類推 で あつ て 之 が 如何 な る 作用 機 序 に 
る も の か を 胸 う 余 地 る な い 。 

余 の 負 察 時 間 は 一 応 二 時 間 を 限定 し た が , 6 時 間 , 12 
時 間 , 24 時 間 と 時 間 的 に 追及 し た 症例 に 於 て は 旧 寄 生 部 
位 に 復 し た る も の , 下降 の ま ゝ 停止 する も の , 一 気 に 排 
出し た る も の 等 区 々 で ある 。 


ビ ペ ニン は 今日 ま 


【 
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他 面 正常 運動 型 を 経 , 更に 第 二 静 止 型 に 至る 虫 体 も 赤 
明か に 実在 する 銀 察 結果 を 考慮 すれ ば ,。 虫 体 の 生活 力 , 
ビ ピ ペ ベニン の 投与 量 , 時 間 的 経過 , 個体 の 要約 等 に よ ょ つて 
阪 令 種 々 の 密 を 示す と る 作用 機 序 の 基本 型 は 存在 し , 一 
定 の 反応 に 達する 迄 の 各 相 に 於 ける 現れ が 不 統一 な る 姿 
を 示し て いる の で は ある まい か と 思わ れる 。 

と も あれ , 以上 は 余 が 角 宗 姿態 を 甚 考 し て 種々 推測 し 
た と と ろ で ある が , 板東 教授 の 業績 に 微 す れ ば 本 剤 は 直 
接 虫 体 に 作用 する 一 種 の 殺虫 姓 と 解す べき で あつ て , 獲 
上 の 姿態 は 容易 に 解明 し 得る 事 ょ 思う 。 

次 に 移動 の 状態 を 追及 する に 以上 の 如き 姿態 を 示し た 
る 虫 体 は 更に 第 二 の 因子 即ち 腸管 の 機能 見 進 に より て 運 
動 を 開始 する と 共に 一 定 の 部 位 に 停止 し 得 ず , 
20~30 梶 下降 する 。 下 降 停止 せ ば 第 一 静止 型 に 帰り , 更 
に 内 容 の 力 に より て 空腸 第 一 部 位 よ ょ り 第 二 部 位 , 第 三 部 
位 , 更に 廻 腸 へ と 転移 下降 す 。 即 ち ピ ペ ニ ン に よる 腸 の 
運動 機能 見 進 が 駆虫 効果 の 一 部 に 関与 する 事実 は 紋 前 の 
観察 に よ つ て 明らか で ある が , 下降 転移 の 遅 速 は 個体 の 
自律 神経 機能 に 関連 し て 径 庭 こ そ あ れ , 緩 下剤 と し て 上 虫 
体 の 移動 に 重要 な る 因子 た る は 論 を 伺 た な い 。 

以上 の 銀 察 結果 の 考 撤 より 余 が 投 握 し た る ビ ペ ニン の 
量 に あり て は ビ ピ ペ ラ デ ヂ ン の 上 虫 に 及ぼ す 作 用 は 種々 の 因 
子 が 相 作 用 し , 顕 虫 の 寄生 に 悪 層 境 を 構成 する た め , 下 
体 は 正常 寄生 部 位 に 停 ま り 得 ず 腸 管 の 機能 兄 進 と 相 伺 つ 
て 優秀 な る 駆虫 効果 を 発揮 する も の と 判断 する も の で あ 
る 。 

と も あれ , 本 剤 の 駆虫 効果 は 諾 権 威 の 臨床 報告 の 如く 
人 極め て 優秀 に し て 余 の 鍋 察 結果 に より て 苗 便 検査 成績 
を 充分 解明 し 得 た る も の と 確信 する 次 第 で ある 。 

考 拉 

余 は ピ ペ ラ ヂ ン の 駆虫 作用 の 本 態 を 究明 すべ く ピ ベニ 
ン 錠 を 投与 レレ 線 に よる 下 体 の 動態 観察 を 試み て 雪上 の 
成績 を 得 た 。 
即ち ピ ペ ラ ヂ ン は 顕 虫 に 対し て 明らか に 駆虫 作用 を 有 
し , その 作用 機 序 は 従来 の 駆 上 剤 と 異な る 特異 な 機転 に 


一 気 た 
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よる と と を 確認 し た 。 

即ち 虫 体 は ピ ペ ラ ヂ ン の 作用 を 受け る に 及び 運動 を 開 
始 し , 運動 型 の まま 下降 転移 する も の , 第 二 静 止 型 を と 
り て 下降 する も の の 二 型 を 見 る が 。 之 に 加 う る に 腸管 に 
及ぼ ば す 影 響 と し て 腸管 の 機能 見 進 を 招来 し て 更に 腹 調 に 
虫 体 の 下降 態勢 を 確立 し , 極め て 良好 な る 駆虫 の 実態 を 
究め 得 た の で ある 。 

姜 に 余 は ピ ペ ラ ヂ チン に よる 第 二 静 止 型 出現 率 の 低 率 よ 
り 駆虫 効果 極め て 低 し と 軽 座 に 判断 し た が , 六 に と を 計 
正 し, 本 剤 の 多量 頻 回 投与 は 従来 の 優秀 剤 に 優る と も 劣 
ら な い 確 実に 泰 効 す る 優秀 な る 駆虫 剤 ご ある と と を 結論 
する 。 

面 し て 本 剤 の 投与 方 式 も 赤 禁 殿 の 推奨 する 方 法 即ち 毎 
食前 投与 法 を 推 賞 すべ き 事 は 余 の 狼 上 の 駆虫 の 実態 鐘 察 
より 今更 言 を 要 し な い 事 で ある 。 


文 汎 
1) 「 ェ イデ ザイ 」 株 式 会 社 編 (1955) : ど ペ = ン ッ 廊 献 
集 , 第 3 号 . 一 2) 板東 丈夫 , 茅 稽 二 (1955) : Pipera- 
zine Alkyl Sulfate の 朋 虫 作用 に 就 い て , 順天堂 大 
学 薬理 学 教室 . 


SunrmnmmarY 


Every 60-70 mg of piperasin Dreparation Wa2S 
administered to 4scgzzs 7 の ZZcoZ の es in the human 
intestine. Prior to every administration the from 
of Ascaris was observed by X ray. As the 
result of such 7 cases (14 worm specimen) the 
following conclusion was obtained. 

By the effect of pipenin the worm remioved 
downwards taking the form of the “moving 
form'"′ as well as of the “2nd rest pose 
form'′ The mechanismus of anthelminthic effect 
of this drug iS considered to be a peculier one : 
近 has not only an anthelmintic effect on the 
worm but acts also purgative to the interestinali 
wali, thus sequring its antihelminthic effects 
moSt exactIYy. 
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各種 化学 薬品 の 鍋 虫 仔 虫 に 対す る 殺 小 試験 






(1) 殺 卵 剤 に よる in vitro 試験 


安 田 


ー 郎 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 31 年 8 月 27 日 受領 ) 


まえ が き 

釣 虫 は 問 虫 と 違 つ て , 卵 で は な く て , 出 化 し た 感染 仔 
虫 が , 経 皮 的 , ある い は 経口 的 に 体内 に 侵 人 する と と に 
ょ つて 感染 が 成立 する 。 そ と で , 釣 虫 仔 虫 を な ん ら か の 
化学 薬品 で 殺 減 で きれ ば , 釣 虫 の 感染 予防 上 益 す る と と 
ろ が ある と 考え られ る 。 

釣 虫 仔 虫 に 対す る 各種 化学 薬品 の 試験 管内 殺 小 試験 に 
つい て は , と れ ま で 多く の 研究 が な され , 衝 研 究 者 に よ 
つて 有効 な 薬剤 が 挙げ られ た 。 す な わ ち 和 修 原 (1907), 大 
磯 お ょ び 石 井 (1925), 片田 (1927), 長 谷川 (1929) は , 
ツ ビ ニ = 釣 虫 お よび アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対し て ,10% 塩 酸 。 
5 多 石炭 酸 水 。 100 こ 60 タ エチ ル ア ル コー ル が も つと も 
すみ や か な 殺 減 効果 を 有する と 報告 し た が , 野田 1929), 
次 いで 笹田 (1934) は , ヨー ド 剤 , と くに 0.2% ヨ ー ド 
チン キ の 早 効 性 を 指摘 し , それ を 浴 窟 する 薬剤 な な いと 
と を 確認 し た 。 ま た Ritchie お よび King (1953) は , 
イヌ 釣 虫 お よび ブラ ジル 釣 虫 仔 昌 に つい て 。 抗生 物質 を 
含む 32 種 の 薬剤 の 殺 滅 試験 を 試験 管内 で 実施 し 。 アセ 
トン , 酢酸 エチ ル ,。 ピ リジン, 95 用 エチ ル ア ル コー ル の 
殺 滅 作用 が も つと も 顕著 な と と を 発見 し た 。 

と と ろ で , と れ ら の 研究 を みて みる と, 供 試 仔 虫 が 殺 
減 さ れ 始 め る 時 間 の 確認 に 重点 が お か れ , 殺 滅 率 の 時 間 
的 推移 , お よび 作用 温度 と 殺 滅 率 と の 関係 に つい て 明 ら 
か で な い 。 そ と で 私 は , 最近 いわ ゆる 殺 卵 剤 と し て 提唱 
きれ て いる 数 種 の 薬剤 を 用 い , 上 記 の 点 を 考慮 に 入れ 
て , スク リー ニン グ ・ テ スト を 行 つ た か ら , と と に 報告 
する 。 

実験 方 法 
役 検 薬剤 と し て は , 二 硫 化 炭素 乳剤 (乳化 剤 25 混 


7zzzo YYgszgZ: The effect of various chemmicalS 
on the 1larvae of hookworms. (1 ) The in vitro 
test of ovocides of ascaris. (Department of Para- 
sitology, National Institute of Health, Tokyo, 
Japan.) 





入 , 日 本 曹達 ), 揮 発 性 草子 油 (東京 化成 ),) ネ オジ クロ ン 
新 剤 (明治 薬品 ), 二 臭 化 エ チレ ン (東京 化成), 亜 硝酸 ソ 
ー ダ (純正 化学 ) の 5 種 を 選ん だ 。 と と で ネオ ジ ク ロ ン 
新 剤 と いう の は , クレ ゾー メル 4.17 欠 , メタ ノー ル 25。56 
少 。 ト リク ロ ル ェ エチ レン 89。44 多 。 パ ラジ クロ ル ベ ン ゾ 
ー ル 10.56 多 , 粉末 石けん 5.00%。 二 臭 化 エ チレ ン 9。55 
多 。 乳化剤 メタ エマ ー ル 5。27 多 を 含有 し て いる 製品 で あ 
や っ o 

上 記 各 薬液 の 稀釈 は , 倍数 稀釈 法 に より , 水道 水 を 用 
いて 。 500 倍 か ら 8000 倍 な た いし 128000 倍 の 稀釈 列 を 作 つ 
た 。 た だ し 草子 油 お よび 二 臭 化 エ チレ ン は 水 に 不溶 な た 
め , 乳化 剤 エニ マル ゲン (花王 石鹸 ) を , 薬剤 1 に 対し て 
4 の 割 に 混入 し て , 条 息 し た 。 ま た 了 亜 硝酸 ツー ダ は N/10 
塩酸 を 溶媒 に し て 稀 息 し た 。 こと れ は ,。 亜 硝酸 ソー ダ は 
酸性 メジ ウム で な いと 魚 虫 卵 に 対し て , 殺 卵 作用 を 発揮 
し な い , と いう 報告 を 考慮 し た た めで あつ た 。 

釣 虫 仔 虫 は , イヌ 釣 虫 仔 虫 。 ツジ ビニ 釣 虫 仔 虫 。 お よび 
アメ リカ 外 仔 虫 の 三種 を 用 いた が , 各 仔 虫 は 次 の 手続 
を へ た も の を 実験 に 供し た 。 す な わ ち 。 イヌ 釣 虫 仔 由 の 
場合 は イヌ 釣 虫 を 実験 的 に 感染 させ た イヌ の 新鮮 便 を 。 
また ツジ ツ ビニ 釣 虫 仔 虫 お よび アメ リカ 釣 息 仔 虫 の 場合 は そ 
れ ぞ れ の 単独 感染 者 の 新鮮 便 を 水 に 溶かし て 濾過 後 遠 沈 
し , その 沈 溶 を , 水道 水 を メジ ウム に し て 27C 骨 卵 器 中 
で 瓦 培養 し た 。 培養 後 6 日 目 に 仔 虫 の 渡 出 し た メジ ウム 
を 集め , それ を 遠 沈 し , その 溶 を 再び 瓦 の 中 央 に の 
せ 。 水道 水 を メジ ウム に し て 一 昼夜 27C 骨 卵 器 内 に 放置 
レ し 。 仔 虫 を 再 出 させ た 。 こ と の ょ うに 仔 虫 を 再 渡 出 させ 
た の は , 死滅 し た 仔 虫 を で きる だ け 除 く た め で あつ た 。 
な お 実験 に 用 いた 仔 下 年 齢 は 7 一 10 日 で あつ た 。 

次 に 上 記 薬 剤 稀釈 液 を 容量 28cc の スピ ッ ツ グラ ス に 20 
cc ずつ 入れ , これ に 上 に 述べ た 手続 を へ た 仔 虫 懸 濁 液 を 
0.5cc ず つ 滴 下 し た 。 0.5cc 中 の 仔 虫 数 は 約 700<1000 
匹 で あつ た 。 
作用 薬剤 の 対 妥 と し て , 水道 水 , エマ ル ゲ ン 笑 門 液 
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( 250 倍 か ら 4000 倍 の 倍数 稀釈 剤 ), N/10 了 塩酸 , お よび 亜 
硝酸 ツ ソーダ を 水道 水 で 1000 倍 に 稀 息 し た も の を お いた 。 
浸漬 温度 は , 10C,。 お よび 307C の 2 種 と し た 。 
観察 日 は , 浸漬 後 1 日, 3 日 , 7 日, 14 日 の 4 回 で あ 
つた 。 観察 方 法 は 次 の 通り で ある 。 す な わ ち , 顕微 鏡 保 
温 装置 (50'C に 調節 ) の 中 に 災 眼 解剖 顕微 鏡 を 入れ , そ 
の 載 物 机 に , 試料 の 一 部 〈 約 0.1cc) を 入れ た 時 計 皿 を 
お き , 見 し た 。 と の 場合 , 運動 し て いる 任 虫 は ,. その 
運動 か いか な る 性 質 の も る の で あれ , 「 生 」 と 判定 し , 運 
動 し て いな いも の は 「 死 ] と 判定 し た 。 そ し て 生死 合計 
100 匹 以上 か ぞ え , 百分率 で 殺 滅 率 を 算出 し た 。 


実験 結果 
本 実験 は 中 央 致死 濃度 (median lethal concentrati- 
on, M. L. C.) を 求め る の を めざし た の で は な く ,。 人 


> 


て 殺 減 効果 を も つて いる か ど : 
その 有効 較 度 は どれ くら 
し た 。 と の 結果 KV ぁ し 


と と で 数 値 は 殺 減 率 を 示し て 


試薬 剤 は 釣 虫 仔 虫 に 対し 
の 5 まだ た だ た あつ: 
いか を 求め る の を 主 な 目的 に 
10 表 に まとめ られ て いる 。 


いる 。 


1. 外 化 剤 エマ ル ゲ ン : 上 に 述べ た よう 


い 


て いる な ら 。 
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漬 14 日 で は 30 名 内 外 の 殺 減 効果 を 示す 。 と れ に 反し て , 
低温 で は 全 浸 漬 期間 を 通じ て 殺 減 効果 は られ な い 。 最 
Mo Ss 対し 
1 日 に 早く も 殺 減 効果 が 現われ , 浸漬 14 日 で は 対照 の 死 
亡 率 5 宣 衝 し , エマ ル ゲ ン 浸 漬 群 は 0 内外 の 殺 減 
率 を 示す 。 一 方 低温 で は 温 沖 第 1 日 に お いて は 1000 倍 笑 
| ai 
め ら れる が (前 者 で は エマ ル ゲ ン 浸 漬 群 の 殺 減 率 と 対 
% の 間 に z? 検定 で 0.122 以 下 の 危 険 率 で 有 
*,。 また 人 後者 で は , 2 時 以下 の 危険 率 で 有意 な 巻 
め ら れ た う )。 7 日 以後 1 日 Geo 
うら れ な い 。 と いう の は ,。 エマ ル ゲ ン 湿 漬 群 の 殺 小 
寺 照 の 死亡 率 と の 問 に 有 主夫 が た いか ら で ぁ の 
2. 三 硫化 培 乳 剤 : 本 薬 刑 稀釈 液 は 第 2 表 に 示す 
8 種 釣 虫 仔 虫 に 対 し て , 殺 滅 効果 を も つ 。 
ヌ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , その 有効 限界 濃度 は , 80 で 
浸漬 第 1 日 に お いて は 2000 倍 。 第 14 日 で は 4000 倍 
一 方 10 "で は 。 混 漬 第 1 日 に お いて は 1000 倍 , 3 
日 以降 14 日 で は 2000 倍 で ある 。 
次 に , 有効 限界 濃度 以下 の 濃度 に ょ 


- み 


に あり 
9 の 、 プ Wー タ 5 


ルキ 
て いぶ ば 。 


> ンー 
に の の る や っ 。c 


RE 和 ま ーー 
る 殺 滅 率 の , 浸 潰 



































oO を ) 

倍 イヌ 銘 忠 仔 昌 ツ ビ ニ 狗 束 仔 昌 アメ リカ 銘 躍 仔 昌 
率 1 日 3 が 14 1 日 3 7 14 1 日 3 7 14 
30 250 0:8 0 0 2.4 7 まあ ナチ る 8 ば 1.9 41.8 44.7 73.3 
500 0 0 0.7、 2.4 1.6 3.7 4.0 36.5 8.8 43.9 51.9 67.6 
度 1000 2.3 608 2 ます 1.9 2.5 9.7 8.4 32.7 6.7 39.8 53.0 60.8 
浸 2000 0 0 0 3.5 2.1 52 22 69.4 8.4 40.3 52.6 72.9 
注 4000 0.9 3.7 0.9 0.9 2 ご お 5 9.5 3639 6.6 39.5 44.7 64,.1 
対照 dm 衝 0 0 が まき は 9 艇 る 1.3 8.3 3.1 5.5 
10 250 0 0 0.9 0.9 4.8 3.5 8.3 12.4 10.8 9.2 61.4 93.9 
500 0 0 0 0.6 3.1 0.8 4.5 6.1 10.8 13.6 49.6 93.9 
度 1000 0c8 2 の 5. GS 50 を 04 ます 雪子 15.2 23.5 60.3 93.7 
浸 2000 「 隊 才 0 0 056 8 4.3 >5.6 7.2 19.2 59.0 98.1 
濱 4000 0.8 0 1.5 0.8 3.9 0 3.2 5.6 4.5 15.4 56.8 97.1 
対照 0 0 0 0 人 導き メサ 人 9 3.4 11.5 69.6 94.6 

臭 化 エ チレ ン は , 乳化 剤 テマ ル ゲ ン を 用 いて 稀釈 し た 日 数 に よる 変化 を みる と , 8000 倍 稀釈 , 30'C 浸 漬 第 1 日 


が , と れ 自体 が 釣 虫 仔 虫 を 殺 滅 する か どう か を みる と , 
第 1 表 か ら わ か る よう に , イヌ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 浸 
漬 日 数 が まし て も , 高温 30 で) 低温 (10 で) 浸漬 と も 


条 航 効果 を 示さ な な い 。 ジ ツジ ビニ 釣 虫 仔 了 虫 に 対し て は , 高温 
浸漬 で は 浸漬 7 日 まで は 殺 減 効果 は ほとん ど な い が , 浸 


( 
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て 4。 ( 


し レ し て いる 。.: 


ーー 
で 浸漬 1 日 と 3 日 の 殺 減 率 の 差 を Z* 
検定 て 検定 し し て みる と , 0.1%% 以 下 の 和 危険 率 で 有意 で あ 
る (17.867) 。 細 ー 
考え る と と が で き な い 。 と と ろ で 致死 曲線 は , 正規 果 積 


- て は 80C 浸 資 で は 浸 第 
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第 2 表 二 硫 化 炭 素 の 殺 滅 率 () 


























倍 イヌ 釣 虫 仔 虫 ツー 釣人 中 アメ リカ 釣 虫 仔 虫 
に で 1 日 3 7 14 0 る 。 14 1 日 3 7 14 
30 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
度 2000 100 100 100 100 47.1 78.6 85.9 94.9 100 100 100 100 
4000 95.7 100 100 100 31.5 65.4 84.3 78.3 97.3 91.1 73.3 97.9 
人 8000 J5.2 84.2 50.9 88.2 ちな: で 8 下 .S 23054 13.2 、 本.1 28.3 11.@ 
注 対照 0 0 9 お ぉ 3 1.5 の 3S を 9 ひ 、 0.7 58 丘 放 
10 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
度 2000 94.7 100 100 100 8.4 60.0 99.2 100 100 100 100 100 
みこ 
4000 25.2 100 100 100 5.1 23.8 35.2 100 100 57.3 100 100 
人 8000 0.9 2.8 39.5 92.9 よ 。5 0 さる 、 を 寺 き 25.4 193.6 65.7 100 
濱 対照 0 0 0 0.6 ま 。 ゲ 0.9 6.8 25 0 0.7 11.8 _ 低 : 9 
第 3 表 二 硫 化 炭素 に 潰 し た 場合 の 両 温度 の 殺 滅 率 の 比較 (307C と ある は 30"C 表 漬 の 方 が 殺 減 
率 の 高い と と を さす . ナシ は 差 の な いと と を いう . df = 1 %。7.。。 三 3.841, 
2 三 . 5. 人 2 27. = 6.695。 2 だ .。。。 = 10。 ad 
倍率 1 日 3 日 7 日 14 日 
30*C ンー チ デジ チチ 
4000 ニ 137.669 
イ 福 oe wi ee ーーー ーーー 
30“C 30“C 30?C 10“C 
9000 ヶ 三 10.921 zー6.836 
2000 30?C 30“C 10“C ナジ 
Z。* 三 46. 560 Z。* 王 31 .830 Z。* 王 15.337 
3 kN 306C で 」 30?C 10“C 
0 + 4000 ァ ニ 26.630 
8000 ナジ 30?C 30?C 30“C 
Z<ー1.191 Z。* 三 12.674 Z。* 王 6.057 
抽 緑 を を な す と いわ いる か ら , 浸漬 8 日 の 殺 滅 率 81.22 の 次 に 有効 限界 濃度 ょ り 低 濃度 の 稀釈 液 に よる 殺 滅 率 
中 に は 。 仮死 し た 仔 貝 数 も 数 えら れ て いる と 考え を の 。 混 漬 日 数 に よる 変化 を みて みる と , 30C で は いずれ 
る 。 し か し 肖 漬 第 14 日 で は , 83.2% ee ヽ る ぁ る 上昇 し て いる が , 10 0 日 に お いて 。 さ 
る 。 一 方 10'C 浸 潰 で は , 殺 滅 率 の 低下 は な く , 次 第 に き に イヌ 多 虫 仔 虫 に みみ られ た よ ょ うな 殺 減 率 の 低下 (78.8 
外し て いる 。 さい 85.2%% へ ) が み ら れ る 。 と の 巻 は 2 検定 で , 
最後 に, 殺 減 率 の 浸漬 温度 に よる 相違 を みる と , 第 3 以下 の 危険 率 で 有意 で ある か ら (Z* 三 15.377), 第 
な ) に , 4000 倍 , 8000 倍 人 浸漬 第 1 日 に お 9 2 と は 仮死 仔 虫 も 数 えら れ て いる と 推定 
て 80'C 浸 潰 の 方 ヵ ソ : 殺 小 率 が 高い Oo と < ころ が * 4000 倍 > 3 も 0 
は 浸 沖 第 8 日 に は 両 温度 の 殺 滅 率 の 相違 は な く 。 8000 倍 最後 に 浸漬 温度 の 相違 に ょ る 殺 滅 率 の 差 は , 第 3 表 に 
ご は 浸漬 第 14 日 に は 低温 の 方 が 殺 滅 率 が 高い 。 示す ょ うに 。 2000 倍 ,。 お よび 4000 倍 で は , 浸漬 第 1 日 に 


ビニ 釣 虫 仔 虫 に 対 し て は , 有効 限界 濃度 は , 30'C 浸 お いて は , 高温 の 方 が 殺 減 率 が 高い が 。 浸漬 7 日 に お い 
潰 で は , 全 浸 漬 期間 を 通じ て 1000 倍 で あ る が すず 10 で 浸漬 上 neo 4000 倍 で は 高温 が 仙 く タ 14 日 で 


で は , 第 1 日 1000 倍 で ある に 対し,。14 日 で は 4000 倍 に 上 は 低温 の 方 が 100 の 殺 滅 率 を 示し て いる 。 ま た 8000 倍 
界 し て いる 。 ン は 混交 第 1 日 に は 相 信 が み ら れ な い が ,。 第 3 日 以 降 は 
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高 温 の 方 が 殺 滅 率 が 高い 。 

アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 有効 限界 濃度 は , 30 で C 
浸漬 で は 全 浸 潰 期間 を 通じ て , 2000 倍 に 留 ま つ て いる 
が 。10 で 浸漬 で は , 第 1 日 は 2000 倍 で ある 。 と の 場合 40 
00 倍 稀釈 液 も る 100 殺 減 し て いる が , 浸漬 3 日 に 殺 滅 率 
が 57.8 多 と 低下 し て いる か ら , 第 1 日 の 100 多 に は 仮死 
仔 虫 が 含ま れ て いる と 考え る と と が で きる 。 と と ろ で 。 
7 日 で は 4000 倍 , 14 日 で は 8000 倍 と 上 昇 し て いる 。 た だ 
し 8000 倍 稀釈 以上 は 実験 し て いな いか ら , 14 日 の 有効 限 
界 濃度 に つい て , 確定 的 な と と は いえ な い 。 

と と て 両 温度 に お ける 対照 群 の 仔 虫 の 死亡 率 を 比較 し 
て みる と , 第 1 日 お よび 第 8 日 に は 有意 な 券 が な い が 。, 
第 7 日 に お いて , 80'C 5.8 の 死亡 率 に 対し , 107C11.8 
22% と な つて いる 。 と の 差 を Z* 検定 で 検定 し て みる と , 
2 多 以 下 の 和 危険 率 で 有意 で ある (%* 王 5.058)。 次 に 14 
日 で は , 307C 5.8 旬 , 107C25.9 狗 で , その 差 は 0.1% 以 
下 の 危 険 率 で 有意 ご ある (X* 一 19.252)。 し た が つて 。 
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アメ リカ 釣 虫 仔 虫 は ,。 107C に 放置 し た 場合 は , 7 日 前 後 
か ら 寒 冷 の 作用 を うけ , 30C に 放置 し た 場合 より 多数 の 
仔 虫 が 死亡 つる と と に な る 。 

最後 に 温度 に よる 殺 減 率 の 相違 を みる に , 4000 倍 浸漬 
3 日 で は 高温 の 方 が 殺 滅 率 が 高い が , 8000 倍 浸漬 3 日 の 
殺 減 率 の 間 に は 温度 に よる 相違 が みとめ られ な い (%* 三 
0.402)。 それ 以降 は 対照 の 死亡 事 に 相違 が ある た め , 
殺 減 率 の 差 を 検定 で き な い が , 低温 浸漬 の 方 が 殺 滅 率 が 
高い よう に 思わ れる 。 


3. 共 子 油 : 草子 油 も 第 4 表 に 示す よう に , 三種 釣 息 
仔 虫 に 対し て 殺 滅 効果 を も つ 。 
イヌ 釣 虫 仔 虫 に 対 し て は , 有 有 効 限界 濃度 は , 390C で は 


全 浸 潰 期間 を 通じ て 64000 倍 で ある が , 10* で 浸漬 で は 。 
第 1 日 に は 64000 倍 , 3 日 以降 14 日 で は , 128000 倍 で る 
100 多 の 殺 滅 率 を 示す 。 レ か し 128000 倍 縮 釈 以上 は 実験 
を し て いな いか ら , 3 日 以降 14 日 の 有効 限 界 江 度 に つい 
て は 確定 的 な と と は わか ら な い 。 
































第 4 表 電子 油 の 殺 減 率 () 

倍 イ ヌ 和 躍 仔 昌 ヅ ビ ニ 多 虫 仔 東 アメ リカ 釣 虫 仔 虫 

率 著 9 すず 36 AO 1 月 3 2 14 
30 16000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
疾 32000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
64000 100 100 100 100 100 100 100 100 26.1 100 99.0 100 
受 12g000 27.0 87.3 74.5 84.1 9.9 96.1 88.1 90.0 7.9 14.5 55.3 100 
漬 対 碑 0.7 0 0  g.41 FR 2 1.3 8.3 3.1 5.5 
10 16000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
族 。 32000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
0 64000 98.6 100 100 100 100 100 100 100 85.6 100 100 100 
受 2gso00 9.8 100 100 100 30.8 86.9 96.7 99.1 3.9 100 100 100 
漬 対照 3.6 2.4 2.3 1.1 1.7 0.9 0.8 2.5 1.4 4.7 41.8 91.5 

第 5 表 電子 油 に 浸 潰 し た 場合 の 両 温度 の 殺 滅 率 の 比較 (第 3 表 参 照 ) 
倍率 1 日 3 日 7 日 14 日 
30*C 10*C 10*C 10*C 

4 = 128000 yg 王 14.281 

> 30C 305C ナシ が 
グ と = 128000 ygー92.8 メニ 6.595 メー0.517 ァ e 二 0.605 
5 ピ wkp 
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amd 温度 に よる 相違 
みる と , 30 で 浸漬 1 日 で は , 27.02, 10C で は 9.8%% 
ご , その 差 は な 検定 で 0.1%% 以 下 の 和 危険 率 で 有意 で あ 
る ( 婦 三 14.281) 。 つま り 30 や 浸漬 の 方 が 殺 滅 率 が 高 
- ろ が 3 日 で は , 30 で 浸漬 に お いて は 87.8 多 で あ 
< 対し , 10C 浸 潰 で は 100 多 の 殺 減 率 を 示し て いる 
(第 5 表 ) 。 
ジ ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 有効 限界 濃度 は , 30 で , 
10'C 浸 潰 と も , 全 浸 潰 期間 を 通じ て , 64000 倍 で ある 。 
次 に 128000 倍 浸漬 に お ける 殺 滅 率 の , 温度 に よる 相 佑 
を みる と , 第 5 表 に 示す よ うに, 浸漬 第 1 日 , お よび 第 
3 日 に は 30'C 浸 漬 の 方 が 殺 減 率 が 高い が , boo 
第 14 日 で は 温度 に よる 相違 が みとめ られ な 


1 
に 


ヽ と と 


昌 wefSooNDy 
の 32000 倍 , 3 日 お よび 7 日 , 64000 倍 
。 14 日 で は , 128000 倍 で も 100 多 殺 減 を 示す が , 


128000 倍 以上 は 実験 し て いな いか ち 。 有効 限界 濃度 に つ 
いて は 確定 的 な と と は いえ な い 、。 一 方 10 で 浸漬 で は , 第 
1 日 に お いて は 32000 倍 で ある 。 38 日, 7 日 , 14 日 で 
は , 128000 倍 で も 100 光 殺 滅 を 示す が , 128000 倍 以上 は 
実験 し て いな いか ら , 有効 限界 濃度 に つい て 確実 な た と と 
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心 放電 攻 内 ky し あか みて ナチ 和仁 本 半 ( 半 
C と 10C に それ ぞ れ 放置 し ee > 7 日 前 後 か ら 低温 に 
放置 し た 方 の 死亡 率 が 高く な 

だ で SH 
す よ ょ よう に, 混 漬 第 1 日 に お いて は , 64000 倍 で は 低温 の 
方 が 殺 滅 率 が 高く , 128000 倍 で は , 相違 が み ら れ な い 。 
と と ろ が 浸 潰 3 日 に お いて は , 64000 倍 で は と も に 100 
%, 128000 倍 で は 30 で 浸漬 14.52 に 対し , 10' で 浸漬 で は 
100% の 殺 滅 率 を 示し て いる 。 

4. ネオ ジ ク ロ ン : ネオ ジ ク ロ ン 稀釈 液 も , 三種 釣 虫 
人 

ず イ ヌ 釣 虫 仔 昌 に 対し て は , 有効 限界 濃度 は 30'C 浸 

潰 て は 全 浸 漬 期間 を 通じ て 1000 倍 で ある に 対し 。10 や C 浸 
潰 で は 全 浸 漬 期 間 を 通じ て 2000 倍 で ある 

次 に 殺 小 率 の 和 間 的 却 通 を みる と , 第 6 表 か ら わ か る 
よう に 。 2000 倍 30'C 浸 潰 に お いて , 第 1 日 91.22, 第 3 
日 17.02 と 下降 し て いる 。 ど と の 差 は Z: 検定 で 0.1 以 
Snow シャ eg (2 王 164.575), 91.7 安 
の 中 に は 仮死 仔 取 が 入 つ て いる と と に な る 。 と と ろ が Y 
で は 86.7 欠 14 日 で は 94 .7 多 と 上 昇 し て いる 。 一 方 10 
RI 

















は わか ら な い 。 し な 2 は *? 検定 で 5 以下 の 危険 率 で 有意 
次 に 対照 の 死亡 率 の 温度 に よる 相違 を みる と ,。 第 1 日 ある (gmー 4. 0 か ら , 10.8 多 の 中 に も や は り 仮 死 
ee ま 。 322。 10'C, し 4 で 四 2 検定 で 有意 な 差 が Ac y て いる と と 区 な る 。 と と ろ が Y 日 で は , 5。7 
な い 0.207) 。 第 3 日 で は , 30C, 8.3 多 , 10C 時 。14 日 で は 18.2 多 と 上 昇 し て いる 。 
4。 7 で に * Ne い (の ー ま 。 665)。 と と ろ 最後 に , : 温 度 に よ ょ る 殺 滅 率 の 相違 こ に つい て 6 * 第 7 表 
が , 第 Y 日 で は , 30'C。 122,。10'C, 41.8, 14 日 で に 示す よう に と, 4000 倍 , 8000 倍 と も , 全 浸 漬 期間 を 通じ 
は , 80C,。 5.5,。10'C, 91.5 多 で , 低温 の 方 が 明らか て 差 が み と め ら れ な い 。 
第 6 表 ネオ ォ オジ クロ ン の 殺 滅 率 ( 
倍 イヌ 欠 東 仔 下 ツ ビ ニ 釣 昌 仔 東 アメ リカ 多 躍 仔 貝 
率 ゃ 月 3 』 14 1 日 3 と 。 14 1 日 3 7 14 
30 1000 100. 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
度 2000 91.2 17.0 857 96.7 100 100 100 100 100 100 100 100 
と 4000 1.6 3.2 7. る 8 21.7 5.6 26.3 95.8 100 100 100 100 100 
頒 8000 り の 、 ソ 0 で あ 6 21 0.7 紀 6 48.9 23.4 38.4 95.8 100 
濱 対照 0 0 0 5.3 1。5 OO. 全 ) 上 9 は 0.7 が の 6 間 
10 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
度 2000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
4000 10.8 2.6 5.7 18.2 3.4 4.0 22.8 97.5 100 100 100 100 
し 8000 0.8 0 0.7 4.0 0.7 0.6 2.5 87 4.4 31.8 90.8 99.2 
濱 対照 0 0 0 0.6 ププ 邊 人 に 全 答 ・ る も 0 0.7 11.8 25.9 
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第 7 表 キオ ジ ク ロ ン に 湊 需 し た 場合 の 本 温 諾 の 税 波 率 の 比 絆 (第 き 表 参 原 ) 


3 日 7 日 14 日 




















- 仁 率 1 日 
ジ ナジ に y ジ 
4000 10C sz 王 0.451 ァ ー0.531 ー0.029 
ヌ 
ナジ ナジ ナジ 志 
9000 ヶ "ー0.451 ァ e 三 0.008 
ナシ 30C 30*C ナシ 
4000 ァ e 三 0.283 yg 王 22.098 ァ 三 159.021 
グ ビ ニテ 
8000 ナジ た が 30“C 30"C 
yeー0.218 ygー0.393 ァ yz 王 4.191 ニニ 49.893 
30?C ジ 
アメ リカ 8000 ye 二 18.057 ygー1.283 





ツ ビ ニテ 釣 虫 仔 虫 に 対 し て に , 有効 限界 濃度 は , 30 で 浸 
漬 で は , 1 日 , 3 日 , 7 日 と も 2000 倍 , 14 日 で は 4000 倍 
で ある 。 一 方 10 で 浸漬 で は , 全 浸 潰 期 間 を 通じ て 2000 倍 
で ある 。 
次 に 殺 滅 率 の 温度 に よる 相違 を みる と , 第 表 に 示す 
ょ うに , 4000 倍 。 8000 倍 と も , 浸漬 第 1 日 に お いて は , 
相違 が みとめ られ な い が , 第 7 日 で は と も に 980 で 浸漬 の 
方 が 殺 減 率 が 高い 。 と と ろ が 浸漬 14 日 で は 4000 倍 に つい 


ーー ルキ っ ゞ フ 
に パ つ * 差 が みとめ ら # し な い 。 


アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 有効 限界 濃度 は , 第 1 
日 。 第 3 日 。 第 Y 日 で は , 4000 倍 で ある 。 第 14 日 で は 。 
8000 倍 に お いて も 100 多 殺 減 を 示す が , それ 以上 の 稀釈 
度 で 実験 し て いな いか ら , 有効 限界 濃度 に つい て 容 
な と と は いえ な い 、。 一 方 10'C 浸 漬 で は , 全 浸 漬 期間 を 通 
じ て , 4000 倍 で ある 。 

次 に 浸漬 温度 の 相違 に よる 殺 滅 率 の 差 を みる 


第 8 表 二 自 


と 。 8000 








化 ェ エチ レン の 狗 滅 率 ( 狐 ) 


倍 で は 。 浸漬 第 1 日 で は , 30C 浸 漬 の 方 が 殺 滅 率 が 高い 
が , 第 3 日 で は , 相違 が みとめ られ な い (第 7 表 ) 。 そ 
れ 以 降 の 浸漬 日 数 に つい て は , 両 温度 の 対照 の 死亡 率 に 
相違 が ある た め ( 二 硫 化 炭 素 の 項 参照 ), 殺 減 率 の 検定 を 


こ *= プラ と バボ デ 和 を た TA 
/ に < 
9 の > 


5. Re > 二 臭 化 エ チレ ン 稀 釈 液 も , 三種 

釣 虫 仔 虫 に 対し 殺 減 効果 を も つ (第 8 表 )。 
イヌ 釣 和 虫 仔 昌 に 対し て は , 有効 限界 濃度 は , 80'C 浸 沖 

ご は , 第 1 日 , 1000 倍 , 第 3 日 , 第 日 , 第 14 日 , と も 
に 4000 倍 で ある 。 一 方 107C で は , 第 1 日 お よび 第 3 日 
1000 倍 , 第 Y 日 お よび 第 14 日 , 4000 倍 で ある 。 

次 に 殺 減 率 の 温度 に よる 相違 を みる と , 第 9 表 に 示す 
ト う に , 2000 倍 で は 全 浸 潰 期間 を 通じ て 差 が みとめ られ 
試 4000 倍 で は 浸漬 第 1 日 に は 80'C の 方 が 殺 滅 率 が 高い 
が , 第 Y 日 に は と も に 100% の 殺 滅 率 を 示す 。 と れ に 反 
し , 8000 倍 で は , 浸漬 第 1 日 に は 相違 が な い が , 第 3 日 




















倍 イヌ 多 虫 仔 虫 ヅ ツ ビ ニ 多 虫 仔 中 テア メリ ヵ 痢 上 仔 下 

率 半 。、: 迷 か oo $ 。 ず 、 交 中 概 。 きき < 押 
30 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
産 2000 88.8 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

4000 87.5 100 100 100 45.6 94.5 100 .100 96.7 100 100 100 
sg000 0 0 8.1 47.7 14.2 65.9 100 100 48.2 100 100 100 
漬 対照 人 < 導 9 巻 2 : 全開 。 織 3.2 13.3 53.8 52.9 
10 1009 100 100 100 100 90.1 100 100 100 100 100 100 100 
産 2000 98.1 99.0 100 100 1.3 96.9 100 100 100 100 100 100 
4000 4.1 72.4 100 100 0 35.4 97.7 100 31.6 93.6 100 100 
碗 sg000 0 23.1 50.4 70.9 1.9 80.8 96.5 9.7 46.5 100 100 


0 0 0 0.9 








0 0 0 5.1 10.8 53.4 87.1 
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第 9 表 二 自 化 エ チレ ン に 浸 潰 し た 場合 の 両 温度 の 殺 滅 率 の 比較 (第 3 表 参 照 ) 



































倍率 1 日 3 日 7 日 14 日 
FE 2000 RE ナジ ナジ に 
0 間 le 770 La ーー リ 交 あ 
2909 . 生 電 2 二 89.177 メー19.394 
か で "ンー ad 3C ナシ ナシ ナシ 
合い 
4000 30?C wl 旨 呈 ナシ ナシ 
ES 0 30?C 30*C ナシ 
アメ リカ 4000 30C の 0 
9000 2 58.110 
以降 は , 人 30'C53.3 多 , 10'C53.4 ぢ で 有意 の 差 は な い (ダー 2.079) 


ヅ ツ ビ ニ 釣 上 虫 人 F 虫 に 対し ン は 。 有効 限界 濃度 は , 30C 浸 


潰 1 日 で は 1000 倍 , 3 日 で レ は 2000 倍 て ある 。 日 , 14 日 
で は , 8000 倍 で も 100% 殺 減 率 を 示す が , それ 以上 の 稀 
度 に ハ て 実験 を し て いな いか ら , 有効 限界 濃度 に つ 

\ て は 確 た と と は いえ な い 。 一 方 10*C 浸漬 に お い ~ 
は 。 1 日 。 500 倍 。 3 日 1000 倍 7 日 , 2000 倍 , 14 日 
4000 倍 と 次 kc て いる 。 

次 に 温度 に ょ る 殺 滅 率 の 相違 を みる と , 第 9 表 か ら わ 
か る よう に だ, 失 二 日 ,。 と き に 浸漬 第 3 日 に お いて 


ナ 


は , 高温 の 方 が 殺 滅 率 が 高い が , 第 Y 日 に お いて は , 
等 し い 殺 減 率 を 示し て いる 。 

アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 80 浸漬 1 日 で は , 20 
00 倍 で ある 。 以下 8 日 , 日 , 14 日 で は 。 8000 倍 で * 
100 殺 滅 を 示す が , 8000 倍 以上 は 実験 を し て いな いか 
ら 。 和 と と は わか ら な い 。 一 
107C 浸 漬 ご は , 1 日 お よび 3 日 は , 2000 倍 で ある 。 7 
日 お よび 14 日 で は ,8000 倍 で も 100 殺 滅 を 示す が ,8000 
倍 け 上 は 実験 て いな いか ら 。 有 効 限界 濃度 と つい て は , 
定 的 な と と は いえ な い 。 

こと で 対照 の , 温度 に よる 死亡 率 の 相違 を みる と , 1 
H30 で て は 3.222, 10'C 5.1% で , 検定 で 有意 の 差 は 
な い (Z 三 0.258) 。 3 日 で は 90C18.8,。10C10.8 多 
C。 同じく 有 意 の 送 は な い (2 一 0.598)。 ま た 7 日 で は 


(81 


と と ろ が 。, 


まま 


が , 14 日 で > 人 


死亡 率 が 高い 


度 


温 婦 ( 一 思 る 述 
00 倍 。8000 倍 
率 が 高い が : 


く 。 第 7 日 に は 8000 倍 で 


\ 
ー こ キー 
2 o 


の は , 竹下 子 ! 
(第 10 表 ) 。 
イメ 多 他 下 に 対し て は 。 


ゴ 」 ち 。 


\ ビレ /ー で の 


か ら 。 用 効 限界 濃 ) 
Na 族 酸 自体 ・ 
を 示し レ し て いる か ら , 128000 倍 以上 実験 し て 
一 方 10 で 浸 潰 


人 導 午 1 


8000 倍 


ー セリ ンー チープ 
と に / ふ 、 る 


が な いと 考え られ る 
第 8 日 。 4000 倍 , 全 ま | 日 82000 倍 
で や ゃ る 1002 殺 滅 を 示す 


に こま ・」 


減 率 etc ず 


と や , 届 潰 第 
第 8 日 に ( Rod 


: び 第 3 日 


> て れ LDL 上 の 策 釈 


“一 45.083) 。 
の 死亡 率 に 相違 が な い 


放置 し た 方 が 高温 に 放置 レ た 場合 よ 


) キ 上 と ぶよ / ア 
っ ご 


薬剤 


14 日 で は 80'C52.1。10 で 87.12 で その 差 は 
0.1 以下 の 危険 率 で 有意 ご ある 
7 日 ・ は 同 温 度 


y 日 ルー 
timL ーー 


Ao 9 表 に 示す よう に と 。 
は 30'C 浸 潰 の 方 が 殺 減 
は 殺 滅 率 は ほ ゞ マー 
1002 の 殺 滅 率 を 
N/10 塩酸 に よ ょ つて 
昌 に 対し て 殺 減 効果 を 示す 


で の 有 効 限界 度 は 。 80O 
. 128000 倍 で も 100 
で は 実験 し て いな い 


本? に の 4 い て 確実 な と と は わか ら な い 。 


少 殺 滅 を 示し て いる 。 


こも 7 日, 87.9 欠 。14 日 , 


で あ る oO 第 14 日 
が , N/10 庶 酸 自 体 で も 100 


よ 、 二 テ 
で 峡 、 

で は 第 1 日 お よび 
ュ ジ ) キ 19 


に に 







































つま 


97.322 





第 10 表 亜 硝酸 ウー ダ の 殺 滅 率 ( 表 中 , 亜 水 と ある は , 亜 硝酸 ツー ダ を 水 に て 1000 倍 ic 稀釈 し た も の ) 








【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 1 号 















倍 





イヌ 釣 下 仔 虫 














ヅ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 アメ リカ 釣 虫 仔 昌 

















系 1 日 3 2 14 3 7 14 ま : 肌 3 7 14 

4000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

30 8000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
16000 66.6 99.0 100 100 95.8 100 100 100 24.3 96.3 96.0 100 

度 32000 38.3 89.0 100 100 34.9 100 100 100 26.5 46.1 95.2 100 
64000 46.1 85.1 100 100 18.7 91.7 100 100 35.4 49.0 94.8 100 

浸 128000 43.1 79.7 100 100 18.8 60.4 99.2 100 37.4 57.6 89.2 100 
7」。HC1 57.2 82.0 87.9 97.3 39.1 62.2 89.4 100 54.2 78.0 97.8 100 

演 亜 水 0 92.1 2.2 2.0 0.2 0.4 86.4 4.7 .5.1 13.4 15。5 
対 妥 0938 0.7 所 4 も 9 088 OZ 7 5。4 TS 88 る 話 56 
4000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

10 8000 96.5 98.7 100 100 71.6 100 100 100 100 100 100 100 
16000 81.7 97.2 100 100 39.6 68.5 100 100 92.0 100 100 100 

度 32000 76.1 98.3 100 100 32.6 71.0 97.8 100 91.4 100 100 100 
64000 80.0 82.5 92.8 100 35.7 64.3 92.8 100 94.6 100 100 100 

遂 128000 70.1 84.8 96.9 100 28.4 49.5 87.5 100 91.4 100 100 100 
THC1 78.8 97.8 100 100 66.6 83.8 97.0 100 96.0 100 100 100 

濱 亜 水 0 0 0 0.8 2.0 3.5 4.7 5.3 8.4 20.0 91.0 99.5 
対 照 0 0.6 0 0.9 9 で 420 ます チー の xD 1.4 4.7 41.8 91.5 





第 11 表 亜 硝酸 ツー ダ に イ テ 釣 虫 仔 束 を 浸 資 し た 
場合 の 両 温度 の 殺 滅 率 の 比較 (第 3 表 参 照 ) 





























に , 第 1 日 と は 低温 の 方 が 殺 減 率 が 高い が , 第 3 日 《 
32000 倍 を 除い て 相違 が みとめ られ な い 。 ま た RN/10 塩 
酸 の 両 温度 に お ける 殺 滅 率 を 比較 し て みる と , 第 1 日 お 
氏 温 の 方 が 殺 滅 率 が 高い が , 第 14 日 で 
は ほとん ど 相 違 が みとめ られ な い 。 


よび 第 7 日 で は , 


倍率 1 日 3 日 7 日 

8000 ナジ テ ジ 5 ア 

16000 2 が コグ:517 za こ 0.279 

32000 2 ポー87.083 76.756 oo 

64000 2 が 80.244 2 りー0.392 ap 
128000 2 .80 =3.197 

NHCI 8 二 16.379 57850 

浸漬 温度 に よる 殺 減 率 の 相違 は , 第 11 表 に 示す よう 


ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 有効 限界 濃度 は , 307C 浸 
漬 で は , 第 1 日 。 8000 倍 , 第 3 日 。 32000 倍 , 第 7 日 。 
64000 倍 と た 上昇 し て いる 。14 日 で は 128000 倍 で も 100 多 
メ 減 を 示す が , 落 媒 た る N/10 庶 酸 で も 100% 殺 減 を 示 
し て いる 。 一 方 10*C 浸 潰 で は , 第 1 日, 4000 倍 , 第 3 日 
8000 倍 , 第 Y 日 。 16000 倍 と 上 昇 し て いる 。 第 14 日 で は 
128000 倍 で も 100 欠 殺 滅 を 示し て いる が 。 N/10 旋 酸 自 
体 も 1002% 殺 滅 を 示し て いる 。 

第 12 表 吾 裕 酸 ツー ダ に ヅ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 を 浸 潰 し 

た 場合 の 両 温度 の 殺 滅 率 の 比較 (第 3 表 参 照 ) 











倍率 あ 骨 3 日 7 日 14 日 
305C 305C ナシ ナシ 
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Z。* 三 0.157 


1 30“C ナジ ナジ 
64000 ヶ 5 ニ 9 352 zz=23.262 





テ シ 30"C ナシ 


テ シ 
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10"C 10"C ナジ 
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HCL メッ ニ 17.731 メニ 7.269 ziー3.830 
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次 に , 浸漬 温度 に よる 殺 減 率 の 相違 を みる と , 第 12 表 
に 示す ょ うに 。, 浸漬 第 1 日 で は , 16000 倍 で は 30C の 方 
が 殺 小 率 高く , 32000 倍 で は 相違 な く , 64000 倍 で は 10 
で の 方 が 高い 。 と と ろ が , 第 3 日 で は 30'C の 方 が 高く 
第 7 日 で は ほとん ど 相 違 が みとめ られ な い 。 ま た RN/10 
屋 酸 の 場合 に は , 第 1 日 。 お よび 第 3 日 に は 10?C の 方 が 
殺 減 率 が 高い が , 第 7 日 に は 温度 に よる 相違 が みとめ らち 
れ な い 。 

最後 に アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対 し て は , 有効 限界 濃度 
は , 80?C 浸 漬 第 1 日 , 第 3 日 , 第 Y 日 と も に 8000 倍 で あ 
る 。 14 日 で は 128000 倍 で も 100 殺 滅 を 示す が , N/10 
塩酸 に お いて も 100% 殺 滅 を 示し て いる 。 一 方 10' で 浸漬 
で は , 第 1 日 で は 8000 倍 で ある 。 第 3 日 , 第 7 日 , 第 14 
日 で は , 128000 倍 で も 100% 殺 滅 を 示す が , N/10 褒 酸 


で も 100 多 殺 減 # * 示 レ て いる 。 


第 13 表 ーー 
し た 場合 の 両 温度 の 殺 滅 率 の 比較 

















Pi 4 表 参 照 ) 

内 革 。 ユエ 目 3 日 
19000 2 メー199.019 タプ 
seoo0 2 197 990 

CR 1C 0 10*C 
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YeHCI WC 462 ec 





次 に 温度 に よる 殺 減 率 の 相違 を みる と , 第 18 表 に 示す 
ee 
それ 以降 は , 対照 の 死亡 率 に 相違 が ある た め 。 検定 


な い が 。 相 違 が な い の で は な いか と 考え られ る 。 また 
N/10 褒 酸 の 場合 も 。 第 1 日 , 第 3 日 と ぁ 低 温 の 方 が 殺 
滅 率 が 高い 。 


と れ ま で は N/10 庶 酸 で 稀釈 し た 場合 の 亜 硝酸 ツ ソーダ 
の 人 朋 和 お ああ ょ ( 間 C1000 倍 に 
稀釈 し た 場合 の 作用 を みる と , イヌ 釣 昌 仔 虫 に 対し て 
は , 80 で, I0 湯 汗 と 末 他 下 作 用 を 示 さ な い (第 1 
表 )。 ツ ビニ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 90 で 浸漬 14 日 を 除い て 
同じ く 殺 仔 虫 作用 が な い 。 な お 30'C 浸 潰 14 日 に は 86.4 
の 殺 減 率 を 示し て いる 。 アメ リカ 釣 由 仔 虫 に 対し て 
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は , 30C 浸 潰 ご で は ほとん ど 殺 滅 作用 を 示さ な い 。 と と ろ 
が ,10 で で は , 死亡 率 は 3 日 , 20.0,。 7 日 。 91.0 叶 。 
14 日 , 91.522 で , それ ぞ れ に 対応 する 対照 の 死亡 事 と の 
間 に 有 意 差 が ある (3 日 と は 0.1 以 下 の , 7 日 と は 同 
じ く 0.1%% 以 下 の , 14 日 と は 5 多 以 下 の 和 危険 率 で 有意 ) 
し た が つて , 亜 硝酸 ツー ダ 1000 倍 稀釈 水 は , 10C で アメ 
リカ 釣 虫 仔 虫 に 作用 させ た と き , か な り の 殺 減 効果 を 示 


す 。 と いう と と が で きる 


(こと ん に こさ る 1 や c 


と れ ま で 述べ た と と か ら , 下 硝 酸 ツ ソー ダ は N/10 作 酸 
に 稀 息 し な いと 顕著 な 殺 仔 虫 作用 を 発揮 し な いと と が わ 


か る 。 


と と で , 方 向 を 転じ て , 亜 硝酸 ソー ダ 稀 釈 液 (て N/10 
塩酸 で 稀 息 し た も の ) の 殺 滅 率 と , 塩酸 自体 に よる 殺 滅 
率 を 比較 し て みる と , ツジ ビニ 釣 息 仔 虫 に 対し て , 830 で C 浸 
32000 倍 以上 , 10' で 浸漬 第 1 日 , 16000 倍 以 
上 , 第 3 日 , 16000 倍 以上 , ま た アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対し 
て , 80 で 浸漬 第 1 日 16000 倍 以上 , 第 3 日 , 832000 倍 
以上 で は , 亜 全 シー 64 箇 時 \ 液 の 殺 滅 率 は 。 
N/10 交 酸 単独 の 殺 減 率 よ り 低 い 。 と の と と は , 亜 硝酸 
ソー ダ を 大 酸 が 化合 し た 結果 生成 され る 亜 硝酸 の 極微 量 
の 存在 は , N/10 褒 酸 の 殺 滅 作用 を き 抑制 する の で は な い 
か 。 と いう 疑問 を 起 さ せる 。 た だ し , イヌ 釣 虫 仔 虫 の 場 
合 は , 30 で 浸漬 1 日 。 32000 倍 と 128000 倍 に し か と の よ ょ 
うな 傾向 は み ら れ な い 。 

考 符 

1. 供 試薬 剤 の 三種 釣 虫 仔 虫 に 対す る 効力 の 比較 : 有 
効 限界 濃度 を 指標 こし て , 釣 息 仔 虫 に 対す る 供 試 到 薬 剤 
の 薬効 を 比較 する と , 2 うと, 草子 油 の 薬 
効か いち ば ん 強い 。 す な わ ち , 30C 浸 潰 で は , イヌ お よ 
ヴァ ピ = 半 に し て 。 80 人 BY アメ リタ 和 E 
虫 に 対し て 。 32000 倍 で ある 。 10'C で は ,。 ツ ビ ニ 釣 自 仔 

虫 に 対し て 64000 倍 , イヌ お よび アメ リカ 釣 虫 仔 虫 と 対 
し て 32000 倍 で ある 。 次 に 位 す る も の は 。 亜 硝酸 ソーダ 
で , 30' で 浸漬 で は 。 イヌ 。 ジ ビニ 。 ア メリ カ 釣 由 仔 時 に 
対し て ,。 と も に 8000 倍 , 10'C 浸 潰 で は , アメ リカ 釣 虫 仔 
虫 に 対し て は と も に 4000 倍 で ある 。 そ れ 以 外 の 薬剤 は 。 
釣 下 仔 虫 の 種類 。 また 同一 の 種類 で も 浸漬 温度 ど と に 順 
位 が まち まち で ネオ ジ 
クロ ン が 他 の 二 薬 剤 に 比 し て 薬効 が 高い よう に 思わ れ 
上 ーー 
次 に 位 す る も の は 。, 亜 硝酸 ツ ソーダ で ある 。 そ れ 以 外 の 薬 
剤 は , 浸漬 第 1 日 の 場合 と 同じ く 優 劣 を きめ が た い が 。 
二 臭 化 エ チレ ン の 薬 効 が 他 の 二 薬 剤 に 比 し て 幾 分 強い ょ 


漬 第 1 日 
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うに 思わ れる 。 な お 浸漬 7 日 の 亜 硝酸 ツ ソーダ の 殺 滅 効果 
が 浸漬 1 日 に 比べ て , きわ め て 高い の は , 落 媒 と し て 用 
いた N/10 褒 酸 の 殺 減 効果 に も と づい て いる 。 と と ろ 
, 薬効 の と の 順位 は , 小林 ら (1955) が , awt 
ワン を 他 の 四 種 薬剤 を 用 い , ツ ビ ニ = 銘 
in vitro で 行 つ た 殺 減 試験 の 結果 に ほ ゞ 合 
すなわち , 彼ら ちら に よる と , その 順位 は , 草子 油 , JR 
ソー ダ , 二 硫 化 炭 素 乳剤 , ネオ ジ ク ロ ン 新 剤 の 順序 で 


や っ 。 


2 . 殺 小 率 と 浸漬 温度 お よび 肖 who 二 硫化 
炭素 に イヌ お よび ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 を 浸漬 し た 場合 , 弁 子 
油 に イヌ お よび ツジ ビニ 釣 虫 仔 虫 を 浸漬 し た 場合 ネオ ジ 
二 臭 化 エ チ 


ドコ 


リカ 釣 虫 仔 虫 を 浸漬 し た 場合 

レン に イヌ 。 ツジ ビニ お よび アメ リカ 銘 貝 仔 虫 を 浸漬 し た 

場合 , 浸漬 第 1 日 の 有効 限界 減 度 の (倍数 稀釈 列 に お け 

2 1,。 ある い は 3 段 - Pr て 。 浸 潰 第 1 日 , 
ある い は 第 8 日 で は , 30'C 浸 漬 は 10C 浸 潰 よ り 高い 殺 小 


クロ ン に と に ア 


と 


で は , 
ま を 示し , その 巻 は 推計 学 的 に 有意 で あつ た 。 と と ろ 
が , 浸漬 第 8 日 。 あ る い は 第 7 日 , ある い は 第 14 日 に お 
いて は , 温度 に よる 殺 滅 率 の 差 が な く 
浸漬 の 方 が 高い 灯 小 率 き 示し た 。 と の と と は 。 湿 潰 1 日 
2 80C は 107C ょ より 高い の に , 浸漬 7 日 で 
は 逆 に 低 く 先 つて いる と と か ら ゃ 明らか で ある ( 第 14 
表 )。 と れ と は 逆 。 亜 硝酸 ソー ダ お よび N/10 塩 酸 に お 
いて は 。, 三種 釣 虫 仔 虫 と も , 浸漬 第 1 日 に は 低温 の 方 が 
殺 滅 率 が 高い が , 浸漬 日 数 が 進む な に つれ , 温度 に よる 殺 
減 率 の 直 違 が みち られ な く な つた 。 と と ろ で , 低温 浸漬 後 


へ ュー ルイ エ い 日 
や か ぅ 送 に 人 fimL 
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浸 潰 日 数 浸漬 温度 仔 虫 種類 Po 硫化 炭素 草子 油 ネオ ジ ク ロ ン 一 臭 化 エ チレ ン 下 硝酸 ウー ダ 

に ィ ヌ 2000 倍 64000 1000 1000 8000 

e ツ ピ = 1000 64000 2000 1000 8000 
度 アメ リカ 2000 32000 4000 2000 8000 

40 7 メ 1000 32000 2000 1000 4000 

ら N の Sm 1000 64000 2000 500 4000 
諾 アメ リカ 2000 32000 4000 2000 8000 

本 イ ュ 2000 64000 1000 4000 128000 

7 と で っ 2000 64000 2000 8000* 64000 
度 アメ リカ 2000 32000 4000 8000* 8000 

日 人 ィ 4000 128000* 2000 4000 32000 
ゲー せな a 2000 64000 2000 2000 16000 

度 アメ リカ 4000 128000* 4000 8000* 128000* 


ルン キュ > ー 一 
地 (こぶ お い 


ー* 


> P 
) 冷 ( 


> 作用 で 


リカ 釣 虫 仔 虫 の 場 


と テー キン 
否定 で きる 


が あ る の で は な いか 。 


験 で 用 いら れ た 方 法 が 完全 な や も の だ と は よい レ し 


( 
よう 人 』 


メル し 
入江 率 が 高まる の は , 


は な いか , と いう 


本 の 作用 で は な 


が わく が 。 アメ 


合 を 除い て , 対照 群 の 浸漬 を 期 の 死亡 
率 が 浸漬 第 1 日 の それ と 大 甘 の な いと と か ら , と の 点 は 


DO 


こ に 思わ れる 。 ま た 生死 の 判定 方 法 に 不備 


と いう 疑問 が わく 。 も ちろ ん 本 実 


5 1 ヘス 
な い が 。 


レ ま つた く 不 備 な ら , 浸漬 前 期 お よび 後期 を 通じ て , 低 


唱 の 科 波 素 
疑問 も 否定 


釣 虫 仔 虫 に 対す る 殺 減 効果 の : 


が 低く か る 。 と 想像 され る 。 


る よう に た 思 われ る 。 






で き 
< ジ 


y 昌 度 
tImL 婦 ( 


と する と の と の 


召 (こつ 
( S ト る 相違 っ し 


212 で 報告 『 は な い が , 顕 虫 卵 お よび 多 取 卵 に 対す 


ろ 殺 上 果 の 


当麻 
の , tIL 肥 に よ ・。 の 


る 相違 に つい 


て は , 松村 ら (19 


54。 柳沢 ら (1954), 久 津 見 (1955), 小林 ら (1955) に こよ 
つて 報告 され , 低温 時 は 高温 時 ょ り 殺 卵 効果 が 劣る こと 


に 実験 結果 が 一 致し て いる 。 と 


く 人 柳沢 ら は , 温 度 10C 


ずれ る ご と に , 有効 限界 濃度 は 倍数 稀釈 列 に お いて , 一 
以上 3 ずれ る と 告 ジレ 78a な と つろ ろ が 。 本 


段 隊 あ ある vV 


し 


に 1 週間 浸 


\ は それ 


ー 部 に 


的 wa 3 高温 


し た と き ー す ) 殺 卵 率 16, 


お いて て は た し レ し か に そ み 


らい う 傾向 が * み と 


と 低温 の 有効 限界 濃度 度 が ミ 一 致し て し \ る 
こと の 方 が 多い (第 14 表 ) 。 ま た 久 津 見 (1955&. b.) に 
10K つ だ と た nr 平均 気温 15C で , 二 硫 化 炭 素 1000 倍 


2 週間 602, 3 週 


前 8622。 4 oo ー カ 一 10 ?O で 浸漬 レ た 吉 6 1 周 
間 2%%, 2 週間 22%, 3 週間 7522, 4 週間 672 で , 鉛 下 


仔 虫 を 二 硫 化 炭 素 に 長期 間 浸 潰し た 場合 


に , 低温 の 殺 減 率 





み ら た れ よ 2 の 」 


が 高温 の それ を 竣 劉 する 傾向 は み ら れ 
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な い 。 ま た 本 実験 に みち られ た よう に , 亜 硝酸 ツー ダ は 浸 
漬 第 1 日 に お いて は 低温 時 の 方 が 殺 滅 率 が 高い と いう 事 
実は , 亜 硝 酸 塩 に 酸 を 加え る と と に ょ つて 生成 され る 亜 

硝酸 水 は 低 温 時 に お い て の み 安 定 で ある と いう 化学 上 の 
事実 に 合致 し て いる が , ツ ビ ニ 釣 虫 卵 に 対し て は 亜 硝酸 
ソー ダ N/10 族 酸 稀 釈 液 は 高温 時 の 方 が やはり 殺 卵 効果 
れ ら の と と か ら 本 実験 に お いて 用 いら れ た 薬 
刑 に 対し て は , 仔 虫 は 卵 と 違 つた 振舞 い 方 を する と と が 
わか る が , と れ に つい て は 第 二 報 に お いて 考察 する と と 


回 で っ っ 名 所 で 4 N/10 塩酸 ! は 低温 時 に お いて 殺 


っ さ ロ 1 ぁ ー 
か 中 いい 。 と 


上 は 


が 高い と いう 本 実験 の 結果 に 関連 させ て , 一 つの と と 
述べ て お きた い 
は じ め に 述べ た よ ょ うに, 褒 酸 の 殺 減 半生 に つい て は , 


これ まで 多く の 研究 者 に よ つ て 実験 が か な な され た が ,。 そ の 
人 衝 入 の 到 陸 間 に 一 致 の な いと と が 注目 きれ て い 
た 。 た と えば 大 磯 ら (1925) は , 0.2 完 記 『 只 の ツ ビ = 釣 
昌 仔 虫 に 対す る 致死 時 間 を 12 一 18 日 と 報告 し た が , 長谷 
川 て 1929) は , 28 日 と し : i 酸 に 対し 。 前 
者 は 8 一 4 日 , 後 者 は 10 一 ー11 日 = 報告 し た 。 と の 相違 は 
- 部 は Ritchie お よび King (1953) の 強調 する 個体 
差 に よ ー 部 は 作用 温度 の 相違 に ょ る 
お 。 すなわち 大 磯 ら は , 18 一 
19C て 薬液 に 作用 させ , 長谷 川 は 28 一 85C で 作用 させ て 
いる 。 や ちろ ん 木 実験 に お ける 作用 温度 は 107C で あ ~ 
て 。18 一 19'C で は な い が , 本 実験 の 結果 は , か つて 問題 
で あつ た 不一致 を 説明 する 
3. 三種 釣 虫 仔 虫 の 薬剤 に : 
浸 潰 第 1 日 の , ツ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 お よび アメ 
に 対す る 衝 薬 剤 の 有効 限界 濃度 を みる と (第 14 表 ), 二 硫 
化 炭素 ,。 ネオ ジ ク ロ ン , 二 臭 化 エ チレ ン で は アメ リカ 釣 
昌 仔 昌 の それ は ツ ビ ニ 鉛 虫 仔 昌 の それ の 2 倍 (た だ し 二 
貴 化 エチ レン 107C 浸 漬 で は 4 倍 ) に な つて いる 。 ま た 80 
C 浸 潰 第 1 日 の 上 記 三種 薬剤 に 対す る 殺 滅 率 を 比較 し て 
も 。 二 硫 化 炭 素 4000 倍 に 対し ツ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 31.522。 ア 
メリ カ 釣 虫 仔 虫 97.8%,。 ネオ ジ ク ロ ン 4000 倍 に 対 レ ツ ビ 
ニ 釣 限 仔 虫 5.622。 ア メリ カ 釣 虫 仔 虫 100%, 二 臭 化 = 
チレ ン 4000 倍 に 対し レツ ビ = 釣 虫 仔 虫 45.6 外 , アメ リカ 釣 
虫 仔 虫 96.7, と いう ふう に ,。 ツジ ビニ 釣 虫 仔 虫 の 方 が 抵 
抗 性 が 強い 。 と と ろ が 草子 油 に 対し て は ,。 と れ が 逆 で 有 
効 限界 濃度 は , アメ リカ 釣 虫 仔 虫 は ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 の 半 
分 で あり , また 128000 倍 30'C 浸 漬 1 日 の 殺 減 率 を みて も 
ツ ビ ミニ 銘 息 仔 東 90.92, アメ リカ 釣 虫 仔 取 7Y.9 多 と いう 
ふう に , アメ リカ 釣 虫 仔 虫 の 方 が 抵抗 性 が 強い 。 ま た 亜 


また 0.5 多 放 


ン ]- 世 っ 2 
る と 基 え られ る る が > ぅ 


ハンデ ルキ プー). プ 
の て (人 てい かぁ 


ー つ の 示 妥 と な る で あろ う 。 
対す る 抵抗 性 の 比較 ・ いま 
リカ 釣 虫 仔 虫 
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硝酸 ソー ダ に 対し て は , 殺 減 率 か ら み る と 
浸 潰 1 日 で は , ツ ビ ニ 釣 東 仔 95.82%, アメ リカ 釣 県 仔 
虫 24.322% と な り , ツ ビニ 釣 虫 仔 虫 の 方 が 抵抗 性 が 弱い が , 
10C 16000 倍 浸漬 1 日 ご で は ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 39.6 多 。 アメ 
リカ 釣 虫 仔 虫 2.022 で , ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 の 方 が 抵抗 性 が 
強い 。 か つて Svensson (1927), 長谷 川 (1929) 租 食 

(1932), 笹 田 (1934), 大 浜 (1941) ら は , ツジ ビニ 釣 邊 仔 
虫 は アメ リカ 釣 昌 仔 昌 より 薬剤 に 対し て 抵抗 性 が 強い 。 


80C 16000 倍 


と いつ た が 。, 現在 の 実 験 結果 る か ら み る と , 薬剤 の 種類 お 
よび 作用 温度 に よ つ て 相違 が あり , 断定 的 に いえ な いよ 
ー E 


薬剤 に 対す る 抵抗 性 を , 他 の 二 釣 
し と 比較 し て みよ ょ よう 。 まず ニ 大 化 炭素 4000 倍 
30 C 温 深 1 日 イヌ 釣 虫 仔 虫 に 対す る 殺 滅 率 は 95.72。 ジ 

ビニ 若虫 仔 昌 の それ は 81.52。 アメ リカ 釣 由 仔 の それ 
は 97.8% で ある 。 し た が つて イメ 交 由 仔 則 は ソニ ビ ピ 多 上 
仔 昌 より 二 硫 化 炭 素 に 対し て 抵抗 性 が 弱く , アメ リカ 釣 
虫 仔 虫 と ほ ば 等 し い 抵抗 性 を 有する (上 記 イ ヌ 釣 息 仔 貝 
の 殺 減 率 と アメ リカ 区 虫 仔 昌 の 殺 減 率 の 間 に Z 検定 

て 有意 の 差 が な い 。%* 三 0.196) 。 油 128000 倍 に 対 
し , 30C 浸 潰 1 日 で は イヌ 多 息 仔 虫 の 殺 滅 率 は 27.02%, 

レニ 的 皮 仔 の それ は 90.9 各 で 。 イヌ 鐘 貝 他 の 太 泊 
抵抗 性 が 強い 。 ネ オジ クロ ン 4000 倍 30'C 浸 潰 1 日 で は , 
イヌ 釣 虫 仔 虫 の 殺 減 率 は 1.6 多 。 ツ 株 それ 
は 5.6% で , その 間 に Z? 検定 で . 有 意 の 差 が な い (%* 
ー 860 。 し た が っ て 。。 定信 
同 bk を や ~ 臭 化 エ チレ ン 4000 倍 80 で 浸漬 1 
日 で は , イヌ 釣 息 仔 上 の 殺 入 率 は 87.522, ツジ ビニ 釣 昌 仔 
虫 の それ は 45.622 で , イヌ 鉛 息 仔 虫 の 方 が 抵抗 性 が 詩 
い 。 ま た 亜 硝酸 ツー ダ 16000 倍 80' で 浸漬 1 日 で は , イヌ 
釣 昌 仔 虫 の 殺 減 率 は 66.9 多 , ツ ビ ニ = 銘 由 仔 昌 の それ は 
95.8% で , イヌ 釣 虫 仔 昌 の 方 が 抵抗 性 が 強い 。 と と ろ が 
同 稀 門 度 10 で 浸 漬 1 日 で は , イヌ 釣 虫 仔 昌 81.7%, ツ ビ 
ニ 釣 虫 仔 虫 9.62% で , 逆 に ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 の 方 が 的 抵 性 
が 強い 。 か つて 片田 (1927) は , イヌ 釣 虫 仔 由 と ツジ ビニ 
釣 虫 仔 虫 の 消毒 薬 に 対す る 抗 抵 性 を しらべ , 両者 の 間 に 
相違 が み ら れ な い , と 結論 を 下 し た 。 と と ろ が 本 実験 の 
結果 は , 一 般 的 な 傾向 と し て は 片田 の 言 に 一 致す る が 
ー 二 の 例外 が ある と と を 示し て いる 。 

本 実験 の 結果 に よる と , 三種 釣 虫 仔 虫 の 各 薬 剤 に 対す 
る 抵抗 性 の 順位 は だ いた い 次 の よ うに な る ( 式 中 , 釣 由 
仔 昌 の 四 字 省略 ) 。 二 硫化 灰 素 に 対し 。 ツジ ビニ > イヌ > 
アメ リカ 、 弁 子 油 に 対し ,。 アメ リカ イヌ ンジ ツジ ビ ニ 。 ネネ ぃ ネ 
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オジ クロ ン に 対し 。 イ ヌン ツ ビ ニア メリ サカ 。 二 臭 化 エ に お ける ネオ ヂ デ ク ロ ン お よび 二 硫 化 炭素 の 顕 虫 卵 殺 


チレ ン に 対し 。 ジ ビニ イヌ アメ リカ 。 亜 硝酸 ジー ダ 滅 試験 と その 効果 判定 に つい て , 寄生 虫 誌 , 4(4) 337- 
作 対 し 3 30 C 浸 漬 で は 。 アデ リ カ ミ イ < 燈 ンス ニー 10 で 342 . ー) 松村 竜 雄 等 (1955) : 殺 卵 剤 の 研究 , 寄生 東 


誌 , 4 (2) 215-216. 一 9) 野田 易 (1928) : 十二指腸 


浸漬 で は , ツジ ビニ > イヌ アメ リカ (た だ 
< 二 で た だ し う 00 間 間 虫 卵 並 に 完成 仔 昌 の ハロ ゲン 族 , 丈 に ヨー ド に 対す る 
of 抵 挑 試験 , 台湾 医学 誌 (280). 一 10) 大 磯 友 明 , 石井 
要 約 義男 (1925) : 人 十二指腸 虫 の 成 圭 仔 虫 の 諸 化 学 薬品 


に 対す る 抵抗 試験 , 台湾 医学 誌 (249) 1081-1091. 一 


二 硫 化 炭 素 乳剤 , 草子 油 。 ネ オジ クロ ン >。 一 圧 化 
as 『 リプ 3 新 剤 和 化 11) 大 浜 信 賢 (1941) : ecgzoz 672C の ZS 並 に 4z- 


エチ レン , 亜 硝酸 ツー ダ の , イヌ , ツ ビ = ニ , アメ リカ 釣 c?/os7o72Z の 07ez27e の 成熟 仔 虫 の 諸 種 化学 薬品 に 対 
昌 仔 虫 に 対す る スク リー ニン グ ・ テ スト を 試験 管内 で 実 する 抵抗 試験 , 台湾 医学 誌 , 40 (11), 2100-2113. 一 
施し 。 次 の 結果 を えた 。 12) Ritchie, E. B. and King W. C., (1953) : Ob- 

1. . 五 種 薬剤 稀釈 液 は と も に , 殺 仔 限 作 用 を 示し た servation on the reactions of the larvae of 42- 


c7/9S79726 C の 22222772 amd 人 47cy/Os/ の 9722 の ygz27262S to 


。 弁 子 油 の 作用 が も つと も 強く , 浸漬 1 日 に お し 6 
者 く 。 理 串 お いて 。 VariouS drugs and chemical compounds based on 


101 ある い は それ 以上 で , 仔 虫 を 100 多 殺 滅 し in vitro tests. ]. Invest. Dermat. 20 (5) 337-341 
た 。 次 に 亜硫酸 ソー ダ の 作用 が 強 か つ た が , そ れ Ak ーー13) 笹田 本 二 (1934) : アン キロ スト ー マ 種 ネ カ ト 
塩酸 に よ つ て 稀 息 し た も の の み が 殺 仔 虫 作用 を 示し た 。 ー ル 種 人 十二指腸 虫 並 に 東洋 毛 線 晶 完成 仔 虫 に 対す 


る 諸 種 化学 薬品 の 影 卿 で つい で 。 慶応 医学 , 14 9 
1331-1364. 一 14) 篠原 実 (1907) : 十二指腸 虫 に 就 て 


の ヨ 


2 浸漬 第 1 日 に は 高温 (830 で ) 浸漬 の 方 が 殺 滅 率 z 


が 浸 注 3 日, あるいは Y 日 で は 。 低温 (10'C) 混 東京 医学 誌 。 21 (5) 173-219. 一 15) Svensson, R. 
漬 の 殺 小 率 と 高温 浸漬 の それ と の 間 に は 相違 が な いか 。 M., 1927) : Notes on difference in activity and 
2 omo 上 まわ る 傾向 が みみ られ た 。 resistance between the larvae Of 4zcy/9s7oz2g 


に 0 本 る zz の 7e2 の 7e and ん ecg7o7 72677C の 24S. Parasit. 13 
5 いつ て 。 ヅ ツ ビニ ミニ 釣 虫 仔 昌 は アメ リカ 鉛 虫 仔 の 
前 に 釣 了 仔 J 釣 上 1 3) 203-205. 一 16) 柳沢 十 四 男 等 (1954) : 化学 薬品 


\ よ り り 償 剤 に 対す る 抵抗 性 が 強い が , 弁 子 油 は 例外 で , に よる 上 ピ 躍 卵 殺 滅 試験 方 法 の 検討 , 第 14 回 日 寄 東 記事 
TYP が O4owwmiewM0 ー, 二 の 例 20. 
外 は ある が , イヌ 釣 虫 仔 虫 の 薬剤 に 対す る 抵抗 性 は , ツ 
た -wveMe と 大 差 が な か つた 。 


Summary 
稿 を 終る に あたり , ど 指 導 お よび ど 校 関 を 賜 わ つ た 部 
長 小 宮 義 孝博 士 に 深 席 する と と も に , 当地 方 で は 入手 が The larvacidal action of five ovocides (Carbon 


Bisulphide, Mustard oil, "Neo-Gikuron,"′Ethylen 


きわ め て 困難 で ぁ つ た 実験 材料 入手 に 種々 の ど 便 宜 を 
SR RE bk Dibromide and Sodium Nitrite) against the larvae 
は か られ た 。 小 演義 孝博 士 , 山梨 医学 研究 所 の 杉浦 三 上 of hookworms was Studied.。 The results were 
博士 , 横浜 医科 大 学 の 永井 隆 吉 博士 , 千葉 大 学 公衆 衛生 summarised as follows : 
学 教室 の 水野 匠 夫 氏 『 波 見 重 兵 衛 氏 ,。 お よび 新潟 県 十 1. Mustard oil was found to be the most ef- 
日 町 保健 所 の 小 出 一 郎 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 捧げ ます 。 fective chemical. It killed all larvae in a Con- 
centration of 1 : 32000 or more at 24 hours after 
文 貢 the immersion. Sodium Nitrite killed all larvae 
3 Ro in a concentratien of 1:8000 at 24 hours after 
1) 長谷 川 亀之助 (1929) : 人 体 寄生 性 線 束 成 熱 仔 束 の the immersion, only when 計 was diluted with 
振 挑 に つい て ,。 吾 浴 医 学 誌 (291) 561-587. 一 2) 稲 留 藤 0.1N HC1. Otherwise it was inefective. 
次 郎 (1992) : 土 襲 中 の 人 二 ニ 指 腸 虫 仔 東 に 対す る 石 2. On the 1st day after the immersion the 
灰 窒素 の 毒性 作用 の 実験 的 研究 , 慶応 医学 , 12(2「159 larvacidal action was stronger at higher temDer- 
-187. 一 3) 片田 武揚 927) : 十二指腸 虫 仔 虫 の 諾 種 ature than at the lower one, but the 7th day or 
消毒 薬 に 対す る 和 挑 力 試 験 愛 愛知 医学 基 94(4 ) 628- more this difference nearly disaDpeared. 
642. 一 4)* 小 林 昭 夫 等 (1955) : 各種 化学 薬品 に よる 釣 3. The resistance of 4%cy/os/o7Z4 の zz0d622/6 WaS 
東 卵 殺 滅 試験 , 寄 生 下 鞍 ・ を (3) 308-311. 一 5) 小宮 stronger than that of ecg77 の 7677C の 24S, but the 
義孝 1954) : 新しい 東 剤 殺 久 剤 公衆 衛生 , 15 latter against Mustard oil was stronger. Gene- 
(6) 41-46. 一 6) 久 津 見 晴彦 等 (19554) : ネオ ヂ ク ロ ally speaking, 4zcy/2s7O72Z C の 272272 WAS 4S TGSi- 
ン 及 び 二 硫化 炭素 に よる 映 ・ 欧 虫 卵 の 殺 天 試 験 , 寄生 stant as 4zcy/os/o7Z zz0de2/c. 


東 誌 , 4 (1) 5-11. 一 ?) 久 津 見 晴彦 (1955b) : 低温 
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自然界 に 於 ける 銅 虫 卵 の 分 布 に 関す る 研究 





第 4 報 農村 耕作 地 土壌 肉 の 問 卵 の 季節 的 沿 長 


西 村 


し 


犬 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 


(昭和 31 年 


土壌 内 普 虫 卵 の 態度 に 関し て は 本 研究 第 1 報 に お い 
て 一 部 の 検討 を 加え た が , 1 年 を 通じ て の 農村 耕地 に 
お ける 卵 の 字 節 的 な 消長 に つい て は 詳し く 追 及 す る に 至 
ら な か つた 。 顕 虫 の 感染 に お いて 農村 耕作 地 の 土 壌 内 に 
存在 する 卵 が も つ 役 割 は , 之 等 の 卵 を 基 と し た 極め て 
雑 な 感染 経路 の 存在 する と と を 考え れ ば 。 そ の 重要 
自ずから 明らか と な る 。 従 つて 之 等 の 卵 の 季 飾 的 な 消長 
を 明確 に する と と は 顕 虫 感染 時 期 の 問題 に 関連 し て 感染 


予防 上 重要 で ある と と は いう まで も な いし 。 又 地 域 に 
つて その 状況 の 異な る と と が 予想 され る 。 奏 る に それ に 
つい て の 従来 の 知見 は , 自然 界 の 民 境 Po 


未だ 充 分 に 明確 に は な つて 居 ら ず , 少数 を 除い て 多く は 
調査 に 終 つ て いる 様 で ある 。 著 者 は 此 の 点 に 

* の 条件 を 考慮 し つつ 之 等 の 卵 の 季節 的 た 発育 の 変 
0 壮 の と その 地 の 補 な つい て 追及 し た の で と と に 報告 


こ *- フ 
9 プ 
プ 2 の o 


材料 と 実験 方 法 

調査 は 昭 間 科 月 より 928 年 3 月 に 至る 1 年 間 に 理 つ 

C 実 施し た の で ある が , 土壌 の 採取 方 法 及 対 象 地域 の 選 
定 は 此 の 位 な 調査 に お いて は 極め て 重要 な と と と な る の 
て 次 の 様 に 種々 な 条件 を 考慮 し た 。 

対象 地域 ・ 大 阪 府 下 の 北部 及 南 部 の 農村 耕作 地 の 2 個 
所 と し , 1 年 を 通じ て 覧 菜 の み を 裁 衣 する 耕地 を 選定 し 
た 。 北部 及 南部 の 2 地 を 選ん だ 理由 は 北部 で は 土壌 は 粘 
上 に 富み 冬 字 は 策 々 寒 谷 で 降雪 が 比較 的 多い の に 対 
し , 南部 は 海岸 地帯 に 近接 する 関係 で 砂 土質 で あり , 且 
つ 冬 季 は 策 々 温暖 で 降雪 少な く 条 件 が 大 体 対 基 的 と な つ 
て いる か ら で あ る 。 


採 有 方法 ・ 土壌 は 耕地 の 麗 問 の 溝 の 表層 1 乃至 5 暫 よ 





7 ん es Zs/z27Z : Distribution and behabiour 
of eggs of 4scgZs 7 の 77co72es in the nature. IX. 

Seasonal variation of findings of eggs in farm 
soil. (Department of Parasitology, Research 1n- 
stitute for Microbial Diseases, Osaka University) 
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8 月 28 日 受領 ) 


り 毎 月 中 旬 こ 夫々 20 回 宛 採 肥 し , 1 回 量 
報 で 述べ た 0 方 法 に よ つ 


を 10g と し て 前 
て 卵 の 検索 を 行 つた 。 
商 採 肥前 2 日 間 は 晴天 で ある と と を 原則 と し て 可 及 的 
と 土壌 の 重量 差 を 僅少 と する と と に 替 め た 。 
成 績 
北部 耕作 地 (以下 A 地 と 略称 ) 及び 南部 耕作 地 (以下 


B 地 ) より 検出 し た 卵 の 発育 状態 を 月 別に 示す と 第 1 表 
の 人 様 に な る 。 即ち 先 づ A 地 に つい て みる と 各 月 の 検査 土 
壌 量 200 g 中 に お ける 検出 卵 数 は , 最多 832 コ 最少 91 コ 
で あつ て と れ を 1 回 の 検査 量 10 g 中 の 平均 数 と すれ ば 最 
0 4.6 コ と な る 。 卵 の 発育 状態 に つい て 著 明 


みみ られ る と と は 1 和 を 通じ て 単細胞 卵 7 仔 虫 包 蔵 
開 (EE) 退化 卵 (D) が 各 月 共に その 殆ど を 占め 発育 経 
過 途 上 に ある 卵 カ 極め て 少な いと と て あっ つて, と れ は 第 


1 報 に お いて 述 ・ 5 と 同様 の 結果 で ある 。 各 月 に お け 
る 卵 の 発育 状態 の 変化 の 内 特に 目立つ 処 は 3 月 に 単細胞 
卵 の 増加 2 mmo MP こと で あり ., 初 期 桑 実 期 選 
晩 期 桑 実 期 (LM) 昭 斗 期 Cm) の 也 請 発 有 友 過 途 
こ あ る 卵 は 12 月 より 3 月 に 至る 寒冷 期 に 減少 が み ら 
又 4。 5 月 及 11 月 に お いて は その 増加 が 認め られ 
る 。 面 し て 4 月 に お いて は 初期 桑 実 期 よ り 昭 斗 期 に その 
発育 旨 の 各階 桶 の 卵 の 190 分 比 は 装 次 
低 率 と っ て いる が 。, 5 月 に は 逆 に 聞 次 高 率 と な つて 
り , 人 育 が 次 第 に 活 沈 に な っ て いる と と が 認め られ る 。 
次 に 仔 虫 包 蔵 久 に つい て は その 100 分 比 が 凡そ 9 月 より 
3 月 に 至る 秋冬 の 間 及 6 月 の 春季 に 高く な つて 居り , 2 
月 に 70.0 多 の 最高 率 を 示し て いる が , 最低 率 を た 示し た 5 
月 に お いて も 8.02 で あつ て 相当 な 高 率 で 終始 し て い 
る 。 退化 卵 は 8 月 に お いて 急 激 な 増加 が 認め られ , その 
100 分 比 は 42.9 の 高 率 を 示し て 居り , 9 月 より 3 月 に 
至る 問 に は 汽 少 が 凍ら られ る る 。 以上 の 各 月 に お ける 卵 の 
発育 を 前 報 と 同様 に 発育 指数 ( エ . V. D) と し て 表す 
と , その 指数 は の 876 を 最高 値 と し て 1 年 を 通じ て 
300 以 上 の 値 を 示し て いる の は 9 月 より 2 月 に 至る 各 月 
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策 2 表 月 別 の I.F.D. 














検査 卵 検 検出 1 回 に 検 出 | た 卵 数 
地区 別 月 由 2 
回 数 回 数 ( め ) 15 一 31 一 63 一 127 一 255 

3 夫人 肖 0 2 0 5 7 6 475 

2 ヶ 20 100 0 0 2 4 2 5 4 1 480 

3 ヶ 20 100 0 0 3 3 2 4 5 2 1 495 

4 ヶ 20 100 0 0 0 0 3 8 5 4 530 

5 ヶ 20 100 0 0 1 4 5 6 3 1 445 

ム 6 ヶ 20 100 0 1 1 0 6 6 4 0 2 485 
7 ヶ 19 95 。 1 4 5 2 4 4 280 

8 ヶ 11 55 9 2 1 3 4 1 170 

9 ヶ 20 100 0 2 4 3 5 3 1 2 370 

10 ヶ 20 100 0 0 1 3 6 6 4 445 

11 ヶ 20 。 100 0 0 0 5 7 6 1 1 430 

12 ヶ 20 100 0 2 1 2 1 6 5 3 475 

間 生 池 ME 人 揚 WE ?72 0 0 6 3 5 3 3 470 

2 ヶ 20 100 0 1 1 1 5 5 5 2 475 

3 ヶ 20 100 0 1 1 2 9 3 4 420 

4 ク 19 95 1 1 2 7 3 6 340 

5 ヶ 19 95 1 3 4 2 4 2 0 1 3 370 

6 ヶ 20 100 0 0 0 2 4 4 3 4 3 560 
7 ヶ 17 85 3 2 2 5 4 2 1 1 300 

8 ヶ 17 85 3 3 3 4 5 1 1 250 

9 ヶ 13 65 7 3 1 4 1 3 1 210 

10 ヶ 20 100 0 0 0 1 3 5 8 2 555 

11 ヶ 20 100 0 1 1 3 4 3 7 1 460 

20 100 0 0 2 0 3 7 7 1 500 





| ma 
1) 
に 


及 6 月 で あり , 5 月 の 251 を 最低 値 と し て 他 の 月 は 策 々 
低い 値 を 示し て いる 。 

次 に B 地 に つい て は その 検出 卵 数 は 最多 1092 コ 最少 1 
28 コ で 10 g 中 の 平均 数 は 最多 54.6 コ 最少 4.6 コ と な つて 
居り , 1 年 を 通じ て 単細胞 卵 , 仔 虫 包 蔵 卵 , 及 退化 卵 が 検 
出 卵 の 殆ど を 占め て いる と と は A 地 の 場合 と 変り が な 
い 。 各 月 に お ける 卵 の 発育 状態 た つい て みる と 単細胞 卵 
の 100 分 比 は Y, 11。 2, 3 月 に 高く 5。 6, 8。 9,。 
10 月 に 低く な つて 居り , 仔 了 虫 包 蔵 卵 は 9 月 の 75.8 多 を 最 
高値 と し て 4, 8 月 に 最も 低く 夫々 25.4, 26.6 用 と な つ 
て いる 。 退化 卵 は 8 月 に 63.8% に 達し その 増加 が 顕著 で 
概して 11 月 より 3 月 に 至る 間 に は 減少 が み ら れ 
る 。 発育 経過 途上 に ある 卵 は 4 , 5 月 及 11 月 に 増加 か み 
られ 。 1 , 2, 3 月 及 10 月 に は 減少 が み ら れ る 。 特に 
4, 5 月 に お いて は A 地 に つい て み ら れ た 各階 桶 の 卵 の 


EE 
め り 。 
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比率 の 関係 が より 明瞭 に 認め られ る 。 エ . V。 D は 6 月 


有 災 9 月 に 高く 夫々 363, 386 を 示し て 居り , 300 以 上 の 
値 を 示し て いる の は 9 , 10。12, 1,5, 6 月 で あり ,。 4 


8 月 に は 低く 夫々 181。 151 を 示し て いる 。 

以上 述べ た 処 よ りこ と れ を 検討 する と , 仔 虫 包 蔵 卵 の 
100 分 比 は A,。 B 両 地 を 通じ て 9 月 より 3 月 に 至る 秋冬 
に 高く エ . Y. D ゃ 高い 値 を 示し て いる が , 只 A 地 に お 
いて は 6 月 の 増加 が 着 し く な く 『, 8 月 に お いて も 低下 
が 認め られ な い の に 反し て B 地 に お いて は 6 月 の 増加 が 
極め て 顕著 で あり , 7, 8 月 の 減少 も る 甚だ し いと と が 暴 
つて いる 。 商 8 月 に お いて 退化 卵 の 増加 が 認め られ る と 
と は A, B 両 地 共 に 変り が な い 。 祥 単細胞 卵 は A 地 で は 
3 月 の み に 著しい 増加 が 認め られ る が , B 地 で は 2。 
8, 7 , 11 月 に 増加 が 認め られ る 。 併 し 征 ら 之 等 の 券 は 
あつ て も その 成績 を 通 覧 する と 凡そ A,。 B 両 地 を 通じ て 
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その 発育 の 変化 は 近似 し て いる と と を 知る と と が 出来 
る 。 

次 に 之 等 の 卵 の 各 月 に お ける 検出 敷 を 検出 度 指数 (T. 
. = 

即ち 卵 検出 素 に つい て は A 地 の 8 月 に お ける 55.022 を 
居 低 と し て 7, 8。 9 月 に 精々 低い か , 他 の 月 に いて 
は 1002 か 又は こと れ に 近い 高 率 を 示し て いる 。 T. TP. 
ーー 最低 値 と し て 7,。 8, 

に 低く , 10 月 より 6 月 に 至る 間 に 高 く , 就 中 4 月 に 
ャ rci oita 最高 値 を 示し て いる 。 B 地 に お 
て は A 地 と 同様 に Y, 8, 9 月 に 低く 9 月 の 210 最 低 

Ns と し て いる が , 4 , 5 月 に も 策 々 低い 値 を 示し て 居り 
6 月 に 急激 な 増加 を みて 最高 値 の 560 を 示し て いる 。 即 
ち A,。 B 同 地 を 通じ て は 10 月 より 3 月 に 至る 間 に 高 い 値 
を 保つ て 経過 し て いる と と を 知り 得る 。 
RS 
あか メス 「- ま 人 評 だ D に よ つ て 図示 す と 第 1 図 の 様 
(と な る 


策 1 図 IL.VD. と I.F.D. の 月 別 変 動 
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本 図 に よ つ て 極め て 明瞭 に 知り 得る と と は エ T. T。 D 
が 両 地 を 通じ て 凡そ 同一 の 傾向 を 示し , 8, 9 月 を 低 部 
と し て だ 右 に 高い Y 学 性 を な し て 居り 。 婦 T. V. D が 
T. F. D と 了 呂 々 平行 し て 変動 し て いる と と で ある 。 商 
A, B の 両 地 を 比較 する と B 地 が A 地 に 比 し て エ .。 V. 
D も T. F. D ゃ 共に 変動 が 大 きい の で ある が , 併 し 凡 
その 傾向 が 近似 し て いる と と は 疑い な い 。 

此 の 様 に A, B 両 地 の 卵 の 発育 及 そ の 数 の 月 別 の 変化 
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が ※ 凡 そ 同 一 の 傾向 き を 示 レ て いる と と か ら だ 、 此 の 両 
地 の 成績 を 弧 合 し て 検討 を 加え る と と は 有意 義 で ある と 


思わ れ た の で みれ を 半 合 し て 考察 を 加え た 。 即ち 第 3 表 


に 示す 通り で T. V. D。 T. F. D は 共に 凡そ 9 月 ょ 
り 3 月 に 至る Na 6 月 に 高く , 8 月 に は 最も 低い こと 
が ょ り 明 瞭 と な つて いる 。 

KrasioAee 誠 0 も 前 記し た 処 と 変 
りな く ,。 2, 3. 7 月 に お ける 単細胞 卵 の 増加 と 9 月 
り 8 月 の 間 及 6 月 の 仔 虫 包 蔵 卵 の 増加 及び 8 月 に お ける < 
退化 卵 の 増加 が 顕 閉 で ある 。 

尚 と れ を 図示 する と 第 2 図 の 様 に な る 
な 様 に エ . F. D の 示す V 字 型 は 両 地 を 別々 に 示し た 場 
合 よ りゃ 正 型 化し 。 双 TV. D と T エ . EE. D の 平行 レ 
た 関係 は より 一 層 明 隊 と な り 」 従 つ て T. V. D も 同様 
な V 字 型 を 示し て いる 。 

叱 の 図 に つい て 知り うる 重要 な と と は , 仔 下 RW 
100 分 比 が +. V. D の 示す 処 と 略 々 平行 し て いる 点 
あつ て ,。 と れ は 本 成績 の 範囲 内 で は エ . V. eee 


七 
ひ 
< ン 


が 本 図 で 明らか 


第 2 図 両 地 を 続 合 し た TI.V.D と IF.D の 族 動 
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凡そ 仔 貝 包 蔵 卵 の 変動 を 現し て いる も の と 考え て 基 雪 が 
な いと と を 示す も の と 思わ れ , 之 等 の と と より 推 し て 土 
壌 内 の 顕 虫 卵 が も つ 衝 月 に お ける 感染 能力 は , 仔 了 虫 包 蔵 
卵 の 増 滅 を 示す エ . V. D と それ 等 * の 卵 数 の 多 究 を 示 ナ 
エ 。 F. D を 併せ て 考え れ ば 知り 得る 訳 と な る 。 即ち と 
れ を 私 の 得 た 成績 に つい て いえ ば 仔 下 包 蔵 卵 の 100 か 比 
が 高い 時 期 に は その 数 も 多く , 低い 時 期 に は その 数 も 少 
な いと いう 極め て 注目 すべ き 結 果 と な つて いる が , 上 人 述 
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第 3 表 A, B 両 地 の 続 合成 績 











』 療 aa っ cr 総 田 の TVD LED 
dk か M EM LM E 平均 数 
1 。 40 GO 0② 0 66.) 19) 1059 26.8 346 473 
5 / 名 .9  O⑩4⑳  QO.9  G⑳ (609 G42 HB2 346 395 498 
/ GOD  O⑩@  O.1D (02② (2.5  G6.6) 1O86 27.2 205 448 
9 / (96  @1)  G9 。 GO (4 の G7.9 248 28.7 258 445 
5 / (25 。 ⑧2  ⑧ の (6 の (6.5) (29 1O61 26.5 284 408 
と / (89  G2  G0  QO.) (63D 24) 1966 46.7 398 529 
7 / 80  QO9  QO2 の 2 QO9 ⑯D (20 伯 109 288 200 
/ (32  O8  @.9 0.0 69 662② 249 62 198 215 
きま / (6 。 GD 02 O9 (09 1 の 0 47 11.9 362 290 
に / GOO  Q〈⑳  QO. (02② (1 の 2 の 。 48 312 320 50 
机 / GO 99 69 02 (09 Ge) 586 22.2 310 465 
12 し 夫 の 所 


14.4) (1.3) (1.1) (0.4) 


(63.0) (19.8) 





た T. F。 D に は 感染 に は 全然 意義 を も た な い 退 化 卵 
が 含ま れ て いる か ら と れ を 除い た エ 。 FT. D を 求め , 之 
れ と T エ 。V. D と を 併せ て 考え る と と が 必要 と な る 。 即 
らち T. V. D と , 退化 卵 を 除い た エ . F。D と の 値 に よ 
つて 月 別 の 卵 の 感染 能力 を 知る た め に , 両 指数 を 乗じ そ 
の 値 を 求め て と れ を 感染 能力 指数 エ 。 T. P (Index of 
Infective potency) と し て 表し 沿 と れ に ま 。。 号 の 
変動 原因 と し て 考え られ る 要因 及び と の 期間 の 風速 , 湿 
度 を 併せ て あげ 第 8 図 と し て 示し て みた 。 (勿論 エ . 1 . 
P は 』 骨 胞 初期 桑 実 期 卵 , 晩期 桑 実 期 卵 , 昭 斗 期 卵 
の 様 な 直ちに 感染 に 関係 し な い が 何 れ は 関係 する べき も 
の の 力も 含ん で 居り , 所 詩 潜 在 的 な 意味 を も つも の で 
ある ) 

第 8 図 に よ つ て 明らか な 通り その T エ . エ T. は 春 衝 の 

月 と 秋冬 季 の 9 月 より 3 月 に 理 る 間 の 2 回 と 増大 が み 
られ , 6 月 の 増加 は 一 過 性 で ある に 反し て 秋冬 季 の 増加 
は 長期 間 に 評 つて いる 。 即 ち 5 月 より 6 月 に 至る 間 の T。 
IT. E の 増加 と 6 月 より 7 月 に 至る 間 の その 減少 は 極 
め て 対 跡 的 で あり , 8 月 に は より 減少 し て 最低 値 を 示し 
て いる が 9 月 に は 再び 増加 し , 10 月 以降 2 月 まで は 殆ど 
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変動 せ ず に 高い 値 を 持続 し て いる 。 面 し て 3 月 に は 策 々 
減少 の 傾向 を 示し , 4 , 5 月 に 至 つ て 積 々 減少 し と れ が 
6 月 の 増加 に 接続 し て いる 。 

以上 述べ た 処 よ り 考え て 附 記 し た 様 な エ 。 エ 。 P の 変 
動 要 因 を あげ た 訳 で ある が , と れ を 今 少し 詳し く 述 べ る 
と 次 の 様 に な る 

4 。 5 月 発育 が 始ま る は 4 月 上 旬 と 考え られ 所 次 先 
RE 
卵 の 発育 が 始ま る と と は 松林 (1953) 等 も 東京 に お いて 行 
つた 実験 で 証明 で ww よく 此 の 結果 と 一 致し て いる 。 
沿 此 の 期 に 発育 を 開始 する 単細胞 卵 に 系統 が あり , そ 
の 一 は 冬季 に 撤 布 され その まま 越 各 し た 生存 卵 で あり 。 
他 は 春 本 野菜 救 の た め に 新た に 搬 布 さ れ た 卵 で ある 。 
沿 駐 此 の 持 ee 
され る と と か ら , 越冬 し た 仔 虫 包 蔵 卵 の 一 部 が 河 次 死 浅 
ナ る 本 
験 的 観察 の 結果 と よく 一 致す る 。 

6 月 4, 5 月 に 急速 に 発育 を 進め た 卵 は 多数 が 仔 虫 包 
蔵 卵 に まで 達する も の と 考え られ , と れ が 好適 な 気温 と 
雨量 の 増加 こよ ょ る 土壌 の 常時 湿潤 に ょ つて 死滅 する と と 



























第 3 図 1.T.P の 消長 と 風速 及 湿度 の 変動 








滞 次 死滅 育 卵 の | の 死滅 





| 新 撤 布 卵 の 発育 | の 死滅 


| 一 部 の 越 科 卵 の | 近 布 前 放尿 内 罰 | 導 温 た よる 卵 の | 気温 低下 に よる 発育 
生存 越冬 卵 及 び | 著 積 | 高温 載 燥 に ょ る 卵 ーー 


新 撤 布 卵 の 越 人 及び 蓄積 





! Y 
も も P 


UM は 。 





200 








2 チマ 




















100 プ が 
と ウ 6@ 
5088 
の ンー PP 








IT 





表 化 池 を 除 358 318 3473 248 148 265 445 3415 435 438 440 423 





いた ID 


な く 多 数 が 蓄積 され る と と と な る と 考え られ る 。 

7, 8 月 夏季 の 気温 の 急激 な 上 昇 は 土壌 の 乾燥 を も 
た らし て 卵 の 発育 を 阻害 する と と は ., 小泉 , 角 (1950) 等 も 
低温 より 高温 の 場合 の 乾燥 が 卵 の 退化 を も た らし 夏季 で 
は 2 週間 で 死滅 する と 述べ て いる と と か ら 明 ら か で , 特 
に 之 等 の 地表 面 の 卵 は 日 光 の 直射 を 受け 相当 の 高温 に 眠 
され 死滅 する も の で あろ う 。 尚 と れ に 加え る に 此 の 期 に 
搬 布 され る 尿 尿 内 卵 が 他 の 時 期 に お ける も の より 退化 率 
ye と を 森下 , 西村 (1956) が 報告 し て いる 。 

,10 月 気温 が 河 次 下 隆 し て 卵 の 発育 に 好適 と な る 
PSMAoFMeAst 
に と も な う 卵 の 撤 布 と 相 伺 つ て 4, 5 月 に お ける 場合 と 
近似 し た 条件 と な る も の と 考え られ る 。 但 し 10 月 中 旬 以 
降 に 搬 布 され た も の は 発育 を 進め る も の の 年 内 に 発育 を 
完成 する 可能 性 は 少な く と れ に つい て は 前 報 で 述べ た 処 
で ある 。 

11 一 3 月 大連 あ いて 結 朗 の 区 理 が 20 ど 停止 する も 
の と 考え らむ る か ら , 9, 10 月 に 発 PNG 
ー ド Py 
て 越 を す る も の で あつ て , 少な く と も 2 月 まで は 人 
変化 し な いで あろ うと と は エ ・ 1T. の 変動 の 少な いと 
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( 誠 ) LLP は 100 桁 以下 は 切 挫 て て 示 (に に 。 語 東 ヵ 混 度 は 大 阪 菅 区 気 表 合 の 江 | 定 |、 よ る . 


と より みて 疑い の な い 処 と 思わ れる 。 和 尚之 等 の 期間 内 た 
新しく 搬 布 され た 卵 は 死滅 する と と な く 単 細胞 の まま で 
越 全 する と と は 小泉 , 角 等 も る 述べ て 居り , 之 れ が 相当 多 
数 鞭 積 され る 人 Pre 

以上 述べ た 処 か ら 考 察する と 1 年 間 に お ける 耕作 地 土 
Mx 
9 月 に 至る 期間 に お いて 最も 多く 8 月 に は 最も 少な いと 
いう と と に な り , 特に 11 月 以降 3 月 に 至る 秋冬 季 は その 
期間 の 長い と と か ら 重要 税 され る べき て ある と 考え ら 
れる 。 

沿 卵 設 内 の 仔 虫 形成 に 最も 重要 な 役割 を も つ 時 期 は 
4, 5 月 並び に 9 , 10 月 で あり , 此 の 両 期 間 の 疫学 上 の 
重要 性 を 比較 すれ ば 前 者 で は 春 午 の 一 過 性 な 感染 型 卵 の 
次 積 を も た ら す が 後者 で は 秋冬 季 の 長期 に 刀 る 蓄積 を も 
た らし ょ り 重要 だ と いえ る 。 和尚 又 之 等 の 卵 の 季節 的 な 消 
長 か ら 感染 機会 を 推 宗 する 場合 に 重要 な 要因 の 一 つと し 
て , 卵 の 広範 囲 に 理 る 飛 艇 及び 直接 経口 的 な 卵 の 侵入 の 
原因 と な る 風 を 考慮 する 必要 が 生じ る 。 即 ちこ れ に つい 

て 第 3 図 に 示し た 年 間 の 風速 及 湿 度 か ら 推 宗 する と , 大 
阪 で は 12 乃 至 1 月 より 5 月 に 至る 期間 は 湿度 が 低く 風速 
が 強い の で あつ て , 卵 の 飛 設 が 他 の 月 に 比 し て 起り 易い 
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Co と を 刀 * 示 レ ず 感染 能力 の 高い 12。 1 2 テ 3 月 が 此 の 時 
期 に 含ま れ て いる と と は 前 記 し た 処 を 一 層 強 く 意 味 づけ 


て いる と 考 ヶ 和え て 凌 到 と えな いと 思え る 。 


総括 及び 結論 
oo 
虫 卵 の 発育 及び その 数 の 季節 的 な 変動 を 調べ た 処 , 両 


ANKARA he る と と を 知 つ 
6 月 の 春季 と 9 , 10 月 の 秋 
字 に 活 湊 で ある 。 2) 圧下 包 蔵 卵 は 6 月 及び 10 刀 至 11 月 
Sh れ た も の は 夏季 の 高温 期 
に 多数 が 退化 する の に 反 し て 10 刀 至 11 月 に 薔 積 さ れ た も 
の は その まま 生存 し 越生 する 。 3) 卵 数 は 6 月 並び に 9 
月 より 3 月 に 下る 問 に 多く , と 』 し は 仔 虫 包 蔵 卵 が 多く 形 
成 さ れ て いる 時 期 と 一 致す る 。 4) 風速 及び 湿度 か ら 考 
えて 大 阪 地方 に お いて は 12 乃 至 1 月 より 5 月 の 間 に 卵 の 
飛散 が 起り 易く 直接 的 間接 的 な 感染 の 機会 お 増大 する 可 
能 性 が ' 太 き い 。 以 bo 上 か ら 圭 彰人 に よる 押 病 
は 1 年 る て 平等 に ある の で は な く 。 5, 6 月 並び に 
9 月 ょ の en の no * よ り 重 要 
で ある と 推定 され た 。 尚 卵 の 増加 に は 施肥 の 回 数 , 発育 
トト 重要 な 要因 と な る と と か ら , 他 地 方 に お い 
その 相 菜 裁 培 の 時 期 , 方 法 な ど を 考慮 すれ ば 凡そ の 
上 の 季節 稚 な 消長 を 橋 定 する と と が 出来 る と いえ る 。 
終り c 臨み 終始 御 懇 篤 な 御 指導 を 賜 つ た 森下 教授 並 
びに 種々 の 御 助 言 を 頂い た 伏見 純一 博士 に 表 心 より 感 
謝 す る 
本 論文 要旨 は 昭和 28 年 4 月 の 第 22 回 日 本 寄生 虫 学会 
総会 に 於 いて 発表 し た ) 
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追記 , 本 研究 完成 後に 小林 昭夫 : 群馬 県 に 於 ける 
咽 虫 自 然 感染 様式 に 関す る 研究 (第 3 報 一 第 5 報 ) の 
報告 が あり 本 論文 に は 之 れ に つい て の 引用 が な され 
て いな い 、。 


SummaaY 


Having selected two different areas of Osaka 
Prefecture, one in northern and one in southern 
part respectively, the author performed this 
observation during the period from April 1952 
to March 1953 and obtained in both places al- 
most simnilar results which are summarized as 
follows : 

1) Among those detected in May, June, Septem- 
ber and October there are many eggs which 
Show advanced development. 

2) Although embryonated eggs seemm to be ac- 
cumnulated in soil in June and in the period 
from October to November, those matured until 
June may be killed by high temperature during 
coming Summmer and those matured in auturmnn 
may Survive and hibernate. 

3) The number of eggs to be detected is great 
in June and in the period from September to 
March of the next year, correSponding with 
season in which much eggs become embryonated. 

4) Basing on the fndings thus obtained and 
consideration om wind and humidity, it iS Sup- 
posed that embryonated eggs in soil may be 
disserninated in the period from December to 
January and again in May, so far the present 
areaS are concerned, causing the increase of 
chances either of direct or indirect infections. 






























軸 本 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 募 教 授 ) 
(昭和 31 年 10 月 1 日 受領 ) 


特 別 


言 

鍋 虫 症 に 神経 症状 を 呈す る 場合 が ある と と は 周知 の 事 
実 で ある が 上 顕 虫 物質 に より 直接 或 は 間接 に 中 枢 又 は 末 村 
神経 に 惹起 され る 変化 は 複雑 な も の で あつ て 詳細 に は 知 
られ て いな いよ ょ うに 思わ れる 。 私 は 動 匠 の 且 実 質 内 ! こ 顕 
東 物 質 主として 普 貝 体腔 液 を 注入 し , その 直接 作用 に 』 
る 変化 を 検討 し 且つ 脳 に 於 ける 名 虫 性 アレ ルギー 惹起 の 
可能 性 に 就 て 考察 し た 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 
顕 虫 体腔 液 は 前 報告 に 詳 述 し た よう に 採取 し 滅菌 し 


飼育 上 虫 体腔 液 : 豚 虫 を 1 多 食 塩水 中 に 30 で に 保ち 
1 日 及び 10 日 飼育 し その 体腔 液 を 夫々 採 肥 減 菌 し た 。 

飼育 液 : 豚 虫 3 2 隻 , ? 8 隻 計 5 隻 を 1000 倍 昇 表 水 
中 に 5 分 間 洗 つた 後 1 多 減 菌 食 席 水 で 数 回 洗 敬 し , 飼育 
液 と し て 1 多 小 菌 食 席 水 100cc を 入れ た コル ベン に 移し 


72 待 間 30'C で 飼育 し 5 隻 共生 存 し た も の に だ 就 て 飼育 液 
年 5 及び リ 。 ( 【 し 潤 E 濃 縮 レ Seitz 演 過 器 3 を 通 レ て 洪 菌 
ラ o 


アメ リカ 釣 限 抗原 : 駆虫 剤 投与 後 
し た アメ リカ 釣 虫 899 隻 , \ 2 生理 食塩 水 で 充分 
KRWRox3orme20 が 4 

度 水 を 加え oo を 用 いて 泥 状 と な し 凍結 薩 
解 ( ド ライ アイ ス , アセ トン 897 で, 20 回 反復 ) 後 , 毎 
OHMeW2HSt レ 4 り 0.01 に マー ゾ ニ ン 
を 加え 相 7.0 に 修正 し た 液 で 

実験 動物 : 体重 約 10 g の 雄 
雄 モ ル モ ッ ト 。 

脳 内 注射 : 動物 頭蓋 の 正中 線 よ ょ り 右 剛 で 右 耳より 征 後 
方 に 於 て 皮膚 を 切開 し 骨 を 露出 し 空 也 し リ 』 人 針 を 策 斜 に 
中 心 の 方 向 に モル モッ ト で は 0.52m。 マウ ス で は 0.2cm 


の 患者 糞便 ょ り 採 肥 


エクス 及び 株 00 の 


Yos/gg: Zzz が ofo : On the actions ofthe subs- 
tances from Ascaris umbricoides., especially its 
body fid, injected into the brain of animals. 
(Department of Parasitology, Research Institute 
for IMicrobial Diseases, Osaka University) 








好 明 


掲 載 


挿入 し て 体腔 液 其他 の 試験 液 を モル モッ ト で は 0.1cc, 
マウ ス で は 0.08cc 注 入 し た 。 

能動 性 感 作 方 法 モル モッ ト の 皮 内 に 体腔 液 を 
cc, 腹腔 内 に た 0.2, 0.5, 0.5cc 順 次 隔 日 に 注射 ツー 
注射 日 より 15 日 後 脳 内 注 射 を 行 つた 。 

彼 動 性 感 作 方 法 : 家 兎 に 体腔 液 腹 腔 内 注射 を 反復 し た 
後 採血 し て 得 た 抗原 価 1 : 2 *% 抗体 価 1 : 2 を 示す 血 
清 4 cc を モル モッ ト の 心臓 内 に 注入 し 翌日 脳 内 注射 を 行 
つた 。 

組織 標本 は 


へ マト キシ す サン ・ ニ 


1】 


フ オ ル マ リ ン 固 定 。 パラ フィ ン 包 崇 を 
オジ ン 重 複 染 


行 V 
色 及 び Mahon 氏 蘭 輌 
染色 を 行 つ た 。 
実験 成績 

T. 顕 虫 物質 脳 内 注射 後 の マ ウス 生存 素 

マウ ス は 脳 内 注射 直後 多く は 静止 し 立 毛 が み ら れ , 時 
に 帝 , 呼吸 困難 等 の 症状 を 呈す る も の も ある が 320 分 以 
内 に 回 復 す る 。 又 何等 異常 を 示さ な いも の も ある が , 絹 
い 巡 織 を 起 し 瞬間 死 を 来 す も の も ある 。 こ と れ ら の 症状 の 
強弱 は 注入 疲 の 種類 に 関係 し な か つた 。 脳 内 注射 後 10 周 
に 理 り 観察 し た マウ ス の 生存 実数 は 第 1 表 に , 第 3 週 及 
び 第 10 週 に 於 ける 生存 率 は 第 2 表 に 示す よう で あつ て , 
1 週 其 で は 影響 は 無い が 第 3 周 に は 体腔 液 及び '/。 濃縮 
飼育 液 注入 の 組 に 名 死 動物 が 出現 し 生 影 響 ぶ み られ , 第 
10 週 に は か な り 明 瞭 に 現われ て いる 。 即ち 体腔 液 2 回 注 
入 の 組 が 最も 生存 率 低く , 体腔 液 1 回 注入 及び "。 濃 和 
飼育 液 の それ が 50%, 次 に 1 日 飼育 豆 虫 体腔 液 及 び 攻 
濃縮 飼育 液 注入 で あり , 10 日 飼育 顕 虫 体腔 液 の 例 に は 多 
ん ど 変 化 な く 生理 食 許 水 脳 内 注射 の 対照 例 で は 名 和 死 し た 
や の は な い 。 

I. 顕 虫 体腔 液 の 脳 内 注射 に よろ る モルモット 脳 の 病理 
組織 学 的 変化 。 

脳 内 注射 直後 四肢 , 呼吸 困難 等 を 起 し 貞 死 し た る 
の も あつ た が 暫時 と れ ら の 症状 を 呈し た 後 回 復 し た 動物 
は 其 後 麻痺 を 来 す と と な く 生 存 し た 。 


・ 能動 性 感 作 後 体腔 液 脳 内 注射 に よる 変化 て 5 時 間 
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功 物質 特に その 体腔 液 の 脳 に 於 ける 作用 に 就 て 





し 3 
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第 1 表 虫 物質 脳 内 注射 後 の マ ウス 生存 数 




























隊 内 注 刺 液 注射 回 数 開始 時 1 週 2 週 3 週 4 週 5 週 6 週 7 週 8 週 9 週 10 財 
全音 
体腔 六 1 0 2 夫 7 笠 -0 0 4 冬 - 仁 : 着 
1 日 飼育 人 腔 液 間 還 間 
10 日 飼育 若虫 体腔 液 1 11 ” 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 
リ 。 湊 縮 飼育 液 1 し 2 
リ 。 渡 縮 飼育 流 I し 2 環 孤 53 吉 PE 拓 
生 理 食 塩水 1 し 得 G 間 II 

系 る 表 抽 康 重 因 庄内 漠 装 の マ lr 
生 存 
脳 内 注射 液 注射 回 数 第 3 週 征 10 週 
の 信頼 限界 (信頼 度 98) % 信頼 限界 信頼 度 98 を ) 
体 。 膝 六 2 60.0 86.6 テ P 三 26.2 40.0 。 23.8 有三 13.4 
体腔 流 1 80.0 93.5 且 P 央 55.8 50.0 。 273.7 三 P 三 26.3 

1 日 包 育 期末 腔 流 1 100.0 100.0 三 P 三 84.8 64.3 86.4 有三 44.0 
10 日 入 育 其 昌 体腔 流 1 90.9 98.7 且 P 三 56.1 90.9 98.7 P 三 25.6 
リ 。 濃縮 飼育 液 1 80.0 95.6 テ P 三 42.8 50.0 80.6 且 P 19.4 
リ 。 濃縮 飼育 液 1 90.9 98.7 放 P 三 56.1 63.6 87.9 且 P 三 30.8 
生 理 食塩 水 1 100.0 100.0 三 P 三 46.4 100.0 100.0 三 P 三 46.4 





後 削 検 , 7 例 ) 
小 血 管 , 毛細 管 は 脳 実質 内 及び 軟 膜 下 に 於 て 著 明 に 拡 
張 し て いる 。 全般 に 神経 細胞 の 核 膨 化 , 濃縮 , 空 胞 形成 





起り 神経 肝 細 胞 の 増殖 及び 小 円 形 細胞 浸潤 が か み ら れ 
注射 Je 周辺 に は 充 碧 が 特に 強く 処 々 小 出 血 及び 


脱 租 が , 神経 細胞 の 変化 , 神経 騰 細 胞 の 増殖 及び 
細胞 浸 : 間 が 痢 い 。 (第 1 図 ) 

2. 役 動 性 感 作 後 体腔 液 脳 内 注 射 による 変化 (24 日 後 
剖検 ) 

MP ct り , 白質 に も 末 構 血 
管 の 著 明 な 拡張 及び 処 々 小 出 血 が み ら れ る 。 白質 に は 染 
色 共 E の 人 し た 隊 思わ せる 変化 が 認め られ 神経 細 胞 
に は 桜 膨 化 , 融解, 濃縮 , Chromatolysis 及び 空 胸 形 成 が 
み ら れ , Satellitosis, Neuronophagia 及び 神経 脱 細 胞 
増殖 ーー 
充血 及び 脱 詳 , 神経 細胞 変性 が み ら れ る 。 (第 2 図 , 第 
3 区 


に - 


3. 無 感 作動 物 の 体腔 液 脳 内 注射 に よる 変化 (6 時 間 


( 95 ) 


ae 2 例 ) 
出血 は 注射 部 位 に 限ら 


の わ o 神経 細 有 
られ る の み で 脱 和 髄 所 見 は ない 
(第 4 図 ) 


区 


0 の 
殆 ん ど み られ な い 。 


全 


うれ > ィ 


. 同 . E、( 26 明 後 害 検 ) 


の と 高度 の 血管 拡張 が 


*。 神経 騰 


れ 僅 に その 周辺 に 充血 が みみ られ 
胞 に は 処 々 に Chromatolysis 及び 核 濃縮 が 
細胞 に も 変化 は 


あり 血管 周囲 の 細胞 浸潤 及び 


科 輔 の 染色 性 低下 が 現れ Ac 膨 化 が 軽度 
み ら れ る 。 注 身 韻 位 周辺 


に 


神経 脱 細 胞 増加 が 著しい 
5. 無 感 作動 物 の アメ リカ 釣 了 虫 抗原 脳 内 注射 
化 (1 日後 剤 検 ) 


充血 , 神経 細胞 変性 , 


細胞 浸潤 が 極 く 還 


図 ) 
6. 体腔 液 感 作 動物 の アメ リカ 釣 虫 抗原 脳 内 注射 に よ 
る 変化 (21 日 後部 検 ) 
充血 は 軽微 で 神経 細胞 の 変化 及び 神経 膨 細 胞 の 増殖 が 


\ 


こ に は 充血 , 神経 細胞 変 


性 及び 


ルー エフ 
に よる 変 


神経 脱 細 胞 増殖 及び 血管 周囲 の 
\ 度 に み られ 脱 科 は 


+ 


殆 ん ど な い 。 (第 5 
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僅 に み ら れ る が 脱 欄 は な い 。 





総括 及び 考察 
顕 虫 物質 特に 顕 虫 体腔 液 の 間 ee 毒性 及 
作用 に 有 て は 既に 小泉 MMen び 其 の 門下 の 広範 か PP 
うり 。 放 下 , 腹腔 内 ea 及 か Moee に 
ace と の 致死 】 yi かみ に さ れ て いる 私 は 皮 証 
和 き に 神経 本 られ る と と か ら 考 えて も 環 虫 物質 
が Re 場合 され る MPakvi し 
て お く 必 要 が ある と 思い 先 づ マウ ス 脳 内 に 顕 虫 物質 を 


入 し た 人 後 そ の 生存 捧 能 を 。 調べ た 。 体腔 液 は 豚 腸 内 ょ wa 
NMOS 
た も の を 用 い , 飼育 液 は り 』 及び 7。 に 渡 縮 し た も の を 
使用 し で 夫 了 し た 調和 閉 穫 す 間 体腔 液 2 回 注射 
の 組 は 40 多 貞 死 し た が 其他 の 組 で は 影響 が 少 い 。 其 後 洒 
次 貞 死 例 か み ら 』 れ 第 10 通 - 於 て は 第 2 表 の よう に 体腔 液 
2 回 注射 が 生存 率 最低 で , 体腔 液 1 回 注射 及び ') 濃縮 
飼育 液 注 肘 は 5022 き リ : 濃縮 飼育 液 と 1 日 飼 
育 顕 虫 体腔 液 は 共に 約 60 多 で あり , 10 日 飼育 虫 体腔 液 
で は 30 多 と な り 対 照 の 生理 MS 水 注射 例 と 
即ち 使用 し た 顕 虫 物質 の 毒性 を マウ ス 脳 内 注射 後 の 生存 
率 か ら 観察 すれ ば 次 の よう に な る 。 

体腔 液 > リ 。 濃縮 飼育 液 > リ 。 濃縮 飼育 液 : 
昌 体 腔 液 >10 日 飼育 亜 ee を 液 。 

脳 の 病理 組織 学 的 変化 に 蹴 て 先 づ 普 虫 体腔 液 に ょ る 感 





を 示し 低い 。 


大 差 ヵ パ * な い の 


1 日 飼育 遇 





作 後 同 液 の 脳 内 注射 を 本 削 検 し た モル モッ ト の 脳 に は 
全般 に 充血 が 顕著 に 起り 経 細胞 の 核 有人 融解, 当 
及び Chromatolysis, 空 胸 形成 が 現れ , Neuronopha_ 
gia, Satelliitosis が みみ られ , ーー 腕 簡 現 
象 , 小 円 形 細胞 浸潤 が 起 る 。 こ と れ ら の 変化 は 50 

間 よ ょ り も 24 日 し た 全て より 著しい 。 無 感 作 モ 
ル モ ッ ト に 体腔 液 の 脳 内 注 射 を 行 つた 場 cm 6 持 間 役 
脳 に 僅 に 充血 が み ら れ , 神経 細胞 核 濃縮 が 処 々 に 起 る 


が 脱 租 所 見 は 無い 。21 日 後に は 充血 が 革 明 て あ る が 然し 
の 人 腕 租 現 象 , 神経 脱 細 胞 の 増殖 は 感 作動 

に 比較 し て 人 知 に 軽度 で ある 。 ア メリ カ 釣 虫 抗原 を 無 感 
ッ MM 較 内 ( 仁和 3 すれ ば 21 日 後 脳 に は 充血 が み 
られ 神経 脱 細 胞 の 増殖 か ある が 神経 細胞 の 変化 , 脱 入所 
見 は 極め て 軽微 ご あり 人 有 湊 に よる る 感 作動 物 に アメ リ 
カ 釣 了 虫 抗原 を 注射 し た 場合 に る 同様 変化 に 乏しい の で 体 
腔 液 脳 内 注射 に よる 所 見 と は 明瞭 に 区 別 さ れる 。 従 つて 
体腔 液 は 脳 組織 に 対し て 特異 的 に 作用 する も の と 考え ら 
れる 。 以上 の よう に 最も 顕著 な 脳 の 変化 は 体腔 液 で 感 作 
し た モル モッ ト に 同 液 を 脳 内 注射 し た 場合 に 起り , アレ 


( 96 ) 
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ルギー 反応 が 惹起 それ た の で は な いか と 考え られ る 。 
脳 組織 自身 を 抗原 と する wrteet 人 6 レル ギー が 多発 硬 
化 症 及 び 狂 犬 病 予防 接種 後 脱 髄 炎 等 の よう : た 脱 本 矢 患 著 
生 の 機 序 に 関し て 研究 され て いる が , 人 ・ 中 西 ・ 佐 
藤 ・ 香 取 (1952) は 卵白 で 家 兎 を 感 作 し た 人 後 抗 原 を 脳 
内 及び 動 脈 内 に 再 注射 し て 脳 の 組織 学 的 変化 を 追求 し 
Me は 認め て いな い 。 顕 虫 体腔 液 に よ ら 木 実験 に 於 て 
脱 簡 現 多 は 実験 的 脳 ア レル ギー に みる よう な か 広範囲 な 
頭 閉 な も の で は な く , 充血 , 神経 細胞 の 変化 及び 神経 騰 
本 の 増殖 が 著しい 。 先 に 私 は 魚 虫 体腔 液 に より 謀 及 
* 肺 に Arthus 現象 が 明瞭 に 惹起 され る と と を 報告 し た 
が 隊 の 変化 は こと れ ら に 比べ て は 軽度 で あつ て 壊死 。 広 芋 
囲 の : H 邊 は 現われ な い 。 
結 論 
豆 虫 物質 は 脳 内 注 討 に より マウ ス に 毒性 を 示し 生存 
を 低下 させ る 。 こ と れ は 特に 魚 虫 体腔 液 に 就 て 顕著 で あ 
顕 虫 体腔 液 の 脳 内 注射 は アメ リカ 釣 虫 抗原 の それ に 比 
eg し て モル モッ ト の 脳 に 著しい 病理 組織 学 的 変化 を 生 
。 体腔 液 に よる 感 作動 物 に 行 つ た 場合 は 特に 顕著 で あ 
>。 然し と の 変化 は 体腔 液 こよ る 度 膚 及び 肺 の Arthus 
現象 に 比較 すれ ば 軽度 で ある 。 
終り に 臨み 御 指導 並び に 御 校 闘 を 賜 わ つ た 森下 教授 に 
深 席 し , 病理 所 見 の 御 教 示 を 戴 いた 多 洞 教授 に 謝意 を 表 
し , 医学 部 第 一 外科 吉田 卓郎 氏 の 御 協力 に 感謝 する . 
本 論文 の 要旨 は 昭和 28 年 日 本 寄生 虫 学会 近畿 支部 第 9 
回 例会 及び 昭和 31 年 日 本 寄生 虫 学会 第 25 回 総会 に 於 て 
発表 し た <. 
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附図 説明 


5 時 間 後 の 脳 組織 像 


第 1 図 感 作 後 体腔 液 脳 内 由 E 射 
神経 脱 細 胞 の 増殖 び 小 円 形 


充血 , 神経 細胞 の 変化 , 
細胞 遂 潤 が み ら れ る . 
第 2 図 感 作 後 体腔 液 脳 内 注射 24 日 後 の 脳 組織 像 
神経 細胞 に ば 核 膨 化 , 融解 , Chromatolysis, 
完 胞 形成 が み ら れ , SatellitosiS, Neuronophagia 及び 
神経 脱 細 胞 増殖 が 現れ て いる . 充血 は 著しい ・ 
第 3 図 感 作 後 体腔 液 脳 内 注射 24 日 後 の 脳 の 身 共 染 
家 有 靖 の 首 集 色 色 性 低下 が み ら れ る < 
第 4 図 無 感 作 動物 の 体 腔 : 
像 
充血 は 軽度 で 神経 細胞 核 濃縮 が 多々 に み ら れ る . 
第 5 図 無 感 作動 物 の アメ リカ 釣 上 抗原 脳 内 注射 21 日 後 
の 脳 組織 像 
充血 及び 神経 腸 細 胞 増殖 が 僅 に み ら れ る が 往 経 細胞 の 
導 化 は 友 ん ど な い < 


れ 
IF 


革 





濃縮 , 








夜 脳 内 注射 6 時 間 後 の 脳 組織 


Sumnmary 


By the injection of some kinds of substances 
derived from 44sc2zs 7 の yzco7des into the brain 
of animals, the following results were ohtained : 

1) The rates of surviving mice 10 weeks after 
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the injection vary according to the substances 
uSed, e.g.: 

a) With fresh body fluid. 40 
tions and 50 by single injection. 

b) With body fiuid of worms cultured. 64.3 め 
by injection of the material from worms cul を ured 
1 day, while 90.9 for material from those 
cultured 10 days. 

c) With fhid in which worms were cultured. 
50 by single injection of the fluid in 1/5 con- 
centration of the original volum whereas 63.6 め 
in 1/2 concentration. 

d) With saline solutidn 
Vived. 

2) By the injection w 基 h body fluid, the brain 
of guinea Digs previously Sensitized with same 
material Showed distinct histopathological changes 
such as congestion, alternation in nerve cell and 
proliferation of neuroglia, while the demyeliniZa- 
tion was less notable. These findings, however, 
are less remarkable than those in Arthus pheno- 
menon of the skin and lung previously pointed 
out by the author、 

3) In the brain of normal guinea pigs, the 
histopathological change due to body fid was 
slight although it was more remarkable than 
that due to the substance from ん ec の 72 の 772677- 


by two injec- 


control. 100 sur- 
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321. 角田 消 (1955) : ) 黒 頭 病 に 就 いて . 第 1 
報 , 有 間 刀 MO 同上 , 4(10) : 69 
322. 角田 清 , 立岩 常夫 (1956::。 ピ ペラ ジン , ハイ ドル 
ー ト に 依る ハナ グマ の 工 枯 虫 症 治療 試験 。 

6) , 37 一 38. 
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昭和 32 年 3 月 (1957)〕 


寄贈 文献 目録 (7) つ ゞ き 


323. 渡辺 昇 蔵 , 岩田 神 之 介 (1956) : カド ミウ スム 製剤 に 
よる 豚 虫 試験 . 同上 , 5(②), 13. 

324. 佐々 木 昇 (1956) : 本 邦 の 畜 牛 に 発見 され る Trys 
panosoma theileri の 北海 道 に 於 ける 分 布 に つい て 
同上 , 5(②), 14. 

325. 石原 忠雄 (1956): スパ トニ ン の 吸収 排 注 と その 使 
用 法 に つい て .。 同上 , 5(⑦), 41 一 42. 

326. Jiro Ito (1956) : Study on.the cercaria and 
metacercaria of sezz7oezo2c/ZS 27 の 7 (Hasega- 
wa, 1935) Yamaguchi, 1938, 
development of its metacercari2, 
eidae, Trematoda)Jap. J. Med. Sci. Biol. 9 (1 ン 
2) , 1 一 16. 

327. 和 本 常松 (1954) : 海 人 草 有効 成分 の 研究 
了 臨床, 3 (10), 603 一 609, 

328. 寄生 虫 学会 東日本 支部 (1956) : 


especially on the 


(Heterophyl 


・ 新 楽 と 


第 16 回 日 本 寄生 息 


学会 会 東 日 本 棄 部 大 会 記 事 





会 。 記 


1) 現在 (昭和 32 年 3 月 1 日 に お いて ) 学会 で 受付 け 
済み の 原稿 は 25 篇 で す 。 6 巻 2 号 は 学会 記事 号 で す の 
で , 6 巻 3 号 分 (9 月 発行 ) は 締切 り , 6 巻 4 号 (12 月 
用) が 近く 締切 り に な り ま す の で , 御 申 込み の 方 は 早め 
に 件 投稿 下さ い 。 な お , 4 月 以降 は 編集 会 議 に よ つ て 隅 
月 刊 と な つて , 年 6 回 発行 の 可能 性 が あり ます 。 と の 場 
合 , 9 月 発行 の 6 巻 3 号 は 8 月 に , 12 月 発行 の 6 巻 4 号 
は 10 月 と な り , いずれ も 発行 期日 が 早く な り ま す 。 

2) 本 号 よ り 発行 部 数 が 若干 ふえ ま し た た め 超 過 頁 代 


ゃ 一 頁 当 り , 1,042 円 と な り ま し た 。 ま た 。 別刷 の 前 後 
に あり ます 他 の 論文 を と り の ぞ し よう に いた し まし た の 


* 若 二 高 く な り ま す の で 御子 承 下さ い 。 別刷 
それ 以上 は 50 部 単位 と Sh レ 


で , 別刷 代 ヵ 
部 数 は 最低 100 部 と 内 


こん で 下さ い 。 な お , 大 体 の 別刷 代 の 値段 を 御 参考 まで 
Wo 

1<2 頁 670 円 3 一 4 頁 810 円 

5 ~ 6 980 円 7 て 8 頁 1,090 円 


9 ~10 頁 1,230 円 
別刷 は 通常 白紙 の 表紙 を つけ た だ け に し て あり ます 


329. 寄生 虫 学会 西日本 支部 (1956) : 日 本 寄生 虫 学会 丁 
日 本 放 部 第 12 回 大 会 講演 抄録. 

930. Masao Kimura (1955) : Behaviour of Meta- 
cercaria of the Lung Trematode, Paragonirnu< 
Westermanii in Relation to Alirmentary Cana- 
of Fish. 宮崎 大 学 農学 部 研究 時 報 , 11), 146 一 148. 

331. Kimura Masao (1956) : Trbidity of some 
riverS in IMiyazaki Prefecture in relation to 
infection rate of the lung trematode. Parago- 
nimus westermanii, Memoirs Faculty Agri. 
1 (②), 201 一 203. 

332. Masao Kimura (1956) : Behaivor of the 
water-beetle, Hydrous acuminatus, aS 2 natu- 
ral enemy of the mollusk, Lymnaea ollula. 
Memoirs Faculty Agri. 1 (2) . 205<206. 

が , 表紙 に 標題 , 著者 名 , 雑誌 名 等 を 印刷 御 希望 の 方 は 

実費 を 申し 受け ます 。 

3) 学会 事務 所 で は 下記 の バッ ク ナ ン バー が 在庫 し て 

お り ま す 。 御 希望 者 は 御 申込 み 下 さい 。 

寄生 虫 学 雑誌 

1 巻 1 号 200 円 

2 巻 1 号 200 円 

2 巻 2 号 200 円 

2 巻 3・4 号 400 円 
3 巻 14 号 各 200 円 
4 巻 14 号 各 200 円 
5 巻 1 号 200 円 

5 巻 2 号 300 円 

5 巻 3 て 4 号 各 200 円 
吸虫 文献 集 500 円 

学会 記事 

16, 17。 18 合 本 400 円 
19 400 円 
20 400 円 
21 400 円 


( 99 ) 


(鈴木 了 司 記 ) 





10。 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 
投 稿 規 定 第 5 表 次 抹 標本 枚数 に よる 希 忠 卵 検出 率 
投稿 は 原 閉 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 区 名 は 
日 本 文 の 下 に 欧文 訳 を 附 す る 事 。 
原稿 は 新 か な づか い に よ る 國語 常 体 (で ある , あつ 1 枚 。 43 104 20.7 





検査 枚数 誰 供 了 人 場 條 率 () 同 信頼 限界 5 





76.4>m ン >64.。2 
89.0>m ッ >78.4 


に ・… 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 演 字 を 用 いる の を 原 3 枚 合 計 22 125 95.0 
則 と する 。 促音 ・ 揚 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ウツ 」 の 
よう に 小さ く 記す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 薬品 名 は か た か な で 書く 。 

句読点 に は ュ ン マ と 丸 ( 。) を 主として 用 い , その 

他 必 要 に 鷹 じ て コロ ン , セミ ュ ロ ン , ダッ シュ を 使 

つて も いい 。 

数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は コン マ ま た は 

黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5,8 図 4s- 

c の 77$。 727270,。 へ マト キシ リン , アセ トカ ー ミ ン , 
ポン プ ・ ュ ユック, 用 語 ・ 文 体 

数 字 , 旧 位 
ィ ) 25cm 5.3 kg 23.5?C pH 6.0 
( 曹 位 に は 点 を 打 た め ぬ ) 

g) 5 個 9 人 第 5 素 昭和 28 年 7 月 
^) 一 見 し て 二 硫 化 災 素 数 十 人 
ィ ) 図 , 図 上 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 
=) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 

3。 ・……) を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ ン キ で 縮小 を 

指定 する こ 
へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c. な ど と こま 
か く 分 け ぬ こと 。 
=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本 文 内 の 図 か ら の 続き 番 
号 に する こと 。 

脚 庄 に は 通し 番号 を 「・… 
付け る 。 

本 女 中 の 女 献 著者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 附 
記す る こと , 引用 文献 は 著者 , (年 号 ) : 標題 . 雑 誌 , 
巻 ( 号 )。 頁 一 頁 . の 順序 に 文末 に まとめ て ABC 順 
に 並べ , 各 文 献 に は 必ず 表題 を る 附 記 する こと 。 

・ 小 活字 や 特殊 活字 (マヤ シック, イタ リッ ク た な ど ) を 
使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ インキ で 明記 する こと , 文 
中 お よび 文献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 イン キ で 
引い て お く , た だ し , 衝 種 の 見 出し の 体 散 ・ 活 字 に 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

原 稲 の 本 女 ・ 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 計 は それ ぞ れ 別 々 

"に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 生 を 入れ る べき 本 女 中 の 場所 
に は 左側 欄外 に 赤 ィ インキ で 第 3 図 , 脚 往 5 の よう に 
示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 話 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 
入れ る 」 の よ ょ うに 朱書 する 。 


・ で ある 。 5」 の よう に 


6 枚 合計 12 132 89.7 


93.1>m>83.6 





原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 1000』 
円 と する 。 但し , 表 は 5 枚 以内 と し て 右 の 制限 内 に 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 。 
同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 
篇 を 除い て 他 は 超過 頁 と 見 仙 す 。 
投稿 は 必ず 欧文 抄録 を 附け る こと 。 欧文 抄録 は タネ 
デラ ィ タ ー 用 紙 (28x21 cm 位 ) に 一 行 お き に 打ち 1 
枚 以 内 と する 。 但し 都合 に よ つ て は 和文 で 400 字 吉 
内 の 欧文 抄録 用 原稿 を 送 了 替 さ れ て も 良い 。 此 の 場合 
は 別に 客 訳 料 500 円 を 添え を て 申し こむ こと 。 

。 別 其 は 100 部 を 介 位 と し て 別に 実費 を 申 受 ける 。 』 

- 原稿 は 原則 と し て 到 落 順に 掲載 する も , その 控 可 
載 順序 , 体 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 ] 

。 原 稿 の 送り 先 は 東京 都 品川 区 上 大 時 長者 丸 國 立 予科 
衛生 研究 所 内 日 本 寄生 貝 学会 事務 所 と する こと 。 

。 な お 論 女 の 書き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 ( 朝 倉 書 
「 科 学 論文 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 

お しらせ せ 
御 投稿 の 際 別 吊 の 必要 部 数 を 明記 し て 下さ い 。 条 別 M 





は 通常 白紙 の 素 紙 を つけ た ゞ さけ に し て あり ます が , 表 
に 標題 著者 名 雑誌 名 等 印刷 御 希 望 の 方 は 実費 で 申 受け 
す 。 
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